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【査読論文】 

仏教的ウェルビーイング学と科学的ウェルビーイング学の
響創の可能性 

 

前野 隆司（武蔵野大学教授、慶應義塾大学教授） 

 

要約  
本稿では、まず、仏教の基本的な考え方および仏教における幸福・ウェルビ

ーイングの捉え方について述べる。次に、現代科学、特にウェルビーイングの
科学についての現状と、仏教的ウェルビーイングとの関係について述べる。ま
た、感性の陶冶とイノベーション指向が仏教的ウェルビーイングと科学的ウェ
ルビーイングの響創を加速すると考えられることについても述べる。さらに、
農耕革命、産業革命に次ぐ三つ目の変革、すなわち、近現代からウェルビーイ
ング時代への人類史上３度目の大転換を、仏教的ウェルビーイング学と科学的
ウェルビーイング学の響創が先導する可能性についても述べる。仏教的ウェル
ビーイングと科学的ウェルビーイングの学問を体系化し、共に学び、共に実践
することによってこそ、生きとし生けるものが幸せに生きる未来の創造への道
が拓けてくると考えられる。ウェルビーイング学部は、これらを実践する学部
である。 
 

１．はじめに 
 産業革命以来の人類が選択した主要な価値の一つは、経済成長を重視する資
本主義・自由主義であると考えられる。欧米、特にアメリカやイギリスにおい
ては、マックス・ヴェーバー1が述べているように、プロテスタンティズムが資
本主義発展のきっかけの一つであったと考えられている。すなわち、プロテス
タントの倫理規範の一つである「清貧」と経済的発展という、いわば逆説的な
二つの概念が実は通底する。つまり、人間の性質は神が授けた賜物であるから、
この賜物を用いて天職を全うし蓄財することは善である、という考え方が近代
資本主義発展の一因となった。この過程には、経済活動が、その基底にあった
世俗内禁欲という宗教倫理を喪失し、形骸化した制度のみを資本蓄積の手段と
化したという問題がある。 
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 日本においては、明治維新前後の神仏分離・廃仏毀釈や戦後の欧米型教育の
導入に代表されるように、仏教的・東洋思想的価値観が希薄化する方向に近現
代社会形成が進んできた歴史がある。また、欧米においても、宗教を信じる人
の割合は減少している 2。つまり、宗教的・思想的ないしは全体的・包括的価
値観抜きに経済成長重視型、すなわち「個人が各々に自由な活動を行えば結果
として全体もうまくいくに違いない」という資本主義・自由主義の価値観が現
代先進諸国の主要な価値観として広まっているといえよう。 
 そんな世界が現在直面している課題は、格差の拡大、環境問題、戦争や紛争、
パンデミック、資本主義の後退である。すなわち、世界全体について考える規
範的価値が希薄化した現代において、世界全体について考えるべき課題がきわ
めて深刻な社会問題として現代世界を覆っている。 
 このような現代社会において、仏教的真理観に基づいて煩悩の無力化を目指
すとともに生きとし生けるものの幸せを実現しようとする仏教思想 3 と、科学
的手法に基づく学問分野横断型学問であるウェルビーイング学 4 の響創（響き
あいながら協創すること）が、産業革命以来の人類文明の行きすぎた進歩主義
を抜本的に革新する可能性を有するのではないだろうか。なお、ウェルビーイ
ングとは、直訳すれば「よい（well）あり方（being）」である。具体的には、
幸せ、生きがい、安心、福祉、健康、平和など、生きとし生けるもののよき生
き方を包含する概念である。もとより、仏教において「よき生き方」とは、自
己の現世的な生の安楽のみならず、過去未来現在の他者の幸福という、自己を
超越した存在様態における生を想定しており、それは伝統的に浄土や彼岸とい
う形象として受容されてきた。現在課題になっているのは、この完成された伝
統的理念を現在の思想状況のなかでいかに再現しうるかである。この問題意識
のもと、本稿においては仏教的ウェルビーイング論が科学的幸福論をさらに豊
かものにしうる可能性について、考えを述べる。また、農耕革命、産業革命に
次ぐ三つ目の変革、すなわち、近現代からウェルビーイング時代への人類史上
３度目の大転換を、仏教的ウェルビーイング学と科学的ウェルビーイング学の
響創が先導する可能性についても述べる。 
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２．仏教の根本的真理観 
（１）三法印に表される仏教的真理 
 仏教の最古の文献のひとつであるといわれる『真理のことば』（ダンマパダ）
「第 20章 道」に説かれている仏教の根本的真理（仏法、ブッダ・ダルマ）は
以下のとおりである。なお、パーリ語の dhamma（ダンマ）はサンスクリット
語では dharma ダルマである。 

「「一切の形成されたものは無常である」（諸行無常）と明らかな知慧をも
って観るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる。これこそが人が清ら
かになる道である」（二七七） 
「「一切の形成されたものは苦しみである」（一切皆苦）と明らかな知慧を
もって観るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる。これこそが人が清
らかになる道である」（二七八） 
「「一切の事物は我ならざるものである」（諸法非我）と明らかな知慧をも
って観るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる。これこそが人が清ら
かになる道である」（二七九）5 

 これら「諸行無常」「一切皆苦」「諸法非我（諸法無我とも呼ばれる）」は、仏
教の根本的な理念を示しており、三法印と呼ばれる。後述する「涅槃寂静」も
併せて四法印と呼ばれることもある。日本には中国を経て仏教が伝来したため
仏教概念は漢字で表される。このため、四法印は現代人には一見難解な概念に
思われるかもしれない。四法印の法とは法則・真理という意味であり、ダルマ
（保つ、支持るという意味の語根√dhṛ から派生した名詞）の訳である。仏教
もそもそも仏法（ブッダ・ダルマ）と呼ばれていたが、明治以降にキリスト教
やイスラム教と区別された Buddhism という西洋起源の概念に対応する語とし
て仏教という用語が使われるようになったといわれる。さて、武蔵野大学のケ
ネス・タナカ名誉教授が四法印をシンプルな英語に訳している 6 ので紹介しよ
う。 

諸行無常 人生は無常である。 Life is impermanent. 
一切皆苦 人生は凹凸道である。 Life is bumpy road. 
諸法無我 人生は縁起である。 Life is interdependent. 
涅槃寂静 人生は根本的に良いものである。 Life is fundamentally good. 

3



仏教的ウェルビーイング学と科学的ウェルビーイング学の響創の可能性

 4 

 また、『感興のことば』「第１章 無常」の冒頭には、「諸行無常」について、
「諸のつくられた事物は実に無常である。生じ滅びる性質のものである。それ
らは生じては滅びるからである。それらの静まるのが、安楽である。」（三）7と
説かれている。続く箇所では、無常の事態が次のように描き出されている。 

「朝には多くの人々を見かけるが、夕べには或る人々のすがたが見られな
い。夕べには多くの人々をみかけるが、朝には或る人々のすがたが見られ
ない。」（七） 
「「わたしは若い」と思っていても、死すべきはずの人間は、誰が（自分の）
生命をあてにしていてよいだろうか？若い人々でも死んで行くのだ。—男
でも女でも、次から次へと―。」（八）8 

つまり、世界の一切は無常であり（諸行無常）、それを生じさせているのは我
ならざるものである（諸法非我）のに、その仏教的真理を理解せず、愛着・執
着のこだわりに囚われる人は、苦しみから逃れられない（一切皆苦）と考える
のが三法印である。『ゴータマ・ブッダ I』9には以下のように述べられている。 

わたくしのさとったこの真理は深淵で、見がたく、難解であり、しずまり、
絶妙であり、思考の域を超え、微妙であり、賢者のみよく知るところであ
る。ところがこの世の人々は執着のこだわりを楽しみ、執着のこだわりに
耽り、執着のこだわりを嬉しがっている。さて執着のこだわりを楽しみ、
執着のこだわりに耽り、執着のこだわりを嬉しがっている人々には、＜こ
れを条件としてかれがあるということ＞すなわち縁起という道理は見がた
い。・・・すべての執着を捨て去ること、妄執の消滅、貪欲を離れること、
止滅、やすらぎ（ニルヴァーナ）というこの道理もまた見がたい。 

 ではいかにすれば『真理のことば』における「清らか」、『感興のことば』に
おける「安楽」ないしは『ゴータマ・ブッダ I』における「やすらぎ（ニルヴ
ァーナ）」に到達できるのであろうか。そのことについては次節で述べよう。 
 
（２）苦しみからの解放の理論と涅槃寂静 
『ブッダのことば』（スッタニパータ）「第三 大いなる章 十二 二種の観

察」には、次のように説かれている。 
「苦しみを知り、また苦しみの生起するもとを知り、また苦しみのすべて
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残りなく滅びるところを知り、また苦しみの消滅に達する道を知った人々、
― かれらは、心の解脱を具現し、また智慧の解脱を具現する。」（七二六、
七二七）10 

 また、『ブッダのことば』（スッタニパータ）「第四 八つの詩句の章 一 
欲望」には次のように述べられている。 
  「欲望をかなえたいと望んでいる人が、もしもうまくゆくならば、かれは

実に人間の欲するものを得て、心に喜ぶ。 
  欲望をかなえたいと望み貪欲の生じた人が、もしも欲望をはたすことがで

きなくなるならば、かれは、矢に射られたかのように、悩み苦しむ。 
  足で蛇の頭を踏まないようにするのと同様に、よく気を付けて諸々の欲望

を回避する人は、この世でこの執着をのり超える。」（七六六～七六八）11 
  「無力のように見えるもの（諸々の煩悩）がかれにうち勝ち、危い災難が

かれをふみにじる。それ故に苦しみがかれにつき従う。あたかも壊れた舟
に水が侵入するように。 
それ故に、人は常によく気をつけていて、諸々の欲望を回避せよ。船のた
まり水を汲み出すように、それらの欲望を捨て去って、激しい流れを渡り、
彼岸に到達せよ。」（七七〇、七七一）12 

同じく、『ブッダのことば』（スッタニパータ）「第五 彼岸に至る道の章 五、
学生メッタグーの質問」では、次のように説かれている。   

「世の中にある種々様々な苦しみは、執着を縁として生起する。実に知る
ことなくして執着をつくる人は愚鈍であり、くり返し苦しみに近づく。だ
から、知ることあり、苦しみの生起のもとを観じた人は、再生の素因（＝
執着）をつくってはならない。」（一〇五〇、一〇五一）13 

同様に、怒りについても、『感興のことば』「第二〇章 怒り」において、次の
ように述べられている。 
  「怒りを捨てよ。慢心を除き去れ。いかなる束縛をも超越せよ。名称と形

態とに執着せず、無一物となった者は、苦悩に追われることがない。 
  怒りが起こったならば、それを捨て去れ。欲情が起こったならば、それを

防げ。思慮ある人は無明を捨て去れ。真理を体得することから幸せが起こ
る。」（一、二）14 
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 このように、欲望を回避し、怒りを捨て、執着を手放すことによってこそ、
安楽・安らぎは得られるのである。言い換えれば、「諸行無常」「諸法非我（諸
法無我）」を理解し、「一切皆苦」を離れることができれば、「涅槃寂静」に到
ることができると説くのが仏教の根本的真理（仏法、ブッダ・ダルマ）である。 
 
３．仏教における幸福観とウェルビーイング 
（１）慈悲に基づいて成立する仏教的幸福観 
 また、仏教の書物にはウェルビーイングに関連すると考えられる言及が少な
くない。このため、本節では仏教において幸福感とウェルビーイングについて
言及されている部分について述べよう。 
『ブッダのことば ―スッタニパータ―』「第一 蛇の章 八、慈しみ」に次
の一節がある。 

「いかなる生物生類であっても、怯えているものでも強剛なものでも、悉
く、長いものでも、大きなものでも、中くらいのものでも、短いものでも、
微細なものでも、粗大なものでも、目に見えるものでも、目に見えないも
のでも、遠くに住むものでも、近くに住むものでも、すでに生まれたもの
でも、これから生まれようと欲するものでも、一切の生きとし生けるもの
は、幸せであれ。」（一四六、一四七）15 
「あたかも、母が己が独り子を命を賭けても護るように、そのように一切
の生きとし生けるものどもに対しても、無量の（慈しみの）こころを起す
べし」（一四九）16 

 ここには、すべての生きとし生けるものの幸せを願うブッダの思いが込めら
れている。すなわち、初期仏教における慈しみの思想である。 
 
（２）大乗仏教の慈悲 
初期仏教における慈しみの思想は、大乗仏教においてさらに豊かに展開する。

すなわち、四無量心（慈悲喜捨）あるいは大悲・中悲・小悲などの区別も説か
れるようになる。「慈」とは他者へ安楽を与えること、「悲」とは他者の苦しみ
を抜くこと、「喜」とは他者の安楽をともに喜ぶこと、「捨」とは対象に執着な
く平等無差別に慈悲の実践をすることである。 
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 大乗仏教では、無分別智の重要性が強調される。分別、分離、分析に基づく
思考（分別智）によって近代以降の執着追求容認型社会は発展したのであるが、
それに対し、そもそも仏法（仏教的真理）は言語化され分析されうる事態を超
えており、それを把握する智慧としての無分別智に至ったのが大乗仏教である。
例えば禅宗では「不立文字」と言われる。文字では表せない、という考え方で
ある。また、浄土真宗をはじめとする浄土教では、涅槃寂静を言葉で表し得な
いばかりか、そもそも人間は簡単には涅槃寂静には至れないという凡夫（愚か
な者、無知な者、凡庸な人、一般の人）としての自覚が強調される。もちろん、
仏教の根本的真理の理解と実践のために高邁な志を抱くことも重要であるが、
それと同時に、自己の欲望充足に向けた飽くなき衝動に導かれ、暴走してしま
う本性を自覚し、その凡夫が凡夫でありつつ、いかに仏道完成の歩みを続けて
いくかという、非常に謙虚かつ誠実な自己存在の在り方を深く見つめる自覚が
強調される。浄土教の流れ、とりわけ親鸞の浄土思想においては、阿弥陀仏の
本願力回向によって、自己の有限性の限界に気づかされ、さらには有限性を超
えた世界へと生まれていくという、究極の他力思想が表明されている。 
 たとえば、親鸞の『一念多念文意』 17には、以下のように述べられている。 

凡夫はすなはちわれらなり。（中略）凡夫といふは、無明煩悩われらが身に
みちみちて、欲もおほく、いかり、はらだち、そねみ、ねたむこころおほ
くひまなくして、臨終の一念にいたるまで、とどまらず、きえず、たえず
と、水（水の河は貪欲の例え）火（火の河は怒りの例え）二河のたとへに
あらはれたり。 

 自己の有限性の深遠な自覚を通し、それを超える無限なる存在に開かれよう
とする、仏教思想の究極的な発展形態である。仏法がインドから中国を経て日
本に伝来し、長い年月をかけ、様々な思惟を経て、人間心理のあらゆる面を吟
味した結果として到達した境地がそこにある。すなわち、人間は悟りたくても
悟れない。煩悩と愛欲に悩まされる。仏教的真理を実現すべきなのに、頭では
わかっても、実践できない。生きとし生けるものを救う慈悲を根本思想の一つ
とする仏教は、そんな人をも救いの対象とするのである。自分は煩悩がある人
（悪人、ないしは凡夫）であると自覚するとともに、その上で仏法を会得しよ
うとする人こそが、阿弥陀如来（アミターバ、はかりしれない光を持つもの、

7
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真理に目覚めたもの）により救われると考えるのである。以上が、大乗仏教の、
特に浄土真宗の、慈悲と願いの思想である。 
 
（３）ブッダの説くこよなき幸せ 
 ここまで慈悲と幸せの関係について述べてきた。ここでは、仏教の智慧（根
本的真理）と幸せの関係について述べる。 
『ブッダのことば』「第二 小なる章 四 こよなき幸せ」においては、こよ
なき幸せとして次のように説かれている。 

「諸々の愚者に親しまないで、諸々の賢者に親しみ、尊敬すべき人々を尊
敬すること、—これがこよなき幸せである」（二五九）18 

この箇所に続いて、深い学識があること、技術を身につけ、身をつつしむこと
をよく学ぶこと、父母につかえること、仕事に秩序あり混乱せぬこと、ほどこ
しを行うこと、親族を愛し護ること、非難を受けない行為につとめること、悪
をやめ悪を離れ飲酒をつつしみ、徳行をゆるがせにしないこと、尊敬と謙遜と
満足と感謝、教えを聞くこと、耐え忍ぶこと、ことばのやさしいこと、諸々の
〈道の人〉に会うこと、理法についての教えを聞くことなどがこよなき幸せと
して説かれている。世俗の中での、人間関係、社会生活についても、節度を保
ちつつ行動することが説かれており、中村元の注によると、この章は南アジア
においては、「大いなる幸せを説いた経」としてよく読誦されているというこ
とである。また、「この短い一節は、〈人生の幸福とは何か〉をまとめて述べて
いる。いわば釈尊の幸福論である」19 とも解説されている。したがって、ブッ
ダの幸福論は、出家して修行生活を送るものだけを対象として説かれているも
のではなく、世間的、日常的な生活を送る中で、幸せな生活がどうあるべきか、
という点に十分な配慮がなされていることがわかる。 
 その上で、最後の箇所では次のように述べている。 

「修養と、清らかな行いと、聖なる真理を見ること、安らぎ(ニルヴァー
ナ)を体得すること、—これがこよなき幸せである。 
世俗のことがらに触れても、その人の心が動揺せず、憂いなく、汚れを離
れ、安穏であること、—これがこよなき幸せである。」（二六七、二六八）20 

こうした道は出家者にしか歩めないのだろうか。仏教の歴史の事実は、そうで

8
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はないことを明らかに示している。「聖なる真理を見ること」、「安らぎ（ニル
ヴァーナ）を体得すること」、動揺・憂い・煩悩のほしいままの暴走を離れて
心が「安穏であること」などが仏教の目指す最終的な幸せのゴールに設定され
ていることは明らかである。 
このような仏教的幸福観は、『ブッダのことば ―スッタニパータ―』「第二 

小なる章 一、宝」においても、次のように述べられている。 
  「心を統一したサキヤムニは、（煩悩の）消滅・離欲・不死・勝れたものに
到達された、—その理法と等しいものは何も存在しない。このすぐれた宝
は理法のうちに存する。この真理によって幸せであれ。 
最も勝れた仏が讃嘆したもうた清らかな心の安定を、ひとびとは「〔さとり
に向かって〕間をおかぬ心の安定」と呼ぶ。この〈心の安定〉と等しいも
のはほかに存在しない。このすぐれた宝は理法の（教え）のうちに存する。
この真理によって幸せであれ。」（二二五、二二六）21 

この箇所においても、ブッダの幸せは、煩悩の生滅、欲望からの解放によって、
死をはじめとした苦しみの事態から自由になった状態、心が安定的に統一され、
真理に導かれた幸せであることがわかる。また、「第二 小なる章 九、いか
なる戒めを」においても、真理について、次のように説かれている。 

「真理を楽しみ、真理を喜び、真理に安住し、真理の定めを知り、真理を
そこなうことばを口にするな。みごとに説かれた真実にもとづいて暮らせ。」
（三二七）22 

『ブッダのことば』に説かれる仏教の真理観を集約すれば、ブッダの目覚めた
真理、ブッダによって説かれた真実の理法を拠り所として生きていくというこ
とが苦しみからの解放、この上なき心の安定を実現していく上で決定的に重要
なメッセージであり、また「真理によって幸せであれ」という言葉こそが仏教
的幸福論の結論ともいえよう 23。 
 
４．仏教的ウェルビーイング学と科学的ウェルビーイング学の響創の可能性 
—仏教的真理からの演繹、科学からの帰納および両者の響創による未来創造の
仮説形成— 
（１）仏教と現代諸科学の類似点と相違点 
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（ａ）諸行無常と諸法非我 
 ここでは、これまでに述べてきた仏教の本質と、自然科学、人文科学、社会
科学、特にウェルビーイング学との類似点及び相違点を整理したい。 
 まず、「諸行無常」と「諸法非我」、あるいは縁起の思想が、現代の科学的世
界観に通じ得ることについて述べたい。 
 近代以降の科学、主に自然科学と社会科学は、物事を分解し、分析し、要素
還元論的に部分を明確に理解するとともに、それを積み上げることによってさ
まざまな物事は理解できる、という考え（分別智）に基づいている。ただし、
科学的な分析の結果、量子力学、複雑系の科学、脳神経科学、人工知能など、
要素の積み上げだけでは説明できない現象がこの世界には存在することが科学
的に明らかにされている 24。つまり、今も科学の手法は要素還元論的であるが、
しかし、最先端科学の一部は要素還元論からの帰納（部分からの全体の推測）
によって全体的世界観についての科学的事実を導き出しつつあるのである。た
とえば光は粒子としての性質と波動としての性質を併せ持つため、光は粒子な
のか波動なのかという問いに答えはない。あるときには粒子の性質を示し、あ
るときには波動の性質を示すのであって、“粒子”および“波動”という表現自体
が本来物理現象に対する近似的な定義に過ぎないというべきなのである。また、
複雑系の科学によれば、すべての物事は相互作用し合っていて、その挙動は要
素の積み上げでは説明できない複雑さを示すことが知られている。脳神経科学
による自由意志に関する実験結果を説明するには、心が自由意志によって意思
決定をしているということ自体を疑わざるを得ない（受動意識仮説 25）。近年の
人工知能では、生物の神経回路網を模倣したニューラルネットワークによるデ
ィープラーニングという手法が用いられるが、もはやニューラルネットワーク
の優れた挙動を論理的に説明し尽くすことはできない。いずれも、二項対立的
な分類・分析・分別による科学的手法には限界があることを科学自体が実証し
て見せるとともに、部分的理解からの帰納によって全体理解を深める可能性を
示した事例である。 
 これらの現代科学の知見は「諸行無常」および「諸法非我」に近似している。
一切の物事はさまざまな相互作用の結果、移り変わっているのであって、光は
粒子ないし波動に留まるものではないし、物事の相互作用を司る自由意志のよ

10



仏教的ウェルビーイング学と科学的ウェルビーイング学の響創の可能性

 11 

うなものが確固として存在すると言い切ることは困難であり、さまざまな相互
作用は自己という主体が司ると考えない時に脳神経科学の研究結果は説明でき
るのである。 
 ただし、科学が解を導き出すやりかたはあくまで要素還元論的・部分的現象
理解からの全体の帰納である。たとえば、複雑系の科学は、非線形二元二次連
立方程式がカオス的挙動を示すことから、世界全体も複雑系であることを帰納
する。ニューラルネットワークという関係性に基づく人工知能のディープラー
ニングが囲碁や将棋で人間に勝ったことから、世界全体も関係性により成り立
っていることを帰納する。こうした事例は、「諸行無常」や「諸法非我」とい
う仏教的真理が、現代諸科学の個々の方法によって個別に明らかにされ、全体
として追認されつつあることを示していると考えられる。 
 
（ｂ）一切皆苦および仏教の幸福感 
 次に「一切皆苦」および仏教の幸福感は現代の科学とどのような関係にある
かについての考えを述べたい。 
 「諸行無常」および「諸法非我」は現実世界について論じるのに対し、「一
切皆苦」はそれらを受け入れがたい人間の心の状態を述べているので、両者は
範疇が異なる。科学の側から単純化して見ると、物理学の対象であるか、心理
学の対象であるかという違いがあるといえよう。すなわち、先ほどから述べて
きたように、「諸行無常」および「諸法非我」は物理現象に対する現代の先端
科学と整合する。一方、私たちの心が感じているものはどのようなものである
かという問いは現代科学の中では主に心理学が扱ってきた問いである。フロイ
ト、ユング、マズロー、アドラーの頃の心理学は哲学の一分野であったが、コ
ンピュータが発展し、統計学により実証科学的に人の心を扱えるようになって
以来、心理学（の一部である実証主義的な心理学）は科学の対象となった。す
なわち、現代の実証主義的な心理学とは、人の心の振る舞いの特徴を要素還元
論的に明らかにするものである。このような、分析的な科学の立場からは、
「一切」という全体的な議論は行えない。行えるとしても、（a）と同じく帰納
によってしか論じられない。よって、一切が全て苦であるというような哲学
的・宗教的な結論は、自然科学・社会科学的な研究（実証的な心理学も含む）
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からは導けず、できるとしても、（a）と同様に A は苦である、B もまた苦であ
る、などの要素還元的な事実の積み上げから、多くのことは苦であるに違いな
い、と帰納するところまでが科学の限界である。なお、前出のケネス・タナカ
名誉教授が行ったように一切皆苦を Life is bumpy road と平易に英訳するなら
ば、現代科学・心理学のみならず一般的な人生観と一切皆苦がより近接すると
考えることもできる。 
 心理学における主観的幸福（subjective well-being）研究により、多くの部分
的事実が知られている。なお、統計学に基づく心理学の研究手法は帰納的であ
る。たとえば、誠実さと幸福度を多くの人にアンケート調査し、その結果を統
計処理すると、誠実さと幸福度とは中程度の相関を有することがわかる。つま
り、統計的に、調査対象者のうち、多くの誠実な性格の人は幸せな傾向がある
ことが明らかにされる。ここから帰納して、「誠実な人は幸せである」に違い
ない、という科学的帰結が導かれる。哲学・思想や宗教が演繹的に議論を進め
ることを基本とするのとは逆の道筋である。 
 主観的幸福研究により、多くの統計的研究結果が既に導かれている。金銭欲、
物欲、名誉欲による幸せは長続きしない。視野の広い人は幸せである。多様性
を受け入れる人は幸せである。利他的で親切な人は幸せである。寛容な人は幸
せである。自分の個性や境遇を受け入れ、ありのままに生きる人は幸せである。
健康な人は幸せである。成長意欲が高く、何かを身につける人は幸せである。
満足する人は幸せである。感謝する人は幸せである。辛いことを乗り越えた人
は幸せである。怒ったり、イライラしたり、落ち込んだりしにくい人は幸せで
ある。慈悲の心を持ち、今ここを大切にして生きる人は幸せである。大きな目
標を立てすぎる人よりも、自分にできる範囲で満足する人の方が幸せである。 
 これらの結果は、前に述べた仏教的幸福感とよく似ている。つまり、（a）と
同様、科学は、部分の積み上げという帰納的な方法により、仏教の述べてきた
幸福感を一つずつ追認しているということができる。よって、科学的な研究の
積み上げと帰納によって、四法印に代表される真理に接近していくことや、
「すべての生きとし生けるものの幸せを願う」という慈悲の想いに接近してい
くことは可能であると考えられる。 
 また、主観的幸福研究とは、言い換えれば、主観的不幸研究である。上に羅
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列した幸福研究結果は、以下のように言い換えることもできる。 
 不誠実な人は不幸せである。金銭欲、物欲、名誉欲に囚われすぎることは不
幸せである。視野の狭い人は不幸せである。多様性を受け入れない人は不幸せ
である。利己的で自分勝手な人は不幸せである。寛容でない人は不幸せである。
自分の個性や境遇を受け入れられず、ありのままに生きられない人は不幸せで
ある。不健康な人は不幸せである。成長意欲が低く、新たに学ばない人は不幸
せである。満足しない人は不幸せである。感謝しない人は不幸せである。辛い
ことを乗り越えない人は不幸せである。怒ったり、イライラしたり、落ち込ん
だりする人は不幸せである。慈悲の心を持たず、過去と未来を憂いながら生き
る人は不幸せである。大きな目標を立てすぎ、自分にできる範囲で満足しない
人は不幸せである。 
 このように、主観的幸福研究は、主観的な不幸ないしは苦しみについて要素
還元論的に明らかにしてきたということもできる。ここから帰納的に導けるこ
とは、幸せ（ウェルビーイング）に留意して生きないと、多くのことは苦であ
り、人生は凸凹道であるという帰結である。「一切皆苦」とは言えないが、「多
くのことは苦」であるというところまでは到達できる。この違いは、これまで
の比較と同様、帰納的手法によって部分から全体を述べることと、宗教や哲学
が基本的に用いることの多い演繹的な方法の違いに基づいているといえよう。
重要な点は、方法論が異なるとはいえ、科学の側がここでも仏教の真理にある
程度は近づいてきているという点である。 
 つまり、ウェルビーイングの科学を学ぶことのみによっては、最後まで「一
切皆苦」そのものを科学的に明らかにすることはできないが、「多くのことは
苦であるから、それをいかにして超えるかを考えるべきである」というところ
までは到達できる。一切皆苦に漸近することはできるのである。よって、仏教
の真理とウェルビーイングの科学の両者を学ぶことによって、仏教の真理とウ
ェルビーイングの科学双方の理解を深めるとともに、これをベースにしてウェ
ルビーイングに溢れた世界を創造的にデザインしていくことが可能になると考
えられる。伝統的な仏教のアプローチと現代科学のアプローチとの響創による
新たな知の創発を通して、仏教の智慧を未来社会に開き出してゆく企図である。 
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（ｃ）慈悲・愛欲・愛について 
 現代日本人が知っておくべき重要な論点であると考えるので、慈悲と愛の関
係についての考察を行う。日本では、「愛」という単語はもともと愛欲・愛着
という意味であった。仏教では、愛はアーラヤ（執着・愛着のこだわり）の一
相であることが強調される。 
 一方で、近代に入り、諸外国の概念を和訳する必要性により、愛は英語の
「love」の意味も含むようになり、現代に至る（love は当初、愛ではなく御大
切と訳されていたことからも、love は従来の愛の概念とは同一ではないことが
わかる）。その過程で、現代一般用語としての愛は、古代ギリシャやキリスト
教の愛の概念も含む一般用語として用いられるようになった。古代ギリシャに
おいては、愛には四つの相があると考えられる。エロス（性愛）、ストルゲー
（家族愛）、フィリア（友愛）、アガペー（古代ギリシャでは普遍的な愛、キリ
スト教では神による無限・無償の真の愛）である。エロス、ストルゲー、フィ
リアは仏教における愛欲・愛着という意味も含むと考えられるが、アガペーは
むしろ対人執着的な意味は持たず、人類愛、無償の愛、真の愛という意味を持
つため、その古代ギリシャにおける本来の意味は、むしろ仏教における重要概
念である慈悲に近い、ないし少なくとも執着・愛着からは離れた意味の単語と
考えることもできるのではないだろうか。菅原ら 26 による心理学に基づく主観
的ウェルビーイング研究においては、クラスター分析の結果、日本語における
思いやり（慈悲、compassion）と愛情（love）は、感嘆、畏敬・尊敬、和み・
喜び、意気込み、誇りなどの他のポジティブ感情に比べて近い概念であること
が示されている。一方、欧米では、love と compassionを別の概念と捉える研究
27 も存在する。玉城 28 は、新約聖書の愛（アガペー）と原始仏典の慈悲とを比
較し、大枠での同一性、類似性を認めつつ、違いも述べている。よって、仏教
用語、心理学用語、現代一般用語の「愛」には、定義やニュアンスの違いがあ
ることに注意が必要であるといえよう。 
 以上に述べてきたように、愛という一般用語には、煩悩・愛着を表す面と、
思いやり・慈悲に近いニュアンスを持つ面があると考えられるので、使用され
る文脈に応じて注意深く用いるべき概念であるというべきであろう。 
 

14



仏教的ウェルビーイング学と科学的ウェルビーイング学の響創の可能性

 15 

（ｄ）凡夫の自覚と他力 
 浄土真宗では、その自己観は凡夫としての限界性の自覚に基づく謙虚かつ誠
実な自己観であり、その限界は阿弥陀仏の他力によって突破されると考える。
（ａ）（ｂ）と同様な理由により、このような真理観に対して直接的に対応す
る科学的研究結果は見られないが、この真理観を部分的に支持する研究結果に
は様々なものがある。 
 筆者が提唱し、多くの脳神経科学研究結果と整合する受動意識仮説 29 では、
私たちの自由意志は幻想であり、その意思決定は脳の無意識的な情報処理結果
に随伴すると考えられる。すなわち、そもそも自己のみによる決定などないと
考えるのである。 
 また、先ほど述べた主観的幸福研究結果の中に、「大きな目標を立てすぎる
人よりも、自分にできる範囲で満足する人の方が幸せである」という興味深い
研究結果がある。自分だけの力で大志をなさんとするよりも、自分の小ささを
自覚する方が幸せという結果は、自身の現実の姿に目覚めさせようとする浄土
真宗の自己観に似ている面がある。 
 さらに、産業革命以来の人間中心主義そのものも、人間が自力で新たな世界
を構築できるという思い上がりに基づいていると見ることもできる。様々な課
題に直面する現代社会において、本来人間は世界の一部に過ぎず、自己のみの
力で成し遂げることなどないという限界性の自覚に基づく謙虚さと誠実さが求
められているというべきではないだろうか。もちろん、人間存在の真理として
の他力と、世界構築の意思としての自力志向の行きすぎへの警鐘とを混同すべ
きではないものの、両者はアナロジーとして類似している面もある。このこと
は、科学・工学によってウェルビーイングに関する部分的課題解決に対応する
とともに、社会デザインの基盤として仏教真理を生かすというあり方の可能性
を表していると考えられる。 
 以上のように、浄土真宗の基本としての他力と、現代科学から導かれる局所
的な知見を比較すると、さらに両者の距離を縮める努力がなされるべきである
と考えられるものの、両者の対話を重ねることが人類のより良いあり方（ウェ
ルビーイング）への歩みに貢献できる可能性を示唆していると考えられる。 
 これまでに述べてきたことを図１にまとめる。四法印などの真理からの演繹
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として論じることを基本とする仏教的ウェルビーイングが部分の蓄積として論
じられる科学的ウェルビーイングなどの科学からの帰結を構造として包含する
関係にあることがわかる。 
 なお、現代西洋哲学が、構造主義（すべてのことは要素ではなく構造に基づ
いているという考え方）、ポストモダン（分析、分解、分別へのアンチテーゼ）、
ニヒリズム（すべては虚無であるという考え方）に至ったことは、科学が分析、
分解、分別の限界を発見したことと呼応している。現代において分別智に基づ
いて発展してきた西洋哲学も、仏教真理に近接しつつあるというべきかもしれ
ない。 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１  仏教的真理・しあわせと科学的帰結の関係 

 

（２）仏教的ウェルビーイングと科学的ウェルビーイングの響創の必要性 
 産業革命以降の 250 年間、科学による発明・発見は人間生活を利便・快適に
し、衣食住における満足度を高めてきた。しかしながら、このような「文明発
展」のスタイルによっては、一部の人間の欲望を優先的に充足することは可能
でも万人の際限なき欲望の安定的充足は不可能であること、欲望充足を願う
人々の欲望への執着が、自己を中心とした広がりの中で必然的に他の人々、集
団の抱く異なる好悪、欲望と矛盾を来たし、衝突することによっておびただし
い憎悪、差別、紛争、戦争、殺戮などの事態を引き起こす可能性があること、
人間中心主義の蔓延により人間以外の生態系や地球環境への配慮がなおざりに
され、生態系や地球環境の不可逆的破壊に足を踏み入れつつあることなど、
様々な解決困難な事態を科学が因となり縁となって生起させてきたことを直視
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すべきであろう。 
 近代以降の人類は、二項対立的思考や分析的アプローチに偏りすぎたことに
より、全体性を喪失してきたと考えることができる。ただし、前節で述べたよ
うに、量子力学、複雑系の科学、脳神経科学、人工知能、主観的幸福研究など
の最先端科学は、分析的アプローチからの帰納により全体にアプローチする可
能性を模索中である。中でも、人類のウェルビーイングのために重要な分野で
あるにもかかわらず未だ発展途上にあるのがウェルビーイングの科学である。
「生きとし生けるものが幸せな世界」を願い、執着から生じた現代社会の課題
を離れて仏教の理想実現に近づくためには、真理からの演繹を基本とする仏教
的ウェルビーイングと、要素から積み上げて帰納する科学的ウェルビーイング
について、両者の専門家がともに学び、両者の役割分担を明確に理解すること
に基づいて、新たな学問を創造的に構築するとともに、その学問を多くの人に
教育し社会に広めていくアプローチが不可欠であると考えられる。 
 ここでキーとなるのは、執着なきイノベーションであると考えられる。仏教
では、執着から離れることを説く。一方で、グローバルイシューが山積する現
代社会を変革するためには、イノベーションを引き起こし、世界の幸せをカタ
チにする強い意志が求められる。後者は、よりよい社会を自らが創ることへの
執着であるように見えるかもしれないが、そうではないあり方が可能である。
己の力のみを根拠にし、他人に打ち勝つことへの欲望をドライビングフォース
として社会変革を志すのではなく、自己の限界を自覚した上で、謙虚かつ誠実
に、生きとし生けるものにとっての幸せな世界を志すという、無私・無欲なあ
り方での自己変革からの社会変革を志向するなら、両者は矛盾しない。「プロ
テスタンティズムの倫理と資本主義の精神」が近現代の経済成長第一主義的社
会拡大の契機となったと考えられるのに対し、これからの時代には、「ブディ
ズムの真理とポスト近代資本主義の科学」こそが、時代をリードすべきなので
はないだろうか。このことによってこそ、産業革命以来の文明の大転換と、生
きとし生けるものが幸せな世界への抜本的な改革が成し遂げられるであろう。 
 なお、演繹（deduction）、帰納（induction）の両者からアプローチするから
こそ、その融合としての仮説形成（abduction）が創出される結果として、執着
なきイノベーションの実現を目指すことが可能となる点が重要である。すなわ
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ち、仏教真理からの演繹的説明の理解と実践（仏教的ウェルビーイング学）、
科学的ウェルビーイングからの帰納的探求（科学的ウェルビーイング学）、そ
して創造的イノベーションのための仮説形成とその実践（執着なきイノベーシ
ョンに基づくウェルビーイング学の統合と世界の変革）の３つを、基礎から応
用展開まで、体系的に教育・研究・実践していくことが、これからの自己変
革・社会変革のために必要不可欠な考え方・やりかたであると考えられる。言
い換えれば、演繹、帰納、仮説形成の響創によってこそ、統合されたウェルビ
ーイング学は、現代社会において機能する実践的智慧になりうる。 
 なお、本書の主題からは若干離れるものの、ウェルビーイングの響創のため
には、演繹（deduction）、帰納（induction）、仮説形成（abduction）の３つに
加えてもうひとつの柱が必要であることについて述べたい。実践に基づく感性
の陶冶である。 
 人類は古来自然の一部として生きてきた。仏教が人間中心主義を超えて生き
とし生けるものの幸せを願うのはその表れである。ところが、近現代社会にお
いて、人類は自らが作り上げた都市文明や欲求充足社会に依存し過ぎた結果と
して全体性・無分別性を喪失しかけていることは前述の通りである。人間と人
間以外を分断する人間中心主義を超え、全体性・無分別性を取り戻すためには、
自然体験や農林水産業体験のような、世界と触れ合う機会が重要である。すな
わち、図２に示したように、ウェルビーイング学の協創のためには、４つの柱
が重要であると考える。このため、2024年 4月に発足したウェルビーイング学
部では、これら４つの柱に基づいたカリキュラムを構築している。 
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図２ ウェルビーイング学の響創のための教育カリキュラムのイメージ図 

 

（３）ウェルビーイング学統合の歴史的意義 
 ウェルビーイングの響創は、人類に新たな地平をもたらすであろう。このこ
とをマクロな視点から捉え直すために、人類史を俯瞰してみよう。広井 30 によ
ると人口・経済の規模は３度の成長期と踊り場を迎えている（図３）。１度目
の成長と踊り場は狩猟採集社会のものであり、踊り場が始まった頃の時代は
「心のビッグバン」と呼ばれ、洞窟の壁画や縄文土器など、人類がアートを広
く残した時代であると言われる。２度目の成長と踊り場は農耕革命後のもので
あり、踊り場を迎えた紀元前５世紀は枢軸時代と呼ばれる。この時代は、ブッ
ダの他、中国には諸氏百家、古代ギリシャにはソクラテスなどが出た時代であ
り、人類が広く思想・宗教を発展させた時代である。３度目の成長期は近代化
と産業革命によるものであるが、環境問題、貧困問題、少子高齢化問題などが
表面化していることからわかるように、産業革命後の成長は限界を迎え、３度
目の踊り場に差し掛かるところであると考えられる。実際に日本では人口増加
も経済成長も止まっており、世界に先駆けて３度目の定常化③社会に突入した
とみることもできよう。 
 すなわち、過去の２度の踊り場は、それまでの経済成長第一の時代の行き詰
まりを実感するとともに、だからこそ人間としての思惟を重ねた結果として、
心の成長と思想・宗教・文化の発展に向かった時代であったということができ
よう。では、３度目の定常時代とはどのような時代なのであろうか。世界経済
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フォーラムのクラウス・シュワブ会長は産業革命以来の「グレートリセット」
と呼ぶ。革命家を自認するジョアンナ・メーシーは、農耕革命、産業革命に次
ぐ３度目の「グレートターニング」と呼ぶ。大いなるリセットの時、大いなる
転換の時。まさに産業革命以来の文明の大転換と抜本的な改革が進むウェルビ
ーイングの時代である。このような時代に、２度目の成長後の踊り場の時期に
花開いた思想である仏教と近代化以降に大きく発展した科学の響創に基づき新
たな未来をデザインするウェルビーイング学が次なる大転換・抜本的改革時代
のために有効であることは想像に難くない。特に、煩悩を離れるべきであるこ
とを説く仏教は、煩悩主導型経済成長第一主義的社会から定常型ウェルビーイ
ング社会への変革を先導する思想として適切である上、ウェルビーイングの科
学はそれを支えるとともに定常化時代のイノベーションを担う方法論として有
効である。よって、両者を基盤とし、そこに感性の陶冶とイノベーションの実
践を加えた４つの柱の響創は、人類に新たな地平をもたらす方法論になりうる
ものと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図３ 人類史における拡大・成長と定常化のサイクル 31 

 
５．課題 
 今後の課題について述べる。まず、本論文では大乗仏教、特に浄土真宗の考
え方と科学的ウェルビーイングの関係については簡単に触れるにとどまった。
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今後は、両者の議論をさらに重ね、理解を深化させる必要があろう。特に、大
乗仏教や浄土真宗において強調される慈悲の思想を理解するためには、縁起、
空の思想、浄土、本願、菩薩の概念、阿弥陀仏の概念、大乗仏教と上座部仏教
の相違点などについての深い議論が必要である。愛と慈悲の現代的理解や相違
点についての議論も今後さらに深める必要があろう。さらに、宗教的ウェルビ
ーイングと科学的ウェルビーイングをいかにして具体的に響創されていくべき
か、といった根源的な議論を学際的に継続する必要があろう。以上のように課
題は山積しているけれども、武蔵野大学ウェルビーイング学部に集まった多様
なバックグラウンドを持つ教員陣と学生との活発な議論によって、これらの膨
大かつ深淵な響創が深化していくものと考える。また、このことこそが、世界
中の生きとし生けるものの幸せ実現への歩みとして日本の仏教思想および日本
的ウェルビーイング学が世界に貢献する道程であると考える。 
 
６．おわりに 
 本稿では、まず、仏教の基本的な考え方および仏教における幸福・ウェルビ
ーイングの捉え方について述べた後に、現代科学、特にウェルビーイングの科
学についての現状と、仏教的ウェルビーイングとの関係について述べた。また、
感性の陶冶とイノベーション指向が仏教的ウェルビーイングと科学的ウェルビ
ーイングの響創を加速することについても述べた。仏教的ウェルビーイングと
科学的ウェルビーイングの学問を体系化し、共に学び、共に実践することによ
ってこそ、生きとし生けるものが幸せに生きる未来の創造への道が拓けてくる
と考えられる。すなわち、自己のあり方と他者との関係性を諸行無常・諸法無
我の視点から深め、一切皆苦から離れたくてもなかなか離れ得ない人間の未熟
さを自覚し、それでも光り輝く理想を願い、そのために真の社会変革の成就を
謙虚かつ誠実に目指すことによって。 
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【査読論文】 

サステナブルキャンパスの実現を目指して
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

田中 笑子（武蔵野大学 看護学部） 
鈴木 菜央（武蔵野大学 工学部）

明石 修（武蔵野大学 工学部） 

要約 
 気候変動など世界的課題に対して、人々の未来をより良いものにするために
大学として貢献することが求められている。この論文の目的は、世界の動向、国
内の動向を整理し、本学の位置を確認するとともに、世界的課題の解決に貢献し
世界の幸せをカタチにする人材の育成（ハピネスクリエーター）のために求めら
れる取り組み、効果的と考えられる取り組みについて本学の活動と特徴を踏ま
えて検討することである。 

Times Higher Education が発表している Impact Rankings は世界の大学の
SDGs への貢献度を評価するものであり、本論文では Impact Rankings に着目
して分析と事例研究を行った。大学ごとに戦略や強みなど異なる特徴がみられ
た一方、上位校はホリスティック（包括的）な視点に立ち、原則・理念を日常生
活に落とし込むところにまで至っている点が特徴的であった。本学の理念でも
ある「四弘誓願」はまさにホリスティックな視点に立つものであり、現在の教育
研究活動を発展させることを通じて、上位校同様に理念を個別の活動展開とし
て落とし込み、「いきとし生けるものが幸せになるために」その響創者を育成し、
実現していくことが期待される。 

１．はじめに 
私たちの暮らす地球環境について、Richardson ら（2023）は、気候変動、海

洋の酸性化、成層圏のオゾンの破壊、窒素とリンの循環、世界的な淡水利用、土
地利用の変化、生物多様性の損失、大気エアロゾルの負荷、化学物質による汚染
という９つの「地球の境界（プラネタリー・バウンダリー）」のうち６つが、人々
が将来の世代に向けて発展と繁栄を続けられる境界（閾値）を超えていると警鐘
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を鳴らしている。このような環境問題に加えて、戦争、格差、コミュニティの希
薄化、心の問題など現代社会が抱える課題を克服し、生けるものがいきいきと幸
せに暮らすことのできる世界の実現は SDGs に代表される、目指すべき方向性
である。これまでの還元主義的な世界観、人間観から、ホリスティック（全体論
的）なものの見方を取り戻す視点が必要である（クマール, 2017）。すなわち、
自然とのつながり、人とのつながり、自分とのつながりを見つめ直し、取り戻す
ことが求められている。自然とのつながりは、自分が生態系と一体であり、命の
営みに生かされているという感覚を指し、人とのつながりは自分が孤立した存
在でなく、他者とのかかわりの中で生かされている存在であるという感覚、自分
とのつながりは、身体性や精神性への気づき、自分がかけがえのない存在である
という感覚を意味する。 
現代社会は、これらのつながりを断ち切ることで物質的、経済的発展をしてき

たと言えるが、結果として環境問題や格差などの問題を引き起こしているのが
現状である。個人主義を超えて自然、他者、自分を大事にし、しあわせで持続可
能な暮らしや社会をつくるために、自然と人、自分とのつながりをつなぎ直すた
めに、自分と向き合う場、自然や他者と対話する場を創り出すことが求められる。 
そのような問題意識のもと、著者らは、武蔵野大学しあわせ研究所の助成を受

け、キャンパスの中につながりを取り戻す拠点をつくり、研究・教育活動を展開
している。サステナブルキャンパスの実現に向けた取り組み例のひとつには、有
明キャンパス３号館屋上におけるコミュニティガーデンの整備がある。教職員
や学生、そして地域の人々が協働で自然循環型の菜園づくり、分かち合い、もの
づくり等を行う場は、すなわち対話の場である。自然の恵みを実感しながら、他
者との関係性の構築や自分を見つめ直す教育活動を展開することは、SDG2「飢
餓をゼロに」、SDG10「人や国の不平等をなくそう」、SDG12「つくる責任つか
う責任」、SDG15「陸の豊かさも守ろう」といった課題につながる。 
国内外の動向に目を向けると、SDGs 実現に向けて各大学独自の取り組みが進

む一方、その質を測るための指標も提案され、大学評価として用いられている現
状がある。以前から複数のランキングが存在しており、代表例としては Times 
Higher Education（THE） World University Rankings、Quacquarelli Symonds
（QS）World University Rankings などが広く認知されており、大学評価や学生

26



サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

募集に影響を及ぼしている。近年では、より広範な課題とより良い社会の実現に
向けた大学の貢献度に着目した Times Higher Education (THE) Impact 
Rankings への関心が高まり、日本からの参加も増加している。 

Impact Rankings とは、Times Higher Education が発表している世界の大学
の SDGsへの貢献度を評価するランキングである。2023年に発表された Impact 
Rankings 2023 では、世界 115 か国、1705の大学が参加している。SDGs の達
成に向けた大学の取り組み状況を把握する上で、大学関係者だけでなく、政策立
案者にとって役立つもの、また進学希望者が進学先を検討する上でも重要な判
断材料となりうるものとして注目が高まっている。 
 この論文の目的は、サステナブルキャンパスの実現に向けて、他大学の取り組
みを整理し、今後の取り組みへの示唆を得ることである。世界の動向、国内の動
向を整理し、本学の位置を確認するとともに、世界的課題の解決に貢献し世界の
幸せをカタチにする人材の育成（ハピネスクリエーター）のために効果的と考え
られる取り組みを、本学の活動と特徴を踏まえて検討する。 
具体的には、上位校の分析（Impact Rankings と事例）から、外部からの評価

軸を明らかにし、現在の活動を再評価する。さらに、本学の理念と現在の活動の
特徴を踏まえ、本学の持つ強み（アドバンテージ、潜在力）と今後の取り組みに
ついて提言する。 

 
２．Impact Rankings分析からみた強みと課題 

Impact Rankings では、SDGs の 17 の目標ごとに、研究、管理、アウトリー
チ、教育の分野についての指標を用いて評価を行っている（評価指標の詳細は付
録に示す）。評価は各大学から提供されるデータや公開情報（例えば、論文のデ
ータベースなど）に基づいて行われる。各大学は 17 目標の中から任意の目標に
ついてデータを提供できるが、総合ランキングには SDGs17（パートナーシップ
で目標を達成しよう）のスコアと残りの 16目標のうち上位 3 つの目標のスコア
が用いられる。 
 分析には、Times Higher Education の発行した報告書 Impact Rankings 2023
（Times Higer Education, 2023）に記載されている総合ランキング 1 位～1000
位の大学のデータを用いた。だし、武蔵野大学についてはランキング 1000 位以
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下であり報告書 Impact Rankings 2023（Times Higer Education,2023）に記載
されていないため、ウェブサイトに記載されているデータを用いた（Times 
Higer Education,2024）。 
 総合ランキング 1位～1000位の大学について地域別に大学数を集計した結果
を表１に示す。1 位～1000 位には世界各地域の大学が含まれるが、そのうちア
ジアの大学は全体の 44.1%を占める。次に多いのはヨーロッパの大学である。し
かし、1 位～100 位の上位大学をみるとアジアは 17.6%を占めるにすぎず、ヨー
ロッパ、北アメリカ、オセアニア（そのほとんどがオーストラリアとニュージー
ランド）の大学が大半を占める。日本は、100 位以内には北海道大学（22 位）、
京都大学（49 位）の 2 校、1000 位以内に 47 校がランクインしており、武蔵野
大学は 1001 位以下となっている。 
  

表１ 総合ランキング 1位から 1000 位にランクインしている大学数（地域別）  
 
 
 
 
 

 

 先述の通り、Impact Rankings の評価では 17 の目標のうち、SDG17 とその
他 3 つ以上の目標について報告を行うことになっているが、どの目標について
報告を行うかや、いくつの目標について報告するかは各大学に委ねられている。
報告を行っている目標数は、ある程度その大学における SDGs の推進・把握体
制を反映していると考えられる。そこで、SDGs17 目標のうちいくつの目標を報
告しているかを、順位カテゴリごとに集計し、分析を行った（図 1）。この図を
みると、1 位～100 位の大学の報告目標数の中央値は 14.5（半分の大学は 14.5
以上の目標について報告を行っている）、第 3 四分位数は 17（3/4 の大学は 17
目標すべてに対して報告を行っている）。一方、801-1000 位の大学の中央値は 7
（半分の大学は 7 つの目標のみしか報告していない）となっている。このこと
は、下位の大学はより少数の目標に特化した形で SDGs に取り組んでいるのに
対し、上位大学は SDGs の多くの目標に対して包括的に取り組む傾向があるこ
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とを表わしている。武蔵野大学は、17 目標すべてに対して報告を行っており、
1001位以下という順位からは質的に十分な取り組みを行っているとは言えない
ものの、包括的な取り組みを目指す姿勢が表れていると言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図１ SDGs17目標のうちデータの報告を行っている目標数（順位カテゴリ別）  
  

 さらに、各大学の取り組みの質的な包括性を分析するため、各大学の各目標の
スコアのばらつき度合いについて分析を行った（図２）。この分析において、目
標間のスコアのばらつきが小さければその大学は比較的偏りが少なく SDGs の
各目標に取り組んでいると言える。ここで、ばらつき度合いを表わす指標として
変動係数を用いた。  
 この図をみると順位の高い大学ほど、目標間のばらつきが小さいことが分か
る（例えば 1 位～100位の大学の中央値は 0.12 であるのに対し、801 位～1000
では 0.27 となっている）。このことは、上位大学ほど偏りなく多くの目標に取り
組んでいる、つまり特定の分野に偏ることなく包括的な取り組みを行っている
ことを示している。  
 武蔵野大学の変動係数は 0.58 であり、かなり目標間のばらつきが大きくなっ
ている。先述の通り武蔵野大学は 17 すべての目標について報告を行っており包
括的な取り組みに向う姿勢があるものの、目標間での成果のばらつきが大きく、
強い分野とそうでない分野が分かれている状態であると言える。今後より上位
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を目指していくためには、質的な面での目標間のばらつきを小さくし、より包括
性を高めていく必要があることを表わしている。  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図２ 各目標のスコアのばらつき度合い（順位カテゴリ別）  

  

 次に、上位の大学特徴と武蔵野大学の位置づけをより理解するために、世界ト
ップ 10、アジアトップ 10、日本トップ 10、日本私立トップ 10の大学のスコア
を比較した。表２に比較を行った大学のリストを示す。  
 図３に各大学カテゴリの目標別の平均スコアを示す。これをみると世界トッ
プ 10 大学は全体的にスコアが高いことが分かる。しかし、SDG9（産業と技術
革新の基盤をつくろう）においては、アジアトップ 10、日本トップ 10 が世界ト
ップ 10 を逆転している。このことは、アジア、日本のトップ大学においては技
術革新のための研究開発や産業界との連携に重きが置かれていることを表わし
ている。しかし、日本私立トップ 10 はそれほど高いスコアとなっておらず、国
立大学（日本のトップ 10 のうち９つは国立大学である）と私立大学で研究開発
力に差があることが分かる。  
 日本のトップ大学（日本トップ 10、日本私立トップ 10）において共通する傾
向として SDG5（ジェンダー平等を実現しよう）のスコアが低いことが挙げられ
る。SDG5 は、女性の教育へのアクセス、女性の上級研究員の割合、女性の地位
向上施策（女性差別撤廃方針、トランスジェンダー差別撤廃施策など）などが評
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価基準になっている。こうしたジェンダー平等は日本社会全体の課題でもあり、
大学においてこれらの取り組みを率先して行うことが求められる。武蔵野大学
は全体的にスコアが低い傾向があるが、SDG3(すべての人に健康と福祉を)、
SDG8（働きがいも経済成長も）については日本私立トップ 10 よりも高いスコ
アになっており、これらの項目は武蔵野大学の強みであると言える。  
 

表２ 比較を行った大学のリスト 
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図３上位大学および武蔵野大学の 17 目標のスコアの比較  

 

武蔵野大学の強みや課題をさらによくみるために、17 目標の各スコアについ
て、武蔵野大学の平均的スコアに比べてどの程度上回っているか（下回っている
か）の分析を行った。具体的には、下記の式を用いて武蔵野大学の各目標の特化
度を分析した。この数値が正であれば比較的強い分野、負であれば比較的弱い分
野であることを表わす。 
 

𝑔𝑔𝑔𝑔𝑖𝑖𝑖𝑖 =
𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖
𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥 − 1    
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表３ SDGsの 17 目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 結果を図４に示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 武蔵野大学の 17 目標の特化指数  
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この図から武蔵野大学の特徴として下記のように整理できる。 
• 比較的強い分野  
SDG3 すべての人に健康と福祉を  
SDG8 働きがいも経済成長も  
 
• 比較的弱い分野  
SDG1 貧困をなくそう  
SDG2 飢餓をゼロに  
SDG5 ジェンダー平等を実現しよう  
SDG13 気候変動に具体的な対策を  
SDG14 海の豊かさを守ろう  
SDG15 陸の豊かさも守ろう  
 
サステナブルな社会に向けての武蔵野大学の貢献をさらに高めていくために

は、強みの分野を伸ばしつつ、対策が十分でない分野についてさらに取り組みを
進めていく必要がある。現在、比較的弱い分野である SDG 1, 2, 5は、国際的ま
たは地域的な社会課題に対する貢献、在籍する学生や教職員への援助、平等の推
進など、SDG13, 14, 15 は、気候変動への対応や生態系保全といった環境問題へ
の対応などが評価基準となっている。これらの分野についてさらに取り組みを
進めることでよりサステナブルなキャンパスの実現に向うと考えられる。  
 
３．事例からみた強みと課題 
事例分析は、Impact Rankings（表１）を基に世界上位３校、アジアおよび国

内の上位校について、大学ホームページおよび SDGs 白書などの報告書から情
報を収集、整理した。大学の戦略と活動および成果から、活動の特徴と成果につ
ながる要因を抽出した結果を報告する。 
（１）海外上位校の特徴 
 海外上位校（トップ 3）の基本情報、戦略、事例を表４に示す。 
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表４ 海外上位校の特徴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 1 位の Western Sydney University（オーストラリア）は、サステナビリティ
レポートを発行し、「Sustainability and Resilience 2030」戦略として、９つの
相互接続的な重点分野（先住民の知恵、生物多様性とウェルビーイングをつなげ

順順

位位
大大学学名名 評評価価とと戦戦略略 主主なな事事例例

1 Western
Sydney
University

・サステナビリティレポート発行
・「Sustainability and Resilience 2030」戦略

相互接続的な９つの重点分野設定
（先住民の知恵、生物多様性とウェルビーイン
グをつなげる再生的システム等）
・戦略的/優先的行動を実施調整するためのガ

バナンスフレームワーク「CORE」を設定

・CORE：カリキュラム、 運営、研究、エン

ゲージメント
•GRADUATE ATTRIBUTES（卒業生として身

に付けるべき知識・能力）を改訂

・シニア職員（管理職）の女性比率45%
・リサイクル率91％。使い捨てプラスチックの全廃

・クライメートポジティブの目標に向い、117ヘクタールの森林を保護

・オーストラリア最大の全国的気候ユースイベントに400人が参加

・炭素排出ゼロを目指す州のコンソーシアムに1500万ASD投資

★★同同大大学学のの「「卒卒業業生生のの資資質質」」をを更更新新しし、、中中心心ににササスステテナナビビリリテティィのの能能力力をを置置

くく
・クライメートポジティブ、ネイチャーポジティブとなる目標掲げる
・2022年、再生可能エネルギー100％を達成し、間接排出部門で97%削減を達成

・大学による先住民（ネイティブ）戦略2020-2025を策定し先住民企業からの物

品、サービス調達を実施
・大規模山火事をきっかけに、5歳以下の子どもが参加する、生態系の回復を探求

する学びの経験に参加

★★長長期期計計画画「「ササスステテナナビビリリテティィととレレジジリリエエンンスス 2030 」」策策定定、、進進捗捗をを可可視視化化

★★学学生生、、教教職職員員、、ココミミュュニニテティィ間間のの協協力力関関係係強強化化ののたためめデデジジタタルルププララッットト

フフォォーームム整整備備（（ 89のの活活動動がが集集ままるる））

2 University of
Manchester

・サステナビリティレポート発行
・研究、教育、Public Engagement、運営の4分
野を通じて実施
・SDGsの目標17を4つの分野ごとにマトリッ

クス作成し、全分野で積極的に活動
・研究分野では、SDGsに関連する論文数、引

用インパクト、途上国の研究者との共同執筆比
率などを発表。
・SDGsの目標ごとに、該当授業数を発表

★★目目標標 13：： 2038 年年ままででののゼゼロロカカーーボボンン目目標標、、大大学学戦戦略略計計画画でで炭炭素素影影響響をを戦戦略略

的的意意思思決決定定のの中中心心にに位位置置づづけけ
★★目目標標 5：：ジジェェンンダダーー給給与与格格差差報報告告書書作作成成、、平平均均収収入入差差をを測測定定しし目目標標設設定定

★★目目標標 12：：廃廃棄棄物物総総量量 3,980 トトンン中中 1,600 トトンン（（ 40%））リリササイイククルル

★★目目標標 2：：学学生生ががゼゼロロ廃廃棄棄物物シショョッッププ「「Want Not Waste」」をを利利用用ししてて物物資資調調

達達しし、、ココミミュュニニテティィのの誰誰ででももがが取取りり出出せせるる「「ココミミュュニニテティィ冷冷蔵蔵庫庫」」運運営営
★★目目標標 1：：ホホーームムレレススネネスス憲憲章章をを大大学学とと学学生生ユユニニオオンンがが締締結結、、寄寄付付にによよりり生生

活活苦苦ににああるる学学生生をを支支援援
★★目目標標 6：：大大学学のの建建物物内内にに 41のの無無料料のの給給水水機機設設置置

★★目目標標 12：： 2005 年年よよりり「「認認定定フフェェアアトトレレーードド大大学学」」

★★目目標標 10：：多多様様性性とと平平等等なな雇雇用用とと学学生生：：従従業業員員のの 6.3%がが障障害害者者ででああるるここととをを

開開示示

3 Queen’s
University

・SDGsレポート発行

・17の目標ごとに、研究とイノベーション、

教育と学生生活、コミュニティへの影響、グ
ローバルへの影響という4つの軸で活動をまと

めて発表。

・目標1：法学部学生による法的サービスの提供

・目標2：地元のフードバンクに寄付

★★目目標標 2：：養養蜂蜂ととははちちみみつつののキキャャンンパパスス内内でで提提供供

★★目目標標 2：：食食品品廃廃棄棄物物のの削削減減

★★目目標標 2：：気気候候フフーードドのの提提供供

★★目目標標 4：：女女子子中中学学生生ののたためめののSTEM 合合宿宿

・目標5：Women in Science at Queen’s（WiSQ）という同大学でのキャリアを探

求し、構築するための女性向けの従業員リソースグループの存在。
・目標5：女性およびトランスジェンダーの人々への非差別政策（ポリシー）策定

★★目目標標 5：：女女性性ススタタッッフフののメメンンタターーシシッッププ機機会会とと教教育育支支援援

・目標5：ファミリーフレンドリーな大学づくり

★★目目標標 5：：学学生生もも利利用用可可能能ななキキャャンンパパスス内内のの保保育育所所

★★目目標標 7：：ボボトトルル水水のの販販売売販販売売禁禁止止

★★目目標標 8：：カカナナダダ全全国国大大学学気気候候憲憲章章へへのの署署名名とと報報告告

★★目目標標 9：：全全学学的的なな起起業業支支援援

・目標11：キャンパスの脱植民地化と先住民化

順順

位位
大大学学名名 評評価価とと戦戦略略 主主なな事事例例（（★★はは参参考考ととななるる強強みみ））

1 Western
Sydney
University

・サステナビリティレポート発行

・「Sustainability and Resilience 2030」戦略として 相互接続的な

９つの重点分野設定
（先住民の知恵、生物多様性とウェルビーイングをつなげる再生
的システム等）

・戦略的/優先的行動を実施調整するためのガバナンスフレーム

ワーク「CORE」を設定

・CORE：カリキュラム、 運営、研究、エンゲージメント

•GRADUATE ATTRIBUTES（卒業生として身に付けるべき知識・
能力）を改訂

・シニア職員（管理職）の女性比率45%
・リサイクル率91％。使い捨てプラスチックの全廃

・クライメートポジティブの目標に向い、117ヘクタールの森林を保護

・オーストラリア最大の全国的気候ユースイベントに400人が参加

・炭素排出をゼロにすることを目指すコンソーシアムに1500万ASD投資

★★同同大大学学のの「「卒卒業業生生のの資資質質」」をを更更新新しし、、中中心心ににササスステテナナビビリリテティィのの能能力力
をを置置くく
・クライメートポジティブ、ネイチャーポジティブとなる目標掲げる

・2022年、再生可能エネルギー100％を達成し、間接排出部門で97%削減

を達成

・大学による先住民（ネイティブ）戦略2020-2025を策定し、先住民企業

からの物品、サービス調達を実施

・大規模山火事をきっかけに、5歳以下の子どもが参加する、生態系の回

復を探求する学びの経験に参加

★★長長期期計計画画「「ササスステテナナビビリリテティィととレレジジリリエエンンスス 2030」」策策定定、、進進捗捗をを可可視視
化化
★★学学生生、、教教職職員員、、ココミミュュニニテティィ間間のの協協力力関関係係強強化化ののたためめデデジジタタルルププララッッ
トトフフォォーームム整整備備（（ 89のの活活動動がが集集ままるる））

2 University of
Manchester

・サステナビリティレポート発行

・研究、教育、Public Engagement、運営の4分野を通じて実施

・SDGsの目標17を4つの分野ごとにマトリックス作成し、全分野

で積極的に活動

・研究分野では、SDGsに関連する論文数、引用インパクト、途

上国の研究者との共同執筆比率などを発表

・SDGsの目標ごとに、該当授業数を発表

★★目目標標 13：： 2038年年ままででののゼゼロロカカーーボボンン目目標標、、大大学学戦戦略略計計画画でで炭炭素素影影響響
をを戦戦略略的的意意思思決決定定のの中中心心にに位位置置づづけけ
★★目目標標 5：：ジジェェンンダダーー給給与与格格差差報報告告書書作作成成、、平平均均収収入入差差をを測測定定しし目目標標設設
定定
★★目目標標 12：：廃廃棄棄物物総総量量 3,980トトンン中中 1,600トトンン（（ 40%））リリササイイククルル
★★目目標標 2：：学学生生ががゼゼロロ廃廃棄棄物物シショョッッププ「「Want Not Waste」」をを利利用用ししてて物物
資資調調達達しし、、ココミミュュニニテティィのの誰誰ででももがが取取りり出出せせるる「「ココミミュュニニテティィ冷冷蔵蔵庫庫」」
運運営営
★★目目標標 1：：ホホーームムレレススネネスス憲憲章章をを大大学学とと学学生生ユユニニオオンンがが締締結結、、寄寄付付にによよ
りり生生活活苦苦ににああるる学学生生をを支支援援
★★目目標標 6：：大大学学のの建建物物内内にに 41のの無無料料給給水水機機設設置置
★★目目標標 12：： 2005年年よよりり「「認認定定フフェェアアトトレレーードド大大学学」」
★★目目標標 10：：多多様様性性とと平平等等なな雇雇用用とと学学生生：：従従業業員員のの 6.3%がが障障ががいい者者ででああ
るるここととをを開開示示

3 Queen’s
University

・SDGsレポート発行

・17の目標ごとに、研究とイノベーション、教育と学生生活、コ

ミュニティへの影響、グローバルへの影響という4つの軸で活動を
まとめて発表

・目標1：法学部学生による法的サービスの提供

・目標2：地元のフードバンクに寄付

★★目目標標 2：：キキャャンンパパスス内内でで養養蜂蜂ととははちちみみつつのの提提供供
★★目目標標 2：：食食品品廃廃棄棄物物のの削削減減
★★目目標標 2：：気気候候フフーードドのの提提供供
★★目目標標 4：：女女子子中中学学生生ののたためめののSTEM合合宿宿
・目標5：Women in Science at Queen’s（WiSQ）という同大学でのキャ

リアを探求し、構築するための女性向けの従業員リソースグループの存在

・目標5：女性およびトランスジェンダーの人々への非差別政策（ポリ

シー）の策定

★★目目標標 5：：女女性性ススタタッッフフののメメンンタターーシシッッププ機機会会とと教教育育支支援援
・目標5：ファミリーフレンドリーな大学

★★目目標標 5：：学学生生もも利利用用可可能能ななキキャャンンパパスス内内のの保保育育所所
★★目目標標 7：：ボボトトルル水水のの販販売売禁禁止止
★★目目標標 8：：カカナナダダ全全国国大大学学気気候候憲憲章章へへのの署署名名とと報報告告
★★目目標標 9：：全全学学的的なな起起業業支支援援
・目標11：キャンパスの脱植民地化と先住民化
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サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

る再生的システム、都市のレジリエンス、気候アクション、エシカル経済への転
換、サステナビリティのための倫理的 AI、食の安全保証と持続可能農業、気候
的正義と不平等の解消、地域、国、国際的なコラボレーションの推進）を定めて
いる。また、持続可能性の戦略的および優先的な行動の実施を調整し監視するた
めの分散型ガバナンスフレームワークとして、以下の「CORE（カリキュラム、
運営、研究、エンゲージメント）」を設定している。 

カリキュラム：21 世紀のカリキュラム課題を提供し、SDG の能力を我々の
カリキュラムに埋め込み、特定するために取り組むこと 
運営：2030 年までにカーボンニュートラルの達成 
研究：研究プロファイルの SDGs への影響を示し、ウェスタン大学の Times 
Higher Education Impact Rankings での地位を確立すること 
エンゲージメント：明日のリーダー向けに SDGs2030 学校戦略を開発し、
持続可能性の研究を進めるための道筋を開発し、コミュニティパートナーと
意義ある関係を築くために CORE の専門知識を活用すること 
 

 特に、GRADUATE ATTRIBUTES（卒業生として身に付けるべき知識・能力）
を改訂し、より持続可能な未来に有意義な貢献ができる卒業生を輩出すること、
持続可能で多様で社会的に公正な世界に貢献できる卒業生を育成することを目
指す内容としている。このような戦略的運営と教育の結果として、サステナビリ
ティとレジリエンスに関する長期計画策定、女性管理職比率の向上、リサイクル
率 91％/使い捨てプラスチックの全廃達成など多様な事例が実行されている。例
えば、学生、教職員、コミュニティ間の協力関係強化のためのデジタルプラット
フォーム整備は、89の活動を集めることにつながっている。 
 University of Manchester（2 位、英国）は、サステナビリティレポートを発
行し、研究、教育、社会貢献、運営の 4 分野を通じて実行している。マトリック
スを作り、4 分野すべてにおいて積極的に活動しており、教育に関しては、SDGs
の目標ごとに、該当授業数を発表している。多い順に、SDG9 は 1084 授業（う
ち直接 268、間接 816）、SDG11 は 850（直接 126、間接 724）、SDG3 は 820
（直接 505、間接 315）である。事例は目標ごとに整理されている。 
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サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

SDG13：2038 年までのゼロカーボン目標、大学戦略計画で炭素影響を戦略的意
思決定の中心に位置づけ 
SDG5：ジェンダーによる給与格差について、大学で働く男女の平均収入差を測
定し目標を設定 
SDG12：廃棄物総量 3,980 トンのうち 1,600 トン（全体の 40%）のリサイクル
達成、学生がゼロ廃棄物ショップ「Want Not Waste」を利用して物資を調達し、
コミュニティの誰でもが取り出せる「コミュニティ冷蔵庫」を運営 
SDG６：大学の建物内に 41 の無料の給水機設置 
SDG12：2005 年から認定フェアトレード大学 
SDG10：多様性と平等な雇用に関して、職員の 6.3%が障がい者であることを開示 
  
 3 位の Queenʼs University（カナダ）は、SDGs レポートを発行し、17 の目標
ごとに、研究とイノベーション、教育と学生生活、コミュニティへの影響、グロ
ーバルへの影響という 4 つの軸で活動をまとめて公表する戦略を取っている。
主な事例として、以下が報告されている。 
 
SDG１：法学部学生による法的サービスの提供 
SDG２：地元のフードバンクへの寄付の他、養蜂とはちみつのキャンパス内で
の提供、食品廃棄物の削減、気候への負荷が少ない食事の選択を支援するために
クールフードミール導入など 
SDG４：女子中学生への STEM 教育 
SDG５：Women in Science at Queenʼs（WiSQ）という大学でのキャリアを探
求し、構築するための女性向けの職員支援グループの存在、女性およびトランス
ジェンダーの人々への非差別政策（ポリシー）の策定、女性教職員のメンターシ
ップ機会と教育支援、キャンパスでの学術活動・仕事と子育て・介護の両立を支
援するためのリソース提供やキャンバス内保育所よりファミリーフレンドリー
な大学につながる活動 
SDG７：給水機の設置拡充とボトル詰めの水販売禁止 
SDG８：カナダ全国大学気候憲章への署名と報告 
SDG９：全学的な起業支援 
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サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

SDG11：キャンパスの脱植民地化と先住民化 
 
 上述した上位 3 校に共通する点として、サステナビリティに関するレポート
が発行されていること、気候変動への対策や、貧困とジェンダー不平等への対策
が具体的かつ長期的計画的であること、大学独自のフレームワークや活動の軸
を有していることが挙げられる。 また、表現や力点は大学により異なるものの、
研究、教育、運営、地域とのパートナーシップも共通していた。SDGs レポート
は SDG17 の評価の 27.2%を占めており（付録参照）、かつ SDG17は必ず計算に
用いられる。このため SDGs レポートの作成や、地域とのパートナーシップに
上位校ほど取り組んでいるのはある意味当然の結果であろう。一方、理念と行動
という視点でみると、2 位、3 位の大学では事例（実行された内容）が SDGs の
17 の目標ごとにまとめられており、個々の活動を SDGs の枠組みにあてはめて
整理している状況が伺え、Western Sydney University との違いが明確である。
Western Sydney Universityは、GRADUATE ATTRIBUTES の改訂が示すように、
大学教育を通じて世界の課題に貢献する知識・能力を身に着けた人材の育成を
重視している点が抜きんでている。すなわち、大学教育の基盤となる理念その
ものが要素還元的ではなく包括的であり、その理念が学生の中で咀嚼されるこ
とは、世界の課題に目を向け個別の事例（学生自身の選択と実行）につながる。
結果として、持続可能でより良い未来に貢献する「循環の仕組み」ができている
点で、先進的であると言える。 
 脱植民地化や先住民族への支援、ジェンダー、社会的弱者や経済格差などの不
平等に対する取り組みに重点が置かれている点は、先進国のこれまでのアフリ
カ・アジアなどから搾取・収奪という歴史的背景や文化的問題の影響が伺える。
西欧の大学にとって SDGs とは、それらの歴史を評価し直し、その課題を乗り
越えることがテーマとなっていると考えられる。 
 
（２）アジア圏の事例 
 アジアの上位 3 校は、マレーシア科学大学（マレーシア）、延世大学（韓国）、
チュラロンコーン大学（タイ）であるが、延世大学は英語での公開情報が乏しく
今回はホームページやレポートからの情報収集が困難であった。 
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サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

マレーシア科学大学は、ペナン州に位置する 1969 年設立の国立大学で、合計
27 の学部を有する総合大学である。学部・大学院合わせて約３万人の学生が在
籍している。 
マレーシア科学大学のサステナビリティ実現に向けた主要な戦略は、以下の

５つが挙げられている。 
・ミッションまたは政策声明を通じて明確にされた持続可能性のビジョン 
・持続可能性の行動計画を策定するための全体的なアプローチ 
・大学の運営や制度のすべての側面における持続可能性の統合 
・創造的で実践的な関与を通じて、形式的および非形式の学習に持続可能性を組
み込む 
・社会の幸福の向上と向上のための持続可能性の文化 
事例では、34,751 人の学生のうち、24,598 人の学生が低所得者層出身であり、
大学からの奨学金は当然として、地域社会からのザカート（困窮者を助けるため
の義務的な喜捨）を通じた支援、大学内のイスラミックセンターと学生が主導し
ての学生同士のランチの支援、地域社会のホームレス支援、経済的困窮層出身学
生への多様なケアなど、イスラム的価値観を通じて地域社会へ貢献する様子が
みられる。戦略、組織づくりに力を入れ、サステナビリティへの動きを全学的に
行うという特徴がみられた。 
 延世大学は学生数 4 万人、35 学部を有する総合大学であり、英語での情報公
開がほとんどみられないが、Impact Rankings の評価は、SDG9（産業と技術革
新の基盤をつくろう）が 99 点、SDG12（つくる責任、つかう責任）が 91 点で
あることが特徴的である。 
 チュラロンコーン大学は、戦略として教育そのものの SDGs との統合を掲げ
ている。2017 年にチュラロンコーン大学の環境研究所と物理資源管理オフィス
が主導する「チュラ・ゼロ・ウェイスト・イニシアチブ」を立ち上げ、第一段階
（開始から 2021 年まで）は、大学キャンパスで発生する廃棄物を 30％削減す
るという目標を立て、廃棄物を減らすだけでなく、消費と廃棄に対する考え方や
行動を再構築した。2018 年に発表された「大学における使い捨てプラスチック
廃棄物の削減対策」ではキャンパス内のすべての店舗に対し、発泡スチロール容
器と酸化型分解性プラスチック製袋（自然環境で分解できると考えられていた
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が、最近の研究により分解が不十分であることが指摘されている）の不使用を義
務化した。 
 2021 年から 2024 年までの第 2 段階では、2025 年までに廃棄物交換率 75％
削減を目標としており、実現のために学生や職員が参加し、周囲の人々、地域社
会とのコラボレーションを通じて実施しようとしている。大学は、将来を見据え
て学生団体やバンコク市、国連環境計画（UNEP）のような政府間組織と、より
協力的な取り組みを行うことを計画しており、チュラロンコーン大学学生自治
会（SGCU）は 2023 年に初めてサステナビリティ部門を設置した。SDGs に関
連づけた論文の発表に重点が置かれており、産業と技術基盤づくり、SDG3 健康
と福祉の評価点が高く、ゼロ・ウェイストに注力している。 
 アジア圏の上位校では、論文を通じた産業基盤の構築に力を入れている点が
共通していた。マレーシア工科大学における経済格差への支援や、チュラロンコ
ーン大学のゼロ・ウェイストへの取り組みはそれぞれ特徴的と考えられる。しか
しながら、ホームページや公表されている報告書など確認できた情報には限り
があり、延世大学については英語で公開されている情報が限られている。このた
め何が各大学の取り組みに影響をしているかという問い、例えば西欧とアジア
など地域性や文化圏、経済発展の状況の違いが及ぼす影響などは、今後さらなる
検討が必要と考えられた。 
  
（３）国内の事例 
 国内の Impact Rankings に目を向けると、国立大学では北海道大学、京都大
学などが上位であり、SDG9 (産業と技術革新の基盤をつくろう)の評価が高い点
は、他のアジア上位校と同じ傾向である。また、パートナーシップとして地域と
連携した活動が多いことが特徴である。 
 私立では慶應義塾大学、立命館大学、龍谷大学、上智大学、東京都市大学など
が上位校に名を連ねている。ここでは、武蔵野大学と同じく仏教精神に基づく大
学である龍谷大学、首都圏にキャンパスを持つ慶應義塾大学、上智大学、東京都
市大学を取り上げる。 
 龍谷大学の SDGs の理念は、誰一人取り残さないという SDGs の理念と、仏
教精神を結び付けた「仏教 SDGs」である。基本コンセプトである「自省利他」
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を示し、阿弥陀仏のはたらき「摂取不捨」に基づき、持続可能な社会の実現を目
指して大学組織が位置づけられている（図４）。理念を基盤として、研究、社会
貢献、国際連携、教育の軸で事例を展開し、仏教的な視点を通して大学構成員自
らの自省と気づきを促し、全学的に循環型の社会貢献・人材育成の仕組みを構築
しようとする点が特徴的である。SDGs 実践の取り組みは、「環境」「経済」「社
会」「パートナーシップ」の 4 分野に分けて 2022 年度の主な活動を通じた成果
と課題をまとめたリポートがあり、廃棄食品の活用やフェアトレード、和歌山県
や滋賀県など地域の自治地体とのパートナーシップに基づく活動が展開されて
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 仏教 SDGs の理念と取り組みスキーム（龍谷大学 HP より引用） 
  
慶應義塾大学では多様な活動に加えて、フランスやイギリスで行われている

気候変動対策や温室効果削減対策を国民の側から提言する会議を基に、慶應義
塾 SDGs の一環として、学生の意見を本学の SDGs の取り組みに反映させる塾
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生会議を開始し、SDGs を実現するための大学のビジョン・目標・ターゲットを
提言することを目的として学生主体の活動に力を入れている。 
上智大学では、2019 年に「和解と正義のミッションにおいて、排除された人々

とともに歩む」「「ともに暮らす家」である地球への配慮を協働して行う」などこ
れから優先的に取り組むべき方向性を UAPs（Universal Apostolic Preferences 
of the Society of Jesus）「イエズス会使徒職全体の方向づけ」として定め、これ
らは大学のサステナビリティ推進に一致し、SDGs とも合致するものとして、理
念と教育、実践を統合した取り組みを行っている。「アクティブコモンズ」と呼
ばれるアカデミックコモンズ（「学習」と「憩い」と「学生活動」をコンセプト
とする、学生の学生による学生のための生きた学びの場）を活用したガーデニン
グワークショップの開催など、学生のための学びの場を活用しながら、脱炭素の
取り組みや、学生組織づくり（ガイド作成など）につなげており、理念を基盤と
した教育の展開から実践につなげていく活動は、Creative Learning Square
（CLS）など武蔵野大学の取り組みにも応用可能であると考えられる。 
また、東京都市大学では太陽光パネルや小型風力発電装置、蓄電池などを設置

し、脱炭素の取り組みを進めるとともに、大学間の連携、高等教育における SDGs
の取り組みや人財育成、ステークホルダーとのパートナーシップの強化を図っ
ている。 
目標４の教育に特化した取り組みとしては中部大学が挙げられる（図５）。中

部大学では、育成する人材として、SDGs と環境問題に造詣の深い学生を輩出し、
社会で役立つ「あてになる人間」を掲げ、自治体や企業との連携に基づき、地域
社会の課題解決に向けた取り組みを強化している。従来の ESD教育を発展させ、
全学を結ぶ SDGs 教育研究環と、3 つの教育圏を設置し SDGs 教育の実践を行
っている点は、本学の教養教育の取り組みとも重なる。 
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図 5 SDGs の取り組み（中部大学ホームページより引用） 

 

４．Impact Rankingsと事例研究からの示唆 
武蔵野大学におけるサステナブルキャンパスの実現に向けて、国際的な評価

軸と、国内外の上位校の傾向について、Impact Rankings を用いた分析により、
武蔵野大学の強みと課題を検討した。 
国際的な評価軸として、研究、卒業する人材の質、学生や職員に対する支援、

地域社会とのパートナーシップの重要性が示され、該当する取り組みを確実に
報告することの重要性が示された。 
上位校の分析（Impact Rankings と事例）から、大学ごとに異なる特徴がみら

れたが、上位校はサステナビリティに関連するレポートを公表している点や、ホ
リスティック（包括的）な視点に立ち、原則・理念を日常生活に落とし込むとこ
ろにまで至っている点が特徴的であった。 
武蔵野大学が持つ理念でもある「四弘誓願」はまさにホリスティックな視点に
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立つものであり、現在の教育研究活動の発展を通じて、上位校同様に理念を個別
の活動展開として落とし込み、「いきとし生けるものが幸せになるために」その
響創者を育成し、実現していくことが期待される。上位校の特徴に照らして考え
ると、大学としての理念、原則を関わる人々にわかりやすく伝える（確立する）
ことは、教育・研究を含む学生および教職員の日々の活動、日常生活の中に組み
込まれていくことにつながると考えられる。武蔵野大学で行われている事例に
は、実際に、食の多様性注２や、包括的性教育注 3など学生発の問題提起や対話型
のイベントを実施した活動例が多様に存在する。理念に基づく教育が学生個人
の思考と行動につながっている好例と言える。それらが単発のイベントで終わ
らずに、例えば学生がフードロス削減の取り組みを学食に求める行動や、ベジタ
リアンレストラン（香港大学）など学生の食の選択の機会を確保する実効的な環
境（スチュワードシップ、アウトリーチ）につながることで、学生主体でよりイ
ンパクトが高まることが期待できる。 
この点については、すでに武蔵野大学には様々な事例が展開されており、西シ

ドニー大学のようなデジタルプラットフォームの整備は、すでにある事例を有
機的につなぎ、学生、教職員、コミュニティ間の協力関係強化につながることが
期待できる。 
 また、SDG3(すべての人に健康と福祉を)、SDG8（働きがいも経済成長も）に
ついては日本私立トップ 10 よりも高いスコアを示し、これらの項目は武蔵野大
学の強みであると言える。SDG3 に関して、健康を人生の目的ではなく手段、資
源として捉え、その先にある幸せ（ウェルビーイング）を高めていくヘルスプロ
モーションの視点は、国の取組みとして重要視され、自然と健康になる環境づく
りが求められている（厚生労働省, 2023）。加えて、持続可能な健康への取り組
みには、地球環境と社会的要因が重要であるとするプラネタリーヘルスの視点
への注目が高まっている。Myers（2017）は地球の自然システムの変化は、気候
変動、大気や水および土壌の汚染、生物多様性の減少、地球の化学的循環の再構
成による複雑な相互作用を通じて健康に影響を及ぼすことを示している。これ
は、感染症や自然災害への曝露も含まれ、健康への影響は複雑で未知数であるが、
環境に働きかける重要性への認識は高まっている。 
 本学では、すでにしあわせ研究所によりウェルビーイングを高めていく研究

44



サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

が学部学科の枠を越えて、また学外の研究機関や実践機関と連携しながら推進
されている。さらに、教養教育において SDGs に着目した教育が行われている
ことにより、SDGs は表面的な知識・取り組みではなく大学の理念と結びついた
ものとして位置づけられていることは、本学の大きな強みと考えられる。SDG8
（働きがいも経済成長も）に関しても、自分達を含む人々の未来をより良いもの
にする取り組みとして、学生や教職員が主体となって様々な実行方法を見出せ
る可能性がある。 
 一方、武蔵野大学に限らない、国内共通の傾向として見出された SDG5（ジェ
ンダー平等を実現しよう）のスコアが低いことは、逆に捉えれば積極的に取り組
むことで伸ばしやすい、取り組みやすい視点とも言える。武蔵野大学は、築地本
願寺において女子教育を起源とした歴史を持ち、女性の教育へのアクセスにつ
いて取り組みを重ねてきた大学であり、日本社会全体の課題でもあるジェンダ
ー平等やあらゆる平等にチャレンジすることは 100 周年の節目において人々の
未来を拓く行動に他ならない。 
 他にも、2020 年に世界ランキング 41 位であった香港大学は、SDGs に貢献で
きるようなリーダーシップや持続可能な開発のための創造的な解決策を提供で
きる人材育成を教育目標の中に位置づけ、異文化理解や国際市民権に関する教
育も含まれている。図書館とコアセンター、女性学研究センターが連携し、パー
マカルチャーを用いた屋上庭園のデザインと実践、学生向けワークショップな
どの実行につなげており、エディブルな庭園の創出は、SDG２（飢餓をゼロに）
にも関連するとされている。武蔵野大学においても、サステナブルキャンパスの
取り組みとして、屋上庭園などの人々の居場所づくりの中で、パーマカルチャー
デザインを用いている点は香港大学と同様である。環境への関心を高め、学生自
身の関心や意思決定を支援する環境、すなわち対話の場を創り出すことは、学生
が自ら問いを持ち、世界に関わる響創者となることを促すと考えられる。 
循環を意識してデザインされた対話の場を通じて、あらゆるものはつながり

合い、互いに生かし生かされ合っていると気づくことは、本学が取り組む響学ス
パイラルに基づく学びであり、自発的な活動につながり、最初は小さな気づきで
あっても、その蓄積こそが「世界の幸せを実現する」と期待される。 
 一方で、他大学の取り組みについては、ホームページやサステナビリティレポ
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ートからの情報収集であり、現地での詳細な調査などは行っていないのが限界
点である。本学に所属する海外にルーツやネットワークを持つ教員と連携する
など、本学が有する多様な資源を生かすことで、今後さらなる情報収集と協働的
な取り組みを進めていきたい。 
リサイクル率向上や炭素排出量の削減などは、国内の大学の多くが弱みとし

ている点であるが、北海道大学では、サステイナビリティ推進機構を立ち上げ、
サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）によるサステイナブ
ルキャンパス評価システム（ASSC）などを活用し組織的に取り組んでいる点が
評価向上につながっている。全学的な取り組みとすることは簡単ではないが、既
存の枠組みを活用することを視野に入れつつ、本学の強みを活かしていくこと
が重要である。例えば、武蔵野大学ではじゅんぐりセンターなどの新たな取り組
みも広がっており、リサイクル率や資源循環の拠点としていくことが期待され
る。また、世界ランキング１位の西シドニー大学は武蔵野大学の協定校でもあり、
すでにある関係性を活かしてサステナブルキャンパス実現に向けた共同研究・
教育に発展させていくことが期待できる。SDGs を実現するために個人が持つべ
き力、コンピテンスとして 23 のスキルが提唱され、SDGs から IDGs へという
流れもみられる。まだ完成形ではなく、アジアの視点が不足していることが言わ
れており、アジアの視点からのフィードバックが求められている。今後は大学間
の交流や現地でのフィールド調査などを企画し、互いの取り組みから学び合う
ことにより、相互作用を引き出し、武蔵野大学における教育研究と実践の取り組
みを発展させていきたい。 
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注釈 
１ 2024 年 3 月 2５日の検索結果による。 
２ 食を通して多様性と持続性を考える地域連携 SDGs イベント～サメ肉専門
店・障がい者就労支援施設・学生養蜂プロジェクトチームと協働した取り組み～
https://sdgs.musashino-u.ac.jp/product/20230301/ 
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（2024 年 3 月２5 日アクセス） 
３ 武蔵野大学で健康づくりの輪を広げる取り組み 「むさしの健幸アンバサ
ダー」とは～自分自身と周囲の大切な人の“健幸”を創り出す力を高めるために～ 
https://sdgs.musashino-u.ac.jp/product/20220517/ 
（2024 年 3 月２5 日アクセス） 
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安
価
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
研
究

 （
27

%
）

  
 

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
%
に
入
る
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
安
価
で
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た
大
学
の
施
策
（

23
%
）

 
  

す
べ
て
の
改
築
・
新
築
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
基
準
に
従
う
こ
と
を
保
証
す
る
方
針
（

3.
85

%
）

  
既
存
の
建
物
を
よ
り
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
改
善
す
る
計
画
（

3.
85

%
）

  
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
（

3.
85

%
）

  
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
全
体
の
削
減
計
画
（

3.
85

%
）

  
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
が
最
も
多
い
地
域
を
特
定
す
る
た
め
の
レ
ビ
ュ
ー
（

3.
8%

）
  

炭
素
集
約
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
特
に
石
炭
と
石
油
か
ら
の
分
離
に
関
す
る
方
針
（

3.
8%

）
  

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
（

27
%
）

 
  

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
社
会
（

23
%
）

 
  

地
域
社
会
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
を
学
ぶ
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

4.
6%

）
  

大
学
の
枠
を
越
え
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

10
0%

に
関
す
る
公
約
の
推
進
（

4.
6%

）
  

地
域
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
向
上
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
（

4.
6%

）
  

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
技
術
に
関
連
す
る
政
策
立
案
に
関
す
る
政
府
へ
の
情
報
提
供
と
支
援
（

4.
6%

）
  

低
炭
素
経
済
・
技
術
を
育
成
・
支
援
す
る
新
興
企
業
へ
の
支
援
（

4.
6%

）
  

  
  

56



サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

SD
G

 8
 
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

 
 

  
経
済
成
長
と
雇
用
に
関
す
る
研
究

 （
27

%
）

 
  

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
%
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
割
合
（

14
%
）

  
論
文
数
（

13
%
）

  
雇
用
慣
行
（

19
.6

%
）

 
  

教
職
員
へ
の
生
活
賃
金
の
支
払
い
（

2.
45

%
）

  
組
合
・
労
働
者
の
権
利
の
承
認
（

2.
45

%
）

  
職
場
に
お
け
る
差
別
撤
廃
に
関
す
る
方
針
（

2.
45

%
）

  
現
代
の
奴
隷
制
度
、
強
制
労
働
、
人
身
売
買
、
児
童
労
働
に
対
す
る
方
針
（

2.
45

%
）

  
外
部
委
託
労
働
者
の
平
等
な
権
利
の
保
証
（

2.
45

%
）

  
給
与
水
準
の
平
等
と
男
女
間
の
賃
金
格
差
に
関
す
る
方
針
（

2.
45

%
）

  
給
与
水
準
の
男
女
平
等
の
測
定
と
追
跡
（

2.
45

%
）

  
従
業
員
が
権
利
や
賃
金
に
関
す
る
決
定
に
異
議
を
唱
え
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
（

2.
45

%
）

  
従
業
員

1
人
当
た
り
の
支
出

 （
15

.4
%
）

 
  

職
場
実
習
（
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
る
学
生
の
割
合
（

19
%
）

 
  

安
全
な
契
約
を
結
ん
で
い
る
従
業
員
の
割
合
（

19
%
）

 
  

  
SD

G
 9

 
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
作
ろ
う

 
 

  
産
業
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
研
究
（

11
.6

%
）

 
  

大
学
の
研
究
を
引
用
し
た
特
許
（

15
.4

%
）

 
  

大
学
の
ス
ピ
ン
オ
フ
（

34
.6

%
）

 
  

産
業
界
か
ら
の
研
究
収
入

 （
38

.4
%
）
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SD
G

 1
0 

人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

 
 

  
不
平
等
削
減
に
関
す
る
研
究

 （
27

%
）

  
 

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
%
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
第
一
世
代
の
学
生
（

15
.5

%
）

   
発
展
途
上
国
か
ら
の
留
学
生

 （
15

.5
%
）

 
  

障
が
い
の
あ
る
学
生
と
ス
タ
ッ
フ
（

23
%
）

 
  

障
が
い
の
あ
る
学
生
の
割
合
（

11
.5

%
）

  
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
の
割
合
（

11
.5

%
）

  
差
別
へ
の
対
策

 （
19

%
）

 
  

差
別
の
な
い
入
学
者
受
入
方
針
（

1.
9%

）
  

社
会
的
地
位
の
低
い
人
々
の
志
願
率
と
入
学
率
を
追
跡
調
査
す
る
（

1.
9%

）
  

学
生
や
職
員
に
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
採
用
す
る
た
め
の
計
画
的
な
行
動

 （
1.

9%
）

  
職
員
・
学
生
に
対
す
る
差
別
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
方
針
（

1.
9%

）
  

多
様
性
と
平
等
に
関
す
る
委
員
会
や
役
員
の
存
在
（

1.
9%

）
  

社
会
的
地
位
の
低
い
グ
ル
ー
プ
の
学
生
や
職
員
を
対
象
と
し
た
メ
ン
タ
リ
ン
グ
や
そ
の
他
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
（

1.
9%

）
  

障
が
い
者
の
た
め
の
利
用
し
や
す
い
施
設
（

1.
9%

）
  

障
が
い
者
の
た
め
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
（

1.
9%

）
  

障
が
い
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス
制
度

 （
1.

9%
）

  
適
切
な
資
金
提
供
を
含
む
、
障
が
い
者
の
た
め
の
宿
泊
施
設
方
針
ま
た
は
戦
略

 （
1.

9%
）
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SD
G

 1
1 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

 
 

  
持
続
可
能
な
都
市
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
（

27
%
）

  
Ci

te
sc

or
eで

定
義
さ
れ
た
学
術
誌
の
上
位

10
％
に
お
け
る
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

   
芸
術
と
遺
産
の
支
援
（

22
.6

%
）

 
  

大
学
内
に
あ
る
文
化
的
に
重
要
な
建
造
物
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
自
然
遺
産
景
観
の
一
般
公
開
（

3.
75

%
）

  
大
学
図
書
館
の
一
般
利
用

 （
3.

75
%
）

  
大
学
の
博
物
館
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
般
公
開

 （
3.

75
%
）

  
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
緑
地
へ
の
一
般
公
開
（

3.
75

%
）

  
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
芸
術
的
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 （
3.

8%
）

  
地
域
の
遺
産
を
記
録
・
保
存
す
る
（

3.
8%

）
  

芸
術
と
遺
産
へ
の
支
出
（

15
.3

%
）

 
  

持
続
可
能
な
慣
行
（

35
.1

%
）

   
持
続
可
能
な
通
勤
に
関
す
る
目
標

 （
3.

9%
）

  
持
続
可
能
な
通
勤
の
促
進
（

3.
9%

）
  

在
宅
勤
務
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
短
時
間
勤
務
の
奨
励
（

3.
9%

）
  

学
生
や
職
員
に
手
頃
な
価
格
の
住
居
を
提
供
す
る
（

7.
8%

）
  

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
歩
行
者
優
先

 （
3.

9%
）

  
計
画
的
な
問
題
に
つ
い
て
自
治
体
と
協
力
す
る
（

3.
9%

）
  

持
続
可
能
な
基
準
で
建
設
す
る

 （
3.

9%
）

  
褐
色
地
に
建
設
す
る
（

3.
9%

）
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  SD
G

 1
2 

つ
く
る
責
任
、
つ
か
う
責
任

  
  

責
任
あ
る
消
費
と
生
産
に
関
す
る
研
究
（

27
%
）

 
  

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
学
術
誌
の
上
位

10
％
に
お
け
る
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
運
営
上
の
措
置
（

26
.7

%
）

 
  

商
品
の
倫
理
的
調
達
に
関
す
る
方
針
（

4.
8%

）
  

有
害
廃
棄
物
の
適
切
な
処
理
に
関
す
る
方
針
（

4.
8%

）
  

埋
立
処
分
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
量
の
測
定
に
関
す
る
方
針
（

4.
8%

）
  

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
最
小
化
に
関
す
る
方
針
（

4.
8%

）
  

使
い
捨
て
商
品
の
使
用
を
最
小
限
に
抑
え
る
方
針
（

4.
8%

）
  

こ
れ
ら
の
方
針
が
外
部
委
託
サ
ー
ビ
ス
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
証
拠
（

1.
35

%
）

  
こ
れ
ら
の
方
針
が
外
部
委
託
先
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
証
拠
（

1.
35

%
）

  
リ
サ
イ
ク
ル
廃
棄
物
の
割
合
（

27
%
）

 
  

大
学
全
体
で
発
生
し
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
廃
棄
物
の
量
を
測
定
す
る
（

13
.5

%
）

  
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
廃
棄
物
の
割
合
（

13
.5

%
）

  
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
レ
ポ
ー
ト
の
発
行
（

19
.3

%
）

 
  

  
SD

G
 1

3 
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

 
 

  
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
研
究
（

27
%
）

  
Ci

te
sc

or
eに

よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
パ
ー
セ
ン
ト
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）
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論
文
数
（

7%
）

  
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

 （
27

%
）

 
  

低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
測
定
（

13
.5

%
）

  
低
炭
素
電
力
の
割
合
（

13
.5

%
）

  
環
境
教
育
対
策
（

23
%
）

 
  

気
候
変
動
に
関
す
る
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ

 ム
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
（

4.
6%

）
  

自
治
体
や
地
域
社
会
と
共
有
す
る
大
学

 の
気
候
変
動
対
策
計
画
が
あ
る
（

4.
6%

）
  

住
民
の
移
住
を
含
む
気
候
変
動
災
害
に
備
え

 て
、
地
方
政
府
ま
た
は
国
家
政
府
と
連
携
し
て
計
画
を
立
て
る
（

4.
6%

）
  

気
候
変
動
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
、

 政
府
に
情
報
を
提
供
し
支
援
す
る
（

4.
6%

）
  

気
候
変
動
へ
の
適
応
に
つ
い
て

 N
G

O
と
協
力
す
る
（

4.
6%

）
  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（

23
%
）

 
  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（

11
.5

%
）

  
達
成
期
限

 （
11

.5
%
）

  
  

SD
G

 1
4 

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

 
 

  
水
中
の
生
物
に
関
す
る
研
究

 （
27

%
）

  
 

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
%
に
入
る
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
教
育
に
よ
る
水
生
生
態
系
の
支
援
（

15
.3

%
）

 
  

地
域
社
会
ま
た
は
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
淡
水
生
態
系
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

5.
1%

）
  

漁
業
、養

殖
業
、観

光
業
の
持
続
可
能
な
管
理
に
関
す
る
、地

域
ま
た
は
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
け
の
教
育
ま
た
は
支
援
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム（

5.
1%

） 
 

乱
獲
、
無
規
制
漁
業
、
破
壊
的
な
漁
業
慣
行
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
た
め
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
（

5.
1%

）
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行
動
を
通
じ
て
水
生
生
態
系
を
支
援
す
る
（

19
.4

%
）

 
  

水
域
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
ま
た
は
開
催
す
る
（

4.
85

%
）

  
学
内
の
水
産
物
が
持
続
可
能
な
方
法
で
収
穫
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
方
針
（

4.
85

%
）

  
研
究
ま
た
は
産
業
界
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
既
存
の
生
態
系
と
そ
の
生
物
多
様
性
を
維
持
・
拡
大
す
る
（

4.
85

%
）

  
海
洋
産
業
が
水
生
生
態
系
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
防

 ぐ
た
め
の
技
術
や
手
法
に
取
り
組
む
（

4.
85

%
）

  
水
に
敏
感
な
廃
棄
物
処
理

 （
19

.3
%
）

 
  

水
質
基
準
と
排
水
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 （
6.

45
%
）

  
学
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
削
減
計
画
（

6.
45

%
）

  
海
洋
汚
染
を
防
止
・
削
減
す
る
方
針

 （
6.

4%
）

  
地
域
の
生
態
系
を
維
持
す
る

 （
19

%
）

  
 

水
生
生
態
系
の
物
理
的
、
化
学
的
、
生
物
学
的
変
化
を
最
小
限
に
抑
え
る
計
画

 （
3.

8%
）

  
水
生
生
態
系
の
健
全
性
を
監
視
す
る

 （
3.

8%
）

  
水
生
生
態
系
の
管
理
を
奨
励
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
開
発
し
支
援
す
る
（

3.
8%

）
  

共
有
の
水
生
生
態
系
を
維
持
す
る
た
め
に
地
域
社
会
と
協
力
す
る
（

3.
8%

）
  

水
生
種
の
多
様
性
に
基
づ
い
た
流
域
管
理
戦
略

 （
3.

8%
）

  
  

SD
G

 1
5 

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

 
 

  
陸
域
生
態
系
に
関
す
る
研
究

 （
27

%
）

  
 

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
%
に
入
る
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
教
育
を
通
じ
て
土
地
の
生
態
系
を
支
援
す
る
（

23
%
）

 
  

土
地
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
ま
た
は
開
催
す
る
（

4.
6%

）
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キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
食
品
が
持
続
可
能
な
農
法
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
方
針
（

4.
6%

）
  

既
存
の
生
態
系
と
そ
の
生
物
多
様
性
を
維
持
・
拡
大
す
る
（

4.
6%

）
  

地
域
や
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
生
態
系
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

 （
4.

6%
）

  
農
業
や
観
光
の
た
め
の
土
地
の
持
続
可
能
な
管
理
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

 （
4.

6%
）

  
行
動
を
通
じ
た
土
地
生
態
系
の
支
援
（

27
%
）

 
  

大
学
に
関
連
す
る
土
地
生
態
系
の
保
全
、
回
復
、
持
続
可
能
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
方
針
（

5.
4%

）
  

大
学
の
運
営
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
絶
滅
危
惧
種
を
特
定
し
、
監
視
し
、
保
護
す
る
た
め
の
方
針
（

5.
4%

）
  

新
し
い
建
物
の
建
設
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
計
画
や
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
地
域
の
生
物
多
様
性
を
含
め
る
（

5.
4%

）
  

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
外
来
種
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
針
（

5.
4%

）
  

共
有
地
の
生
態
系
を
維
持
す
る
た
め
に
地
域
社
会
と
協
力
す
る
（

5.
4%

）
  

土
地
に
配
慮
し
た
廃
棄
物
処
理

 （
23

%
）

 
  

水
質
基
準
お
よ
び
排
水
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（

7.
7%

）
  

学
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
削
減
に
関
す
る
方
針
（

7.
65

%
）

  
有
害
物
質
を
含
む
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
方
針
（

7.
65

%
）

  
  

SD
G

 1
6 

平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

 
 

  
平
和
と
正
義
に
関
す
る
研
究
（

27
）

 
  

Ci
te

sc
or

eに
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
パ
ー
セ
ン
ト
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
被
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
対
策
（

26
.6

%
）

 
  

大
学
の
運
営
組
織
に
お
け
る
選
挙
に
よ
る
代
表

 （
3.

35
%
）

  
独
立
し
た
学
生
組
合
の
承
認
（

3.
35

%
）
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地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
む
政
策
（

3.
35

%
）

  
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
む
た
め
の
参
加
型
組
織

 （
3.

35
%
）

  
組
織
犯
罪
、
汚
職
、
賄
賂
に
関
す
る
方
針

 （
3.

35
%
）

  
学
問
の
自
由
を
支
援
す
る
政
策

 （
6.

6%
）

  
大
学
の
財
務
デ
ー
タ
の
公
表
（

3.
25

%
）

  
政
府
と
協
力
す
る
（

23
.2

%
）

   
政
府
に
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
（

6.
4%

）
  

政
策
立
案
者
や
議
員
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
提
供
す
る
（

6.
4%

）
  

政
府
部
門
と
協
力
し
て
政
策
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を
行
う
（

6.
4%

）
  

政
治
関
係
者
が
課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
の
中
立
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
（

4%
）

  
法
律
・
民
事
執
行
分
野
の
卒
業
生
の
割
合
（

23
.2

%
）

 
  

  
SD

G
 1

7 
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う

 
 

  
研
究
（

27
.1

%
）

 
  

低
・
中
所
得
国
出
身
の
共
著
者
が
い
る
学
術
出
版
物
の
割
合
（

13
.5

5%
）

  
17
の

SD
G

sに
関
連
す
る
出
版
物
の
数
（

13
.5

5%
）

  
目
標
を
支
え
る
関
係
（

18
.5

%
）

 
  

SD
G

s政
策
に
お
け
る
地
域

N
G

O
や
政
府
と
の
関
係
（

3.
7%

）
  

政
府
や

N
G

O
と
の

SD
G

sに
関
す
る
セ
ク
タ
ー
を
超
え
た
対
話
（

3.
7%

）
  

SD
G

sに
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た
め
に
国
際
的
に
協
力
し
て
い
る
（

3.
7%

）
  

SD
G

sに
取
り
組
む
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
開
発
す
る
た
め
に
国
際
的
に
協
力
し
て
い
る
（

3.
7%

）
  

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
、研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
た
は
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
通
じ
て
、S

D
G

sに
取
り
組
む
た
め
に

N
G

O
と
協
力
す
る（

3.
7%

）  
SD

G
s報

告
書
の
発
行
（

27
.2

%
）
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SD
G

sに
つ
い
て
の
教
育

 （
27

.2
%
）
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【査読論文】 

２歳児におけるリトミック活動の動きの分析 
－Ａちゃんの行動変容に注目して－ 
 
高牧 恵里（武蔵野大学 教育学部 准教授） 

  松井 いずみ（明星大学 教育学部 特任准教授） 

  荒金 幸子（上野学園短期大学 千葉経済大学短期大学部 非常勤講師） 
 
要約 
本研究では、２歳児のリトミック活動について一人の子どもの動きを追い分

析を行なった。その結果、表出と表現の間を行き来しながら徐々に主体的な表現
へと変容していく様子や、身近な人との関わりによって、模倣の動きから意思を
持った独自の動きが生まれていく過程が確認できた。 
２歳児のリトミック活動は、発達の過程と、「様々な表現の仕方や感性を豊か

にする経験となるようにすること」や「諸感覚を働かせることを楽しむ遊び」を
十分に考慮したものであることが大切である。本研究からは、その上で身近な大
人がどのように子どもの表出を受け止め、表現の芽生えに気づき寄り添ってい
くかが重要であることも確認された。 
 
１．はじめに 
一般的に２歳児は自己主張をすることが増え、自分の力でやりたいと思うこ

とが増える。２歳児の姿として「段差や斜面などでの歩行や走行、飛び降りなど
の運動機能が発達し、シールをはがしたり指先に力を入れて紙を折るなど手指
の制御が進む。また、象徴機能の発達により、積木を食べ物に見立てるなどのあ
そびが盛んになり、それらを表現する語彙も増加する。単語から二語文、さらに
は『大小』『長短』などの二次元的な概念および自他を区別する二次元的認識を
獲得する。この時期は、何でも自分でしようと強く主張するとともに、自分の気
持ちが尊重され、自分を認めてもらうことを求める姿」1などが挙げられる。ま
た、表現の視点から見た発達過程としては「両足でピョンピョン跳ぶ。童謡に節を
つけて部分的に歌う。赤、青などの色の名前がわかり、その正しい色をさす」2など
があげられる。 
近年、３歳未満児を対象としたリトミック教室が盛んであり、インターネット

上でもその様子を視聴することができる。しかし、そのほとんどが親と共に行う
リトミックであり、講師と保護者が作る空間の中で、子どもと保護者が触れ合い
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自体を楽しむものになっている。 
一方、本研究で対象となる２歳の女児Ａちゃんは、１～２歳児の子ども 12 名、

保育者３～４名という保護者を伴わない環境の中で活動を行った。保育室は広
いスペースとその横の区切られたスペースがあり、参加は自由であるため、保育
者に寄り添われて見学している子どもや、両方のスペースを行き来している子
どももいた。そのような自由で安心できる環境の中で、Ａちゃんが自ら音を聴
き、音楽を感じ、主体的に活動を行ったものを記録した。 
保育所保育指針における３歳以上児の「表現」で留意すべきこととして、「様々

な表現の仕方に親しんだり、他の子どもの表現に触れられるよう配慮したりし、
表現する過程を大切にして自己表現を楽しめるように工夫すること」とあるの
に対して、１歳以上３歳未満児の「表現」で留意すべきこととしては、「子ども
の表現は、遊びや生活の様々な場面で表出されているものであることから、それ
らを積極的に受け止め、様々な表現の仕方や感性を豊かにする経験となるよう
にすること」や、「発見や心が動く経験が得られるよう、諸感覚を働かせること
を楽しむ遊びや素材を用意するなど保育の環境を整えること」としている。3 ２
歳児の発達の過程と、「様々な表現の仕方や感性を豊かにする経験となるように
すること」や「諸感覚を働かせることを楽しむ遊び」を十分に考慮し、活動の計
画を立てた。 
２歳児のリトミック活動をテーマにした先行研究としては、保育者の表現が

乳幼児の表現に影響を及ぼすことを明らかにした「保育の場における身体表現
に関する研究動向 ―リトミック活動を通して―」4や、リトミック活動の観察か
ら模倣の分析を通して、子どもたちの心身の発達への影響を検討した「保育園に
おけるリトミック活動の実践と１、２歳児の模倣行動の発達的変化の検討」5、
そして保育施設におけるリトミックの実践から、子どもが何を学び、何が育って
いるのかを論考した『子どもの主体的な身体表現を引き出すリトミックの保育実
践研究（第一報）: 保育施設における１･２･３歳児学級の事例を中心にして』6な
どが挙げられる。しかし、一人の子どもの動きを追い、分析した研究は管見の限
り見当たらない。 
 

２．本研究の目的 
 2 歳児のリトミック活動の中で、特にＡちゃんの動きを分析することで、表出
から表現へと変容していく様子や、模倣の動きから徐々に独自の動きが生まれ
ていく過程を明らかにしていく。 
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３．研究の方法 
2023 年 10 月と 11 月にＭ大学附属保育園１～２歳児 12 名の園児と行なった

２回の活動について、参与観察と非参与観察を併用しながら複数の機器で撮影
し、映像と写真をもとに動きの分析と考察を行なった。活動は自由参加で、子ど
もたちの発達や、保育における生活時間に配慮しながら１回につき 20 分程度と
して実施した。本研究では、その中で映像に多く写っていた A ちゃんに焦点を
当てることとし、動きの傾向などを分析しながら動向を探っていく。本研究に関
して、主旨を説明した上で園と保護者の同意を得ている。 
                                                                                                                                              
４．保育園とＡちゃんについて 
Ｍ大学附属保育園には１歳児６名と２歳児６名が在籍している。普段、特にリ

トミック活動は行っていないが、わらべうたを歌う機会が多く、子どもたちは音
楽に慣れ親しんでいる。本研究の活動時には随時３～４名の保育者が同席し、子
どもたちと程よい距離を保ちながら一緒に活動している。 
 Ａちゃんは、普段からごっこ遊びや歌が好きで、季節の花などにも興味を持っ
ている。また、戸外でも活発に過ごし、兄弟が頑張っているサッカーを「自分も
やってみたい」と表現するような積極的な女の子である。 

 
５．活動の内容 
 筆者の一人である講師は、１回目の活動の当日に初めて子どもたちと出会っ
た。壁面に飾られていた子どもたちの「どんぐり」と「どじょう」の作品を一緒
に見ながら、拾い集めてきた様々な大きさのどんぐりを見せたりして、会話をす
ることから始めた。次に、わらべうた《どんぐりころちゃん》で遊び、童謡《ど
んぐりころころ》を一緒に歌った後に、下記の活動へとつなげた。 
 
（１）即時反応「散歩」 
主主なな活活動動内内容容：講師の「お散歩に行きましょう」という声かけの後、子どもたち
は４分音符の音楽で自由に歩く。音楽がランダムに停止し、少し待った後、再度
４分音符の音楽で自由に歩く。途中で「どんぐり見つけたよ」という声かけがあ
り、合図の和音が鳴る。講師が頭の上で両手を合わせ、どんぐりのポーズをして
示し、子どもたちが模倣をする。どんぐりの合図の音は、「大きいどんぐり」や
「小さいどんぐり」を表すためのニュアンスの違いがあり、子どもたちは次第に
それを聴き分け、模倣ではなく自らポーズをするようになる。しばらくして、ど
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じょうを表す《クネクネの音楽》が加わる。時々、音楽が止まるのみで合図の音
が何も鳴らないこともある。講師は活動の最初のうちはポーズを示すが、途中か
ら示すことなく、子どもの様子を見た後に一緒にポーズをする。また、子どもた
ちが表現する姿に近寄り、驚きや共感を伝える。 
 
（２）わらべうた《こまんか》 
主主なな活活動動内内容容：歌いながら、指や手、そして腕や全身を使って波の動きを表現す
る。最初は音楽のフレーズやダイナミクスを感じるように、講師が下向きの弧を
描くように両手を左右に振る動きを示し、その後は、どのように動いたら良いと
思うか子どもに問いかけ、子どもの動きを取り入れていく。曲に慣れてきたとこ
ろで、スカーフを揺らして波を表現する。 
 
（３）即時反応「おばけ」 
主主なな活活動動内内容容：スカーフを持った子どもたちが遊びながら被り始めたため、講師
は子どもたちの様子に合わせ、短調の音楽を用いて２分音符で《おばけの音楽》
を演奏する。決まった動きはなく、子どもたちは自由におばけを表現する。しば
らくして、長調の音楽で４分音符の《元気に歩く音楽》に変わる。 
 
その後、スカーフを丸めてどんぐりを作ったり、リズムに合わせてスカーフを

投げ上げたりする活動も行った。今回、観察・分析の対象とした活動は、10 月、
11 月の２回とも同じ内容で行ったものから選択した。 
 
６．リトミック活動における動きの視点による分析 
活動内容とＡちゃんの動きを示した「表１」の中で「表現」や「発達」の視点

から特に注目したい箇所に下線を引く。さらに「音楽的要素」の視点から特に注
目したい箇所には、文字を斜体にした上で下線を引く。また、講師の言葉かけは
「 」、音や音楽については《 》で示す。 
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７．考察 
（１）即時反応「散歩」 
１回目の活動の冒頭で保育者と一緒に音楽に合わせて動き始めるが、保育者

と一緒に行動しているため、安心して音楽に合わせた動きを楽しんでおり、音楽
に合わせて歩いたり、止まったりすることの面白味を次第に感じ、動きとなって
表出し始めている。２歳児の社会性の発達とその目安「他の子と平行遊び」の項
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目にもあるように、友達の様子も窺いながら行動しているが、「自分であそびを
見つけ、取り組む」7の発達の視点で見ると、「散歩」の面白味を感じて、次第に
保育者から離れて一人で音楽に合わせた動きを始めており、活動が変化してい
る。 
２回目の活動では、音楽を聴いて感じた動きを表現しており、保育者を誘い出

すように手をつないで歩きだす姿が見られ、他者と音楽の体験を共有しようと
していた。 
１回目の「どんぐり」の活動の際には、「大きいどんぐり」や「小さいどんぐ

り」を講師の動きの模倣から、自ら表現したい動きへと変化している様子が見受
けられた。２回目の活動では、音楽を全身で受け止めているようで、弾むような
音楽のイメージからどんぐりのポーズがさらに変化してきた。「大きいどんぐ
り」「小さいどんぐり」の動きでは、歓声を上げてジャンプし、伸び上がるよう
に体を使い、よろめきつつもバランスをとろうとする様子も見られた。 
 １回目の《クネクネの音楽》の時は、音を感じ取り、講師の真似をして両腕を
使ってクネクネした動きをした。さらに全身を使って本人の独自な動きに変化
していき、動きと共に声を発して動く様子は、正に本人独自の表現であると考え
られる。 
２回目は、講師の真似をして、どじょうがお辞儀をしているような様子を見

せ、手先だけでなく、肘を使う姿が見られ、保育者にクネクネしている姿を伝え
たいしぐさから、他者との表現を楽しんでいる姿が見受けられた。また、Ａちゃ
んの表現したい気持ちが身体能力を超えた時に、保育者がそれを汲み取りそっ
と手を差し出し支える姿も見られた。 

 
（２）わらべ歌《こまんか》 
 講師が《こまんか》に合わせて指先を動かす活動に対し、Ａちゃんは人差し指
や小指で左右に波を表現する動きを模倣しようとして一生懸命考えている様子
が見られた。大きい《こまんか》の時は、両腕を左右に動かすところを片腕で左
右に動かすところから取り組んでいる。両腕で弧を描くことが難しいようだが、
その動きに対し集中して取り組もうとしている姿が見られた。その中で徐々に
ジャンプする姿も見られるようになった。 
 ２回目の活動では、１回目と同じ動きができるか模索している様子が見られ
た。講師の声かけには、保育者の指示がなくても耳を傾け、動きの模倣をしよう
と準備を始めるような動きへ発展している。音楽も理解できるようになり、音楽
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の強弱に合わせた動きへと変化してきた。もっと大きな動きを求めた時は、
座った状態から、膝立ち、そして立ち上がって大きなジャンプを見せようと
していた。 
 活動の途中で、Ａちゃんはスカーフを使用して《こまんか》の「波」を表現し
ようとした。スカーフは対角線が約１m あり、１～２歳児が端を持つと床につ
いてしまうほど長いため、スカーフをどのように扱えばよいのか試行錯誤して
いるように見受けられた。スカーフを持って周りを見渡し、スカーフを滑らかに
動かしている友達の様子を見た後、自分の手元を見ながら思考した結果、スカー
フを短く持ち、音楽のフレーズに合わせながら振ることができるように工夫し
ていた。音楽を聴きながらスカーフを使って表現する思考の芽生えが見られる。 
 
（３）即時反応「おばけ」 
 Ａちゃんは頭にスカーフを被せて、「おばけ」のしぐさを講師に示し、ヨロヨ
ロと歩き出す。しかし《元気な音楽》に変わると、スカーフを外し、足の裏で踏
みしめるように音を聴きながら歩くようになった。これは、音楽に対する興味を
示す動きへと変化し、自主的に動きたい意志の表れであることが考えられる。さ
らに音楽を止めると数秒後に「止まった！」と言って講師を見たり、膝を上下に
揺らし、ピアノの音に注目している様子が窺えた。《元気な音楽》に変わると、
スカーフを手に持ち替え、ピアノの音に合わせて振り下ろすタイミングにアク
セントをつけながら、リズムを取るように変化した。次にピアノの音が止まると
「止まった！止まった！」と自ら言葉を発し、「止まる」ことへの喜びを体だけ
でなく言葉でも感じて表現している。《おばけの音楽》に変わると、持っていた
スカーフをゆっくり被り、両手を前に出して他のお友達と近づき、関わりを求め
ている姿があった。そして保育者に「わぁ」と声を発しながら近づく、笑顔でア
イコンタクトをとる等、自分が表現していることを受け止めてもらいたい、そし
て満足している気持ちを受け止めてもらいたい意思表示が見られる。 
 ２回目のスカーフを使った活動でも、スカーフを被って歩くところから始め
ており、スカーフの感触や色合いを楽しんでいる様子が見られる。《元気な音楽》
の時は４分音符のリズムに合わせてジャンプをしているが、《おばけの音楽》に
変わると「おばけ」のポーズを作り、膝を曲げ、腰を丸めながら音楽に合わせて
動き、保育者のところへスカーフを落とさないように忍び足で歩く様子は、自分
でおばけになりきって表現している姿と言える。 
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 今回のリトミック活動では、活動経験を重ねることで、模倣の動きから自己表
現に変化していくＡちゃんの様子がわかった。 
また、《こまんか》の小さい波を表現する際には、講師がそっと小声で伝えるこ
とによって、Ａちゃんは体も小さく見せようと自分の顔の前で小指を使った小
さい波の動きをして楽しんでいた。さらに大きな波について話す講師の声は、決
して大声ではないが、エネルギーを感じるようなニュアンスがあり、子どもが両
手を指先まで広げ、自ら背伸びをしたり全身を大きく使う工夫のある動きへと
発展し表現していた。このことから、講師のアプローチにも抑揚があることを受
け止め、強弱に合わせた動きの変化など、音楽を感じる姿が確認できた。 
 
子どもの遊びは、心身の発達をもたらす感覚・運動から刺激を受け、自己の遊

びを発展させることにつながっていく。さらに新しい機能を獲得する学習では、
相手と同じ動きをしたい意思のあらわれである模倣が動作中に表れ、次に見立
て遊び、やがてごっこ遊びへと発展する。今回注目したＡちゃんは、この遊びの
プロセスを日々の生活の中で積み重ねているからこそ、リトミック活動の中に
おいても表現する力が大いに発揮できているのではないかと考えられる。 
 
８．終わりに 
本稿では、歩く、走る、跳ぶなどの運動機能が発達し始め、動きの模倣を楽し

むようになる２歳児に焦点を当て、主にＡちゃんの動きに注目をして分析を行
なった。今回、他の２歳児の様子について取り上げることができなかったため、
今後は他の子どもの動きも引き続き分析していきたい。リトミック活動は、子ど
もが、内に秘めている能力や性質などを存分に表に出すことが可能であり、その
ことが日々の健やかな子どもの成長につながり、しあわせな未来へ導くことが
できると考えられる。 
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【査読論文】 

我が国における道徳教育と国際バカロレア教育の関係につ
いての基礎的考察 

 
田中 無量（武蔵野大学仏教文化研究所客員研究員） 

 
要約 
 本稿は、我が国の道徳教育と国際バカロレア教育（以下 IB）の関係を考察す
るものである。「道徳科」の学習指導要領・解説の記述分析を中心に両者の関係
を整理し検討すると、「IB の使命」およびそれを具体化する「IB の学習者像」と
我が国の道徳教育には多くの共通性がみられ、「IB の使命」には内在する道徳教
育がある。また学習者像は、自立した人間として他者と共によりよく生きるため
の基盤となっており、我が国における道徳教育と整合する。そしてそれに基づく
プログラムは、学校の教育活動全体で行う道徳教育に収められ得るものであろ
う。また IBDPの TOKとCASは IBの道徳性を発揮する教育プログラムである。
IB の他の各プログラムは分析的科学的手法が採用されるが、相互に補完するこ
とで IB の使命・学習者像を実現し、IB 全体の道徳教育が実践される。これを他
の学校教育に応用すれば、各教科における教科独自の科学的方法、分析に基づく
真理探究の授業も可能である。 
 
１．序論 －問題の所在－ 
 本稿は、我が国における道徳教育と国際バカロレア教育（ International 
Baccalaureate 以下 IB）の関係について考察するものである。従来、十分に検
討されてこなかった道徳教育と国際バカロレア教育の関係について、「特別の教
科 道徳」（以下、道徳科と略）の学習指導要領・解説の記述分析を中心に両者
の関係を整理し検討してみたい。 
教育基本法第一条には、「人格の完成を目指し平和で民主的な国家及び社会の

形成者として必要な資質を備えた国民の育成を期して行われ」るとある。この人
格の完成及び国民の育成の基盤となるものが道徳性であり、その道徳性を育て
ることが学校教育における「道徳教育」の使命である 1。 
我が国の道徳教育は、近代日本において明治期より様々な変遷があるが、2015
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年の学習指導要領の一部改正において、小学校・中学校に「道徳科」が明記され
た。道徳科は各教科と横並びではなく、学校の教育活動全体で行われる道徳教育
の要としての役割を担う。そして新たな道徳教育の目標は、「自己の生き方（人
間としての生き方）を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他
者とともによりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とする」
（括弧内は中学校、傍線部は引用者による）である 2。 
人格の完成及び国民の育成の基盤となる道徳性を育むのが「道徳教育」であり、

それは学校教育全体で行われるものであり、道徳科はその道徳教育の要となる。
高等学校に道徳科は設定されてないが、先に挙げた教育基本法第１条に基づき、
学校教育全体のなかで「道徳教育」が求められている。 
 一方 IB は、国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が提供する国際的な教育
プログラムである。1968 年、世界の複雑さを理解して、そのことに対処できる
生徒を育成し、生徒に対し、未来へ責任ある行動をとるための態度とスキルを身
に付けさせるとともに、国際的に通用する大学入学資格（国際バカロレア資格）
を与え、大学進学へのルートを確保することを目的として設置された。これがデ
ィプロマプログラム（DP：Diploma Programme）である。その後、1994 年に
「IB 中等教育プログラム」（MYP：Middle Years Programme）を、そして 1997
年に「IB 初等教育プログラム」（PYP：Primary Years Programme）を設置し、
国際教育に取り組む、３歳から 19 歳までの幼児および児童生徒を対象とした
一貫教育プログラムを確立した。2024 年 6月現在、国際バカロレアの認定を受
けている学校は、世界 160 の国と地域において約 5800 校あり、そのうち、日本
における認定校数は、173 校（候補校も合わせると 249 校）である。内訳とし
て、PYP の認定校は 65 校、MYP の認定校は 39 校、DP の認定校は 69 校であ
る。また 2012 年に新設された CP は、16～19 歳までを対象としたキャリア教
育・職業教育に関連したプログラムであり、生涯のキャリア形成に必要なスキル
の習得を重視する。我が国においても 1 校が候補校となっている。また国内の
認定校のうち、学校教育法第一条によって規定される、いわゆる一条校としての
IB の学校は 2024 年 6 月 30 日現在、78 校ある 3。したがって IB 校においても
学校教育法第一条によって規定される一条校ともなれば、当然、教育基本法第一
条に基づく、我が国の「道徳教育」が求められることになろう。そこで我が国に
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おける「道徳教育」と「IB」の関係の一端について考察してみたい。 
 
２．我が国における道徳教育と国際バカロレア教育に関する先行研究 
まずは我が国における道徳教育と IB の関係について先行研究を挙げておく。

従来はほとんど研究がなされていない。従来の研究では、道徳教育における様々
な課題解決のために、IB を視野に入れた道徳教育の意義と可能性について論じ
られた 4。また IB の評価基準に照らして、我が国の道徳教育について道徳性の
評価を明確にするべきとの指摘もある 5。しかし前者は小学校・中学校に道徳科
が明記された 2015 年以前の論文であるため、道徳教育は学校の教育活動全体で
行われ、その道徳教育の要としての役割を担うのが道徳科であるという視点が
欠落している。また後者は我が国の道徳教育を評価によって固定する可能性が
あり、国家が主導してしまう危険性を孕んでいる。我が国における道徳科は、個
人の様々な価値観を認めていくものであり、道徳性の評価を明確にする必要が
ないといえる。 
このように直接的に道徳教育と IBについて論じたものは以上に挙げた通りだ

が、関連する先行研究についても以下に挙げておきたい。日本の教育と IB を比
較した研究に垣間見られる。 
例えば高等学校の国語科と IBDP の「言語 A：文学」の教育方針とが比較検討

されている。「国語総合」6において目指すものとして「思考力や想像力を伸長さ
せるとともに、他人を思いやる心や感動する心など、豊かな感性や情緒をはぐく
むこと、言葉の適切さや美しさについての感覚を磨」（傍線部、引用者）くとあ
る。それに対し、DP の「言語：A」においては傍線部のような道徳的内容や心
情主義はなく、科学的な角度から捉え、具体的な力を提言する目標を設定してお
り、我が国の国語教育にも同様の方法を求める勝俣文子の研究がある 7。勝俣は
IB の学習者像にある「考える人」において、分析し、批判的、創造的に考える
ことが挙げられることに関連付け、その学習者像に基づき、「言語 A：文学」を
科学的な方法によるものであることを指摘する。この方法論は、他の IBDP の教
育方針においても同様であると考えられる。その場合、道徳教育の立場からは、
我が国の国語科に対応する IB の「言語：A」等にみられる IB 独自のプログラム
は、我が国における学校教育全体で取り組むべき「道徳教育」を実現するものか
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という疑問が生じる。この問題については後述する。 
また筆者は、拙稿 8において、建学の精神を仏教とする仏教主義の学校を例に

して、釈尊仏教の無我・縁起の思想と IB の学習者像の関係を論じた。この論考
のなかで、筆者は、IB の中核となる使命（理念）および学習者像と、釈尊仏教
思想とがどのように関連付けられるかを論じた。当稿は、この論考に類似する方
法である。 
以上の先行研究を踏まえ、IB のプログラム実施の核となる IB の使命（理念）

と学習者像を、「道徳科」の学習指導要領・解説の記述から分析する。それによ
り、IB の使命（理念）と学習者像について、我が国の道徳教育（特にその目標）
と合致するものかを検討してみたい。 
 
３．IB の使命と学習者像 

IB における中核は、その使命（理念）と学習者像である。IB の使命と学習者
像について述べておく。 
文部科学省（以下、文科省）IB 教育推進コンソーシアム「IB（国際バカロレ

ア）とは」9によると、IB の使命（The IB mission）は、国際教育プログラムを
推進し、発展させることの総体的な目的を示す。IB の使命（理念）の具体的な
文言については後に検討する。IB プログラムでは、「国際的な視野」をより明確
な言葉で定義づける試みと、実践を通じてその理想に近づこうとする努力を、IB
認定校の「使命」の中心として位置づける。 
また「IB の学習者像」は、「IB の使命」を具体化したもので、「国際的な視野

をもつとはどういうことか」という問いに対する IB の答えの中核を担う。具体
的には、IB 認定校が価値を置く人間性を、10 の人物像として表す。「探究する
人」「知識のある人」「考える人」「コミュニケーションができる人」「信念をもつ
人」「心を開く人」「思いやりのある人」「挑戦する人」「バランスのとれた人」「振
り返りができる人」である。この IB の使命（理念）と学習者像を実現するため
に、すべてのプログラムがある。参考までに文科省の IB 推進コンソーシアムに
ある IB の PYP、MYP、DP、CP の図を挙げておく（図 1）。 
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図１ 
「IB（国際バカロレア）とは」より引用 10 

 
全ての中心に「IB の学習者像」があり、それに基づくプログラムであること

がわかる。「IB の学習者像」は「IB の使命」を具体化したものであるから、4 つ
の IB プログラムをまとめて図に表すならば以下の図 2 の通りとなろう。 

 
 
 
 
 
 
 

 （筆者作成） 
図 2 IB における使命・学習者像・プログラムの関係図 

上図には、当然、我が国の道徳教育が含まれておらず、IB との関係は浮き彫

IB 
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りになっていない。我が国の道徳教育がどこに含まれるかを考察する必要があ
る。しかし、IBのプログラムが IBの使命と学習者像を実現するものである以上、
IB の使命と学習者像に我が国の道徳教育がみられるかどうかを考察し、みられ
るとなれば、IB のプログラムにそれが反映されていることがわかる。したがっ
て IB の使命と学習者像における我が国の道徳教育を明かすことが、道徳教育と
IB の関係を論じる上で基礎となるといえよう。 
なお現在、IB のプログラムの基準と実践については、目的、環境、文化、お

よび学習という 4つの主要カテゴリーに分類される。この 4つのカテゴリーは、
学習を中心に置き、IB の理念と「学校独自の文脈」をその周りに配置した枠組
みの中に組み込んでいる。以下の通りに図示されている。 
  

 
 
 
 

「IB（国際バカロレア）とは」より引用 11 
図 3 IB の学習基準と実施の枠組み 
 
そして IB ワールドスクールコミュニティーにおいて期待されることの一つ

に、「IB の理念が各学校固有の文脈の中に上手に統合されること」を挙げる 12。
この「学校固有」や「学校独自の文脈」において我が国における「道徳教育」を
実施していくことも考えられよう。従って「学校固有」の教育において可能であ
ると考えられるが、本論ではあえてこの「学校固有」の教育ではなく、IB 独自
の教育（主に理念と学習者像）に注目することで、IB そのものにみられる道徳
教育について考察していくことにしたい。 
 
４．我が国における道徳教育からみる IB の理念 
我が国おける道徳教育から「IB の理念」について考えてみたい。文科省の『道

徳科中学校学習指導要領解説』13は、「第 2 章 第 2 節 道徳科の目標」において
「道徳科の目標」について解説する。その中で、学校の教育活動全体を通じて行
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う「道徳教育」についても述べている。その道徳教育について抜粋し以下に表に
まとめ、⒜、⒝、⒞、⒟の四つに分ける。 

⒜よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値について
の理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人
間としての生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心
情、実践意欲と態度を育てる。 
⒝多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、自立した個人として、また
国家・社会の形成者としてよりよく生きるために道徳的価値に向き合い、いか
に生きるべきかを自ら考え続ける姿勢こそ道徳教育が求めるものである。 
⒞道徳科を要とした、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育が目指すもの
は、特に教育基本法に示された「人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及
び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成」（第
１条）であり、「幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊
かな情操と道徳心を培うとともに、健やかな身体を養う」（第２条第 1 号）こ
と、「個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自
律の精神を養うとともに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態
度を養う」（同条第 2 号）こと、「正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力
を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、そ
の発展に寄与する態度を養う」（同条第 4 号）こと、「伝統と文化を尊重し、そ
れらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社
会の平和と発展に寄与する態度を養う」（同条第 5 号）ことにつながるもので
なければならない、 

⒟「主体的な判断に基づいて道徳的実践を行い、自立した人間として他者と共
によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことが道徳科の目標である。
このことは各教科等における道徳教育でも同様であ」る 

（以上、括弧英字は筆者の加筆による） 
次に、「IB の使命」について確認してみたい。文科省「国際バカロレア（IB）

の教育とは？」14によると、次の通りである。便宜上、３つの文言に分ける。 
①IB は多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より良い、より平和な世界
を築くことに貢献する探究心、知識、思いやりに富んだ若者の育成を目的とし
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ています。 
②この目的のため、IB は、学校や政府、国際機関と協力しながら、チャレンジ
に満ちた国際教育プログラムと厳格な評価の仕組みの開発に取り組んでいま
す。 

③IB のプログラムは、世界各国で学ぶ児童生徒に、人がもつ違いを違いとし
て理解し、自分と異なる考えの人々にもそれぞれの正しさがあり得ると認め
ることのできる人として、積極的に、そして共感する心をもって生涯にわたっ
て学び続けるよう働きかけています。 

（以上、丸数字は筆者の加筆による） 
この IB の使命は、PYP、MYP、DP、CP の全てのプログラムに通じるもので

ある。この「IB の使命」の文言を、上述の「道徳科」学習指導要領に照らして考
えてみたい。まずは①の文言について考えてみたい。 

① IB は多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より良い、より平和な世界
を築くことに貢献する探究心、知識、思いやりに富んだ若者の育成を目的
としています。（傍線、引用者による） 

傍線部に「多様な文化の理解と尊重の精神を通じ」とある。これを「道徳教育」
の目標に照らし、該当するものを抜粋して列挙すれば、以下の通りである。 

⒜・物事を広い視野から多面的・多角的に考え 

⒝・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、自立した個人として、ま
た国家・社会の形成者としてよりよく生きる 

⒞・伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとと
もに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う 

⒟・他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養う 

また傍線部に、「より良い、より平和な世界を築くことに貢献する探究心、知
識、思いやりに富んだ若者の育成を目的」とある。これに該当する道徳教育の文
言を挙げれば以下の通りである。 

⒜・広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考え
を深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる 

⒝・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、（中略）生きるべきかを
自ら考え続ける姿勢 
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⒞・平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質 
・幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度 
・自他の敬愛と協力を重んずるとともに公共の精神に基づき、（中略）その 
発展に寄与する態度を養う 

・他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う 

⒟・他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養う 
 ①の箇所において、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育との整合性が
多く見られることがわかる。 
続いて、②の箇所である。②は、①の目的のために取り組むことが述べられて

おり、IB は①の目的を実現するためにあることを明記する。①は学校教育全体
における道徳教育と整合するのであるから、IB は道徳教育と合致する「IB の使
命」の目的のために取り組むものと考えられる。 
最後に③の箇所について考えてみたい。これについて該当する道徳教育の文

言を列挙したい。 
⒜・自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての

生き方についての考えを深める 

⒝・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、自立した個人として、また
国家・社会の形成者としてよりよく生きるために道徳的価値に向き合い、 

・いかに生きるべきかを自ら考え続ける姿勢こそ道徳教育 
⒞・個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律

の精神を養う 
・正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の
精神に基づき 

・国際社会の平和と発展に寄与する態度 

⒟・自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤 
このよう対応して考察してみると、「IB の使命」と学校教育全体の道徳教育に

は共通性が多くみられる。文科省の求める道徳教育のすべてが網羅されている
かどうかの検討やその必要性については今後の課題となるが、少なくとも「IB の
使命」は我が国の道徳教育にも整合するものと考えられる。「IB の使命」に内在
する道徳教育があるといえよう。 
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この「IB の使命」はプログラム全体の中核にある。IB の場合、各プログラム
が科学的手法を持って各教育がなされたとしても、IB 全体の教育はその使命に
基づくものである。それゆえに、科学的方法を用いる真理追究の教育においても、
追究する限りにおいて道徳性を離れたものであったとしても、それが「IB の使
命」に基づくものであるから、「IB の使命」に内在する道徳教育を為すものと考
えられよう。以下において、さらに「IB の使命」を具体化した「IB の学習者像」
についても考察していく。 
この「IB の使命」と「プログラム」の考え方は、IB 以外の学校の教科教育に

取り込み、応用していくことが可能であろう。つまり学校教育全体の道徳教育を
想定し、「道徳科」を中核に据えていくことで、各教科においては、道徳教育を
一端離れて科学的方法を持って真理を追究したとしても、学校の教育活動全体
において道徳教育を実施できる方法を見いだし得るのである。 

 
５．我が国における道徳教育からみる IB の学習者像 
 続いて、我が国おける道徳教育から「IB の学習者像」について考えてみたい。
文科省 15 によると、道徳教育の目標を達成するために指導すべき内容を、４つ
の視点に分けて示している。 
 A 主として自分自身に関すること（以下 A とする） 
 B 主として人との関わりに関すること（以下 B とする） 
 C主として集団や社会との関わりに関すること（以下 Cとする） 
 D 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること（以下 D とする） 
 前節に挙げた文言からの検討に加え、この４つの視点も加味しながら、「IB の
学習者像」と我が国の道徳教育（その目標）と整合していくものか考察したいと
思う。 

IB は、１０の学習者像 16を挙げ、(１)探究する人(Inquires）、(２)知識のある
人(Knowledgeable) 、(３)考える人(Thinkers)、 (４)コミュニケーションがで
きる人(Communicators) 、(５)信念をもつ人(Pricipled)、 (６)心を開く人
(Open-minded)、 (７)思いやりのある人(Caring)、  (８)挑戦する人(Risk-
takers)、(９)バランスのとれた人(Blanced)、(１０)振り返りができる人
(Reflective)としている。それぞれ順に検討してみたい。 
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(１)探究する人(Inquires） 
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけます。ひとりで
学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意をもって学び、学ぶ喜びを
生涯を通じてもち続けます。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え（⒜） 
・実践意欲と態度を育てる（⒜） 
・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、自立した個人として（⒝） 
・自ら考え続ける姿勢（⒝） 
・幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い（⒞） 
・個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精
神を養う（⒞） 

・正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずる（⒞） 
・自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる（⒟） 
・道徳教育の目標達成のための内容としては A、B、Cに該当する。 
上述の通り、（１）について道徳教育との整合性がみられる。 

(２)知識のある人(Knowledgeable) 
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を探究します。
地域社会やグローバル社会における重要な課題や考えに取り組みます。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・物事を広い視野から多面的・多角的に考え（⒜） 
・国家・社会の形成者としてよりよく生きる（⒝） 
・幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い（⒞） 
・公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度
を養う（⒞） 

・他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う（⒞） 
・自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる（⒟） 
・道徳教育の目標達成のための内容としては B、Cに該当する。 
上述の通り、（２）について道徳教育との整合性がみられる。 
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(３)考える人(Thinkers) 
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、批判的かつ創
造的に考えるスキルを活用します。率先して理性的で倫理的な判断を下しま
す。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・物事を広い視野から多面的・多角的に考え、（⒜） 
・道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる（⒜） 
・いかに生きるべきかを自ら考え続ける（⒝） 
・幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い（⒞） 
・個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精
神を養う（⒞） 

・正義と責任（⒞） 
・主体的な判断に基づいて道徳的実践を行い（⒟） 
・道徳教育の目標達成のための内容としてはＡに該当する。 
上述の通り、（３）について道徳教育との整合性がみられる。 

(４)コミュニケーションができる人(Communicators) 
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもって創造的に自
分自身を表現します。他の人々や他の集団のものの見方に注意深く耳を傾
け、効果的に協力し合います。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・物事を広い視野から多面的・多角的に考え（⒜） 
・実践意欲と態度を育てる（⒜） 
・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、自立した個人（⒝） 
・平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた（⒞） 
・個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精
神を養う 

・男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき（⒞） 
・自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる（⒟） 
・道徳教育の目標達成のための内容としてはＡ・B・Cに該当する。 
上述の通り、（４）について道徳教育との整合性がみられる。 
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(５)信念をもつ人(Pricipled) 
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって行動します。
そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重して行動します。私たちは、
自分自身の行動とそれに伴う結果に責任をもちます。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え（⒜） 
・人間としての生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、
心情、実践意欲と態度を育てる（⒜） 

・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて（⒝） 
・平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質（⒞） 
・正義と責任（⒞） 
・公共の精神に基づき、（中略）その発展に寄与する態度を養う（⒞） 
・主体的な判断に基づいて道徳的実践を行い（⒟） 
・自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる（⒟） 
・道徳教育の目標達成のための内容としてはＡ・B・Cに該当する。 
上述の通り、（５）について道徳教育との整合性がみられる。 

(６)心を開く人(Open-minded) 
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止めると同時に、
他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け止めます。多様な視点を求
め、価値を見いだし、その経験を糧に成長しようと努めます。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え（⒜） 
・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、自立した個人（⒝） 
・国家・社会の形成者としてよりよく生きるために（⒝） 
・自ら考え続ける姿勢（⒝） 
・伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するととも
に、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う（⒞） 

・自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる（⒟） 
・道徳教育の目標達成のための内容としてはＡ・B・Cに該当する。 
上述の通り、（６）について道徳教育との整合性がみられる。 
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(７)思いやりのある人(Caring) 
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人の役に立ち、
他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くするために行動します。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる（⒜） 
・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、自立した個人（⒝） 
・平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた（⒞） 
・職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養う（⒞） 
・公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度
を養う（⒞） 

・主体的な判断に基づいて道徳的実践を行い、自立した人間として他者と共によ
りよく生きるための基盤となる（⒟） 

・道徳教育の目標達成のための内容としては B・Cに該当する。 
上述の通り、（７）について道徳教育との整合性がみられる。 

(８)挑戦する人(Risk-takers) 
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合います。ひと
りで、または協力して新しい考えや方法を探究します。挑戦と変化に機知に
富んだ方法で快活に取り組みます。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる（⒜） 
・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、自立した個人として（⒝） 
・平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに
健康な国民の育成（⒞） 

・健やかな身体を養う（⒞） 
・正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずる（⒞） 
・自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる（⒟） 
・道徳教育の目標達成のための内容としては A・B に該当する。 
上述の通り、（８）について道徳教育との整合性がみられる。 

(９)バランスのとれた人(Blanced) 
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を構成する知性、
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身体、心のバランスをとることが大切だと理解しています。また、私たちが
他の人々や、私たちが住むこの世界と相互に依存していることを認識してい
ます。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え（⒜） 
・人間としての生き方についての考えを深める（⒜） 
・道徳的な判断力、心情（⒜） 
・多様な価値観の、時に対立がある場合を含めて、自立した個人として（⒝） 
・平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに
健康な国民の育成（⒞） 

・健やかな身体を養う（⒞） 
・男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主
体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養う（⒞） 

・自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる（⒟） 
・道徳教育の目標達成のための内容としては A・B・D に該当する。 
上述の通り、（９）について道徳教育との整合性がみられる。 

(１０)振り返りができる人(Reflective) 
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、深く考察しま
す。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長所と短所を理解するよう努
めます。 

文科省の解説から、関連付けられる文言を列挙したい。 
・自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え（⒜） 
・いかに生きるべきかを自ら考え続ける姿勢（⒝） 
・個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精
神を養う（⒞） 

・正義と責任（⒞） 
・自立した人間として他者と共によりよく生きるため（⒟） 
・道徳教育の目標達成のための内容としては A・D に該当する。 
上述の通り、（１０）について道徳教育との整合性がみられる。 
以上の検討から IB の学習者像は、全て「自立した人間として他者と共により
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よく生きるための基盤」となっている。この文言は文科省の道徳教育についての
解説に、「自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる」も
のとしての文脈で、「道徳性」として明かされている。その文脈に基づくならば、
IB の学習者像はそれ自体、「道徳性」とも呼べるものであり、IB の道徳性とも呼
ぶべきであろう。 
つまり、IB の使命、学習者像はともに、「よりよく生きるための基盤」となる

ものであるため、道徳性でもある。文科省の解説では、「道徳的諸価値について
の理解を基に」ともあるが、この道徳的諸価値は、IB の場合、「IB の使命」がそ
れに該当するのであろう。IB の使命、学習者像はともに、「よりよく生きるため
の基盤」として、我が国の道徳教育を逸脱するものではないのである。IB のプ
ログラムはそれに基づくものである以上、学校の教育活動全体で行う道徳教育
がなされるものと考えられよう。 
 
６．IBDP の TOKと CAS にみられる IB の道徳性 
上述の通り、IB の使命・学習者像には、「よりよく生きるための基盤」となる

ものが示されており、IB の道徳性が明かされている。我が国の道徳教育は包括
的なものであり、様々な道徳教育が考えられ、IB の道徳性もその中に収められ
るものである。 
最後に、各プログラムについても若干、考察しておきたい。すでに述べた通り、

IB は道徳教育を打ち出すものではない。むしろ IB の学習者像の「考える人」を
基盤にした「分析し、批判的、創造的に考える」プログラムは、科学的手法によ
るものであり、道徳教育となるものを除く傾向にあるといえよう。しかし IBDP
には、TOK（theory of knowledge、知の理論）とCAS（creativity, activity, service、
創造性・活動・奉仕）という特徴的なプログラムがあり、これらは IB プログラ
ムモデルの「コア」を形作り、IB の道徳性も垣間見られる。他のプログラムと
互いに関連し合い、補完し合う関係になっている。そこでこの TOK と CAS に
ついて考えてみたい。 

TOK は、事象を批判的に捉え「知」（知識）を分析していくものである。様々
な人間の「知」のあり方を分析し考察していくことで、「知」（知識）自体の固定
性を疑い、様々な人間の「知」を理解していく。これにより多様性を身につけ、
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IB の学習者像を形成することになる 17。この TOK は、「物事を広い視野から多
面的・多角的に考え」（⒜）ることになり、我が国おける道徳教育と整合するも
のである。 
また IB の CAS は「「創造性・活動・奉仕」（CAS）指導の手引き 2017 年卒業

予定者から適用」18によると、CAS と TOK の関係が述べられる。TOKは経験を
知識に変えていく道しるべという役割を担い、その経験には CAS 活動も含まれ
る。CAS では生徒は TOKの議論を応用して様々なコミュニティーや文化への理
解を深めることができる。CAS のプログラムのねらいには、「地域や世界のコミ
ュニティーの一員として、他の人や環境に対して責任を負っていることを理解
する人」となるように生徒を育てることが挙げられる。CAS には 3 つの要素が
あるが、本論ではそのうちの「奉仕」（service）に注目したい。 
「奉仕」（service）は、「コミュニティーの真のニーズに対応して他者と共に

活動しかつ相互の取り組みに従事すること」とある。そしてそのねらいは、コミ
ュニティーや社会に対して自分がどのように貢献できるか理解することである。
奉仕は、CAS の要素の中でも最も生徒の人生観に大きな影響を与える要素の一
つと見られている。自己認識を高め、さまざまなふれあいや経験の機会をもたら
し、国際的な視野をもたらすためであるとする。また４種類の奉仕活動があり、
「直接的な奉仕：他者、環境、または動物などとのかかわり合いをもちます。」、
「間接的な奉仕：間接的な奉仕では、生徒は受益者と直に接することはありませ
んが、自分の行動がコミュニティーや環境にとって有益であることを確認しま
す。」などとある。CAS は、「自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精
神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養う」
（⒞）ものであり、我が国おける道徳教育とも整合する。 

TOKでは多様性が理解され、CAS では助け合い、環境や動物などとの関わり
が考えられており、TOK や CAS は IB の道徳性が発揮された教育プログラムと
いえよう。IB の学習者像を実現しつつ、IB に内在する道徳教育の実践も為され
るものといえよう。 
 この IB のプログラムモデルに倣い、他の学校教育に還元すれば、道徳科以外
の教科が分析的科学的手法を用いて、道徳教育から離れて真理を探究する教育
を為したとしても、道徳科が道徳教育の補完をすることで、学校の「教育活動全
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体」を通じて行う道徳教育は可能であり、「よりよく生きるための基盤となる道
徳性」は養われよう。そうであれば、各教科が、道徳教育に縛られることなく、
各教科独自の特性を生かした真理探究の授業を実施することができよう。 
また別の視点で考えてみると、仮に道徳教育とは異なる科学的分析、手法の教

科教育であったとしても、それは道徳教育が求める、「個人の価値」の「尊重」
としてその能力を伸ばし、創造性を培うものであり、「自主及び自律の精神を養
う」ともいえる。従って各教科においてはあえて道徳的に扱わずに、真理を追究
しても、それは、個人の価値の尊重や自律の精神の尊重としての道徳教育に整合
し、やはり「学校の教育活動全体」を通じた道徳教育は成立することになる。そ
のように考えれば、各教科において、教科独自の科学的方法、分析に基づく教育
も道徳教育の一つに収めて考えられよう。 

 
7．小結 
我が国における道徳教育と IB（主にその使命と学習者像）の関係について考

察し、「道徳科」の学習指導要領・解説に述べられる学校教育全体の道徳教育に
関する記述分析を中心に、両者の関係を整理し検討した。 
「IB の使命」と学校教育全体を通じての道徳教育には共通性が多くみられる。

「IB の使命」に内在する道徳教育があり、「IB の使命」は我が国の道徳教育にも
整合するものと考えられる。またその使命を具体化する「IB の学習者像」にお
いても多くの共通性がみられ、我が国の道徳教育と整合するものである。さらに
全ての学習者像は、「自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤」
となるものである。文科省の道徳教育についての解説に、「自立した人間として
他者と共によりよく生きるための基盤となる」ものの文脈で、「道徳性」として
述べられている。IB の学習者像はそれ自体、「道徳性」とも呼べるものであり、
IB の道徳性とも呼ぶべきであろう。文科省の解説では、「道徳的諸価値について
の理解を基に」ともあるが、この道徳的諸価値は、IB の場合、「IB の使命」がそ
れに該当し得る。IB の使命、学習者像はともに、「よりよく生きるための基盤」
として、我が国の道徳教育を逸脱するものではなく、それに基づく IB のプログ
ラムは、学校の教育活動全体で行う道徳教育がなされるものと考えられよう。 
また IBDP 独自のプログラムに TOK と CAS がある。TOK では多様性が理解

96



我が国における道徳教育と国際バカロレア教育の関係についての基礎的考察

され、CAS では助け合いが考えられており、TOKや CAS は IB の道徳性を発揮
する教育プログラムといえよう。IB の他の各プログラムは、分析的科学的手法
が採用されるが、TOK・CAS が他のプログラムと関連し合い、相互に補完する
ことで、IB の使命・学習者像を実現し、IB の道徳性が発揮され、IB 全体の道徳
教育も実践される。 
この IB のプログラムの考え方を他の学校教育に応用すれば、道徳科以外の各

教科が、道徳教育を除いた各教科独自の分析的、科学的方法を用いて真理探究の
授業を為したとしても、道徳科が補完することで、学校の教育活動全体として道
徳教育は実現されると考えられる。各教科が、道徳教育に縛られることなく、各
教科独自の特性を生かした真理探究の授業を実施できよう。この一見、道徳教育
とは異なる手法の教科教育も、道徳教育が求める、「個人の価値」の「尊重」と
してその能力を伸ばし、創造性を培うものといえ、「自主及び自律の精神を養う」
ものともいえる。つまりこの手法も道徳教育に整合する。教育活動全体の道徳教
育は果たされていくことになり、各教科における教科独自の科学的方法、分析に
基づく真理探究の授業による教育は、道徳教育の一つに収められよう。 
 なお本論文は、主に学習者像という観点から分析を加えたが、道徳教育の基軸
となる道徳的価値の側面から IBとの関連性や異動を比較検討することや具体的
な授業展開の視点から更に研究を深めることが今後の課題である。 
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【査読論文】 

ウェルビーイング中心デザインによる社会装置の開発並び
にそのソーシャルインパクトの特定: コロナ禍下でのエミ
ー・ウォッシュ設置運動を事例として 

 

保井 俊之（叡啓大学 ソーシャルシステムデザイン学部 学部長・教授） 

 

要約 

 本研究は、新型コロナ感染症の流行期にウェルビーイング中心デザインの社
会装置として開発及び実装された、笑顔センサー付き除菌液噴霧装置エミー・ウ
ォッシュがもたらした社会インパクトを、ナラティブ分析により特定し、共起関
係として可視化するものである。日本各地の学校及び事業所のエミー・ウォッシ
ュ設置者が装置使用報告時に書き込んだ自由記述をテキストマイニングし、装
置利用者がこの装置を感染防止対策に用いることで、笑顔、感謝、ケア及びコミ
ュニケーションなどウェルビーイングと相関する要素を知覚していたことを示
した。さらにこの装置を頻繁に使用した利用者がそうでない利用者に比べ、より
高い主観的ウェルビーイングを感じていたことを定量的に明らかにした。 

 

１．背景と目的 

 ウェルビーイングはこれまで、ポジティブ心理学などの学術領域で、個人の心
的状態を中心に研究されてきた。ウェルビーイングとは自らの人生に対する評
価（Diener 2000）であり、良好な心の状態を指す（OECD 2013）。しかし 2010 年
代に入り、ウェルビーイング 3.0（札野 2023）と称される、集団及び組織など社
会を対象とするウェルビーイング研究の時代が到来している（Lomas et al. 2021）。
またウェルビーイング研究を行う学術領域も拡大し、システム思考及びデザイ
ン思考の領域においても研究が展開されつつある（荻野 2020, 保井ら 2021a）。 

システム思考及びデザイン思考に基づく社会システムデザインの学術領域で
台頭している研究テーマのひとつが、ウェルビーイング中心デザインである。ウ
ェルビーイング中心デザインは、ウェルビーイングを陽に考慮したシステムデ
ザインの方法論（前野ら 2021）である。 

テクノロジーデザインの分野ではこれまで、デジタル・ウェルビーイング概念

100



ウェルビーイング中心デザインによる社会装置の開発並びに
そのソーシャルインパクトの特定 :

コロナ禍下でのエミー・ウォッシュ設置運動を事例として

をもとに、デザインの使用者にウェルビーイングを感じさせることを目指して
おり、ポジティブ・コンピューティングのユースケースとして社会実装されるこ
とが多かった（WIRED2019）。ポジティブ・コンピューティングは、主観的ウェ
ルビーイングをテクノロジーの利用者に感じさせるインタラクションをデザイ
ンする方法論（Calvo & Peters 2014）で、コンピュータ・テクノロジーが人間の
仕事と活動に影響する方法の研究を行うヒューマン・コンピュータ・インタラク
ション（Dix et al. 2004）から 2010 年代に派生した。拡張現実（AR）や仮想現実
（VR）なども用い、テクノロジーを利用者の主観的ウェルビーイング向上のた
めに使われる設計を行うところに特長がある（渡邊ら 2020）。 

 しかしウェルビーイング中心デザインは、社会のウェルビーイングを実現す
るために、テクノロジー利用に留まらず、さまざまな製品サービス、組織及び地
域システムのデザインに、ウェルビーイングの構成要素を明示的に埋め込む設
計を行う方法論である。したがって、システムの利用者にウェルビーイングの向
上をシステム上のインタラクションとして明示的に感知させる構成要素が、テ
クノロジー以外の要素も含めて設計されることが要件となる。 

 システムの利用者にシステム上のインタラクションを明示的に感知させる仕
掛けとして近年注目を集めているのが社会装置（Väänänen-Vainio-Mattila et al. 

2013）である。社会装置は、人と人との間または人とテクノロジーとの間で場を
共有したインタラクションを促進する、能動型のコンテキスト感知装置である
（Aaltonen et al, 2013）。 

筆者らはこれまでウェルビーイング中心デザインの立場に立ち、ウェルビー
イング向上に資する地域通貨システムのデザインなど、システムの利用者が主
観的ウェルビーイングを感じることを支援する社会装置をデザインする研究及
び社会実装を進めてきた（保井ら 2021b, 高尾ら 2023）。ウェルビーイング中心
デザインにおける社会装置はシステム上のインタラクションを通じて、利用者
に主観的ウェルビーイングを認知させ、さらにコンテキストを共有させる。 

これまでのウェルビーイング研究では、ウェルビーイングの社会的実現に資
するデザインが社会装置を通じて、どのように利用者のウェルビーイングの認
知に寄与し、さらにどのような社会インパクトをもたらすかについては研究の
蓄積が待たれる状態にあった。 
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以上のようなウェルビーイング研究及びウェルビーイング中心デザインの学
術研究の潮流を踏まえ、本研究は、新型コロナ感染症の流行期にウェルビーイン
グ中心デザインの社会装置として開発及び実装された、笑顔センサー付き除菌
液噴霧装置エミー・ウォッシュがもたらした社会インパクトを、ナラティブ分析
により特定し、共起関係として可視化することを目的とする。さらにこの装置を
頻繁に使用した利用者が主観的ウェルビーイングをどのように感じていたかを
明らかにする。 

 

２．分析対象の社会装置の概要 

（１）エミー・ウォッシュの概要 

 エミー・ウォッシュは、2020 年に開発されたウェル
ビーイング中心デザインによる社会装置のユースケー
スであり、利用者の笑顔を感知して除菌液を噴霧する
ポット状の除菌装置である。日本語で笑顔を表すほ
ほえみにちなみ、エミー・ウォッシュ（以下、EW と
称する）と名付けられた。EW は、笑顔を増加するこ
とにより、利用者の主観的ウェルビーイングの感知に寄与することを目的とし
た社会装置である。EW の写真及び社会システムとしてのシステム概要図を、図
１及び図２にそれぞれ示す。 

EW には日本のシステム開発会社が提供する笑顔計測ソリューションが用い
られており、画像内の顔検出及び表情認識のエンジンとして日本の電機大手企
業が開発した顔画像認識技術が利用されている。このエンジンは笑顔度を 0 度
から 100 度まで尺度でスコア化し、微笑程度の笑顔度が 50 程度になるよう正規
化する。EW に用いられた笑顔計測ソリューションでは、単位時間あたりの平均
笑顔度並びに最大及び最小笑顔度が算出され、EW 利用者の笑顔度が 50 度すな
わち微笑レベルを超えた場合、または笑顔の変化量すなわち最高笑顔度と最低
笑顔度の差が一定程度に設定された差分の閾値を上回った場合に、EW に埋め込
まれたセンサーが笑顔と認識する。そして笑顔認識と同時に赤外線センサーで
手指を検知した後、モーターが駆動され、除菌液タンクから除菌液を汲み上げ、
接続したノズルから除菌液が噴霧される仕組みとなっている。 

図１ エミー・ウォッシュ 

（出所）筆者撮影 2022 年 2 月 
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EW 開発の背景は、2019 年以来の新型コロナ感染症の流行期に、総じてウェル
ビーイングの低下傾向がみられ（Knepple Carney et al. 2021）、学校等でコロナ感

染への不安が広く語られ、昼食
時の談笑が禁じられて黙食す
ることで笑顔が消え、感染防止
対策と生徒のウェルビーイン
グのバランス保持が困難にな
ったことが報告されたこと
（Takahashi et al. 2023）にある。 

笑顔とウェルビーイングは
相関する（Hasan & Hasan 2009, 

Papousek 2018）。EW を使用するために、人が前に立って手指をかざすと、笑顔
を判別するセンサーが起動し、目や口の動き等から笑顔と判定されると除菌液
が自動的に噴霧され、コロナ感染症防止対策に寄与する。EW はこの仕組みを通
じて、ウェルビーイングと相関する笑顔と感染防止対策の両立を目指したウェ
ルビーイング中心デザインの社会装置である。 

 

（２）社会運動としての EW 設置普及活動 

  EW の設置普及のために、一般社団法人エミーバンク協会が 2021 年 4 月に設
立され、事業所への有償貸与及び学校への無償貸与を通じて、日本各地の学校及
び事業所への EW 設置普及活動を行ってきた。 

  EW はハードとしてのシステムに留まらず、社会装置の EW がプラットフォ
ーマーとなる社会システムとして構成される。ウェルビーイングと相関する笑
顔が EW を通じて生成され、EW が笑顔数をウェルビーイングの代理変数とし
て感知及び記録し、EW 設置者及び利用者が笑顔に関連する所感を報告書の自由
記述欄に共有し、設置者及び利用者等をつなぐ社会システムとして機能する。人
と人のつながりは主観的ウェルビーイングと相関する（Christakis & Fowler 2009）。
したがって EW は EW 設置者及び利用者をつなぎ、主観的ウェルビーイングを
感知させる社会システムとして機能する。 

具体的な仕組みとしては、EW 利用者の笑顔数は EW の装置内で蓄積及び集

図 2 エミー・ウォッシュのシステム概要図 
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計され、エミーと呼ばれる地域住民のウェルビーイング向上を目指す地域通貨
の通貨単位（保井ら 2017, 末吉ら 2018）に変換され、 感染症対策プロジェク
トへの支援や除菌剤の提供をはじめとする寄付活動に充てられることになる。 

2024 年 2 月末時点で, 日本各地の累計 241 か所の学校及び事業所に設置され
た EW は、累計 439,010 回の笑顔を検知し、同数のエミーに換算された。このこ
とは EW 使用者の主観的ウェルビーイングがエミーを代理変数に用いることに
より、439,010 単位計測されたことを意味する。 

 

３．分析の手法 

 EW の社会システムは、EW 利用者が笑顔を起点に社会インパクトを発生させ
るプロセスを、メッセージなど言語のつながりで媒介する機能を有している。具
体的には、EW 設置者が笑顔に関連する所感を報告書の自由記述欄に共有し、設
置者及び利用者等をつなぐシステムとして機能している。そのためまず、ナラテ
ィブ分析（Nasheeda et al. 2019）の方法論にもとづき、EW 利用者からの使用報
告書及び次に述べるアンケート調査の自由記述欄への書き込みについて、テキ
ストマイニング（樋口 2020）の手法¹を用い、書き込まれた文章を述語の単位で
コーディングし、共起ネットワーク分析を行い、笑顔の述語の共起関係を可視化
する。 

第二にさらに EW 設置者に対し、EW の使用頻度及びウェルビーイングの度
合いを問うアンケート調査を実施し、EW の使用頻度が EW 設置者のウェルビ
ーイングにどう影響しているのかを定量的に分析する。また自由記述欄を設け、
笑顔に関する所感を収集する。ウェルビーイング尺度については、人生満足尺度
（Diener et al. 1985, 以下 SWLS と称する）、幸せの４因子（前野 2013, 以下幸せ
4 因子と称する）及びポジティブ・ネガティブ感情尺度（日本版, 佐藤・安田 2001, 

以下 PANAS と称する）を使用する。 
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４．分析の結果 

（１）ナラティ
ブ分析 

EW 設置者か
らの使用報告書
及びアンケート
調査の自由記述
欄への書き込み
のテキストか
ら、テキストマ
イニングによる
共起ネットワー
ク分析を行っ
た。 

テキストの収
集は 2022 年 5 月 1 日から 6 月 30 日の間に行われ、計 240 件のテキストが収集
された。 

共起ネットワーク分析の結果を図３に示す。図３のうち、バブルの大きさは述
語の出現の頻出度を示し、バブルが有色であるものは、さらに密接な共起関係が
あり、有色のバブル同士でサブグラフが描けることを示す（樋口 2020:185-186）。
述語は頻出度の高いものから順に、笑顔（出現回数 486 回）、思う（同 138 回）、
ありがとう（同 132 回）、消毒（同 108 回）、お世話（同 96 回）などとなってい
る。 

述語の共起関係については図３より、笑顔、会話、こども、対策、方々、感染、
利用、コロナ［名詞］、気持ち、インフルエンザ、マスク、意識、学校及び学期
などに強く近しい共起関係がみられる。さらに、笑顔は学校、お客様、活動、お
世話、機会、コミュニケ―ション、除菌［される］、消毒、機器、説明などと強
く近しい共起関係にある。そして笑顔とありがとうは、同じ頻出述語でありなが
ら共起関係は遠く、ありがとうは他の述語とさほど強い共起関係にはない。 

この共起関係は、学校での感染防止対策として子どもが EW を利用する際に

図３ EW 設置者の自由記述テキストによる共起ネットワーク図 

105



ウェルビーイング中心デザインによる社会装置の開発並びに
そのソーシャルインパクトの特定 :

コロナ禍下でのエミー・ウォッシュ設置運動を事例として

笑顔が近く意識されたことを示す。また、事業所に来訪した顧客とのコミュニケ
ーションツールとして EW の機器説明を通じて、笑顔が共起されたことを可視
化している。学校での EW 使用と事業所での EW 使用の述語の共起関係を、楽
しい、明るい、落ち着く、素晴らしいなどのポジティブな感情を表す述語がつな
いでいる。さらに感謝の気持ちは他の述語とは必ずしも共起せず、独立して出現
している。 

 

（２）アンケート調査によるウェルビーイング度分析 

 EW 設置者に対する主観的ウェルビーイングの度合い及び EW の使用頻度を
問うアンケート調査を 2022 年 5 月 1 日から 6 月 30 日の間に行った。設置数 45

か所に対し有効回答は 38 だった。回答者の属性等に関する記述統計を表１に示
す。 

 回答者のウェルビー
イング度については、
SWLS が 31.5、幸せ 4

因子が第１因子（自己
実現と成長）20.5、第 2

因子（つながりと感謝）24.0、第３因子（楽観性）17.0 及び第４因子（マイペー
ス）20.0、並びに PANAS がポジティブ感情 31.2 及びネガティブ感情 26.6 とな
った。 

 日本人 15,028名を対象にしたウェルビーイング度調査（前野 2024）によれば、
日本人の SWLS の平均値は 22.5、幸せ 4 因子の平均値は第 1 因子 22.5、第 2 因
子 17.9、第 3 因子 17.4 及び第 4 因子 19.0 である。さらに日本人 1,500 人を対象
にした調査では、日本人の PANAS のポジティブ感情平均値は 24.4、及びネガテ
ィブ感情平均値は 22.7 である（前野 2024）。したがって、今回の調査対象の母集
団は、統計上の比較有意性は不明であるが、一般的な日本人に比較して、長期的
なウェルビーイング指標の代表とされるSWLSが高く、幸せ４因子の第２因子、
すなわちつながりと感謝の因子が強く、さらに短期的なウェルビーイング指標
の代表とされる PANAS については、ポジティブ感情もネガティブ感情もともに
高い傾向にあることが観察される。  
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（３）EW 通常頻度利用者と頻繁な利用者との間のウェルビーイング度比較分析 

アンケート調査で得られたデータをもとに、EW の通常頻度の利用者と頻繁な
利用者の間でウェルビーイング度の比較分析を行った。通常頻度の利用者とは、
EW 設置者のうち、EW を１日１回以下の頻度で使用する者を指す。また頻繁な
利用者とは、EW 設置者のう
ち、１日１回以上さらに頻繁
な頻度で EW を利用する者を
指す。標本数は 38、うち通常
頻度利用者が 28、頻繁な利用
者が６である。 

比較分析の結果を図４に示
す。EWの頻繁な利用者は通常
頻度の利用者に比べ、SWLS、
幸福の４因子第４因子（マイ
ペース）、及び PANAS のポ
ジティブ感情が有意に高かった。 

 

５. 考察 

  前章の共起ネットワーク分析の結果から明らかになったのは、EW がプラッ
トフォーマーとなることにより、EW 設置者が笑顔の述語を含むメッセージによ
りつながり、学校及び事業所において新型コロナ感染防止対策として EW を利
用することのみならず、EW の設置と利用により、笑顔、こども、気持ち、お世
話、コミュニケ―ション、ありがとうなど、主観的ウェルビーイングに関連する
述語を共有する言語空間を設置者と利用者が形成したことである。笑顔、感謝、
ケア及びコミュニケーションはいずれも主観的ウェルビーイングに影響を与え
る要素である（Badri et al. 2022, Hall et al. 2023, Singh et al. 2023）。 

  EW 設置者及び利用者は新型コロナ感染症流行期に、移動制限、隔離及び黙食
などコミュニケーションが制限された生活環境下にあって、EW を通じた笑顔、
感謝及びケアのナラティブを生成し、笑顔、思う及びありがとうを最頻出述語と
する言語空間を形成した。 

図４ EW 通常頻度の利用者と頻繁な利用者の主観的ウェルビーイングの比較 
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 なお、笑顔とありがとうは共起ネットワーク分析で同じ頻出述語でありなが
ら共起関係は遠かったことが、分析結果から明らかになったことについては、笑
顔と感謝は、EW の言語空間において直結の関係にはなく、笑顔は楽しい、使う、
落ち着く、及び消毒など他の様々な述語を通じて共起する言葉であることを示
唆している。すなわち、笑うからありがとうと言う、あるいは、ありがとうと言
うから笑顔になるという直接の関係にはなく、他の様々な感情や行為を介して
両者がつながる関係にあるのである。また、ありがとうが他の述語とさほど強い
共起関係にはなかったことは、感謝の言葉であるありがとうは、EW を利用した
際に、他の述語を介さずとも独立で発出されやすい言葉であったことを示唆し
ている。 

また、EW の頻繁な利用者が通常頻度の利用者よりも主観的ウェルビーイング
を高く感じていたことは、笑顔がウェルビーイングに相関（Hasan & Hasan 2009, 

Papousek 2018）し、笑顔を生成する活動が主観的健康感を高め（Hayashi et al. 

2015）、さらに主観的健康感は主観的ウェルビーイングと相関する（Monden 2014） 

という研究結果と整合的である。 

 

６．結論と今後の研究課題 

（１）結論 

本研究は、新型コロナ感染症の流行期にウェルビーイング中心デザインの社
会装置として開発及び実装された、笑顔センサー付き除菌液噴霧装置 EW がも
たらした社会インパクトを、ナラティブ分析により特定し、共起関係として可視
化した。EW 設置者が装置使用報告時に書き込んだ自由記述をテキストマイニン
グし、装置利用者がこの装置を感染防止対策に用いることで、笑顔、感謝、ケア
及びコミュニケーションなどウェルビーイングと相関する要素を知覚していた
ことを示した。さらにこの装置を頻繁に使用した利用者がそうでない利用者に
比べ、より高い主観的ウェルビーイングを感じていたことを定量的に明らかに
した。 

 

（２）今後の研究課題 

今後の研究課題は二つある。 
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第一に、本研究は新型コロナ感染症流行期におけるウェルビーイング中心デ
ザインの社会装置の社会インパクトの特定を研究主題としており、限られた対
象数での研究であったが、今後はさらに対象数を増やし、よりロバストな研究結
果を導出することが期待される。 

第二に、本研究の含意を踏まえ、ハードの機器を中心に構成されるウェルビー
イング中心デザインの社会システムから、例えばまちづくりや地域通貨システ
ムなど、ウェルビーイング中心デザインが同じく強く需要されている社会シス
テムにおける社会装置の研究へと、研究の領域を広げていくことが期待される。
その上で、一般性及び汎用性を有するウェルビーイング中心デザインの社会装
置の社会インパクトモデルが開発されることが待たれている。 

 

注釈 

１ 分析には KH Coder 3.Beta.03i（樋口 2020）を使用した。   
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【査読論文】 

コミュニティウェルビーイングへの持続可能な観光の貢献 
〜農泊推進地における幸福度からの示唆〜 

 
岡田 美奈子（追手門学院大学 地域創造学部 教授） 

 
要約 
 「住んでよし、訪れてよし」の国づくりを目指し、国をあげて、持続可能な観
光の推進を通した観光立国実現への取り組みが加速している。様々な社会課題
や地域課題への対応として、観光による地域内好循環を創出する仕組みをつく
り、持続可能な社会基盤の構築を目指す地域も少なくない。持続可能な観光の基
盤は地域にあり、地域主体の観光の実現により、観光の効果が発揮され、地域の
ウェルビーイングにも貢献しうる。これまで、ウェルビーイングの視点での観光
研究やウェルビーイングへの観光による効果の評価や測定方法は十分に検討さ
れてきていない。本研究では、地域の幸福度と相関の高い「地域のつながり」と
「多様性・寛容性」に着目し、観光とウェルビーイングの関係性を考察した。地
域主体の観光が推進されている農村地域（農泊推進地）では、観光がウェルビー
イング（コミュニティウェルビーイング）に貢献している可能性が示唆された。 
 
１．はじめに 
（１）研究の背景 
コロナ禍を経て、これまで以上に「ウェルビーイング」や「幸福」への関心が

高まっている。観光分野においても、観光客が地域を訪れることで地域内の好循
環を高める仕組みをつくり、地域だけでなく、住む人々、そして、訪れる人々も
再生する「リジェネラティブツーリズム」が注目されている。 
「地球上の誰一人取り残さない」、経済・社会・環境の 3 つのバランスがとれた
サステナブルな社会の実現を目指して国連が設定している 2030 年までに達成
すべき「17 の持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals：SDGs）」は、
あらゆる人々にとってのウェルビーイングを目指す目標である。SDGs には 17
の目標とそれをさらに具体化した 169 のターゲットがあるが、目標 8（働きがい
も経済成長も）目標 12 つくる責任つかう責任）目標 14（海の豊かさを守ろう）
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に関連するターゲットには、「観光」の言葉が明記されている。国連世界観光機
関では、観光には、直接的・間接的にすべての目標に貢献する潜在力があるとし、
政策立案者、国際組織、学術関係者、企業等、観光に関する全てのステークホル
ダーによる SDGs 達成への貢献・参画を促している。一方で、SDGs やウェルビ
ーイングへの観光の貢献を客観的に評価する統一の基準や指標や関連の研究は
ほとんどなされておらず、観光の効果が十分に理解されていない。 
ニュージーランドやフィンランドなど、サステナブルツーリズムへの取り組

みが進む国や地域では、観光に対する住民満足度調査等を実施し、観光政策や方
針等の検討に反映されている。観光庁の調査(2023)1によると、日本全国の自治
体・観光地域づくり法人（DMO）の７割以上が観光に対する住民満足度の目標
設定およびデータ計測を実施していない。同様に、約７割が観光客の満足度の目
標設定およびデータ計測を実施していない。京都市や岐阜県白川村など、主に観
光客が集中する地域においては、住民の観光への感情や地域の課題把握のため
に住民調査を実施し、政策や課題への対応が検討されている。しかしながら、こ
れらの調査は、地域の観光や観光政策に対する満足度を知ることが主目的であ
り、観光と地域・住民のウェルビーイングとの関係性やその貢献度を評価するた
めの十分な情報は得られてはいない。 
 
（２）研究の目的 
多様な社会課題を改善し、ウェルビーイングな地域づくりを実現する手段と

して観光への期待は高い。一方、ウェルビーイングの視点での観光研究やその観
点も取り入れた観光効果の評価の検討も進んでいない。本研究は、持続可能な観
光がウェルビーイング（コミュニティウェルビーイング）に貢献しうるのかを探
るとともに、幸福度と観光の関連性についての仮説を見出し、ウェルビーイング
を重視した観光効果の測定を検討する必要性についての示唆を得ることを目的
とする。 
 
（３）研究の方法 
国内外の先行研究から、幸福度とウェルビーイングの考え方について整理す

る。あわせて、国内外の幸福度やウェルビーイングの調査に活用されている測定
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指標を概観する。その後、観光とウェルビーイングとの関係性について、全国の
市町村を対象にデジタル庁が実施しているウェルビーイング調査の結果をもと
に、地域のウェルビーイングと相関の高い因子に着目し考察する。なかでも、地
域主体の観光を推進する農村地域におけると幸福度と観光との関係性に注目し、
観光がどのようにコミュニティウェルビーイングに影響しているか示唆を得る。 
 
２. 「幸福度」「ウェルビーイング」に関する先行研究 
「ウェルビーイング（well-being）」は、1946 年、世界保健機関（WHO）設立

時に、「健康」を定義づける言葉として使われたのが始まりである。WHO では、
「健康とは、病気ではないとか、弱っていないということではなく、肉体的にも、
精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態にあること」2と定義
づけている。幸福は「ハピネス」と訳されることもあるが、ハピネスは「瞬間的
に感じる幸福」の意味合いが含まれるのに対し、ウェルビーイングは「持続的な
幸福」を示す。一般的にウェルビーイングは、身体的・精神的な健康、社会的な
つながり、経済的な状況などの様々な要素が含まれ、個人の健康や幸福の状態を
包括的に表す言葉である。一方、幸福は、喜びや満足感などの主観的な感情や心
理的状態を指すと理解されている。 
 
（１）「幸福」に関する研究の広がり 
人間は何によって「幸福」を感じるのか。幸福の概念は、アリストテレス、エ

ピクロス、プラトンなどの古代ギリシャの哲学者たちによって、様々な理論が提
唱された。20 世紀初頭、心理学的側面からセリグマンやチクセントミハイなど
による「ポジティブ心理学」が発展し、幸福やポジティブな感情に焦点が当てら
れ、幸福の構成要素やその測定方法が研究されはじめた。社会学・経済学の分野
からは、レイヤードなどにより、精神的健康と幸福や経済成長と幸福の関係など
の視点から幸福に影響を与える要因が探求されるようになった。レイヤード
（2006）3は、幸福に影響をもたらす７つの要因（ビッグセブン）として、①家
族関係、②家計の状況、③雇用状況、④コミュニティと友人、⑤健康、⑥個人の
自由、⑦個人の価値観を紹介した。この発表以降、経済学以外の分野でも幸福度
や生活満足度が注目され、心理学や社会学の知見を取り入れた幸福の概念、幸福
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指標による効果評価などの科学的研究を政策提言に役立てる議論が広まり、現
在では政策立案や決定において幸福に関わる研究は重要な役割を果たしている。 

 
人生満足度尺度（the Satisfaction With Life Scale：SWLS） 
幸福研究の第一人者、ディーナーら（1997）は、「幸福」について、「生活に満

足し、喜びを感じることが多く、悲しみや怒りといった嫌な感情をあまり感じな
いならば、その人の幸福度は高い、反対に生活に不満があり喜びや愛情をほとん
ど感じず、怒りや不安のような嫌な感情を抱くことが多いならば、その人の幸福
度は低い」4という包括的な定義を提示している。1985 年には、ディーナーの研
究グループにより、自分の幸福度を簡単に測定する方法として、「人生満足度尺
度」(Diener, Emmons, Larsen, & Griffin, 1985) 5が開発された。同指標は、主観
的なウェルビーイングの尺度として、①人生満足度、②ポジティブ感情、➂ネガ
ティブ感情がないことの３要素を開発し、様々な要因と合わせて測ることで、性
格や社会環境との関係を調べるもので、個人幸福度や生活満足度を評価するツ
ールの一つとして普及している。以下の 5 つの質問に対して 7 段階で回答する
ことにより、「幸福」という言葉の曖昧さや直近の気分の影響を受けにくくし、
「主観的幸福度」を測定する。 
＜５つの質問＞ 
⑴    ほとんどの面で私の人生は私の理想に近い 
⑵    私の人生はとても素晴らしい状態だ 
⑶    私は自分の人生に満足している 
⑷    私はこれまで自分の人生に求める大切なものを得てきた 
⑸    もう一度人生をやり直せるとしてもほとんど何にも変えないだろう 

 
心理的ウェルビーイング理論 
リフ（1989）によって、自分が生きていることに意味があり、人生の

意義や目的意識から得られる満足感・幸福感を指す「心理的ウェルビーイ
ング理論（ユーダイモニック・ウェルビーイング）」が提唱された。人が幸せを
感じる心理的ウェルビーイングに分類し計測する「６軸モデル」6が開発された。 

 

117



コミュニティウェルビーイングへの持続可能な観光の貢献
～農泊推進地における幸福度からの示唆～

① 自己受容（Self-Acceptance）： 
自分の良いところ、悪いところを受け入れていること。 

② 環境適応力（Environment Mastery）： 
複雑な環境を的確に制御していると感じること。 

③ 他者との良好な関係（Positive Relations with others）： 
他者との愛情、信頼、共感といったポジティブな関係を築いていること。 

④ 自己の成長（Personal Growth）：成長して発達し進歩を実感すること。 
⑤ 人生の目的の明確さ（Purpose in Life）: 

人生の目的と自分の生きる方向性を自覚していること 
⑥ 自律性（Autonomy）：自律して自己決定していること。 

 
プロスペクト理論 

1979 年、カーネマンとトベルスキーが共同で「プロスペクト理論」7を発表し
た。これは、「人は損失を回避する傾向があり、状況によってその判断が変わる」
という意思決定に関する行動経済学の理論のひとつである。プロスペクト理論
の柱として、意思決定にかかわる「確率加重変数」と「価値関数」の 2 つの要素
があり、人は確率が低いときに大きく評価し、確率が高いときには小さく評価し
ているとうものである。人は、等しい量の利益と損失があった場合、損失によっ
て感じる痛みの方が利益によって感じる幸福より大きいことを表し、価値を主
観的に判断する人間の特性を示している。また、プロスペクト理論には「損失回
避性」「参照点依存性」「感応度逓減性」という 3 つの心理作用がある； 
・損失回避性の心理作用： 
「手に入れる」ことよりも「損をする」ことを回避する心理作用 
・参照点依存性の心理作用： 
価値を「絶対的ではなく、相対的」に判断する心理作用 

・感応度逓減性： 
同じ損失額でも、母数が大きくなるほど鈍感になるという心理作用 
 
カーネマンとデートン（2010）8の研究では、「年収 7.5 万ドルまでは、収入が

増えれば増えるほど幸福度は比例して大きくなるが、それ以上収入が増えても
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幸福度はほぼ変わらない」ことを科学的に明らかにした。人間が感じる幸福の感
情は、あるレベルまでは収入に比例して増えていくが、収入が一定水準を超える
と幸福度は上昇しなくなり「収入と幸福感とは相関しない」というものである。 
前野の研究（2012）9 によると、人間の欲求を満たす「財」には、収入や物、

社会的地位など周囲との比較で価値が決まる「地位財」と、自由や愛情、感謝、
社会への帰属意識など他人との比較を前提としない「非地位財」の 2 つがある。
「地位財」による幸福は、欲望充足型で、保有量の増加に伴いその効用が低下す
る限界効用逓減の法則が働き幸福感が長続きしないが、愛情や感謝などの「非地
位財」による幸福は、その状態に慣れても何も感じなくなることはないため長続
きする。長続きするウェルビーイングは、収入のような地位財で得られるもので
はないことは数々の調査から示唆されているが、最新の研究（Killingsworth et al, 
2023）では、幸福度が低いグループと高いグループに分けて分析した結果、「幸
福度が高いグループの人々では、年収が 7.5 万ドル以上になっても、幸福度は伸
び続ける」10という結果も示されている。 

 
PERMA 理論 

2000 年前後、セリグマンらによって「ポジティブ心理学」が創始され、ウェ
ルビーイングが研究されてきた。セリグマンが提唱した PERMA 理論は、ウェ
ルビーイングを高めるための 5 つの要素 11があり、これらの要素に積極的に取
り組むことで、ウェルビーイングが高まり、心理的な苦痛も減少するというもの
である。これらの要素は、人々が自由に選択するものと位置付けられている。 
＜5 つの要素＞ 
①  ポジティブな感情 
(Positive Emotion) 

希望、興味、喜び、愛、思いやり、誇り、娯楽、感謝などがあ
り、幸福度の主要な指標。また、「ネガティブな感情を打ち消し、
レジリエンス力を高める」「思考、行動の選択肢を広げる」など
により、ウェルビーイングを高める要素が創造される感情。 

②  エンゲージメント 
(Engagement) 

時間を忘れて何かにのめり込み没頭している状態（フロー状態）
のこと。現在の瞬間に生きる、目の前の仕事に集中し、没頭や
没入の領域に入ると「集中力が高まる」「効率性が良くなる」「生
産性が向上する」。ウェルビーイングな心理状態の一種。 

③ 関係性  
（Relationship） 

パートナー、友人、家族、同僚、上司、指導者、監督者、そし
てコミュニティ全体との相互作用を指す。社会において、利他
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的な関係、人と助け合う関係を持っている人は幸せであること
が明らかにされている。また「自己と他者を比較しない」「他者
に貢献する」なども、幸福をもたらすとされている。 

④ 意味・意義 
 (Meaning)  

自分自身よりも大きなものに所属し、または何かに奉仕するこ
とで、有意義な人生となる。人生の目的を持つことは、困難や
逆境に直面した時に、本当に大切なものに焦点を当てる助けに
なる。人生の目的がある人は、より長生きし、人生の満足度が
高く、健康問題が少ないことが知られている。 

⑤ 達成 
 (Achievement) 

目標に向かって努力し、その目標を達成した結果。自己動機付
け・内発的動機から何かを成し遂げる、あるいはそのために一
所懸命がんばっている状態の人は幸せである。個人が誇りを持
ち自分の人生を振り返ることはウェルビーイングに貢献する。 

 
フロー理論 

1990 年、ポジティブ心理学の創始者の一人、チクセントミハイによって「フ
ロー理論」が提唱された。フロー理論は、教育、ビジネス界のみならず、芸術、
スポーツ他、あらゆる分野に大きな影響を与えている。フローとは、「時を忘れ
るくらい、完全に集中して対象に入り込んでいる精神的な状態」12で、人間がフ
ロー状態に入ると雑念に囚われることなく集中し、その人の最大限の力が発揮
されるというものである。目の前の課題に没頭することは自己成長を促し、その
行為を心の底から楽しむことが、満足感や幸福感につながる。チクセントミハイ
は、フロー状態を導く７つの条件として、以下をあげている。 
① 目標の明確さ：何をすべきか、どうやってすべきか理解している 
② どれくらいうまくいっているかを知ること： 

ただちにフィードバックが得られる 
③ 挑戦と能力の釣り合いを保つこと：活動が易しすぎず、難しすぎない 
④ 行為と意識の融合：自分はもっと大きな何かの一部であると感じる 
⑤ 注意の散漫を避ける：活動に深く集中し探求する機会を持つ 
⑥ 自己、時間、周囲の状況を忘れること： 

日頃の現実から離れたような忘我を感じる 
⑦ 自己目的的な経験としての創造性： 

活動に本質的な価値がある、活動が苦にならない 
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幸福の４つの因子 
前野らの研究（2012）から、幸福感と深い相関関係がある、以下の 4 つの因

子 13の存在がわかった。 
やってみよう因子 
(自己実現と成長の因子) 

「自分の強みを活かせている」「自分が成長して
いる実感がある」などの要素。人間は目標ややり
がいを持ち、「なりたい自分」をめざし成長して
いくときに幸福を感じる。 

「ありがとう」因子 
(つながりと感謝の因子) 

「人を喜ばせている」「感謝することはたくさん
ある」などの要素。多様な人とつながりを持ち、
人を喜ばせる、人に親切にする、感謝することが
幸せをもたらす。 

「なんとかなる」因子 
(前向きと楽観の因子) 

「ものごとが思い通りにいくと思う」「失敗や不
安をあまり引きずらない」などの要素。いつも前
向き。「自分のいいところも悪いところも受け入
れる」自己受容ができていて、「なにがあっても
何とかなる」と楽観的な人は幸せになりやすい。 

「ありのままに」因子 
(独立と自分らしさの因子) 
 

「自分と他人を比べずに生きている」「人目を気
にせず物事を楽しめる」などの要素。人目を気に
せず、自分らしく生きていける人は、他人との比
較によらない非地位財を大切にする傾向がある
ため、長続きする幸せを手に入れやすい。 

 
先行研究から、観光客を受け入れる地域の視点にたち、コミュニティウェルビ

ーイングと観光との関係性を検討する。PERMA 理論における「ポジティブな感
情」「関係性」、「意味・意義」は、観光客との交流により、影響を受ける要素と
して考えられる。また、幸福の４つの因子のうち、「ありがとう」や「ありのま
ま」因子は、観光とも関係が深い。なかでも、「ありのまま（Authenticity）」は、
そのものが本物・真実であり、偽りや模倣ではないことを指す。また、自分の内
面や価値観に忠実であることを指す。個人の真の自己を理解し、表現することに
焦点を当てた心理学や哲学の概念でもある。観光地や観光事業においても、「本
物感」「ありのまま」の議論はしばしば行われている。地域がもともと有する固
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有の資源やそれらを活用した体験、すなわち「唯一無二の地域の価値」が観光を
通して提供され、観光客からその価値が評価される。ありのままの地域の姿が外
部から高く評価されることは、地域の観光関係者だけでなく、地域住民の誇りや
満足度にもつながる。自分が暮らす地域に対する評価や尊敬は「非地位材」に相
当する。観光を通して「シビックプライド」の醸成を目指す地域も増えている。 
 観光客側の視点では、様々な地域に訪れ、多様な人々と交流することで視野が
広がる、自己成長につながる、地域の人々との関係性が生まれる、同行者との絆
が深まるなど、観光を通した効果は幅広く、心理的ウェルビーイング理論の「６
軸モデル」のすべてに関連する。観光がもたらすと想定される効果について、科
学的に評価・検証し、ウェルビーイングと観光との関係性を解明することにより、
観光が貢献できる分野は、さらに広がるものと期待する。 
 
３. 「ウェルビーイング」「幸福度」の測定指標 
「ウェルビーイング」や「幸福」の概念や定義にもとづき、それらを測る様々

な手法が研究されてきた。国際的には、「国の豊かさ」の測定指標として、GDP
（国民総生産）があるが、GDP は、「一国の領土内で一定期間に政府、全企業、
非営利組織、家計によって行われたすべての生産を、財・サービスの種類にかか
わらず数値化したもの」14（OECD）であり、幸福度を測定するものではない。
国単位では、イギリスの「ウェルビーイング・ダッシュボード」、フランスの「New 
Wealth Indicators」、イタリアの「公平で持続可能なウェルビーイングダッシュ
ボード」、ニュージーランドの「ウェルビーイング・ダッシュボード」15 など、
それぞれの国で生活の質に関する評価の手法が検討され、設定された指標のも
とで測定された結果が国の政策検討に活用されている。 

OECD では、2011 年、GDP の数値とは異なる方法で幸福度を測る指標とし
て、「より良い暮らし指標（Better Life Index：BLI）」16を開発した。本指標は、
2008 年に設立された「経済成果と社会進歩の計測に関する委員会（スティグリ
ッツ委員会）」によって開発が進められた、人々が暮らしを計測、比較すること
を可能にするインタラクティブな指標である。OECD のウェルビーイングの枠
組みやその指標は、内閣府「満足度・生活の質を表す指標群（Well-being ダッシ
ュボード）」を検討する土台や諸外国における主観的ウェルビーイングの指標群
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を策定する際にも参考とされている。 
 
（１）OECD「Better Life Index（より良い暮らし指標、以降、BLI）」の概要 17 
BLI は、７言語に対応、オンライン上で利用者が自分の生活の満足度を測り比

較できる。現在、OECD 加盟 37 カ国とブラジル、ロシア、南アフリカの全 40
カ国の指標を比較できるが、国の環境や国民性などにより、幸福度指標の数値の
現れ方には影響が出ると考えられ単純比較には留意を要する。各国と比較した
自国の特徴や特定の国における項目ごとの経年変化などを把握する上では有用
であり、国々の政策立案や改善のための重要な情報源として利用されている。 

 
BLIは、主観的指標と客観的指標を組み合わせた 11の要素から「現在の幸福」

を示している。11 の要素は、人々の経済的選択肢を形成する「所得と富」「雇用
と仕事の質」「住居」などの「物質的条件」、また「主観的幸福」「知識と技能」「環
境の質」「健康」「安全」「ワークライフバランス」「社会とのつながり」「市民参画」
などの「生活の質」で構成される（図１）。測定には、各国の平均値に、3種類の
不平等（人口集団間の格差、最上位層と最下位層の格差、技能や健康における下
限の閾値未満の人口割合）を加えている。「現在の幸福」を持続可能なものにする
ためには、各国における資本・資源、投資状況、リスク、レジリエンスを把握す

図 1 OECD 幸福の枠組み 

 

出典：OECD2011 をもとに筆者作成 
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ることが必要であり、それらのデータを「未来の幸福の資源」として示している。
「未来の幸福の資源」は、「自然資本」「経済資本」「人的資本」「社会関係資本」
の 4 つの要素から構成され、経済資本には人工資産と金融資産、自然資本には
自然資産（自然資源のストック、土地被覆、生物多様性など）や生態系（海洋、
森林、土壌、大気など）が含まれる。人的資本は個人の技能と未来の健康、社会
関係資本は協働を促す社会的規範、共有される価値観、慣習的制度を指す（表１、
表２）。 
 

 

出典：幸福の資源の指標（OECD2017a,2019）をもとに筆者作成 

出典：幸福の資源の指標（OECD2017a,2019）をもとに筆者作成 

表１ 現在の幸福のヘッドライン指標：現在の幸福の平均値、現在の幸福の不平等 

表２ 現在及び未来の幸福の資源の指標 
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（２）日本の BLI の状況 
BLI による分析結果は、2 年に一度、「How's Life」18 として公表される。2020

年の日本の結果は、コスタリカを除く OECD 加盟 37 カ国中 25 位だった。日本
は、「安全」「雇用と仕事の質」「教育」でスコアが高いが、「ワークライフバラン
ス」「市民参画」「社会とのつながり」などのスコアが劣っている（図２）。 

 

４. 日本におけるウェルビーイング指標に関わる動き 

日本においても、国や地域レベルで、国民や住民のウェルビーイングや幸福度
を測定するための様々な指標が策定されている。その多くは諸外国政府機関が
採用している手法と同様に、主観的指標・客観的指標の双方を盛り込んでいる。 

出典：内閣府「内閣府における経済・財政一体改革、満足度調査の取組」 

図 2 OECD how's Life 日本の幸福度（2020年 3月） 

＜11 分野のスコア＞ 
ハウジング：6.1、所得：3.6、求人：8.3、コミュニティ：5.5、教育：7.7、環境：6.7、 
市民参画:：2.0、健康：5.3、人生の満足度：4.1、安全性:8.4、仕事と生活のバランス:3.4 
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（１） 内閣府による「満足度・生活の質に関する調査」19 

内閣府では、2019 年から国民が自己評価する主観的な生活満足度に関する意識調査
を実施している。同調査では、主観的ウェルビーイングの代表的指標として「総合的な
生活満足度」の計測と、これを客観的指標と紐づける分野別満足度を取り入れ、独自の
指標群「満足度・生活の質を表す指標群（Well-being ダッシュボード）」を策定してい
る（図３）。第１層に、全体的な生活満足度（総合主観満足度）、第２層に、「家計と資
産」「健康状態」などの11の分野別満足度を位置付けている。11分野は、OECDのBLI
をベースに「全体的な生活満足度」と「分野別満足度」の関係を統計的に分析して設定
し、第３層には 11分野別の客観指標群を位置づけている。総合的な生活満足度や各分
野の満足度は、経済指標等の客観指標と紐付け、分野ごとの満足度と生活満足度との関
係や分野ごと、あるいは総合的な生活満足度についての客観指標との対応関係も分析で
きる。本指標の策定の際には、OECDのBLIを参考としているが、OECDの指標と異
なる点がある。たとえば、OECDでは「主観的ウェルビーイング」は、11領域のひと
つだが、内閣府では「主観的ウェルビーイング」が第1層の「全体的な生活満足度」と
して最上位の指標として位置づけられ、第３層の「客観指標群」の上位に第２層の「分
野別主観満足度」が位置付けられている。OECD の指標では、「状態の客観的な測定」
に重点がおかれている一方、内閣府の指標では、「主観的な満足度」が重視されている。
「ウェルビーイング」を、より多面的に理解し計測する海外に対して、主観的側面から
理解し計測する日本との違いが示されている。こうした違いがウェルビーイングの実現
に向けて、どのような影響をもたらすかは、研究を要するところである。 

出典：内閣府「満足度・生活の質に関する調査報告書 2023～我が国の Well-being の動向～」 

図３ 内閣府「満足度・生活の質を表す指標群（Well-being ダッシュボード）」の体系図 
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（２） デジタル庁「デジタル田園都市国家構想」20 
2021 年、「デジタル実装を通じて地方が抱える課題を解決し、誰一人取り残さ

れずすべての人がデジタル化のメリットを享受できる心豊かな暮らしを実現」
する「デジタル田園都市国家構想」への取組が始まった。地域の個性や魅力を維
持しながら、都市と変わらない利便性を実現し、地域で暮らす人々の心豊かな暮
らしの向上と持続可能な環境・社会・経済の確保を目指す構想である。具体的な
施策として、①デジタルの力を活用した地域の社会課題解決、②デジタル田園都
市国家構想を支えるハード・ソフトのデジタル基盤整備、③デジタル人材の育
成・確保，④誰一人取り残されないための取り組みが行われている（図４）。 

 

 
地域幸福度（Well-Being）指標 

「デジタル田園都市構想」推進のために、客観指標と主観指標のデータをバラ
ンスよく活用し、市民の「暮らしやすさ」と「幸福感」を指標で数値化・可視化
する「地域幸福度（Well-Being）指標」が、以下の基本概念・目的のもと開発・
導入された； 

基本概念 ・ウェルビーイング（Well-being）： 
身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること 

・健康の社会的決定要因（Social Determinants of Health）： 
健康とは、病気ではないとか、弱っていないというわけではなく、肉体的、
精神的、社会的にも、すべて満たされた状態（ Well -being ）にあること 

出典：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート(2023)「地域幸福度（Well-Being）指標」 

図４ 地域幸福度（Well-Being）指標の全体構成図 
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目的 ・スマートシティ・まちづくりにおける「人間中心主義」を明確化 
・市民の視点から「暮らしやすさ」と「幸福感」を数値化・可視化 
・ランキングではなく、自治体が「個性を磨く」機会を創出 
・WHO 等の国際的な枠組みを導入 
・客観と主観データの両方を活用。無料でオープン化 
・まちづくりの EBPM・ワイズスペンディングに役立てる 

地域幸福度指標は、地域に
おける幸福度・生活満足度
を計る 4 つの設問と、3 つの
因子群（生活環境、地域の人
間関係、自分らしい生き方）
から構成され、因子群は合
計 24のカテゴリーに細分化
されている。地域幸福度指
標は、各地域の政策とその
政策のインパクトとして現
れる市民の幸福感を紐づけ
て活用する。また、主観指標
と客観指標を同じ因子構成
とし、主観と客観の紐づけ
を簡素化することで、因子
間の関連から各自治体が注
目すべき因子が抽出でき
る。主観指標はアンケート
調査から市民のウェルビー
イングを、客観指標ではオ
ープンデータから暮らしや
すさを測定する（表３）。 
 
 出典：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート(2023)「地域幸福度

（Well-Being）指標」 

表３ デジタル庁 主観（ウェルビーイング）評価指標 50問 
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本指標を用いて、2023 年 5 年 5 月に 85,000 人を対象に実施された全国 Well-
Being 調査の結果について概観する。 
スコアは、①〜④が 11 段階評価、⑤のみが 5 段階評価となっている。 

① 幸福度 ・全体平均：男性 6.35 女性 6.52、全般的に女性が高い傾向。 
・70 代、60代、10-20代の順に高く、70代女性が 7.27 で最高。 
・幸福度の分布はふたこぶ型、5と 7~8が高い。 

② 生活満足度 ・全体平均：男性 6.53 女性 6.57、全般的に女性が高い傾向。 
・70 代、60代、10-20代の順に高く、70代女性が 7.28 で最高。 
・生活満足度の分布はふたこぶ型、5と 7~8が高い。 

③ 5年後の幸福度 ・全体平均：男性 6.27 女性 6.57、全般的に女性が高い傾向。 
・70 代、60代、10-20代の順に高く、70代女性が 6.89 で最高。 
・5年後の幸福度の分布はふたこぶ型、5と 7~8が高い。 

④ 町内の幸福度 ・全体平均：男性 6.28 女性 6.43、全般的に女性が高い傾向。 
・70 代、60代、10-20代の順に高く、70代女性が 6.82 で最高。 
・町内の幸福度の分布は、ふたこぶ型、5と 7が高い。 

⑤ 周りも楽しい ・全体平均：男性 3.21 女性 3.28、全般的に女性が高い傾向。 
・70 代、60代、10-20代の順に高いがスコアはほぼ変わらない。 
・70 代女性が 3.39 で最高、次いで、70代女性の 3.3。 
・スコアの分布は、3~4 に集中。 

市町村調査の結果から幸福度および生活満足度に影響を及ぼす因子をみてみる。 

因子 幸福度に影響 生活満足度に影響 
都市環境 どれも緩やかな相関を示すが、

「公共空間」や「事故・犯罪対策」
は幸福度との相関が高い。 

ほぼ全ての都市環境の因子で相
関性が高い。 

自然環境 どの組み合わせも相関性が低い。 「環境共生」、「自然災害」は相関
性が高い。 

地域の人間関係 「地域とのつながり」や「多様性
と寛容性」は相関性が高い。 

「地域とのつながり」、「多様性
と寛容性」は相関性が高い。 

自分らしい生き方 「自己効力感」、「健康状態」、「文
化・芸術」、「教育機会」は相関性
が高い。 

いずれも相関性が高い。 

出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート(2023)「地域幸福度（Well-Being）指標」21 
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（３）考察 
調査結果から、幸福度に影響をもたらす因子と観光との関連性を考察する。 
① 生活環境：都市環境、自然環境は、観光客の集中や資源の観光利用等により、

ポジティブ、ネガティブの双方の影響をもたらすことから、観光との相関性
が想定される。 

② 地域の人間関係：「地域とのつながり」、「多様性と寛容性」では、地域が、
インバウンドを含む多様な観光客の受け皿となることから、地域内での連
携した取り組みや受容性などの面で、観光との相関が想定される。 

調査結果を通して「町の幸福度」と強い相関性が示唆された、「地域とつなが
り」と「多様性と寛容性」に注目する。町の幸福度とこの２項目との間に強い相
関がみられた地域は 20 地域である。この 20 地域の共通点のひとつに、「農泊」
や「グリーン・ツーリズム」など農林水産業・農山漁村地域を持続可能とするた
めに観光を活用した地域づくりや地域活性化が推進されていることがあげられ
る。20 地域の多くが、農林水産省により「農泊推進地」としての認定受けてい
る、あるいは、同省の「農山漁村の宝」に表彰され取り組みが評価されている、
または、農泊を推進する主体があり取り組みが進んでいる（表４）。農林水産省
では、「農泊」の実践に当り、自治体や観光協会をはじめ、地域の様々な組織や
団体が参画する「地域協議会」などを設置し地域の意思統一を図り推進すること
が重要であると強調している。そのため、農泊推進地の多くでは、地域内での農
泊活動推進のリーダーシップを担う地域協議会あるいは中核法人を立ち上げ、
自立的ビジネスとしての「農泊」が継続運営できるしくみが構築され、農山漁村
の所得向上と地域活性化の実現を目標とした持続可能な観光による地域づくり
が実践されていることが想定される。 
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農林水産政策研究所の調査
（2015）23 によると、都市住民に
比べると平均所得が低い農村住民
の幸福度が高いことがわかった
（図５）。幸福度には、所得・経済
環境や利便性以外の要因の影響を
受けていることが示唆される。ま
た、都市住民は所得が上昇するほ
ど幸福度が上がる一方、農村住民
は人とのつながりや信頼関係が豊かな人ほど幸福度が高いことも明らかにされ
ている。数々の先行研究(田中 et.al 2013)24からは、物質的に豊かな社会になる
につれて、経済的な豊かさが必ずしも人々の幸福を実現することはできないこ
とや健康状態や社会的つながりなど複数の要因が複合的に人々の幸福に関連し
ていることが示されている。また、国内の農村地域を対象とした調査(田中 et.al 
2014)25からは、農村地域の住民は個人的な要因に加え、その地域の社会関係資
本などの地域的要因も幸福度に影響することや住民の幸福度そのものには地域
差はないが、その構成要素の評価には地域差があることも示されている。 
農村は水や気候などの環境面、精神的・文化的な背景から、地域固有の様々な

出所：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート「地域幸福度（ Well-Being ）指標 令和 5年度 全国調査結果」をもとに著者作成 22 

表４ 農泊推進地における幸福度と「地域のつながり」「多様性・寛容性」との相関 

図５ 居住地ごとの幸福度の平均 

出典：農林水産政策研究所調査（2015） 
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価値を提供している。地域固有の価値を有する農村には、「農村社会に継承され
ているルールを遵守する気風」や「農村社会に備わった合意形成力」を有する農
村コミュニティが存在する（農林水産省、2017）25。社会関係資本の基盤がある
地域で、地域主体（コミュニティベース）による観光を推進することで、多様性
に寛容な社会を育み、住民の幸福度を高めている可能性が示唆される。「多様性
と寛容性」に満ちた社会は、「自己決定力」を支える。「自己決定度」は幸福度に
大きく影響を与えることも先行研究から示されている。「多様性と寛容性」は、
観光が大きく貢献できる分野であり、視野を広げることにもつながる。「視野の
広い人は幸福感の高い人である」26という研究結果からも「多様性と寛容性」を
高める観光が幸福度に貢献しうるといえよう。 
ここでの考察を支える利用可能なデータが不足していることから、今後は、

「地域主体」に注目しながら、旅行者の満足度だけでなく、地域で観光推進に携
わる人々の満足度の調査のほか、農村地域と農泊推進地との比較やその他のタ
イプの地域をとりあげ、生活環境・都市環境および地域の人間関係と観光の相関
を検証していく実証的研究の積み重ねが必要である。 

 
５. コミュニティウェルビーイングと持続可能な観光 

〜農泊推進地に学ぶ地域づくり 
幸福度と観光との関係性が示唆される農泊推進地から、ウェルビーイングな

地域づくりを学べる点は少なくない。農泊の定義や目的、日本における取り組み
や推進の経緯を確認する。 
 

（１）農泊の定義と目的 
農林水産省では、「農泊」を、農山漁村に宿泊し、滞在中に地域資源を活用し

た食事や体験等を楽しむ「農山漁村滞在型旅行」27 と定義している。「農泊」の
狙いは、古民家・ジビエ・棚田など農山漁村ならではの地域資源を活用した様々
な観光コンテンツを提供し、農山漁村への長時間の滞在と消費を促すことによ
り、農山漁村における「しごと」を作り出し、持続的な収益を確保して地域に雇
用を生み出すとともに、農山漁村への移住・定住も見据えた関係人口の創出の入
り口とすることとしている。農林水産省により、以下の評価基準を満たす地域へ
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の支援が行われ、令和４年度までに全国で 621 の農泊地域を創出されている。 
 

＜農山漁村振興交付金事業実施提案書評価基準＞ 

合意形成の手法 農泊を実施のため、地域の課題や取組方針を関係者間で共有し
合意形成を行っていくための適切な手法が取られている。 

農泊実施のための実施
体制の適格性 
 

・農泊を継続的に実施のための法人を含む農泊実施体制になっ
ている、又は今後の法人化に向けた具体的な検討されている。 
・ビジネス化に向けてノウハウを持つ人材、従業員等の確保、
農泊の持続的な取組のための具体的な検討がなされている。 

地域資源の活用 
 

従来からの観光資源のほか、古民家、地域食材、地域特有の体
験など地域資源を活かした観光コンテンツの磨き上げを含む。 

マーケティング手法等
の有効性 

ターゲットの明確化、戦略的な広報や営業活動などマーケティ
ングの手法が適切に検討されている。 

農林漁業者等への裨益 農泊の取組を通じて参画する農林漁業者への所得向上又は雇
用創出にどのように寄与するのかが明確にされている。 

創意工夫等 
 

事業の効率性や成果を高めるための創意工夫が見受けられ、他
の地域へのモデルになり得る。 

行政との連携の有無 
 

市町村が事業実施主体に参画又は連携体として関わっている。
若しくは都道府県で行う広域ネットワーク推進事業において
農泊実施地域として選定された団体である。 

出典：農林水産省 農泊サイト「令和６年度農山漁村振興交付金 公募要項」より筆者作成 28 

 

（２）日本における農泊に関わる動き 
 農山漁村地域の活性化の手段として農泊への注目が高まっていた 1992 年、農
林水産省内にグリーン・ツーリズム研究会が設置された。当時、欧州では、農村
に滞在しバカンスを過ごすという余暇の過ごし方が普及していた。英国ではル
ーラル･ツーリズムやグリーン･ツーリズム、フランスではツーリズム・ベール、
イタリアではアグリツーリズムなどと呼ばれている 29。日本においても、欧州型
の余暇活動の推進を目指して研究が進められ、「グリーン・ツーリズム」を「農
山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動」と定
義づけた。1994 年には、「農山漁村余暇法（農山漁村滞在型余暇活動のための基
盤整備の促進に関する法律）」が成立、本格的な農山漁村地域における観光の取
り組みが展開されはじめた。本法律の目的は以下である； 
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① ゆとりのある国民生活の確保と農山漁村地域の振興に寄与するため、農山漁
村滞在型余暇活動のための基盤の整備を促進すること 

② 農村滞在型余暇活動に資するための機能の整備を促進するための措置、農林
漁業体験民宿業の登録制度を実施すること 

 

 農泊推進において重要な役割を担う農林漁業体験民宿の経営者は、当初、農林
漁業者に限定されていたが、登録制度の一層の活用を図ることなどを目的に
2005 年 6 月に法律が改正され、農山漁村余暇法に定める登録基準を満たせば農
林漁業・農山漁村文化等の体験を自らまたは地域の農林漁業者等と連携して提
供できる宿泊施設も登録できるようになった。グリーン・ツーリズムの教育的効
果への注目も高まり、2008 年からは農林水産省だけでなく文部科学省、総務省
も一体となり、子どもたちの学ぶ意欲や自立心、思いやりの心、規範意識などを
育み、力強い成長を支える教育活動として、小学校では農山漁村での長期宿泊体
験活動を推進する「子ども農山漁村交流プロジェクト」が始まった。 
また、インバウンドの増加を背景に、2016 年には、国を挙げて「観光先進国」

を目指す「明日の日本を支える観光ビジョン」が発表され、「滞在型農山漁村の
確立・形成」が施策の一つに盛り込まれた。このころからグリーン・ツーリズム
に代わって「農泊」が「日本ならではの伝統的な生活体験と非農家を含む農村地
域の人々との交流を楽しむ」滞在（農山漁村滞在型旅行）を指す形で使われるよ
うになった。農泊が全国展開される中、違法民泊への対応を目的に、民泊新法が
2018 年に制定され、農家が宿泊を伴う「農泊」サービスを提供する場合は、「住
宅宿泊事業法（民泊新法）」に定める届出を行う「農家民泊」、あるいは、「旅館
業法」に基づく許可の取得が義務付けられている「農家民宿」のいずれかの形態
を選択し営業することになる。2017 年策定の「観光立国推進基本計画」では、
2020 年度までに「農泊地域」を 500 地域創出し、取組地域の自立的発展と農山
漁村の所得向上を目指す目標が掲げられた。「農泊」をビジネスとして実施する
ための現場実施体制の構築、地域資源を魅力ある観光コンテンツとして磨き上
げる取り組み（農林漁業体験プログラム等の企画、古民家等を活用した滞在施設
等の整備）、優良地域の国内外へのプロモーション支援を行う「農山漁村振興交
付金」に農泊推進対策が新設され、観光庁等とも連携しながら「農泊」の推進が
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強化された。一方で、事業者の高齢化等、実施体制の確保・継続に課題がみられ
る地域も少なくない。コロナ禍を経て、農泊需要の復活を目指し、農山漁村地域
の活性化・所得向上、移住・定住も見据えた関係人口創出の観点からの農泊の取
組が進行中である。 
農泊推進においては、数々の先行事例から、地域が目指す方向性（ビジョン）

の共有、地域内連携・役割分担等、地域の合意形成のもとで、地域一体での持続
可能な観光を推進する体制整備の重要性が示唆されている。ここでは、農泊先進
事例として、兵庫県丹波篠山市と長野県飯山市に注目する。 
兵庫県丹波篠山市の丸山地区は、2008 年当時、全戸 12 軒の小さな集落で、そ

のうち 7 軒が空き家だった。集落消滅の危機を回避するために、住民による年
間 14 回にわたるワークショップを経て、古民家を再生し、「集落の暮らし」を
体験する宿泊営業を行う方向性がまとまった。2009 年には、NPO 法人集落丸山
が発足し、住民が主体となり、古民家２軒を宿泊施設として運営、その他の空き
家でもレストランを運営するなど、有効活用を進めたことで宿泊者が増加した。
村ぐるみの運営、おもてなしや集落環境の「居心地」の良さが高く評価され、稼
働率も目標の３割程度を維持している。加えて、都市住民向けの田んぼオーナー
制度による米作り、黒豆栽培等の交流事業の実施により、2.1 ヘクタールの耕作
放棄地が完全に解消、移住者なども増え、2017 年には住民が 8 世帯まで回復、
現在、12 世帯 26 人が暮らしている。丹波篠山市は現在、「人・自然・文化が織
りなす食と農の都」の実現を目指しており、同市のまちづくりに対する市民意識
調査（2019）30では、半数以上が「住みよい」、約 6 割が「愛着を感じる」、7 割
以上が「住み続けたい」と回答している。 
長野県飯山市は、スノーリゾートとして人気が高く、かつてはスキー客で賑わ

っていたが、バブル崩壊後にスキー客が激減した。また、旅行者ニーズの変化、
地域人材の高齢化や後継者不足などから、冬季以外のグリーンシーズンの経営
が課題となった。滞在交流型の観光への転換を目指し、地域資源を生かしつつ、
農業と連携したグリーン・ツーリズムに対応していくための拠点となる交流・体
験施設の整備が急務となった。そこで、1994 年に「飯山市グリーンツーリズム
推進協議会」が発足され、市・ＪＡ・観光協会が中心となり、それぞれが有する
素材を生かし連携をしながら農泊事業が推進されてきた。農家民宿では首都圏
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の小・中・高校の環境教育の一環として自然体験教室や農作業体験などを取り入
れた修学旅行を受け入れ、当初の３校から 2016 年には 65 校に増えた。体験農
園等の体験プログラムも充実し、都市間交流は年々盛んになり、グリーンシーズ
ンの入込客がホワイトシーズンを上回るほどになった。近年はインバウンドの
増加や移住先としての注目も高い。飯山市のまちづくり市民アンケート調査
（2023）31では、暮らしやすいと感じる人は約 56％、誇りや愛着を感じる人は
約 75％だった。また、30 代の若者世代を中心に移住者が増加傾向で、2021 年
度の移住者数は過去最高の 174 人と人口減の改善につながっている。移住の理
由には「生活環境が良い」「自然が豊か」「子育て環境の良さ」「飯山の人柄の良
さ」「農産物」「利便性」などが挙げられている。 
この２つの事例のほか農泊先進事例に共通する点は、地域のつながりと合意

形成に基づく地域主体の持続可能な観光が推進されていることである。一過性
の誘客ではなく地域内好循環が継続的に創出されるしくみが地域活性化につな
がっている。農村以外の地域にも持続可能な観光地域づくりの参考となろう。 
 
（３）観光はコミュニティウェルビーイングに貢献するのか 
観光は経済面だけでなく、環境保護、文化の保全、貧困の削減、自然遺産や文

化遺産の保護・継承、地域社会のエンパワーメント、貿易の機会創出、平和と異
文化理解の醸成などにおいても貢献する分野である（国連世界観光機関、2014、
2021)32。これらの分野は、幸福度と相関しうる因子である。近年では、観光によ
る様々な効果が注目され、社会課題や地域課題に対応する解決策のひとつとし
ての観光が有する社会的役割への期待が高まっている。少子高齢化が進む地域
では、地域活性化の手段として観光に取り組む地域も少なくない。一過性の集客
手段としての観光ではなく、地域内の好循環を創出する「持続可能な観光」の視
点が不可欠である。農泊事例からもわかるように、住民を含む地域関係者で合意
された「地域の目指す姿」に向けて、地域一体となり、地域主体での持続可能な
観光が推進されている場合に、観光によるウェルビーイングへの効果が発揮さ
れる。一部の地域では、観光客の集中に伴うオーバーツーリズムの課題が深刻化
している。地域での本物体験や生活文化へと旅行者の関心が高まるほど、地域の
暮らしや人々への観光の影響への注視が必要である。観光地を小さなコミュニ
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ティ単位でモニタリングし、特定エリアでの課題の予兆を早期に把握し、その深
刻化を未然に防ぐことで、「住んでよし、訪れてよし」の地域が実現しうる。観
光推進地域における持続可能性のモニタリングシステムの導入と共に、ウェル
ビーイングの観点からの観光効果を測定することで、ウェルビーイングな地域
づくりに向けた観光の活用や「よりよい観光」の広がりが期待される。 
 
６. 今後の課題と展望 
本研究では、先行研究や公表データに基づき、観光とウェルビーイングの関連

性の考察を行った。主に以下が仮説として示唆された。 
・活用されているウェルビーイング指標には観光が関連する因子が含まれる。 
・農泊推進地では、幸福度と「地域のつながり」「多様性・寛容性」との相関が
強い。「地域のつながり」「多様性・寛容性」は、観光との関係が深い。 

・地域のつながりが強い農村地域において、地域主体の持続可能な観光を推進す
ることで、地域のウェルビーイングへの貢献が期待される。 

・農村地域以外の地域でも、地域主体の持続可能な観光を推進する地域では、観
光によるウェルビーイングへのプラスの効果が期待される。 
これまで、ウェルビーイングの視点からの地域にもたらす観光効果の研究や

その測定についての検討は、十分に行われていない。また、観光とウェルビーイ
ングの関係を解明するために利用可能な信頼できるデータが不足しているのが
現状である。 
 日本では、2020 年に持続可能な観光の国際基準に準拠した「日本版持続可能
な観光ガイドライン（JSTS-D）」33が策定され、持続可能な観光を推進するにあ
たっての指針が指標とともに提示されている。本ガイドラインの活用とあわせ
て、ウェルビーイング視点での観光の効果の測定を取り入れることで、地域や住
民、そして、観光客にとっての「よりよい観光」、地域やそのコミュニティのウ
ェルビーイングに貢献する観光の推進につながるものとなろう。 
今後は、多様なタイプの地域をとりあげ、ウェルビーイングと持続可能な観光

との関連性についての実証的研究と理論的かつ実践的な検討を積み重ねながら、
観光、ウェルビーイング等、関係する分野の専門家、研究者や研究機関等と連携
した継続的な研究が望まれる。 
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要要約約  
令和２年度から４年度の 3 年間、大学生の SDGs 意識・行動変容に関する調

査を実施し、ミレニアル世代・Z 世代の学生において SDGs の重要性は認識さ
れているが、その行動は経済的および生活上の制約から、直接エシカルな行動に
移せる範囲が狭いことが判明した。そこで本年度は、実際に社会生産性を担い、
地域コミュニティ活動を推進する 30 歳代から 70 歳代の一般市民 11 名に対し
て、SDGs 意識やエシカルに関わる意識・行動と幸福度の関係性について調査を
行った。社会における SDGs を重要とする認識が実際のエシカルアクションに
結びつき、幸福度との相関が得られるのか、社会生産活動に帰属してからの関
心・行動の変容や幸福度に関して何がトリガーとなるのか、また、それは自らの
幸福につながるのか、定量調査とともに個別インタビューを通じた定性調査を
実施した。特に、幸福度に関わる身の回りの環境設定が、環境・社会・経済に直
結する地方創生に繋がるであろうとの観点から、多様な社会課題についてイン
タビュー調査した。その結果、SDGs の課題認識や幸福の価値については個別最
適の回答となったが、共通して、良好な人間関係構築の影響がトリガーとなって
いることが確認された。これらのことから、エシカルアクションに向けた学習段
階においても、経済的制約領域に狭められないプロジェクト推進の可能性、エシ
カルの重要性を日常生活で自分ごととするため人間関係構築に向けたプロジェ
クトラーニングの可能性など、今後の SDGs 意識・行動変容にむけた課題を得
ることができた。 
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１１．．ははじじめめにに  
（１）背景 

2015 年に持続可能な開発目標（SDGs）とパリ協定が採択され、世界は持続可
能な社会に向かって動き始めている。SDGs の採択文書には Transforming our 
world が掲げられ、現状からの修正レベルの変更（change）ではなく状況を一変
させるような変革が求められている。そのような背景のもと、国、自治体や企業
など、様々な主体が変わり始めている。自治体によるゼロカーボンシティ宣言
や、大手企業の RE100 への加盟、ESG 経営などがその表れであり、この流れは
今後加速していくと考えられる。つまりサステナビリティへの取り組みは、地球
環境問題や社会課題への解決につながる。個人レベルでのサステナビリティへ
の取り組みとしては、「エシカル・トランスフォーメーション（意識・行動変容）」
が代表的なものと言える。 
令和２年度から４年度までの 3 年間のしあわせ研究では、大学生の SDGs 意

識・行動変容について調査を行い、SDGs やエシカルに対する個人の意識・行動
変容を促していくことの重要性があらためて確認できた。しかしながら、学生の
行動は経済的および生活上での制約から、直接エシカルな行動に移せる範囲が
狭いことも判った。いっぽう、これまでの SDGs Survey では、学校教育現場の
SDGs 評価については闊達にデータが取得されているが、一般市民に対しては十
分な調査データが少ない。また、市民がエシカルな行動を志向するための CPI
や、志向されない制約などの評価はまだ十分に研究されていない。さらに、エシ
カルな行動に変容することは、自らのしあわせなどを感じられるものでなけれ
ば定着しないはずである。 
そこで本研究では、市民レベルでの SDGs やエシカルな意識や行動としあわ

せの関係性についての研究の必要性に着目した。 
持続可能な社会づくりとともに、SDGs が人々（特に一般市民）のしあわせに

どのように寄与するのか。その SDGs のパーパス（目的）に立ち戻り、環境・社
会・経済の三軸における SDGs が目指す変革において、社会を構成する人々の
市民レベルのエシカルな意識や行動が、地球上の誰も取り残さない人々のしあ
わせ向上に寄与し、それが実感されないと、サステナビリティの社会変革への取
り組みが進まないのは言うまでもない。 
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幸福（Well-being）に関する指標は幾つか公表されており、その一つに（一社）
スマートシティインスティテュートの LWC 指標などがあるが、それらは地域
や市民の状態を測る指標が多く、また地域への応用としては政策立案に用いら
れている。 

 
（２）本研究の目的 
上記の背景を踏まえ、本研究では、エシカルな意識・行動変容を促すこと（エ

シカル・トランスフォーメーション）により、一般市民の幸せの向上を図ること
を狙いにし、今年度は、エシカルへの意識・行動変容の指標としあわせ（Well-
being 指標）が連動するとの仮説にのもとに、エシカル・トランスフォーメーシ
ョンとしあわせの関係性の検証を行うことを狙いとする。 
個人レベルのエシカル・トランスフォーメーション（エシカルな意識・行動変

容）が、しあわせの向上に連動するとの仮説を置き、SDGs もしくはエシカルに
関係する学習や行動を促す機会を設定し、それらを行う前後の意識・行動、しあ
わせ度（個人の主観）の関係性を分析し、また KPI となる行動因子の抽出を行
う。 
対象としては、共同研究者（薄羽）の活動拠点であり、SDGs 未来都市に向け

行政の取り組みや市民の意識が向上しつつある静岡県伊東市市民を対象とする。 
なお本市は、東京都心部から列車で二時間程度の距離に位置する観光地方都

市である。6 万 8 千人ほどの人口ながら、地方創生の取り組み課題が喫緊である
ことは他の多くの地方都市と同様である。伊東市内地域において特に伊東市民
自らの課題認識 として、①若い世代の人口流出、②超少子高齢化、③環境意識
の不足、④観光の国際標準視点の不足、⑤地域子ども教育の不足について声があ
がっている。ここには SDGs 達成に資するグローバル・シチズンシップの醸成
によるインバウンドからも魅力的な幸福なまちづくりが要諦となっており、世
界の幸福を実現するための視野・視座・視点について市民ベースのボトムアップ
型調査の機運も高まっており、本研究の対象として相応しく、また他地域での取
り組みの参考に資すると考え選定した。伊東市は SDGs 未来都市への取り組み
が市民のボトムアップ型ではじまっており、昨年度はインバウンド（海外からの
旅行客）を含む持続可能な観光について、市民を対象にした SDGs 市民研究会
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が連続して定期開催され、持続可能なまちづくりについては地域協議会も立ち
上がっている。 
 
２２．．研研究究のの方方法法  
（１）SDGs Survey、幸福度診断の実施 
市内の各まちづくり団体に属するリーダーである市民 11 名を対象とし、令和

5 年 10 月中旬から 11 月初旬に、①「SDGs Survey1」、②「幸福度診断（Well-
being Circle）2」を実施し、web にて回答した結果を収集した。「SDGs Survey」
については、JEI のシステムより 50 問の回答を抽出 3、「幸福度診断」について
は、対象者がそれぞれ当該 Web サイトに入力し診断結果として表示された得点
を収集した。 
 
（２）インタビューの実施 
上記(1)の回答後に、当該市民全員を対象に、収集した個人の結果をもとに、

一人ひとりの SDGs 実践に関わる意識・行動並びに幸福度について、令和 6 年
1 月末から 2 月初旬に、個別に一人あたり約一時間のインタビューを実施した。
回答後からインタビューまでの間に、市内 SDGs に関わるセミナー、ワークシ
ョップも推進された。その参加印象も含め、回答者 11 名の差異や特徴点となる
要因分析に向けたインタビューは、他回答者の内容については知らされない。イ
ンタビュー方法は対面（一部 Zoom を利用したハイブリッド）により行った。
インタビュー結果の取りまとめにあたり、内容の再確認のため再度意見交換も
行なった。 
 
（３）SDGs Survey、幸福度診断、インタビューの解析 

SDGs Survey および幸福度診断の結果、インタビュー内容から、SDGs やエシ
カルに関する意識・行動、しあわせ度（個人の主観）の関係性分析、KPI となる
行動因子の抽出の検討を行った。特に、SDGs Survey の 50 問の設問回答のなか
から「幸福度」に関わる回答に注目した。 
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３３．．調調査査結結果果  
（１）調査対象 
調査対象者の属性などは下記の通りである。なお、今回の調査対象数は少な

く、個人を特定できないように属性や集計結果のみ記載し、SDGs Survey およ
び幸福度調査の個別結果の掲載は割愛する。 
年齢構成は 30 歳台から 70 歳台までと広い年齢層であった。男女比は、男性

4 人（36％）、女性 7 人（64％）であった。 

図 3.1 調査対象とした市民の属性 
 

SDGs Survey については、今回の調査前にも回答をしたことがある経験者を
含んでいる。また、SDGs に関する認識や実践については、「学習したのでよく
わかって行動している」が 5 名、「学習したのでわかっているが行動していな
い」が 4 名、「聞いたことがあるがよく知らない」が 2 名の回答者構成であっ
た。 
 
（２）SDGs Survey 回答結果 
 SDGs Survey においては、想像力―情報力―学習力―行動力―達成力の５つ
の SDGs 達成のためのコンピテンシーを設定し評価を行っているが、11 名の回
答者の傾向としては、全体として、学習力-なぜ世界の問題が起きているかとの
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システムを理解しようとする力において強い傾向を示すメンバー特性があった。
SDGs Survey 11 人の平均回答結果を、図 3.2～3.4 に示す。 

5 つのコンピテンシー（レーダーチャート）において、過去 3 年間の学生を対
象とした調査に比べ、行動力が高めに出ているのが特徴的である。 
回答者における、日頃の SDGs 達成に資する行動傾向においては、特に「目

に見えにくい子どもの貧困問題」や「資源ごみの分別回収の実践」「国ごとの人
種差別問題」「科学的研究の必要性とその論文が世界に発信される重要性」「畑
の栄養成分への関心」「フードロスに関わる野菜の形が整わないと流通価値がな
いという課題」について、「とてもそう思う」という１０ポイント満点中８ポイ
ントを超える認識の高さが示され、「幸福度について考えることがある」という
回答にも８ポイントを超える関心を持つメンバー構成比が示された。この点か
らも個別インタビュー調査に繋ることとなった。  
いっぽう、「SDGs 達成が 2030 年までに達成できる」ことへの否定的観測や、

「買い物をするときには安いものをたくさん買える方が良い」とする経済観念
を支持する傾向、「カーボンフットプリント」「MSC/ASC の認証海産物」「地
球一個分の資源消費を超過している地球環境の現状」「生物多様性に関わるレイ
ンフォレスト・アライアンス」については、初めて聞く言葉であるという状況や、
多くの情報を保ち得ない、グローバルな「恵まれない世界の子どもたちの成長支
援への寄付や援助」行動に結びつかないという状況にあるメンバー構成である
ことも事前に確認された。 
 伊東市市政においては SDGs 普及啓蒙を推進しており、SDGs 未来都市を目
指すプロセスにおいて市民のボトムアップ型の活動を推奨している。本回答者
においては、この SDGs への積極的な活動推進リーダーを含み、いっぽうで
SDGs については多くの情報を有さないが、日々の活動において持続可能なまち
づくりやひとづくり、ことづくりに資する、他者へ伝搬力をもつリーダー素養の
強いメンバーに回答を依頼したということもあり、結果、SDGs 17 のゴールへ
の関与する回答傾向としては「Goal８ – 働きがいも経済成長も」に高い傾向が
見られる結果を得た。すべての人のための継続的、包摂的かつ持続可能な経済成
長、生産的な完全雇用及びディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕
事）を推進することに関与する設問への肯定的回答が強いメンバー構成比を成
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していることとなった。 

準じて、「「Goal 2 – すべての人に安全で栄養のある食料を確保する」という
あらゆる形での栄養不足を解消し、持続可能な農業を進めることへの関心、
「Goal 11 – 住み続けられるまちづくりを」の、誰もが安全で快適に暮らし続
けられるよう、気候変動や社会課題に適応したレジリエントなまちづくりを実
現する目標に資する目標への関心の高さが続いた。「レジリエント」は、災害な
どの衝撃を吸収し、元の状態に回復できる力を指すが、本回答メンバーにおいて
は、地域のまちづくり協議会や子どもの教育支援活動、移住促進に関わる推進活
動のリーダーを務めるメンバー、また、そのような慈善に資する公的活動ではな
くとも、市民の健康を守る医療に関わる職業や、教師、企業人、観光ホスピタリ
ティに関与してきたメンバー構成による。日常、自分ごととして仕事や生活を営
む中に、自ずと SDGs のゴールに関わるエシカルアクションや他者配慮のため
のコミュニティアクションに対する傾向も、市民生活の中に定常化されている
傾向が得られた。 
伊東市は「出会い つながり みんなで育む自然豊かな優しいまち いとう」

をステートメントとし、「～行ってみたい 住んでみたい 住んでいたい まち
づくり～」と題した2021年から2030年に向けた伊東市総合計画を有している。
市民生活において、人と人のつながりを自然豊かな環境の中で重視するまちづ
くりに、市内外からの人と人の交流についてもどのような知見があるかをイン
タビューとして確認した。後述の（3）今回の対象者（伊東市民）の特徴・傾向
において記すこととする。 
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図 3.2  SDGs Survey 5 つのコンピテンシー別 回答平均値 
 
 

図 3.3  SDGs Survey50 の質問別 回答平均値 
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図 3.4  SDGs Survey 17 の目標別 回答平均値 
 
（３）幸福度診断の状況 
幸福度診断 11 人の回答結果を図 3.5～3.7 に示す。なお、幸福度診断（Well-

being Circle）の Web サイトでは、レーダーチャートとして表示されるが、比較
容易性のため折線グラフとした。 
図 3.5 では、対象 11 人の回答平均を、一般回答（Web サイトで公表されてい

る）データとともに示す。比較のため、図 3.6 では、診断結果で総合が 85 ポイ
ント以上と高得点の 5 人を、図 3.7 では、今回の調査で比較的得点が低くなった
総合 70 ポイント未満の 3 人を、それぞれ図 3.4 から分けて示す。 
 調査対象となった 11人全員の幸福度総合ポイントが 77.2と、幸福度診断Web
サイト上の一般回答平均値 63.0 を上回っていた。ありのまま力、ストレスの低
さが、一般平均もそうであるように、今回の調査でも全体的に低い傾向を示して
いる。図 3.6 に示すように、総合ポイントが高い 5 人は多くの項目で高いポイン
トであるが、ポイントが高い項目と低い項目の差が顕著に表れている。いっぽ
う、総合ポイントが比較的低かった 3 人については、ポイントが高い項目と低
い項目のポイント差がさほど大きくなかった。 
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図 3.5  幸福度診断 回答者全員 
 
 

図 3.6  幸福度診断 総合点高得点回答者 
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図 3.7  幸福度診断 総合点 70 点未満回答者 
 
（４）幸福度と SDGs Survey 回答の関係性について 

SDGs Survey 50 問のうち「幸福度に興味関心がある」という回答の高低と「幸
福度」の高低の関係性は、 
①「幸福度に興味関心がある」という回答が 10.0 であった 7 人のうちの 5 人
が 83.2～86.6 ポイントの高い幸福度総合点を示していた。 

②「幸福度に興味関心がある」という回答が 5.0 であった 3 人のうちの 3 人
が 68.1～82.0 ポイントの幸福度総合点を示していた（全体一般収集されて
いる幸福度総合点は 63.0 ポイント）。 

③「幸福度に興味関心がある」という回答が 5.0 であった 3 人うちの 1 人は
幸福度総合点 82.0 ポイントの幸福度総合点を示していた。 

④「幸福度に興味関心がある」という回答が 7.5 であった 1 人の幸福度総合
点は 77.8 ポイントの幸福度総合点を示していた。 
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４４．．イインンタタビビュューー結結果果おおよよびび考考察察  
SDGs Survey および幸福度診断の結果を踏まえ、調査対象者それぞれの回答

で特徴ある点を主としてインタビューを行い、SDGs 意識や行動、幸福度に関す
る意識に関して、インタビューから得られた結果を含めた考察は次のようなも
のであった。 

 
（１）SDGs やエシカルアクションの取り組みのきっかけに関して 
・SDGs やエシカルアクションに対するきっかけとしては、自己の経験の振り
返りから「人と人の関わりによる影響がある」との回答：11 人 

・SDGs に関係する情報の入手経路としては、エシカルアクションを実践してい
る人や、その良い指向モデルを自らが肯定的に評価した人が「SDGs を学習し
たのでよくわかって行動している」という回答：５人 

・信頼関係よりも批判的文脈の中で情報入手をしている場合は「学習したので
わかっているが行動していない」という SDGs に関わる否定的、または興味
関心を得にくい回答：４人 
これらのことから、人と人の関係性から共同体としての取り組みに至るコミ

ュニティ形成が成立すると考えられ、「SDGs を学習したのでよくわかって行動
している」との回答が 5 人と実践に向かっているが、人間関係性が作用しない
場合には、SDGs に関わるエシカルアクションへの取り組みに対するアクティブ
さは伴いにくく、「学習したのでわかっているが行動していない」が４人、「聞
いたことがあるがよく知らない」２人という回答に至っており、SDGs の取り組
みに限って言えることのみではないが、「良好な人間関係を構築できうる場合」
に自らの「肯定的な行動を高める可能性」があるといえる。 
 
（２）幸福度と SDGs の相関について 
幸福度に興味関心がある回答がある一定の幸福度総合点を高めていること、

幸福度に興味関心を自らは示していない回答者の幸福度総合点は低くなってい
ること、興味関心の中間回答者においては幸福度総合点も中間点が示された傾
向を得ることとなっている。いっぽう、3 人においては幸福に興味関心への回答
は「わからない」という回答であり、この３人の回答共通項は社会性に関わる活

152



エシカル・トランスフォーメーションと幸福度向上に関する
市民意識・行動についての研究

動の強度が高く、地域活動において人との連携に熱心である回答者であり、社会
的活動側面の強度が強いプロファイルがある。幸福に興味関心への回答が 10.0
ポイントであっても、幸福度総合ポイントが 68.9 ポイントであった 1 人も社会
的活動側面の強度が高い人物であった。高い幸福度総合点を得られていて幸福
に興味関心への回答が５.０ポイントであっても幸福度総合ポイントが 82.0 ポ
イントであった 1 人も「わからない」という回答でありながら、社会的には作家
としての活動評価を世界的に得ているステイタスを得ている人であった。 
 これらのことから、社会的収入やステイタスを得ている人たちが、自己探究に
おいては幸福度に満たされるよりも、さらに自己満足のために評価を求めてい
く傾向があり、幸福度総合点が高い人たちは社会的収入やステイタスを高く得
ていなくても、自己探究において何かしらの満足を得る他者関係性を語ってお
り、自らが自らのまま自然に生きていく選択を肯定的に語り、自らの幸せが他者
の幸せを作り出していることへの経験や実感についての文脈が回答の中に共通
して得られた。 
 このことは、「幸福」の尺度については個人差があり、その人固有の価値観が
あるため、回答者のインタビュー発言にも「一概に幸福というのは一定の尺度は
なく個人個人の感じ方によると思う」という「幸福」素養についても個別最適が
認められる結果となっている。 
 このなかでは、回答者 11 名中、「人の幸せに貢献できることが自らの幸せに
つながる」という回答が取得できており、家族に対して、パートナーに対して、
両親に対して、子供に対して、また、友人に対して、地域住民に対してなど、具
体的な関係性を有する対象者を得た回答となっている。 
また、幸せを感じるという回答に付随する「一人ではない」や「幸せを感じる

時、そこに自分以外の人が存在している」など、幸せを得る際の環境設定として、
幸せを想起するきっかけにおいて、人と人との間の関係性構築が全員に影響し
ていることがわかった。他者とのベンチマークが一つの自己指標を与えること、
意識化させることへのトリガーとなっていることが顕現している。 
 
（３）今回の対象者（伊東市民）の特徴・傾向について 
今回調査対象となった伊東市民の Well-being Circle の回答は、11 人全員の幸
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福度総合レイティングが、Well-being Circle Web サイト上の一般回答平均値を
上回っていた。特徴として、収入や仕事環境における経済的な素養によるもので
はなく、経済力が低くても幸福度は高く評価されており、自然が豊かな環境、自
らを安心・安全に守ることができる環境に、現在の納得感を得ていることと回答
されている。 
これに関しては、インタビューの結果から、自らがその納得をしていくプロセ

スに二種類の回答が得られた。 
①自らが身を置いている現在の環境の他の環境について経験を有しており、
例えば、海外経験により日本を比較することができたり、国内都市部の生活
経験により伊東の良さを比較して実感することができている：5 人 

②自らがずっと伊東に生まれ伊東に育ち伊東に暮らしているが、その伊東の
良さについて外から来た人に言われて、初めて自らの環境を認識すること
がある。自らの環境を当たり前と思っていたことが、伊東の外では当たり前
ではない、自然の豊さを有していることに気づくことができたという認識
が語られている：5 人 

このことより、幸せを感じるという回答に付随する「一人ではない」や「幸せ
を感じる時、そこに自分以外の人が存在している」などと同様に自らが幸せや豊
さを得る際の環境設定として、幸せや豊かさを想起するきっかけにおいて、自ら
がいる場所とそれ以外の場所との環境比較や、世界観比較、異質なものとの関係
性構築が影響することが顕現しているといえる。 
他者環境とのベンチマークが一つの自己指標を与えること、意識化させるこ

とへのトリガーとなっていることが確認できる。 
これらより、人の幸せや豊かさを付与するには、自らが肯定的に受容できる環

境設定や人間関係設定が有用であること、そのようなコミュニティに自らを置
くことの納得性、または、そのようなコミュニティ創造が鍵となり、そこから価
値共有・感情共有・さらには憧憬共有のような自らが自らを認識し、他者との関
係構築が望ましくあることへの「理解関係」「共有関係」「肯定関係」の創造が
鍵となる結果が得られた。 
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５５．．ままととめめ・・今今後後ににむむけけてて 
令和２年から 3 年間の SDGs Survey 調査を通じて、大学生の SDGs 意識・行

動変容に関する調査を継続実施し、ミレニアル世代・Z 世代の学生において、コ
ロナ勃発時期の人と人の直接接触の関係性が失われた時期においても、環境経
営の授業の事前事後調査において、SDGs の重要性が認識されていたという学習
効果は得られていたが、その重要性から SDGs 達成に向けた具体的なエシカル
行動は、経済的および生活上での制約を理由に、エシカルな行動に移せる範囲が
狭いことが判明していた。特に、環境・人権配慮の行き届いた認証商品を求める
エシカル消費については、その価格帯が高額であるという認識から積極的な購
買に向けたハードルがあることも結果づけられていた。それは「自分ごと」とし
て社会課題を捉えることへの困難さにも通じる結果となっていた。特に、そのこ
とは、SDGs Survey の「達成力」のコンピテンシーに設定している「世界の未来
のために良いことを周りの人や社会へ伝える影響力」という他者との協働機会
を自らが掴む不足・未達の結果に帰結していた。 
そこで、本年度、地方自治体で SDGs を推進しようとする静岡県伊東市にお

いて、実際に社会生産性を担い地域コミュニティ活動を協働推進する 30 歳代か
ら 70 歳代の一般市民リーダー11 名の SDGs 意識やエシカルに関わる意識・行
動と幸福度の関係性について調査を行うこととしたのは、生活や人生に密着し
た「自分ごと」としての社会における SDGs を重要とする認識へと、その因子
分析の領域を拡張するためであった。 
自らの日々の営みが、意識的にも無意識的にも、実際のエシカルアクションに

結びつき、幸福との相関を得られるのかどうか、社会生産活動に帰属してからの
関心・行動の変容や幸福度に関して、何がトリガーとなるのか、また、それは自
らの幸福につながるのか、定量調査とともに個別インタビューを通じた定性調
査を実施した結果は、特に、幸福度に関わる身の回りの環境設定が、個別最適の
回答を伴うこととなった。「幸福」については、個人ごとの価値観や倫理観、道
徳感等が、その個別の人生経験により差異を示す。しかしながら、共通して回答
確認されたのは、「良好な人間関係構築」の影響が「幸福感」を自らが認識する
「自分ごと」へのトリガーとなっていることであった。これにより、エシカルア
クションに向けた学習段階においても、経済的制約領域に狭められないプロジ
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ェクト推進の可能性、エシカルの重要性を日常生活で自分ごととするためには、
「人間関係構築」に向けたプロジェクトラーニングの可能性について、今後の課
題設定を得ることができた。 

SDGs に向かって、そのゴールのためにエシカルアクションを行うことが個人
の幸福をもたらすことは、個別最適の結果となるが、個々に他者関係性において
「理解」「共有」「肯定」の関係創造に幸福を実感することは、SDGs が達成を
目標としている包摂性や協働性につながるという結果が得られた。「SDGs と言
わずとも、日頃から次世代がより良くなるための想像をすれば、自ずと SDGs に
繋がる行動となっている」という回答が、インタビューにおいて 11 名中全員か
ら発言されていたことがそれを裏付けている。 

SDGs は一つのツールであり、Think Globally, Act Locally.のグローバルアジ
ェンダに向けて 17 のゴール・169 のターゲットから構成されているが、その内
容は全てが因果的につながり合っていることは、すでに 2015 年 9 月の国連サミ
ットで全会一致の採択以来、年月を経て認識されつつあることであろう。SDGs
は、「持続可能な開発」に向けて地球上の「誰一人取り残さない（leave no one 
behind）」を誓った SDGs は発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユ
ニバーサル（普遍的）なチャートである。 
本研究は、この SDGs の普遍性が個人レベルのエシカル・トランスフォーメ

ーションをもたらし、人の普遍的幸福の向上に連動するとの仮説を置き、調査分
析を進めたが、SDGs もしくはエシカルに関与する学習や行動推進機会の行動因
子は「人と人の良好なコミュニケーション」に起因することを捉えることができ
た。 
その良好なコミュニケーションを創出するための「場」や「機会」の重要性を

取得できたところから、今後は、その創造的プロジェクト・オペレーションにつ
いて研究を継続して行きたい。それは、アルファ世代、Z 世代からシニア世代プ
ラチナ世代まで普遍的な関係創造に至るものと想定する。 
そのためにも、今後、学校教育における個人の幸福に行き届く ESD（Education 

for Sustainable Development）研究や、市政運営が細やかに行き届くオペレーシ
ョンについて普遍的課題と相関分析について研究を重ねたい。それは、人と人の
コミュニケーション力に関わる普遍的な「人間研究」に向かう、SDGs が目指す
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「21 世紀のマインド・イノベーション（意識改革）」によるエシカル・トラン
スフォーメーションに資するものとなることを目指したい。その因子について
は、今後、（一社）スマートシティインスティテュートの LWC 指標なども参考
とし、政策立案に関わり地域や市民の状態を測る指標も参考として、普遍的幸福
へのプロジェクトデザインなども研究していく必要があると考える。そのよう
なことが、世代を超えたすべての包摂的な市民生活の幸福に資する取り組みと
なれば幸いと考える。 
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注注釈釈
 
1 SDGsSurveyは、一般社団法人日本エシカル推進協議会のエシカル教育ワーキング
グループが開発したプログラムである。SDGs に関する５つのコンピテンシーのレベ
ル（想像力、情報力、学習力、行動力、達成力）を評価する一つのツールである。
エシカル推進協議会がWeb サイトで一般公開している。
https://www.jeijc.org/topics/jei-sdgs-online-survey/ 

2 幸福度診断は、一般に公開されている幸福度 web 調査である well-being-circle を利
用した。34 項目の評価を 12 項目（Well-being、やってみよう力、ありがとう力、な
んとかなる力、ありのまま力、性格傾向、健康力、ストレスの低さ、社会の幸せ力、
職場の幸せ力、地位財）で得点付けされる。回答平均も一般に公開されている。 
https://www.lp.well-being-circle.com/ 

3 一般に公開されている SDGs Surveyでは 50 問それぞれの回答内容は得られない。 
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保育場面と心情の読み取りにおける多様性の要因と保育者
の同僚性の構築を目指す試み  
－保育者の幼少期の経験との関連性を手掛かりに－ 

 
小川 房子（武蔵野大学 教育学部 幼児教育学科） 

石田 由紀子（武蔵野大学しあわせ研究所客員研究員） 

兼間 和美（武蔵野大学しあわせ研究所客員研究員 認定こども園 IZUMI 保育アドバイザー） 

 
要約 
 保育者一人一人の保育場面の読み取りや幼児の心情理解にみられる多様な捉
え方の根底には、その保育者の幼少期の経験が存在し「子ども理解に保育者の幼
少期の経験が影響を及ぼす」ことが示唆され、昨年度の研究では、保育における
多様な読み取り、つまり「多様性」の要因のひとつと言えるのではないかという
結論に達した。この研究を基盤として、引き続き保育場面と心情の読み取りにお
ける多様性の要因の追求と保育者の同僚性の構築を目指す試みに取り組んだ。 
 同じ保育場面を視聴した後に質問紙調査を実施し、その捉え方を区分ごとに
分類し、多様な捉え方に焦点を当てるとともに、保育者同士の相互理解と同僚性
の構築を可能にする方策を追究した。その結果、同僚性を構築する方策として、
一緒に保育をすることのない園外の第三者の保育場面を用いて、場面の捉え方
や心情理解について自己開示をする方法が有効ではないかという結論に至った。          
 
１．はじめに 
 乳幼児一人一人が保育者に理解され安心・安全な居場所を確保することを乳
幼児の「しあわせをカタチ」にするうえで必要不可欠な事項として昨年度の研究
に取り組んだ。研究を進める過程で早期離職や不適切保育が社会的問題となる
現在の幼児教育・保育において、乳幼児のしあわせのためには、保育者のしあわ
せが不可欠であると考えるに至った。今年度も引き続き幼児教育・保育の多様性
に焦点を当て、保育者が相互理解を図り、心理的安全性と同僚性を構築すること
が保育者の「しあわせをカタチ」にすることであり、それが乳幼児の「しあわせ
をカタチ」にすることにもつながると考えて研究に取り組みたい。 
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保育場面と心情の読み取りにおける多様性の要因と保育者の
同僚性の構築を目指す試み

－保育者の幼少期の経験との関連性を手掛かりに－

２．研究の目的 
（１）これまでの研究と新たな仮説 
保育場面やその子の心情の読み取りは答えが一つとは限らないことから、そ

の様々な読み取りが幼児教育・保育での多様性であると捉えられる傾向にある。
しかし、その様々な読み取りの要因は明確にされていない。そのため、多様性に
焦点をあて、研究に取り組もうと考え、2022 年度にしあわせ研究所の助成を受
けて取り組んだ研究（論題：子ども理解に保育者の幼少期の経験が及ぼす影響に
関する一考察-保育場面の読み取りと幼児の心情理解の分析から-）においては、
保育者一人一人の保育場面の読み取りや幼児の心情理解にみられる多様な捉え
方の根底には、その保育者の幼少期の経験が存在し「場面の読み取りと子ども理
解に保育者の幼少期の経験が影響を及ぼす」という仮説の検証に取り組んだ。そ
の結果、幼少期の経験は、少なからず保育場面の読み取りや幼児の心情理解に影
響を及ぼすということが示唆される結果が得られた。 
研究の過程では、保育場面の読み取りや幼児の心情理解に幼児期の経験が影

響を及ぼすということは、保育者一人一人の子ども観や保育観にも影響を与え
ると捉えるべきではないかという考えに至った。そして、幼少期の経験が保育歴
の短い保育者の子ども観や保育観の形成に影響を及ぼし、保育歴を重ねること
により経験から導き出されたその保育者の子ども観・保育観の確立につながり、
保育場面の読み取りや幼児の心情理解にみられる「多様性」の要因になるという
新たな仮説が生まれた。また、保育場面の読み取りや幼児の心情理解の力量形成
は、保育者のキャリアと同時にスタートすると捉えがちであるが、保育者の子ど
も観や保育観の形成に影響を及ぼすということは、同時にスタートするのでは
なく、子ども観・保育観の根底にある無自覚な要因が力量形成の土台になると捉
えるべきではないだろうか。保育者が自己を発揮して生き生きと保育をするた
めには、その無自覚な要因を自己認識するところからはじめ、自覚された要因と
して相互理解を図ることに組織的に取り組む必要があるのではないかと考える
ようにもなった。そこで、今年度は引き続き、昨年度の研究を基盤としながらも
発展させ、保育者の幼少期の経験との関連性を手掛かりにしつつ、保育場面の読
み取りと幼児の心情理解に関する「多様性」の要因と保育者の同僚性の構築を目
指す試みに取り組みたい。 
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（２）保育における同僚性と本研究の同僚性について 
 令和 4 年度東京都保育士実態調査結果（報告書）によれば、保育士を辞めた理
由（全体）について、「職場の人間関係」は 2013（平成 25）年の調査では 24.9％、 
2018（平成 30）年の調査では 37.1％と上昇したものの、2022（令和 4）年の調
査では 30.1％と減少している。しかし、「給料が安い」「仕事の量が多い」「労働
時間が長い」に次いで多い結果となっている。減少はしたものの離職理由の上位
に位置している。筆者らは、この減少を問題が解決されつつある、望ましい状況
とは考えていない。背景には、保育者同士の相互理解の欠如や同僚性が築かれて
いない現状があり、保育者が人間関係の難しさを抱えながら保育をしている現
状は改善されていないと考えているためである。相互理解を図り、同僚性を構築
することが必要不可欠であると考えている。保育所保育指針には、職員が日々の
保育実践を通じて、必要な知識及び技術の修得、維持及び向上を図るとともに、
保育の課題等への共通理解や協働性を高め、保育所全体としての保育の質の向
上を図っていくためには、日常的に職員同士が主体的に学び合う姿勢と環境が
重要であり、職場内での研修の充実が図られなければならない。（第５章 職員の
資質向上 ３ 職員研修等 (1)職場における研修）と明記されている。本研究では、
この「協働性」を同僚性と置き換えて研究を進めたいと考えている。「同僚性とは、
簡単に言えば、保育者同士が互いに支え合い、高め合っていく協働的な関係２」と
説明できるためである。かえで幼稚園（広島県・私立幼稚園）園長である中丸元
良氏は、特集記事※１の中で「保育者が自分の専門性を高めようとするときには、
同僚の保育者と自らの保育を振り返る作業が欠かせません。保育者同士が互い
に学び合えれば、こんな見方もあったのか！と、自分の子ども理解を根幹から問
い直し、保育者として大きく成長を遂げる場面にも出合えるかもしれません。」
と保育者の学び合いの必要性を述べている。また、同座談会※2において広島大学
の中坪史典氏は、「育ち合える人間関係をつくるためには、一人ひとりの自己開
示が大切です。園内研修などで、ひとりの保育者が素朴な疑問を率直に打ち明け
たことをきっかけに、保育者全員が「自分の言葉で素直に語っていいのだ」と理
解し、それ以降、保育者間のコミュニケーションが活発になることがあります。」
と述べている。 
一方で、「同僚性という概念は学校教育の分野で生起し、基本的には学校の内
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側での営みを表す概念であり、現代の保育に求められる様々な機能を鑑みた場
合には、園内の同僚性を超えた拡大された新しい同僚性の検討が必要であると
言える１」ことから、保育の実情に合う拡大された新しい同僚性の検討を行う研
究もある。本研究では、上記の下線部に注目して研究に取り組みたい。「同僚の
保育者と自らの保育を振り返る作業」においては、園外の第三者の保育を観て語
り合うことにより、活発な議論が可能となり、相互理解が深まることに期待して
いる。また、その相互理解のためには、場面や心情理解の捉え方の根底にある自
身の幼少期の経験を自己開示し、子ども観・保育観の源泉を同僚に理解してもら
うことが必要であると考えている。 
保育者は学び続ける職業である。養成課程を修了し制度の上では専門家とし

ての歩みを始めるが、実践の中に学ぶべきことがあり、保育者として実践を積み
つつ、本当の意味での学びが始まるという点は保育者という職業の特徴と言え
るであろう。また、離職防止策や保育の質向上のための同僚性への期待が大きい
が、本研究では、拡大された同僚性ではなく、保育者一人一人が自分らしく職務
を遂行するための園内の営みとしての同僚性構築の実践的方法を追究したい。 
 
（３）保育における相互理解と同僚性研究の必要性 
幼稚園教育要領解説には、教師の役割③教師間の協力体制において「教師同士

が日ごろから連絡を密にすることが必要である」と明記している。また、「教師
が相互に様々な幼児に関わり、互いの見方を話し合うことで、幼児理解を深めら
れる」と明記しており、これを保育者同士が連絡を密にとることの良さとしてい
る。さらには、「教師は自分と幼児との関係の中で一人一人の幼児を理解してい
る。しかし、同じ幼児について別の教師は違う場面を見ていたり、同じ場でも異
なって捉えていたりすることもある。したがって、日々の保育を共に振り返るこ
とで、教師が一人では気づかなかったことや自分とは違う捉え方に触れながら、
幼稚園の教職員全員で一人一人の幼児を育てるという視点に立つことが重要で
ある。」としている。このように幼児理解を図る過程でこの多様な捉え方の要因
に焦点を当てて、その要因を含め保育者同士が相互理解を図り、互いに支え合い、
高め合っていく協働的な関係を構築することが現代の幼児教育・保育において
は特に重要と考え、同僚性を構築するための方策を追究したい。また、多様な捉
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え方に焦点をあてて、保育者の相互理解を図り、同僚性の構築を目指し研究に取
り組むことは、幼児教育・保育における質の向上やキャリア形成を図るためにも
意義があると考えている。さらには、幼児教育・保育の実務経験がある研究者が
共同研究者としてチームを作り、保育者の質問紙調査やインタビュー調査を分
析し、研究を通して課題解決を図り取り組むことや相互理解を図ることと同僚
性の構築の難しさを体感している研究者がそれらを構築する試みをし、幼児教
育・保育に還元するために研究に取り組むことにも意義があると考えている。な
ぜなら、表 1 のように保育所における例を挙げれば、職員構成は年齢も幅広く、
多様な雇用形態とシフトの中で保育が行われている実態があり、このことが相
互理解と同僚性の構築の妨げになっている現状がある。 
「同僚性」（collegiality）とは、「教育実践の創造と相互の研修を目的とし、相

互に実践を批評し高め合う同僚関係」である２。本論文でいう同僚性とは、グル
ープではなく、チームである。共通の目的の有無がその集団のグループであるか、
チームであるかの岐路となる。保育者の職務が複雑化し多重な役割を担う現代
の幼児教育・保育においては「チーム」で取り組むことが注目されている。また、
保育の質向上を目的とし、保育を見直すための外部連携・多職種連携など多くの
情報が発信されている。しかし、筆者らは、保育の質向上を共通の目的として幼
児教育・保育に取り組む「チーム」として機能するためには保育者の相互理解と
同僚性の構築が最優先と考えている。まずは保育者の相互理解と同僚性の構築
ができなければ、外部連携・多職種連携も実現が難しいと考えているためである。 
本研究の共同研究者の一人である石田は、2015（平成 27）年より、保育者の

ストレスの要因や職場の人間関係の課題について研究を進め、2017（平成 29）
年には、同僚性構築の必要性を提起している。高口（2021）らは、離職要因とと
もに離職を防ぐ協同性の形成のための手立てとして、保育観の共有においては
立場を超えた職員全体で行うこと、その時間の確保には職員間で業務を分担し
特に正規職員の負担を減らすことが示されたという研究結果を報告している。
また、良好な同僚性を形成することで、保育観のずれから生じるストレスの減少
や仕事の負担減につなげることが期待できる３と述べている。このことは、保育
者が相互理解を図り、同僚性を構築することが保育者の「しあわせをカタチ」に
することであるという本研究の目指す方向と同様の結果であるといえる。 
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表 1 Ａ県 Ｂ保育所 ある年度の 0・1歳児クラスの職員構成 
  年齢 身分 役付 シフト 

Ａ保育士 30 代後半 正規 主任保育士 早朝遅番保育 土曜勤務あり 

Ｂ保育士 30 代半ば 正規 主任保育士 早朝遅番保育 土曜勤務あり 

Ｃ保育士 60 代前半 再雇用 主査保育士 土曜勤務あり 

Ｄ保育士 30 代半ば 8Ｈ嘱託 臨時保育士 土曜勤務あり 

Ｅ保育助手 20 代後半 8Ｈ臨時 保育助手 土曜勤務あり 

Ｆ保育士 40 代後半 4Ｈ臨時 臨時保育士 木曜日のみ 午後勤務 

Ｇ保育士 50 代後半 4Ｈ臨時 臨時保育士 午後のみ勤務 土曜勤務あり 

Ｈ保育助手 50 代後半 4Ｈ臨時 保育助手 月水金午後勤務 土曜勤務あり 

Ｉ保育士 60 代前半 4Ｈ臨時 臨時保育士 午前のみ８時～ 土曜勤務あり 

Ｊ保育士 60 代後半 4Ｈ臨時 臨時保育士 ８時 30 分～ 

Ｋ保育士 30 代後半 正規 主任保育士 早朝遅番保育 

 ※該当クラスの園児数 0歳児 11 名 1歳児 23 名 計 34 名 
 
（４）本研究の課題 
１）第１回および第２回の質問紙調査を総合的に考察し、保育場面の読み取りと

心情理解における多様性の要因を追究する 
２）保育者のチームとしての同僚性構築のための方策を検討する 
 
３．研究方法  
（１）質問紙調査自由記述の分析 
同じ環境、状況、情報量で読み取ることと当事者が身近にいない環境下での調

査を目的とし、本研究では許可を得て、市販の映像教材を用いることとした。視
聴の対象は、対象児（４歳男児）が昼食を食べない約 5 分に編集された場面であ
る。その場面を視聴した後で回答する流れで行った第１回質問紙調査（2022 年
12 月～2023 年１月実施）と第２回質問紙調査（2023 年 6 月～2023 年 9 月）を
以下の手順で同様に分析する。 
１）手順 1  捉え方の分析 
第 1 回質問紙調査の調査協力者 27 名、第 2 回質問紙調査の調査協力者 25 名

への質問紙調査の「動画の場面を視聴し、その場面や対象児の心情をどのように
感じ取りましたか？」の自由記述を①肯定的、②否定的、③批判的、④どちらと
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も言えない（触れず）に区分する。また、各区分の該当者数、該当する調査協力
者の保育経験平均年数を求める。 
区分の基準については以下の通りである。肯定的は、保育方法に同調できる・

称賛するなどの記述があるものとする。否定的は、保育方法に肯定できない理由
の記述があるものとする。批判的は、肯定できない理由を記載することにとどま
らず、その調査協力者が考える最善の方法に言及し、食べる手立てや食べない原
因の記述があるものとする。 
 ２）手順 2 場面の読み取りと調査協力者の幼少期に関する記述との関連性 
質問紙調査の「どのような幼少期を過ごしたか？」の項目の記述と、場面の読

み取りに関する共通点・相違点を挙げ、場面の読み取りと調査協力者自身の幼少
期に関する記述との関連性を考察する。 
３）手順 3 心情理解と調査協力者の幼少期に関する記述との関連性 
質問紙調査の「どのような幼少期を過ごしたか？」の項目の記述と心情理解に

関する共通点・相違点を挙げ、心情理解と調査協力者自身の幼少期に関する記述
との関連性を考察する。なお、調査協力者の自由記述を①肯定的、②否定的、③
批判的、④どちらとも言えない（触れず）に区分し結果は全区分を記載したが、
考察については相違点・共通点を考慮する観点から④どちらとも言えない（触れ
ず）を除き、①肯定的 ②否定的、③批判的の 3 区分に重点を置いて考察する。 
 
（２）保育場面の選定結果 
数場面を視聴し共同研究者で検討した結果、担任保育者と幼児が心を通わせ

ながら過ごしている場面や幼児の情緒が安定していると見て取れる場面では各
共同研究者の言語記録には共通点が多く見られた。一方で幼児が課題に直面し
ている場面では、担任保育者との関係性に焦点を当てる、対象児が抱える不安に
焦点を当てる、情緒の安定に焦点を当てる、など抽出されるキーワードに幅がみ
られた。そのため、調査協力者の保育場面の読み取りや心情理解との関係性を考
察するために、幼児が課題に直面する場面の中から、４歳男児が昼食を食べない
約 5 分に編集された場面を選定することとした。 
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（３）本研究で取り上げる保育場面の概要 
２学期開始直後の４歳児クラス。対象児は、３年保育で入園した男児（以後、

対象児と表記）。４歳児クラスに進級し、１学期は保育者との関わりと３歳児ク
ラスから関わりが多かった特定の男児との関わりを中心に過ごしていた。２学
期に入り、担任保育者は友達との関わりを広げてもらいたいと考え、対象児とは
１学期よりも距離を置いている。そのため、対象児は一人で過ごす時間が増える
こととなった。そのような個別指導計画が背景にある夏休み明けの一場面であ
る。 
登園時に母親から「お弁当を食べない」と言っていることが担任保育者に伝え

られていた。対象児は数日間、昼食を食べずにいる。この日も昼食の時間にお弁
当を広げることも、出すことさえもせず、座っている。時には他児が食べ物を口
に運ぶのを目で追う姿が見られる。 
 
（４）倫理的配慮 
日本保育学会倫理綱領に則り、調査協力園の園長に研究の趣旨を伝え、研究協

力の承諾を得た。その上で調査協力者へ文書で調査趣旨を説明するとともに口
頭にて補足説明を行った。個人情報保護を遵守し実施することを伝え、調査協力
の同意を得て、提出については任意とした。本研究における調査協力園と調査協
力者はすべて仮名で記載し、人権に配慮した。研究に用いた市販の映像も、研究
での使用許可を得て使用し、映像に登場する園や対象児についても仮名とした。 
 
４．第１回質問紙調査の結果と考察 
（１）第１回質問紙調査の自由記述の区分ごとの分析に関する結果 
１）各区分の人数に関する結果 
第１回調査協力者は 27 名（経験年数の内訳は図１参照）である。表２の通り

①肯定的に区分される調査協力者は 27 件中６件、②否定的に区分される調査協
力者は 27 件中 10 件、③批判的に区分される調査協力者は 27 件中９件 、④ど
ちらとも言えない（触れず）に区分される調査協力者は 27 件中２件という結果
であった。割合は図２の通りである。 肯定的、否定的、批判的に捉えた調査協
力者は、わずかな差はあるものの分散しており、多様な捉え方があることが立証
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される結果となった。 
２）経験年数に関する結果 

 調査協力者 27 名の経験年数の平均は 11 年であった。表２の通り、①肯定的
に区分される調査協力者の経験年数の平均は８年、②否定的に区分される調査
協力者の経験年数の平均は９年、③批判的に区分される調査協力者の経験年数
の平均は 12 年、④どちらとも言えない（触れず）に区分される調査協力者の経
験年数の平均は 32 年である。各区分の割合は図２の通りである。肯定的に捉え
た調査協力者と否定的に捉えた調査協力者の経験年数の平均が全体の経験年数
の平均を下回り、批判的に捉えた調査協力者と自由記述の内容からは④どちら
とも言えない（触れず）に区分される調査協力者の経験年数の平均が全体の経験
年数の平均を上回った。 

図図１１  第第１１回回質質問問紙紙調調査査  調調査査協協力力者者のの経経験験年年数数のの内内訳訳  

 
 
 
 
 
 
 

表表２２  第第１１回回質質問問紙紙調調査査                          図図２２  第第１１回回  ４４つつのの区区分分のの割割合合  
４４つつのの区区分分のの件件数数・・保保育育経経験験年年数数のの平平均均  

 
 

捉え方の区分 件数 経験年数 

の平均 

①肯定的 6 件/27 件 ８年 

②否定的 10 件/27 件 ９年 

③批判的 9 件/27 件 12 年 

④どちらとも言えない 2 件/27 件 32 年 

注）経験年数の平均は、小数点以下第１位で四捨五入した 
 

※ 調査協力者 27 名の経験年数の平均は 11年 

 

11年年未未満満
44%%

33年年未未満満
1199%%

1100年年未未満満
3333%%

2200年年未未満満
3333%%

3300年年未未満満
77%%

3300年年以以上上
44%%
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（２）第１回質問紙調査自由記述の分析に関する考察 
１）各区分と人数の比較に関する考察 
肯定的６名、否定的 10 名、批判的９名。このことから、同じ保育場面とその

時の幼児の心情の読み取りに多様性がみられると言える。また、場面の読み取り
や心情理解については、保育者の内面に潜在する、幼少期の経験が多様性の要因
となるということではないかという仮説を検証するため、より多くの保育者へ
の調査を行う必要性が高まったと言える。 
２）経験年数との関連性に関する考察 
質問紙調査の回答内容を区分ごとに読み解くと、次のような捉え方の違いが

みられた。①肯定的に区分される記述には 「信頼関係ができている」「素敵だと
思った」などの記述がみられる。②否定的に区分される記述には、原因を推察す
る「対象児の葛藤が感じられる」「距離を置いた」「もっとかまってほしい」がみ
られる。③批判的に区分される記述には「○○するべき」「楽しい雰囲気を作っ
てあげてほしい」「○○しても良かったのではないか」「疑問に思った」の記述が
みられる。これらは、すべて対象児（４歳男児）が昼食を食べない約５分に編集
された、同じ場面を視聴した直後に回答されたものである。保育経験年数との関
連で考えると、①肯定的に区分された調査協力者の経験年数の平均は８年、②否
定的に区分された調査協力者の経験年数の平均は９年、③批判的に区分された
調査協力者の経験年数の平均は 12 年という結果から、経験年数が比較的短い保
育者は、少しずつ自分の保育を確立しようとする時であるが、まだ自信のなさが
あり戸惑う場面では先輩保育者の保育方法を学び、より知識を重ねようとする。
日頃から子どもとの関わりを大切にしたい気持ちが根底にあり、何とか今でき
ることを模索しようとすることが、対象児の気持ちを代弁することにつながっ
ている。また、担任保育者の関わりに同感や同調する傾向にあることが伺われる。
その一方で、経験年数の長さは、子どもの気持ちに寄り添った自分なりの関わり
を見出す力になると考えられる。さらに経験を積むことによって、保育の概念が
固定化され自分のカラーになりつつあり、自分の保育を基準として関わり方を
提案していると考えられる。自信を持ち、子どもの最善を考えて対応を模索した
いと強い気持ちが伺われる。 
経験を積むほど、子どもの気持ちを受け止め、問題を長引かせずに解決に向か
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いたい気持ちが生じるため、経験年数が長いほど自分の読み取りとは異なる他
者の読み取りを批判的に捉えると考えられる。保育経験の積み重ねが保育場面
や心情の読み取りの多様性の要因となるのではないか。それに加え、幼少期の経
験が少なからず影響を及ぼしている場合には、想像の範囲を超えた捉え方と見
なされることにもつながり、幼少期の経験を語る組織でなければその読み取り
の根拠を他者が理解することは難しいのではないだろうか。これらの場合、多様
な読み取りの要因が見えず、経験年数での上下関係において上からの否定的・批
判的な意見に直面し、保育者としての肯定感を削がれる結果となることが推察
される。また、相互理解や同僚性の構築には、幼少期の経験の影響が負の働きを
及ぼすことも推察できる。 
 
（３）保育場面の読み取りと幼少期の経験との関連性の結果 
質問紙調査の自由記述の記述を分析すると、場面の読み取りに関して幼少期

の経験と関連ある記述がみられた各区分の人数（表３）と割合（図３）は、①肯
定的に区分される調査協力者６名のうち４名で割合としては 66.7％である。②
否定的に区分される調査協力者 10 名のうち６名で割合としては 60.0％である。
③批判的に区分される調査協力者９名のうち３名で割合としては 33.3％である。
④どちらとも言えない（触れず）に区分される２名のうち０名、0％である。 

 
表表３３  第第１１回回質質問問紙紙調調査査              図図３３  第第１１回回質質問問紙紙調調査査  場場面面のの読読みみ取取りりとと  

場場面面のの読読みみ取取りりのの記記述述のの有有無無        幼幼少少期期のの経経験験ととのの関関連連性性ががみみらられれるる割割合合  

※図３は①②③のみ表示 

 

 記述

あり 

関連

あり 

経験年数

の平均 

①肯定的 6 名  ４名 8 年 

②否定的 10 名  ６名 9 年 

③批判的 ９名  ３名 12 年 

④どちらとも ２名 ０名 32 年 

6666..77％％ 6600..00％％ 
3333..33％％ 
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（４）保育場面の読み取りと幼少期の経験との関連性の考察 
①肯定的→②否定的→③批判的の順に経験年数の平均が上がることと照らし

て考えると、経験年数の短い保育者ほど幼少期の経験が読み取りに影響を及ぼ
し、経験年数が長いほど幼少期の経験以上に保育経験に裏付けられた読み取り
になるという予測とは異なる結果となった。経験年数が短い保育者は、同僚の声
を自分の実践に取り入れながら保育をするが、経験を積むにつれ自分の中にあ
る知識によってその場面を読み取ろうと試みるため、自己の幼少期の経験も読
み取りに必要な情報としていることが推察された。その後、保育経験を積むほど、
場面を読み取る際に自己の幼少期の経験は、関連性が薄れていくと言える。経験
から得られる保育者としての情報が豊富であること、その場の状況を見て的確
に判断する力量を獲得していることが示唆された。一方で自分の幼少期の経験
と関連性が強い場合には、より強い批判となることが推察される。 
①肯定的に捉えた調査協力者の幼少期は、信頼できる保育者との出会いや保

育所に行きたくないという気持ちを受け止めてもらった経験、活発に遊んだ思
い出など様々であったが、場面の読み取りに共通するのは、｢保育者に優しく寄
り添ってもらった｣が挙げられる。気持ちに寄り添った対応や無理強いせずに思
いを尊重していることに共感する記述が目立ったのは、幼少期の経験が場面の
読み取りに少なからず影響を及ぼしている結果と言えるのではないだろうか。
また、そのことから考えて担任保育者の対応を自分の保育の引き出しとして取
り入れようと考えているように推察できる。 
②否定的に捉えた調査協力者の幼少期は、 幼少期に活発に遊ぶ、マイペース、

引っ込み思案、人見知りなどの記述が多くあった。特に他の区分と比較して、幼
少期の対人関係で「うまくいかなかった経験」をしたのではないかと推察できる
記述が目立った。対象児の辛さを感じ取っているが、担任保育者がなぜ読み取れ
ないのかという疑問が否定的な記述につながっていると考えられる。 
③批判的に捉えた調査協力者の幼少期は、５歳になるまでは園に行くのを嫌

がり、泣く日がとても多かったことや自分のしたいこと、思いは、はっきり言っ
ていたなど、正反対の記述がみられた。自分が泣いていた経験をもつ調査協力者
は、泣き出しそうな対象児の心情を想像し保育者が適切に対応すべき場面であ
るという考えが批判的に捉えることにつながっているのではないだろうか。ま
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た、思いをはっきり伝えていた経験を持つ調査協力者は、自分の姿と同様に当時
の保育者を思い浮かべていることが推察される。自分が保育者に思いを受け止
めてもらったように、自分の気持ちを言葉で伝える対象児には、受け止めてくれ
る保育者を必要とする場面と読み取っているのではないだろうか。 
 
（５）心情理解と幼少期の経験との関連性の結果 
質問紙調査の自由記述の内容を分析すると、心情理解に関して幼少期の経験

と関連ある記述がみられた各区分の人数（表４）と割合（図４）は、①肯定的に
区分される調査協力者６名のうち４名で割合としては 66.7％である。②否定的
に区分される調査協力者 10 名のうち５名で割合としては 50.0％である。③批判
的に区分される調査協力者９名のうち３名で割合としては 33.3％である。④ど
ちらとも言えない（触れず）に区分される調査協力者２名のうち１名で割合とし
ては 50.０％である。  

 
表表４４  第第１１回回質質問問紙紙調調査査            図図４４  第第１１回回質質問問紙紙調調査査  心心情情理理解解とと  

心心情情理理解解のの記記述述のの有有無無              幼幼少少期期のの経経験験ととのの関関連連性性ががみみらられれるる割割合合  

                      ※図は①②③のみ表示 

 
（６）心情理解と幼少期の経験との関連性の考察 
①肯定的→②否定的→③批判的の順に経験年数の平均が上がることと照らし

て考えると、保育経験が浅い保育者ほど、その子の心情を理解する際に自己の幼
少期の経験と関連させている可能性が高く、保育経験を積むほど関連性が薄れ
ていくと言える。経験から得られる保育者としての情報が豊富であることから、

 記述

あり 

関連

あり 

経験年数

の平均 

①肯定的 6 名  ４名 8 年 

②否定的 10 名  ５名 9 年 

③批判的 ９名  ３名 12 年 

④どちらとも ２名 １名 32 年 

6666..77％％ 5500..00％％ 3333..33％％ 
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見えないものを可視化する力量を獲得していることが示唆された。 
①肯定的に捉えた調査協力者の幼少期の経験と心情理解に関連する記述とし

ては、内気で人見知り、わがまま、負けん気が強い、友達をつくることや人前で
話すことが苦手などである。無理強いをせずに 対象児の気持ちを大切に寄り添
う担任保育者の対応は、自身の幼少期の記憶や心情に繋げた記述が比較的多く、
かつて自分が担任保育者に求めていたことと同じまたは近いと感じ、対象児の
心情と重ね理解しようとしているのではないかと考えられる。 
②否定的に捉えた調査協力者の幼少期の経験と心情理解に関連する記述とし

ては、人前では大人しい、内弁慶、人見知りなどである。対象児の心情に理解を
示し成功体験を増やす試みから自信につなげる取り組みの提案は、かつての自
分に必要だったのではという意識とも見受けられる。 
③批判的に捉えた調査協力者は、対象児の心情の理解度は高いと考えられる。

幼少期の経験と心情理解に関連する記述としては、話を聞かなかった、自分の思
いをはっきり言うなどの記述がある。対象児の言動を認め、つらい気持ちを代弁
していることも共通している。一方で映像の保育者に対する怒り、気持ちに寄り
添う大切さを訴えている。対象児に自分の幼少期の姿と重なる部分に焦点を当
て、心情を理解しようとしていることが推察される。 
  
５．第２回質問紙調査の結果と考察 
（１）第１回質問紙調査の自由記述の区分ごとの分析に関する結果 
１）各区分の人数に関する結果 
第２回調査協力者は 25 名（経験年数の内訳は図５参照）である。表５の通り

①肯定的に区分される調査協力者は 25 件中６件、②否定的に区分される調査協
力者は 25 件中 16 件、③批判的に区分される調査協力者は 25 件中１件 、④ど
ちらとも言えない（触れず）に区分される調査協力者は、25 件中２件という結
果であった。 肯定的、否定的、批判的に捉えた調査協力者は、偏りはあるもの
の分散している。第２回質問紙調査の区分ごとの分析で特筆すべきことは、否定
的に捉える調査協力者が全体の６割強である結果（図６）といえよう。同じ場面
を視聴しても賛否が分かれる捉え方があることが立証される結果となった。 
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２）経験年数に関する結果 
調査協力者 25 名の経験年数の平均は 17 年であった。①肯定的に区分される

調査協力者の経験年数の平均 23 年、②否定的に区分される調査協力者の経験年
数の平均は 14年、③批判的に区分される調査協力者の経験年数の平均は 28年、
④どちらとも言えない（触れず）に区分される調査協力者の経験年数の平均は 19
年（表５）である。①肯定的・②否定的・③批判的の区分の中では否定的に捉え
た調査協力者の経験年数の平均だけが全体の経験年数の平均を下回った。肯定
的に捉えた調査協力者と批判的に捉えた調査協力者の経験年数の平均が全体の
経験年数の平均を上回った。 

  
図図 55  第第２２回回質質問問紙紙調調査査  調調査査協協力力者者のの経経験験年年数数のの内内訳訳 

 
 
 
 
 
 

 

表表５５  第第２２回回質質問問紙紙調調査査                        図図 66  第第２２回回  44つつのの区区分分のの割割合合  
44 つつのの区区分分ととそそのの件件数数おおよよびび保保育育経経験験年年数数のの平平均均  

 

 
 

捉え方の区分 件数 経験年数 

の平均 

①肯定的 ６件/25 件 23 年 

②否定的 16 件/25 件 ※14 年 

③批判的 １件/25 件 28 年 

④どちらとも言えない 2 件/25 件 19 年 

※ 調査協力者 25 名の経験年数の平均は 17年 

    ②否定的に区分されている調査協力者の中に経験年数未記入１名あり。 

注）経験年数の平均は、小数点以下第１位で四捨五入した 

11年年未未満満
1122%%

33年年未未満満
44%%

1100年年未未満満
1166％％

2200年年未未満満
2200%%

3300年年未未満満
3322％％

3300年年以以上上
1122%%

記記入入ななしし
44%%
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（２）第２回質問紙調査自由記述の分析に関する考察 
１）各区分と人数の比較に関する考察 

 ①肯定的６件、②否定的 16 件、③批判的１件という結果から考えると、同じ
場面であっても、多様な捉え方があることが２回目の質問紙調査でも分かった。
この 25 名を一つの保育者集団として捉えると、同じ場面を肯定的に捉える保育
者と否定的・批判的な捉え方をする保育者がおり、否定的・批判的に捉える割合
が７割近い（図６）ため、なぜそのような捉え方をしたかという理由を他の保育
者に伝える、幼稚園教育要領解説に明記されている「連絡」がより一層必要とな
るのではないだろうか。それがうまく機能しない場合には対象となる場面を肯
定的に捉える見方があたかも間違えているかのような受け止め方も生まれるの
ではないだろうか。そのような判断基準が生まれると、ともに保育をする他の保
育者に対しても批判的考察をすることが保育者としてのキャリア形成の証とい
う保育者集団へと進んでいく可能性もある。また、このような状況においては、
心理的安全性が確保されず保育者同士にも遠慮や緊張から意見を言えないこと
が推察され、相互理解と同僚性の構築は期待ができないと考える。結果として、
否定的・批判的に捉えることが常態化することにより、保育者と子どもの関係性
にも摩擦が生じやすくなることが推察される。 
２）経験年数との関連性に関する考察 
第２回の経験年数の内訳（図５）からわかるように、第２回については経験年

数の比較的短い調査協力者と長い調査協力者とに分かれており、中間層が目立
って少ないことが読みとれる。①肯定的 23 年、②否定的 14 年、③批判的 28 年
と考えると、経験年数が長いほど、独自の見方ができるようになり、否定的・批
判的な捉え方をする確率が上がるという順序性があるという予想に反する結果
となった。第２回の質問紙調査からは経験年数と捉え方の順序性は一致しない
結果が得られた。経験年数の短い保育者は、保育経験から導き出される情報が乏
しいことから、自己の幼少期の経験を判断材料として肯定的に捉え、経験を積む
につれ独自の見方ができる力を培うという第１回質問紙調査の結果に基づく予
想も当てはまらいということになる。②否定的に捉えた調査協力者の経験年数
の平均は最も短いにもかかわらず、保育場面について担任保育者の保育を容認
もするが「自分ならこうする」という意見をきちんと述べている。幼少期の経験
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にとどまらず、自身の保育者としての経験の中に、研究対象となる映像の担任保
育者の対象児への関わり方に共通点や類似点を見出し肯定する一方で、自身の
保育経験の豊富さから自分であればこのようにするという内容の記述が多い。
これらから、経験年数の長い保育者がおおらかなまなざしで同僚の保育方法や
心情理解を受け止める環境が相互理解と同僚性の構築を実現する条件と言える
のではないだろうか。③批判的に区分されている調査協力者の記述内容は対象
児の心情を多方面から推察し、担任保育者に対象児の不安を取り除く手立てを
提案している点に着目したい。第２回質問紙調査では経験年数が最も長く、保育
経験の豊富さが心情理解に大いに反映されていると考えられる。 
 
（３）保育場面の読み取りと幼少期の経験との関連性の結果 
質問紙調査の自由記述の記述を分析すると、場面の読み取りに関して幼少期

の経験と関連ある記述がみられた各区分の人数と割合（図７）は、①肯定的に区
分される調査協力者６名のうち５名で割合としては 83.3％である。②否定的に
区分される調査協力者 16 名のうち８名で割合としては 50.0％である。③批判的
に区分される調査協力者には、幼少期の経験と関連性がみられる該当者はなか
った。④どちらとも言えない（触れず）に区分される調査協力者２名のうち１名
で割合としては 50.０％である。 

 
表表６６  第第２２回回質質問問紙紙調調査査            図図７７  第第２２回回質質問問紙紙調調査査  保保育育場場面面のの読読みみ取取りりとと  

場場面面のの読読みみ取取りりのの記記述述のの有有無無              幼幼少少期期のの経経験験ととのの関関連連性性ががみみらられれるる割割合合  

 
 
 

 

 

 

 

※図７は①②③のみ表示 

※②否定的に区分されている調査協力者の中に経験年数未記入１名あり。 

 記述 

あり 

関連 

あり 

経験年数

の平均 

①肯定的 6 名  5 名 23 年 

②否定的 16 名  ８名 ※14 年 

③批判的 １名  ０名 26 年 

④どちらとも ２名 １名 19 年 

①肯定的 ②否定的 ③批判的

関連なし 1 8 1

関連あり 5 8 0

0%
20%
40%
60%
80%

100%

8833..33％％  5500..00％％  
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（４）保育場面の読み取りと幼少期の経験との関連性の考察  
図７からわかるように①肯定的に捉えた調査協力者の 83.3％が自己の幼少期

の経験と関連性がみられ、②否定的に捉えた調査協力者の 50.０％が自己の幼少
期の経験と関連性がみられる。どちらも幼少期の経験と関連する割合が高く、担
任保育者の関わりをポジティブに捉えるなど、自分の幼少期にこのような機会
を期待していたとも考えられる記述も散見される。自分の幼少期の記憶の中に
いる保育者と映像の中にいる保育者との姿が近い、または、自分が幼少期に求め
ていたことを担任保育者が対象児にしている場合には肯定的に捉えている。一
方で、重なり合う部分が少ない、自分が幼少期に求めていたことをしていない、
してほしくないと考えていたことをしている場合には否定的に捉える傾向にな
るのではないかと考える。 
①肯定的に捉えている調査協力者の自由記述には幼少期の経験として「困っ

たり、傷ついたりするほど言えなかった。」「一人で行動が苦手だった。人といる
ことで安心できる。」「嫌いなこと、拒んだり、言葉でも態度でも人に伝えられな
かった。」の記述がみられる。このことから、対象児に対する担任保育者の関わ
りを自分の幼少期の経験と重ね合わせて捉え、対象児の意思を尊重し丁寧に気
持ちに寄り添う姿に共感していることが推察できる。対象児の食べないという
意思を尊重する担任保育者に共感し自分も見習いたいと思った調査協力者や対
象児の健気に乗り越えようとする姿を認め、担任保育者なりに試行錯誤しなが
ら真剣に向き合っていると感じた調査協力者もいた。食べないと反発しながら
も友達とその場を共有している対象児の姿を前向きに捉え、担任保育者が丁寧
に向き合う姿や対象児のやるせない気持ちを安心してぶつけられる担任保育者
との関係性に言及する記述からも関連性が読み取れる。 
②否定的に捉えている調査協力者は、対象児のやるせない気持ちを理解して

いないなど焦点のズレを感じている記述が比較的多く、中にはいら立ちも感じ
られる記述もある。それは、担任保育者を困らせていたことや担任保育者が大好
きという記述の他「泣きながら給食をたべさせられた」「やりたい気持ちがあっ
ても、言い出せない子どもだった」などの記述からも読み取れる。幼少期に自分
の気持ちを分かってもらえなかったという記憶と繋がっており、対象児が気持
ちとは反する行動で担任保育者の関心を向けたいと捉えている点と一致してい
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る。担任保育者が距離を置くことに対して時期的に早すぎる、低い目標から達成
感を増やしていくなどの関わり方の必要性に言及する記述もある。 
③批判的に捉えた調査協力者については、１名であった。この調査協力者は長

年の保育経験から、対象児の行動から気持ちを推測し、「気持ちが落ち着いてい
ないのに友だちと遊ぶ、関わるどころではないのではないか」と記述している。
自分の経験と重ねているようだが、幼少期の経験との関連性が見られない。 
  
（５）心情理解と幼少期の経験との関連性の結果 
質問紙調査の自由記述の内容を分析すると、心情理解に関して幼少期の経験

と関連ある記述がみられた各区分の人数と割合（図８）は、①肯定的に区分され
る調査協力者６名のうち３名で割合としては 50.0％である。②否定的に区分さ
れる調査協力者 16 名のうち９名で割合としては 56.3％である。③批判的に区分
される調査協力者には、幼少期の経験と関連性がみられる該当者はなかった。④
どちらとも言えない（触れず）に区分される調査協力者２名のうち１名で割合と
しては 50.０％である。 

 
表表７７  第第２２回回質質問問紙紙調調査査            図図８８  第第２２回回質質問問紙紙調調査査  心心情情理理解解とと  

心心情情理理解解のの記記述述のの有有無無              幼幼少少期期のの経経験験ととのの関関連連性性ががみみらられれるる割割合合  

                  

※図８は①②③のみ表示 

※②否定的に区分されている調査協力者の中に経験年数未記入１名あり。 

 

 

 記述

あり 

関連

あり 

経験年数

の平均 

①肯定的 ６名  ３名 23 年 

②否定的 16 名  ９名 ※14 年 

③批判的 １名  ０名 26 年 

④どちらとも ２名 １名 19 年 

5500..00％％  
5566..22％％ 
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（６）心情理解と幼少期の経験との関連性の考察    
①肯定的に捉えた調査協力者の 50.０％が自己の幼少期の経験と関連性がみ

られ、場面の読み取りを肯定的に捉えた調査協力者の割合に比べ 33.3％低くな
っている。理由としては、場面とは異なり、心情は可視化できないために幼少期
の自己の心情と比較して判断することもあるが、その場面（映像）にある情報か
ら検討して心情を読み解こうとしているというためではないだろうか。それは
記述内容からも読み取れる。幼少期の経験と照らして考察すると関連性がある
調査協力者の記述には「どうしていいのか、わからない」「乗り越えたい」「不安
な気持ちでいっぱい」など、対象児の姿から心情の根底を読み取ろうとする意図
がみられる。また、担任保育者の関わりについては、「最後まで、丁寧につき合
っている姿が印象的で素敵だと思った。」と称賛し、保育者としての誇りと自信、
経験の豊富さゆえに安心して自分の弱みを見せられる関係性に着目し、保育者
の言動を通して対象児の心情を理解しようとすることが読み取れる。 
②否定的に捉えた調査協力者の 56.3％が自己の幼少期の経験と関連性がみら

れる。第２回の調査協力者は、幼少期に「不安だった」「素直に表現できない」
などの経験があり、担任保育者の対象児への関わりと自分の幼少期の姿を重ね
合わせて心情を理解しようとする記述が目立った。幼少期の経験は、心情の読み
取りに影響を及ぼすことが示唆された。 
③批判的と捉えている調査協力者については、幼少期の経験については「静か

な子だった」としか記述がないことから関連性が見られないとした。 
 

６．総合考察 
（１）第１回質問紙調査のまとめ 
保育者の幼少期の経験との関連性を手掛かりに保育場面と心情の読み取りに

おける多様性の要因を検討してきた。第１回質問紙調査の自由記述から調査協
力者を区分ごとに分析すると、幼少期の経験は、場面の読み取りも心情理解も経
験の短い保育者の方が影響は大きいという結果になった。保育における情報を
蓄積するまでは、幼少期の経験も読み取りの情報として活用しているのではな
いだろうか。それが多様性の要因のひとつであると考えることができる。 
結果的に、保育場面の読み取りと心情理解を幼少期の経験と関連した記述が
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みられた割合から考察すると、場面の読み取りより心情理解の方が早い段階で
力量を獲得すると言えるのではないだろうか。研修などで同じ保育場面での読
み取りをテーマとして心情理解を取り扱うにあたっては、日ごろの保育での経
験をもとに保育者同士が相互理解を図ることはそう難しいことではないが、場
面の読み取りではやや難しいのではないだろうか。なぜなら、その場面を読み取
ろうとするときには、幼少期も含めた経験など多岐にわたる情報源をもとに読
み取ることが多様性の要因となることが推察されるためである。場面の読み取
りでは幼少期の経験も含めて保育者同士が相互理解を図り、同僚性の構築につ
なげることが必要といえるのではないだろうか。 
また、保育場面の読み取りにしても心情理解にしても、経験年数が長い保育者

が自分の幼少期の経験と重ねて読み取りをする場合には、批判的な見方をする
傾向は、経験年数が短い保育者以上に高くなることが推察される。多様な保育場
面の読み取りやさまざまな心情理解が存在することを理解し、お互いを認め合
い、「連絡」を密にしながら保育を展開することによって、保育者の心の安定が
図られていくと考えられる。 
 
（２）第２回質問紙調査のまとめ 
 第２回質問紙調査では、経験年数が長くなるにつれ保育の場面や心情理解の
力量が培われ肯定的➡否定的➡批判的に捉えるようになるという順序性はみら
れなかった。第２回質問紙調査では、経験年数の平均が最も短い否定的に区分さ
れた調査協力者が対象児の安定した生活を重視し、気持ちに寄り添って関わり
を考察している点が特筆すべき点である。場面の読み取りにおいて幼少期の経
験と関連性が最も高いという結果になったのは①肯定的に区分された調査協力
者の 83.3％で経験年数は２番目に長い 23 年であった。また、心情理解において
幼少期の経験と関連性が最も高いという結果になったのは②否定的に区分され
た調査協力者の 56.２％で経験年数は最も短い 14 年であることから、対象児の
気持ちに寄り添って最善の方法を見つけ出そうすることに経験年数による順序
性はなく、キャリア形成の道筋が見えない。そのため、保育者集団として相互理
解を図ることと同僚性を構築することが必要であると言える。その際に第三者
の保育を見て語り合うことにより、相互理解され、同僚性が構築されると言える
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のではなだろうか。 
  
（３）２回の質問紙調査からみえたこと 
１）保育場面と心情の読み取りにおける多様性の要因について 
第１回の調査結果と第２回の調査結果から、保育場面の読み取りと心情理解

には様々な捉え方＝多様性が存在するという結果を得た。本研究の二回の調査
からはその要因として、少なからず幼少期の経験が影響を及ぼす可能性も示唆
されたが、それだけでなく保育経験から得られる知見が要因であることも示唆
された。多様性の要因として挙げられる、幼少期の経験も保育経験も保育者それ
ぞれが異なる経験をしていることから、保育者が心理的安全性を確保しながら
安心して保育をするためには、捉え方の根底にあるものを自己開示して相互理
解を図る必要があるという結果と捉えることができる。また、相互理解を図るた
めには、心理的安全性が確保された環境での自己開示が効果的であると考える。 
保育の質を評価するために自分たちが見出した場面や明らかにしたい場面を園
内の保育実践から選定して検討するこれまで幼児教育・保育の場で一般的に行
われてきた方法ではなく、一緒に保育をすることのない園外の第三者の保育実
践から互いに意見を述べ合い検討することにより、心理的安全性が確保され自
己開示しやすい環境をつくることが有効な方法といえるのではないだろうか。
そして、本研究において少なからず場面の読み取りや、心情理解に関連性がある
という結果が得られた幼少期の経験を自己開示することが、相互理解には必要
ということである。 
２）保育者の同僚性の構築を目指す試み 
本研究に取り組む過程で多様性の実態に直面することにより、幼少期の体験

を振り返り、保育の様々な手段、考え方、受け止め方、方向性を保育集団の中で
保育者一人一人がそれぞれの考えを出すことはとても大切であることがこれま
で以上に切実に感じ取れた。第１回の調査協力者 27 名と第２回の調査協力者 25
名それぞれを二つの保育者集団として捉えるとき、経験年数の幅も経験年数の
平均も違い、それぞれの集団としての個性は異なっていた。しかし、どのような
個性がある集団であっても、保育者集団としてすべきことは、保育者それぞれの
思いを大切に受け止めつつ多様な視点で保育を提案し、同じ方向を見て全員で
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問題解決に取り組むことである。それにより同僚性の強みが増すと考えること
ができる。第１回・第２回と研究を重ねてきた結果として、保育という職場にお
いては、お互いを認め合い、それぞれの多様な捉え方を容認するという同僚性は
必要不可欠であり、保育者一人一人が「しあわせをカタチ」にするということに
つながると確信した。その際、本研究で行った、保育を一緒にすることのない園
外の第三者の実践を観て、場面や心情の捉え方を保育者自身の言葉で語り、その
根底にある幼少期の経験を自己開示することは同僚性の構築の基盤となる相互
理解を図ることに有効であるという可能性を見出すことができた。 
 
７．おわりに 
本研究は一考察に過ぎず、同僚性構築の必要性及び一つの方法の有効性が示

唆されたに過ぎない。調査終了後に保育者同士が自主的に調査対象の５分間に
編集された場面を語る姿がみられたこと、今回の方法を園内研修で取り入れ継
続的に取り組むという声が協力園から届いたことから、引き続き試みとしての
有効性を追究し、保育者の「しあわせをカタチ」にするための成果を実証するこ
とが課題と言える。保育者が相互理解を図り同僚性を構築し、心の安定をもって
保育をすることを目指し、今後も検証に取り組んでいきたい。 
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佐々木 多希子（武蔵野大学 工学部 講師） 

小川 房子（武蔵野大学 教育学部 准教授） 

 
要約 
現代の保育の現場では，長時間化と多重役割による過重労働，慢性的な人材不

足という実情があり，労働環境が要因のひとつと考えられる不適切保育や重大
事故が社会的問題となっている．加えて，乳幼児理解，職場の同僚との協働，保
護者との相互理解の観点から多様なコミュニケーションが求められることが，
保育の難しさとして挙げられる．乳幼児の「しあわせをカタチ」にするために心
身の発達を支える安心・安全な生活を確保すること，保育士の「しあわせをカタ
チ」にするために働きやすい環境を整備すること，が求められている．複雑かつ
多様な保育における問題を的確に判断し，問題解決に導く方策の確立が期待さ
れる．本研究では，保育士のインタビュー内容を自然言語処理を用いて分析する．
自然言語処理を用いて自動的に感情の分析をすることで，先入観にとらわれる
ことなく，問題の所在を客観的に分析することが期待できる．本稿では，自然言
語処理の事前学習モデルである BERT を用いて７名の保育士の感情分析を行っ
た結果と考察について述べる． 

 

１．はじめに 
現在，保育士に関する問題の一つに離職率の高さが挙げられる．主な退職理由

としては，給料の安さ，労働時間や仕事量の多さ，そして人間関係の問題などが
挙げられている．給料の安さに関しては，仕事量に対して給料が見合っていない
と感じる保育士が多いこと，労働時間や仕事量については，保育士の仕事量の多
さや労働時間の長さが離職につながっていること，人間関係では，職場内のパワ
ハラや女性が多い職場特有の問題が離職の一因となっていることが指摘されて
いる[1]． 
平成 29 年 4 月から令和 4 年 3 月までの東京都保育士登録者等 52,856 人が回
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答している令和４年度東京都保育士実態調査結果（報告書）[2]の過去に保育士
就業経験がある者の実態においても，保育士を辞めた理由として，「職場の人間
関係」が３割強（31.5％），次いで「仕事量が多い」（23.1％），「給与が安い」（22.1％），
「健康上の理由」（20.6％）＜（６）保育士を辞めた理由（BQ9）＞と報告され
ている． 
同調査の現在保育士就業中の者の実態においては，以前の職場を辞めた理由

として「職場の人間関係」（38.1％）が最も多く，次いで「仕事量が多い」（25.2％），
「労働時間が長い」（20.9％），「給料が安い」（20.6％）という結果が報告されて
おり，退職の理由として労働環境が大きいことが推測される＜（10）以前の職場
を辞めた理由（AQ12）＞と明記されている．職場を辞めた理由の４割弱が職場
の人間関係を挙げている一方で，仕事の悩みを相談する相手は「家族」が６割強
（62.2％）で最も多く，次いで「職場の同僚」（61.3％），「友人（保育士）」（47.9％）
＜（13）仕事の悩みを相談する相手（AQ15）＞という結果が報告されている． 
保育の職場内で生じた労働環境に関する問題の解決を求めて相談をする相手

も６割強が職場内ということになる．不適切保育，労働条件や労働環境の改善，
人材不足など，解決する問題が山積みの保育の現場において，保育士の新たな負
担にならずに解決するための方策を検討する必要があると考えている． 
近年，労働環境の改善に，自然言語処理（Natural Language Processing，NLP）

が用いられている．自然言語処理は，人間の言語をコンピュータが理解し，解析
できるようにする技術やプロセスのことを指し，テキストや音声データからの
情報抽出，言語生成，翻訳，感情分析など，さまざまな応用がある．例えば，従
業員からのフィードバックやコミュニケーションを分析し，職場のウェルネス
を向上させる取り組みがある[3]．自然言語処理を用いて，従業員の感情やスト
レスレベルを分析し，メンタルヘルスの問題に対処するための洞察を提供して
いる．また，「Woebot」というチャットボットがメンタルヘルスサポートに自然
言語処理を活用している[4]．この AIベースのチャットボットは，日々の会話を
通じてユーザーの感情をモニタリングし，認知行動療法（CBT）に基づくサポー
トを提供している．また，企業内のコミュニケーションを分析し，生産性を向上
させるプロジェクトも進められている[5]．[5]は，自然言語処理を利用して，メ
ールや会議の議事録からコミュニケーションのパターンやボトルネックを特定
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し，改善策を提案するものである． 
このように，自然言語処理は労働環境の向上に役立てられており，保育の現場

でも，自然言語処理を活用することで労働環境の向上につながることが期待で
きる．本稿では，７名の保育士のアンケートを，BERT (Bidirectional Encoder 
Representations from Transformers)とよばれるモデルを使って解析を行い，結
果について考察を行った．本稿の構成は以下の通りである．第２節で，BERT と
BERT を用いた分析の流れを紹介する．第３節では分析結果と考察を述べる． 
 
２．研究手法 
（１）BERT 

BERT（Bidirectional Encoder Representations from Transformers）は，
Google によって 2018 年に発表された自然言語処理のための機械学習モデルで
ある．BERT はテキストの文脈を深く理解することに特化しており，従来のモデ
ルよりも高い精度で言語の意味を捉えることが期待されている．BERT の特徴
は，テキストを双方向から同時に学習することである．従来のモデルがテキスト
を一方向からしか考慮しなかったのに対し，BERT は全ての単語を文脈の中で相
互に関連付けて学習する．BERT は大量のテキストデータ（Wikipedia など）で
事前学習され，幅広い言語理解タスクに対して高い性能を発揮するため，企業や
研究機関から注目を集めている．BERT は様々な分野で応用されている．例えば，
質問応答システムやテキスト中の人名，地名，組織名などの固有名詞の特定，テ
キストのカテゴリ分類や，テキストが肯定的（positive），中立的（neutral），否
定的（negative）など，どのような感情を表しているかの分析に用いられている．
本研究では，BERT を用いて保育士７名のインタビューの感情分析を行った． 
 
（２）研究の流れ 
今回は７名の保育士にインタビューを行った．インタビュアーとインタビュ

イーの発言はまとめ，インタビュー結果を発言ごとに分割し，モデルに入力する．
本研究では，Hugging Face が公開している日本語の感情分析に適用できる事前
学習済みモデルを用いた．事前学習済みの感情分析モデルには bert-japanese-
finetuned-sentiment，トークナイザー学習済みモデルには東北大学 乾研究室
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の bert-base-japanese-whole-word-masking を使用し，[6]を参考に実装を行
った． 
 
３．分析結果 
（１）テキスト毎の分析結果 
 以下に，インタビュアーI，インタビュイーF の分析結果の一例を述べる．以
下は，「positive」と判断された文章の一例である． 
番号 テキスト ラベル 点数 

（P1） その場面を見てすごくそれを感じて、この子は１
回食べたくないと言ったら何を言われてもやら
ない子だと思った。 

positive 0.7439 

（P2） 自分の意思がはっきりしていて言葉で伝えるこ
とができる、意思表示と言葉両方ともしっかりし
ている子だと思っている。保育者の関わりも丁寧
に声をかけて、話をしっかりと聞いていると感じ
ているのですね。 

positive 0.9534 

（P3） その子が言葉でやりたくないと言っていたし、行
動も食べたくないから何々しなさいと保育者に
言われてもしないし、自分の意思表示と言葉が一
致しているから、自分の思っていることと保育者
に伝えていることが一致していたので、しっかり
している子だと思った。 

positive 0.9685 

（P2）は問題なく感情の判定ができていると思われるが，（P1），（P3）に関して
は，感情ラベルや点数の解釈に，以下に述べる課題がある． 
（P1）に関して：「この子は１回食べたくないと言ったら何を言われてもやらな
い子」という発言に着目して対象児の育ちを考えるとき，頑固さや他者の意見を
受け入れない姿が思い描かれ，保育士の心情を推察するとネガティブな印象が
ある．一方で，保育士の発言を対象児の芯の強さとして捉えるとポジティブな印
象になる．「positive」と判断されるのは，前後の文脈を BERT が解析した結果
なのか，解析の範囲を明確にしたい．また，この文章が「positive」と判定され
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るのに違和感があるのは，乳幼児の発達を的確に捉えて適切な指導をするとい
う保育者の専門性から生まれる主観によるものなのか，明らかにしたい．この
「positive」という結果がBERTを用いて客観的に分析することの有効性ならば，
新たな方策として期待できるのではないだろうか．ただし，保育士が問題を把握
するためには「positive」「negative」の根拠が明確にできることが重要ではない
だろうか．これらの分析が今後の課題である． 
（P3）に関して：この発言は，前半は，「何々しなさいと保育者に言われてもし
ない」という発言からもわかるように，保育者の考えと対象児の思いが対立して
いる場面についてのものである．そのため、保育士の捉え方としては保育の停滞
場面や困り感がある場面と捉えるのが一般的といえ、発言にも「negative」な印
象をもつ。後半は「自分の思っていることと保育者に伝えていることが一致して
いたので，しっかりしている子だと思った」という発言から推察すると、対象児
の長所を捉えていると読み取れる．そのため，「positive」という判定にも納得で
きる．このように「positive」「negative」が混在する発言と考えるが，文章全体
は「positive」と判定され，点数も高い点に疑問がある． 
そのため，前半と後半で二つの部分に分かれていたら前半と後半で違う判定

がなされるのか，分析を行った． 

テキスト（P3） ラベル 点数 
（文章前半部分）その子が言葉でやりたくないと言ってい
たし、行動も食べたくないから何々しなさいと保育者に言
われてもしない。 

neutral 0.5456 

（文章後半部分）自分の意思表示と言葉が一致しているか
ら、自分の思っていることと保育者に伝えていることが一
致していたので、しっかりしている子だと思った。 

positive 0.9768 

この分析結果から，文章の前半と後半の点数の線形和で文章のラベルや点数
が判定されているわけではないようである．前半を「neutral」と捉えているの
は，事実を客観的に捉えていると判定されてということだろか． 
以下は「neutral」と判断された文章の一例である． 

番号 テキスト ラベル 点数 
（NT1） 食べたくないとまでは思わないかもしれないけ neutral 0.5984 
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れど、今日は苦手なもの入っているなと思うこと
は自分自身もあるかもしれないなと思います。 

（NT2） 朝はお母さん、お迎えはおばあちゃん。母にその
話を聞くと、離れるのが嫌でよく泣いていたけど
保育室に入るとケロッとして結構泣き止んで遊
んでいたと母から聞きました。だから先生に、「お
いて行って大丈夫ですよ」とよく言われていたと
聞きました。 

neutral 0.7368 

現段階では，「neutral」と判断された文章をどのように解釈すべきかは分かっ
ていない． 
 
以下は「negative」と判断された文章の一例である． 
番号 テキスト ラベル 点数 

（NG1） 食べたくないって言っていたけど保育者に「座
ってって」言われたら座っていたから、本当に
食べたくなかったら、椅子にも座らないと思っ
た。座ったってことはおなかが少しでもすいて
いるのか、みんなと食べたい気持ちが少しでも
その子の中にあるのかなと思って。保育者の
「お茶だけでも飲もう、コップを取っておい
で」と言われて、コップを取りに行くのではな
く水を飲みに行ったので、のどは乾いるのかと
思った。言い方はあれなんですけど、意地を張
っているのかなと思った。一回食べないといっ
たからそれを貫ているのかと思った実際はみ
んなと食べたい気持ちが心のどこかにあるの
ではないかと思った（NG1-1）。 

negative 0.534 

（NG2） 食べたい気持ちや飲みたい気持ちはあるけれ
ど、お弁当の中身が嫌なのではないかと質問紙
調査に書いてあるけれど、それは？ 

negative 0.9249 
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（NG2）は問題なく，感情の判定ができていると思われるが，（NG1）に関し
ては，感情ラベルや点数の解釈に，以下に述べる課題がある． 
文章（NG1-1）は，「positive」と判断された発言（P1）と似ているが，ここで

はネガティブと判断されている．保育をする上では，「みんなと食べたい気持ち
があるのではないか」という保育の停滞や困り感を解消する対象児の言動から
糸口を見出しているという意味では「positive」と判断できそうな部分が見える
が，ここでは「negative」と判断されている．前半の対象児の言動の捉え方が
「negative」の判定の要因だろうか．（NG1-1）だけ抜き出して分析した結果は
以下のとおりである． 

テキスト（NG1-1） ラベル 点数 
一回食べないといったからそれを貫ているのかと思った。
実際はみんなと食べたい気持ちが心のどこかにあるので
はないかと思った。 

neutral 0.8442 
 

「positive」とは判断されなかったが，「neutral」と判断された．おそらく「意
地を張っている」という文言にラベルや点数が引っ張られていると思われる． 
このように，感情ラベルの判断は実際の感覚と異なることが多く，その理由も

不明瞭である．教育関係研究者や現場の保育士との話し合いなどをとおして，保
育の現場に特化したモデルの構築が必要と思われる． 
 
（２）感情ラベル毎の点数の可視化 
以下は，７名の保育士のインタビュー結果のラベルと点数を箱ひげ図とヒス

トグラムにした結果をまとめたものである． 
 

 
 
 
 
 
 
 

インタビュアーI，インタビュイーF の結果 
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インタビュアーI，インタビュイーM の結果 

インタビュアーI，インタビュイーY の結果 

インタビュアーI，インタビュイーH の結果 
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インタビュイーF のインタビューは，インタビュアーI との他のインタビュー

に比べ，positive な発言が多く，そのスコアも高いが negative な発言も多い．
また，インタビュアーI，インタビュイーM の対談は negative な発言が多い．イ

インタビュアーK，インタビュイーN の結果 

インタビュアーK，インタビュイーA の結果 

インタビュアーK，インタビュイーIの結果 
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ンタビュアーK，インタビュイーI のインタビューは，negative な発言回数が多
く，そのスコアも高い．インタビュアーKとのインタビューは，positive な発言
の回数はどれも似ているが，比較的スコアが高く，negative な発言も少ない． 
 しかし，ここの文章の分析結果に違和感があるように，分析結果全体としても，
印象に違和感がある部分も少なくない．例えば，インタビュアーI，インタビュ
イーM の対談では，インタビューの中で潜在的な感情と出会えてすっきりとポ
ジティブに終えた印象であった．印象と判定されたラベルの違いの解析，現場に
合わせたモデルのチューニングが今後の課題である． 
 
５．今後のしあわせ研究の展望 
 本研究では，Hugging Face が公開している日本語の感情分析に適用できる事
前学習済みモデル（BERT）を用いて，保育士７名のインタビューの感情分析を
行い，結果の考察を行った．以下の課題が挙げられる． 
 
（１）インタビューの課題 
保育士の感情を分析する場合には，インタビューをする側、される側という立

ち位置ではなく，対話しながら内面になるものを自己開示することにより、精度
の高い分析が可能になるのではないかとも考える．その点からいえば、語る相手
との相性も、少なからず判定に影響を及ぼすものなのであろうか．内面を引き出
すような問題設定，インタビューされる側の個性やコミュニケーションスタイ
ルの理解も今後の課題である． 

 
（２）機械学習結果の理解と応用に関する課題 
複数のタイプの人には話し方の癖，言い回しの癖がある．また、話し手の間，

呼吸，目線，身振り手振り，声の強弱や抑揚などが加わり，人間が話を聞き感情
を分析するときには，それらすべてが「印象」という主観が聞き手の捉え方を左
右すると考える．事前学習済みモデル（BERT）が感情を分析する場合には，こ
のような「印象」に左右されることなく，客観的に判定するだろう．今回の分析
で筆者が抱いた違和感が文章から得る「印象」により生まれるものであるとすれ
ば，より客観的に問題をあぶり出す事前学習済みモデル（BERT）を保育の現場
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に取り入れることにも期待を抱く．その一方で「自分の捉え方」を大事にしなが
ら乳幼児，同僚，保護者と向き合うことが重要視される保育において，この違和
感をどのように扱うか検討すべき課題である． 

 
（３）機械学習モデルの精度に関する課題 
 本研究ではモデルそのものや，保育の現場に合わせたファインチューニング
を行っていない．今後は，保育のデータでモデルをファインチューニングするこ
とで，保育特有の言語表現や感情表現をモデルに学習させること，損失関数をカ
スタマイズし，イタンビューのような不均衡なデータセットに対応できるよう
にすること，複数のモデルを組み合わせて個々のモデルの弱点を補うこと，ハイ
パーパラメータの最適化などを行い，より保育の現場に特化したモデルを構築
することが今後の課題である． 
 
６．おわりに 
 保育の複雑化，多様化する問題解決のための新しい方法を試みた．新たな一歩
となる本研究では多くの課題を明確にすることができた．一人の保育者が「私の
声は届かない」という悩みを自己開示した場合，保育者本人の資質，同僚との関
係性をはじめとする職場環境，実践者である保育者の考えが尊重されないトッ
プダウンの経営体制，など様々な可能性が考えられる．保育現場での問題解決に
は対話から改善策を見出すことが理想である．しかし，本研究の試みのように先
入観にとらわれることなく，問題の所在を客観的に分析する新しい方法を取り
入れることは，乳幼児の育ちを傍らで支える保育者が安心して保育に注力でき
るという「しあわせをカタチ」にすることにつながると期待できる．今後も新た
な方法の確立に向けて研究に取り組みたい． 
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要約 
本研究は、「幸せをカタチにする」ための基礎となる心身の健康維持・増進を

目的に、日本の伝統芸能を活用する可能性を探求するものである。2017 年度よ
り研究を開始し、これまでに伝統芸能の実演家など計 19 名にインタビュー調査
を行なった。その結果、「呼吸」と「足裏への刺激」が健康維持・増進に役立つ
要素として活用できる可能性を導き出した１）。そこでこれらの要素を取り入れた
オリジナル体操の開発を目指し、2021 年度に試作２種類 Ver.1 を制作し 2）、2022
年度に体操用の伴奏音楽（沖縄民謡）を収録した 3）。 

2023 年度は、体操指導の現場で用いやすい形に整えた試作体操 Ver.2 を制作、
動画コンテンツを作成し、公開した（https://www.youtube.com/@musashinokenkou）。 
加えて沖縄のデイケアサービス施設２ヶ所において対面で体操指導を行い、利
用者の反応を観察した。本稿ではこれらの内容について、また体操開発の意義に
ついての検証、そしてオリジナル体操の完成版に向けて新たに明らかになった
必要な要素などについて報告する。 
 

196



日本の伝統芸能を活用して健康寿命の延伸を推進する可能性を探る（その５）
―伝統芸能が継承する知恵に基づくオリジナル体操制作の試み（その２）―

１．本研究で開発した健康体操とその位置づけ等について 
本研究では、健康寿命の延伸に寄与するために伝統芸能等の動きや音楽を取

り入れ、誰もが楽しく容易に行える健康体操を開発した。その詳細は、「２．試
作体操 Ver.2 の制作、動画コンテンツの作成および公開」に述べた。 
健康とは「身体的にも精神的にも社会的にもすべての要素がそろった生きが

いのあるプロセスを大切に、様々なできごとを大きく捉えた心豊かな状態のこ
と（ウェルビーイング=幸福）をいい、単に疾病や虚弱でないということではな
い」（WHO 憲章、1999 年）。健康体操とは、身体活動〔運動と日常生活での動
きのことであり、生活習慣病等の予防や治療、生活の質（QOL）及びウェルビ
ーイングの改善に効果がある。また、身体活動に対する政策措置は 17 の SDGs
のうち 13 の SDGs と相互に関連する。（GAPPA：身体活動に関する世界行動計
画 2018-2030、「健康的な世界に向けて一人一人よりアクティブに」 2016 年）〕
に関する健康教育の１つである。 
健康教育の目的は健康の維持・増進であり、広義には「個人、集団または地域

の健康を達成するのに最も役立つような全ての経験及びそうした影響を人々に
与えるための努力や過程」であり、多岐にわたる（WHO「健康教育に関する研
究」報告書。1969 年）とされている。健康体操は、本邦では健康づくりのため
の運動（体操）であり、健康増進を目的とした運動の総称として用いられる。有
酸素運動、筋肉トレーニング、ストレッチ（柔軟性）、バランス運動及びラジオ
体操等の種類があるが、その強度はあまり強くなく（1.5メッツと 3メッツの間。
後述）、難易度も低いものである。椅子に座って実施するもの、上半身や下半身
だけの動きのものもあり、年齢、体調、体の不具合等を考慮して、自分にあった
ものを選ぶこともでき、また、楽しんでできるように音楽と共に実施するものも
ある。 
健康体操は、厚生労働省による「健康づくりのための身体活動・運動ガイド 

2023」（健康・医療・介護分野における身体活動を支援する関係者が対象。身体
活動・運動に関する推奨事項及び参考情報等をまとめたもの。2024 年 1月公表。
https://www.mhlw.go.jp/content/001194020.pdf）においては、身体活動（運動）の 1.5
メッツ（運動強度）以上から 3 メッツ未満の強度の運動にあたるものである（図
１参照）。 
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https://www.mhlw.go.jp/content/001194020.pdf より引用 
メッツ（強さの単位）：運動の強さを、安静時の何倍に相当するかで表す単位。座って    

安静にしている状態を１メッツ、普通歩行又はそれと同等が３メッツである。 

メッツ・時（量の単位）：身体活動の量を表す単位。身体活動の強度(メッツ)身体活動の実施

時間（時）をかけたもの。   

           
一般的な運動の効果として、生理的効果（体力向上、生理的機能の正常化、運

動機能の維持・増進、生活習慣病の予防等）、精神的効果（気分転換、ストレス
解消、メンタルヘルスの不調の解消等）及び社会的効果（人間関係の改善、新た
な人間関係の構築等）があげられる。 
本研究において、沖縄の音楽とこれまでの研究成果で見出した伝統芸能等に

おいて重要と考えられる要素（「呼気の長い呼吸」「足裏への刺激」。2-1 参照）
を取り入れて開発した健康体操は、沖縄民謡に合わせ、場合によっては歌いなが
ら実施することができる。難易度も高くなく強度も強くない体操であるため、高
齢者も楽しんで参加できる。運動強度も、座らずに立って行う、音楽の速度を上
げる等により、適宜変えることができる。たとえば、運動強度については 3 メッ
ツ未満を基本としたが、より運動強度を上げた体操を希望する方のために 5〜6
メッツ程度にもなる体操も含めた。さらに、身体と精神の両方に働きかけ、運動
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機能の維持・増進、気分転換や精神の活性化等を図ることができると考えられる。
また、皆と一緒に実施することによるコミュニケーションを図る等の社会的効
果も期待できる。 
本健康体操の運動強度は低いが、高齢者が安全に実施するためには通常の健

康体操と同様の注意が必要である。参考までに、「健康づくりのための身体活動・
運動ガイド 2023」における運動前及び運動中の確認事項を示す。 

https://www.mhlw.go.jp/content/001194020.pdf より引用 

 
高齢者が体操等を行うことにより身体活動を少しでも増やすことは、介護予

防につながる。市町村で行われる適切な介護予防の体操の要件として、①初めて
の人でも簡単にできる体操、②虚弱高齢者でも安全にできる体操、③虚弱高齢者
から元気高齢者まで誰もが一緒にできる体操、④地域住民が体操の効果を実感
できる体操、⑤介護予防の効果が実証されている体操が挙げられている（地域づ
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くりによる介護予防を推進する ための手引き（厚生労働省）。
https://www.roken.or.jp/archives/10563）。①、②及び③を満たす楽しく実施で
きる本健康体操は、介護予防にも役立つ可能性を持つと考えられる。将来的には
④及び⑤を実証し、適切な介護予防の体操として、多くの高齢者の楽しい健康づ
くりに寄与したいと考える。 
 
２．試作体操 Ver.2 の制作、動画コンテンツの作成および公開 
筆者らはこれまでの研究成果から１）、伝統芸能の要素より「呼気の長い呼吸」

「足裏への刺激」が一般の人々の健康延伸に役立つ可能性を明らかにした。そこ
で、これらの要素を取り入れた健康体操を制作し、一般の方にも活用していただ
くことで国民の健康延伸に役立つことを目指した。 
この課題に対して 2021 年度にオリジナル体操２種類 Ver.1 を試作し 2）、2022

年度には体操用伴奏音楽（沖縄民謡）を収録した 3）。2021 年度の体操の試作に
おける報告において、今後の計画として以下をあげた 2）。 
① 本試作を実演可能な形に改訂・改善する 
② ①のオリジナル体操の動画を制作する 
③ ②を一般の方に実施して頂く機会を設ける 
④ ③の効果を検証し、①をさらに改訂・改善する 
⑤ オリジナル体操応用編を制作する 
⑥ 試作したオリジナル体操およびその動画に関する著作権などの権利関係に

ついての処理を行う 
本稿では、このうち①〜③および④の検証までを実施した内容を報告する。 
  

２−１．試作体操 Ver.2 の内容 
これまでのオリジナル体操 Ver.1 を実施現場で用いやすい形に整えた。 
「呼気の長い呼吸」「足裏への刺激」を効果的に取り入れることを考え、全体

を下に示す５つの流れを取り入れて全５曲の構成とした。 
１）導入と上半身ほぐし  
２）足裏への刺激と下半身ほぐし（足裏への刺激） 
３）全身を緩やかに動かしほぐす 
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４）アップテンポで全身を動かす 
５）クールダウンで長い呼吸を行う（呼気の長い呼吸） 
以上の本体操を『体ほぐし健康体操』と仮称した。 
本体操に用いた音楽は、これまでの研究成果 2）から、癒し効果が期待できる

沖縄の民謡とした。沖縄の民謡のうち、沖縄の地元でよく知られ（ゆいレールの
駅で使用されている等）人気の高い作品４曲（うち１曲はテンポを変えて２パタ
ーンで録音）を取り上げ、第一線で活躍する琉球古典音楽演奏家に演奏を依頼し
て 2022 年度にレコーディングを行った録音を用いた。収録に際しては、曲の長
さやテンポを本体操に合わせて演奏していただいた 3）。 
５曲の曲名、bpm、目的、説明（公開動画の中で用いた言葉かけ）、姿勢、動

作は次のとおりである。 
（１）〈てぃんさぐぬ花（てぃんさぐぬはな）〉bpm65 

  目的：導入として自分の体に対して労わる意識を持つ。 
     上半身の首まわり、肩まわりをほぐす。 
  説明：「最初に首まわり、肩まわりをほぐしていきましょう。」 
  姿勢：座位スタート（⑤以降は立位） 
  動作：① 片方の手で肩を撫でる ×２回（左右） 
     ② 片方の手で肩をつまむ ×２回（左右） 

     ③ 片方の手を耳に添えて首を倒す ×２回（左右） 

     ④ 首を回す ×２回（右回り、左回り） 

     ⑤ 頭の後ろで両手を組み、肩甲骨を寄せ、戻す ×４回 

     ⑥ 腰に両手を添え、肩甲骨を寄せ、戻す ×２回 

     ⑦ 両手を頭の上で組んで左右に倒す ×４回 

     ⑧ 両手を頭の上で組んで、左右にひねる ×２回 

 

（２）〈月の美しゃ（つきぬかいしゃ）〉bpm65 

  目的：足の裏を意識する。 

足の裏のうち母指の下、小指の下、踵の３部位別に刺激をする。 

下半身を動かしてほぐす。 

  説明：「伝統芸能の達人の方々に健康に役立つヒントをくださいとお願いし
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ましたら、足裏への刺激が健康に良いのではないかというお話があ
りました。そこで私たちも足裏に刺激を与えてみましょう。」 

「親指の下、小指の下、踵を意識する動きが出てきます。」 

「できる方は、裸足でチャレンジしてみてください。」 

  姿勢：座位／立位 両方の提示  

  動作：① 片方ずつの足裏を地面に押す ×左右４回ずつ 

② 片方ずつの足裏を地面に押す ×左右２回ずつ 

③ 両足の指を縮めてから、広げる ×２回 

④ 両足の親指の下を意識して、地面を押す ×４回 

⑤ 両足の小指の下を意識して、地面を押す ×４回 

⑥ 両足の踵を意識して、地面を押す ×４回 

⑦ 片足ずつの足裏を地面に擦る ×左右４回ずつ 

 

（３）〈赤田首里殿内（あかたすんどぅんち）〉bpm82 

  目的：全身をリズムに合わせて穏やかに動かす。 

     この民謡には、沖縄でよく知られた「手あそび」（人差し指で頬を触
る、両耳を両手で触る、肘を掌で受ける、手のひらをさす）が含まれ
る。そこで、この「手あそび」を１番のみ８小節分行い、音楽を楽し
みながら全身を動かし、全身をほぐす。 

  説明：「立ち上がり、左右に揺れたり、ひねったり、片足で立つ、屈伸をす
る、また「手あそび」（頬を触る、耳を触る、肘をトントン、手のひ
らを指でツンツン）も出てきます。」 

「不安な方は椅子を持って一緒にやってみましょう。」 

姿勢：立位／立位に不安のある方は、椅子などを支えにして実施する。 

動作：① 上半身を左右に揺らす 

   ② 上半身を後ろに捻る 

   ③ 上半身を左右に揺らす 

   ④ 「手あそび」 

   ⑤ 片足立ちに挑戦 ×左右で２回 

   ⑥ 両膝の屈伸×４回 
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（４）〈安里屋ゆんた（あさどぅやゆんた）〉bpm132 

  目的：運動強度を高くして全身を動かす。 

  説明：「思い切り全身を動かしてみましょう。元気に膝を高く上げて歩いた
り、膝を思い切り高く上げたり、横に上げたり、音楽に合わせて動い
ていきます。その場でできるような運動です。」 

「テンポアップに挑戦！」 

  姿勢：立位／立位姿勢に不安のある方は、椅子などを支えにして実施する。 

動作：① 音楽のテンポに合わせて歩く 

   ② 音楽のテンポに合わせて、膝を高く上げて歩く 

   ③ 音楽のテンポに合わせて、跳ねながら膝を上げて歩く 

    ④ 音楽のテンポに合わせて、跳ねながら交互に上げた膝に上げた膝
と反対側の肘を付けて繰り返す 

⑤ ④の動作に上半身のひねりを加える 

     ⑥ ④の動作を行う 

     ⑦ 音楽のテンポに合わせて跳ねながら、膝を交互に前方に蹴る 

     ⑧ ⑦の動作に片腕ずつ前方にパンチをする 

     ⑨ ⑦の動作に片腕ずつ前方に物を投げる動作をする 

     ⑩ 音楽のテンポに合わせて跳ねながら膝を横に開げる 

     ⑪ ⑩の動作に加え、片膝ずつ横に膝を伸ばして上げる 

     ⑫ その場で走る動作をする 

 

（５）〈てぃんさぐぬ花（てぃんさぐぬはな）〉bpm98 

  目的：息を整え、長い呼吸をして全身をリフレッシュさせる。 

  説明：「伝統芸能の達人の先生方に健康へのヒントをお伺いしたところ、息
を長く吐くことが健康に良いとお聞きしました。そこで息を長く吐
く呼吸をしてみたいと思います。」 

「体を整えましょう。」 

  姿勢：座位 

  動作：① 音楽に合わせて左右に揺れながら、４カウント息を吸う 

     ② 音楽に合わせて左右に揺れながら、４カウント息を吐く 
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     ③ ①と②を繰り返す 

     ④ 体（好きな部位：肩、ふくらはぎ、もも）をさすりほぐす 

     ⑤ 音楽に合わせて左右に揺れながら、８カウント息を吸う 

     ⑥ 音楽に合わせて左右に揺れながら、８カウント息を吐く  

     ⑦ 大きく息を吸い、できるだけ長く息を吐く 

 
２−２．動画コンテンツの作成 
２−２−１．工夫 
動画コンテンツの作成にあたり、以下の工夫を行った。 
１）指導者１名とパフォーマンスを専門とする大学生アシスタント２名が、見

本動作を行う。その際には、座位と立位を同時に示し、立位が不安な方用
に椅子を支えに保持するパフォーマンスも示し、さらに動作が視覚的にわ
かりやすいように画面に対して正面と横向きでの動きを同時に示す。 

２）動画を見た方が運動に意欲が出るような言葉掛けを、３人が適宜行う。 
３）できるだけ３人の動きが大きく見えるような画角とする。 
４）指導や意欲的になる言葉掛けの内容は、テロップで表示する。 
５）テロップ表示は、内容によって字体や文字サイズ、画面の提示場所などを

変えるなどの工夫をする。 
６）指導者とアシスタントは、溌剌とした印象になるような服装をし、また、

話し方のトーンなどを工夫する。 
 
２−２−２．公開 
無料動画共有サービスである YouTube のプラットフォームを用いて、「武蔵

野大学しあわせ研究所 健康寿命の延伸研究プロジェクト」という名称のアカ
ウントを作成し、以下の５本の動画を公開した。 
(https://www.youtube.com/@musashinokenkou） 
１）「体ほぐし健康体操 その１ ♫てぃんさぐぬ花」 
２）「体ほぐし健康体操 その２ ♫月の美しゃ」 
３）「体ほぐし健康体操 その３ ♫赤田首里殿内」 
４)「体ほぐし健康体操 その４ ♫安里屋ゆんた」 
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５）「体ほぐし健康体操 その５ ♫てぃんさぐぬ花」 
2023 年 11 月 2 日に公開し、各タイトル画面に、「健康への第１歩」「じぶん

の身体をご自愛しましょう」「沖縄民謡の音楽に合わせて体ほぐし」とコメント
を入れた。（視聴回数は 2024 年３月 7 日時点で述べ 271 回） 
 
３．体操指導と指導対象者の反応の観察、並びにアンケート調査 
 本体操を効果的に使用して頂く主な対象者として、心身の健康維持・増進に
日々取り組んでいるデイケアサービスの利用者を考えた。本体操では伴奏音楽
に沖縄民謡を用いていることから、沖縄のデイケアサービス施設２か所に研究
協力を依頼し、対面での体操指導を行い（指導者：森田ゆい）、対象者の反応を
観察し、また、体操実施後にアンケート調査を行った。 
 
3−１．体操指導対象者 
デイケアサービス施設 A：沖縄県南城市 2024 年 2 月 22 日 14 時 30 分開始 

16 人の利用者を対象（全員 80 代） 
座位及び立位姿勢（3 名）への指導を行った。 

デイケアサービス施設 B：沖縄県那覇市 2024 年 2 月 23 日 14 時 30 分開始 
           22 人の利用者を対象（全員 90 代） 
           座位姿勢のみでの指導を行った。 

どちらも指導時間は、導入、振り返りを含めて 30 分程度となった。 
 
３−２−１．音楽について 
 どちらの施設においても歌を歌う人が数名おられ、また、音楽を聴くことを楽
しんでいる様子を見せる利用者もいらした。このため、耳馴染みのある音楽が用
いられている効果は、とても大きいように見受けられた。また、２−１．（３）
〈赤田首里殿内〉に含めた手遊びについては、ほとんどの方がご存知で、皆で行
なってくださった。 
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３−２−２．運動について 
 自発的に参加していただける動き（内容）と運動強度、適度な所要時間であっ
たことを確認できた。２−１．（２）〈月の美しゃ〉の靴を脱いで足裏の特定の部
位を意識する運動は、初めて行う動作であったとのことで戸惑いも見られたが、
問題なく行なってくださった。 

 
３−３．アンケート調査 
 施設 A で５人、施設 B で１人を対象に、聞き取り形式でアンケート調査を行
なった。アンケート調査の項目は、「動きの強さ」「動きについて」「音楽につい
て」「またやりたいと思うか」であり、５段階評価で回答して頂いた。 
アンケート調査の結果は、次のとおりであった。 

＜動きの強さ＞ 普通：４人、少し大変だった：１人、少し足りなかった：１人
（大変、足りなかったの回答はなし。） 

＜動きについて＞ とてもやりやすかった：３人、やりやすかった：１人、 普通：
２人  （やり難かった、とてもやり難かったの回答はなし。） 

＜音楽について＞ とても良かった：5 人、良かった：1 人 
 (普通、良くなかった、非常に良くなかったの回答はなし。) 

＜またやりたいと思いましたか？＞ とてもやりたい：６人 
（やりたい、どちらでもない、やりたくない、絶対にやりたくない
の回答はなし。） 

いずれの項目についても高評価が得られたが、デイケアサービス利用者は要
介護認定を受けた方々であるため、認知機能がおとろえている方が含まれる可
能性があり、また、対面の聞き取り形式の調査であることから本音をいえない場
合もあることから、本回答は参考として扱うこととした。 
 
３−４．施設管理長からのアドバイス 
施設管理長から指導の内容および利用者の反応を観察の上、以下のようなア

ドバイスを受けた。 
１）体操の導入部分において、利用者の参加の気分を盛り上げることが非常に大

切。（施設 A では施設の職員が導入を行なってくださった。施設 B では指導
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者が行った） 
２）立って行う動作は、職員が補助に入らなければいけなくなるので、デイケア

サービス施設で体操を行う際には人員の確保の問題等があり、実施のハード
ルが高くなる。このため、デイケアサービスでの体操は座位を基本とした方
がよい。（この指摘を受けて、施設 B では座位のみで行なった） 

３）靴を脱ぐ動作や足裏の部位を刺激する動作は非日常的なものなので、脳への刺
激にもなり、とても良いと思う。また、音楽のテンポを上げる前に改めて靴を
履き、気分を整えて再び大きく動く気持ちに持って行くのが良いと思う。 

４）同じ動作を繰り返し行う要素を加えても良いのではないか。（音楽をとても
楽しんでいらしたので。） 

５）もう少し見た目にトレーニングを行なった感を抱かせる要素を加えるのも
良いかもしれない。例えば、ゴムバンドを使用する筋トレ的な要素を含める
のはどうか。運動を行うことで、利用者が自己肯定感を高めて帰宅してもら
うのも良いと思う。 

 
施設 A は日常的に活動の中で運動を多く取り入れており、本研究にも積極的

に協力してくださった。一方の施設 B は介護老人施設と併設のため、自宅から
通う人の多い施設 A の利用者とは生活スタイルが異なる利用者であることが推
察された。しかし、指導を行なった際には、両施設の利用者の参加態度に大きな
違いは見受けられなかった。また、利用者の年齢も 80 代と 90 代の違いがあっ
たが、両施設で同程度の楽しみ参加する様子が観察された。歌いながら参加され
る方も両施設で観察された。 
以上から沖縄におけるデイケアサービス利用者の本健康体操に関する反応を

総合的に判断すると、本体操はデイケアサービス現場で今後活用していただけ
る可能性が高いと考えられた。 
 
４．完成形の「体ほぐし健康体操」制作に向けて 
 前章で述べたようにデイケアサービスでの本体操の指導への反応に手応えが
あった。また、デイケアサービスでは日常的に体操の動画を使用している現状を
知り、体操動画のニーズがあることを確認できた。そこで、本健康体操をデイケ
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アサービスの利用者を主な対象とし、上記３等から得られた以下の要素を踏ま
えて、改善・完成させることを目指すこととする。 
・デイケアサービスで実施する運動の要素：① 全て座位での運動とする。 ② 

繰り返しの動作を含む。 ③ ゴムバンドを用いた筋トレの要素を加える。 
・動画コンテンツの要素：① 画面の作りを大写しとする。 ② 定位置に大き

なテロップを入れる。 
 
５．沖縄における沖縄民謡の普及に関する聞き取り調査 
 沖縄における沖縄民謡の普及に関して、沖縄国際大学日本文化学科教授・琉球
芸能文学研究会顧問 田場裕規先生に聞き取り調査を行なった。（2024 年 2 月 21
日沖縄国際大学にて）以下にその内容を記載する。 
 
 まず沖縄での民謡の普及には、下記の２つの民謡を放送するラジオ番組の影
響が大きい。 
１）「民謡で今日拝なびら」（みんようでちゅううがなびら） 

琉球放送 月〜金曜日 16:00〜17:00 1963 年より現在 

２）「暁で〜びる」（あかちちでーびる） 

ラジオ沖縄 月〜土曜日 5:00〜６:55  1986 年より現在 

また１）の番組からの提唱で 3 月 4 日を「ゆかる日 まさる日 さんしんの日」
とし、1993 年の第１回「さんしんの日」以来、毎年公開生放送が行われ、正午
から午後８時まで９回の正時の時報音に合わせて「かぎやで風」（沖縄でお祝い
の席の幕開けに演奏される曲）の演奏の放送がある。そして、この放送は沖縄の
みならず日本国内（福岡、長野、大阪、神戸、名古屋、神奈川、東京、札幌）、
海外（国：アメリカ、ブラジル、南アフリカ、インド、イギリス、フランス、中
国、タイ、ドミニカ等 4））でも「さんしんの日」として中継が繋がれ、沖縄民謡
を用いた一大イベントになっている。 

 
 本健康体操で用いている沖縄民謡のうち〈てぃんさぬぐ花〉は、「沖縄の心を
伝える親や年長者の教えに従うことの重要性を説く教訓歌」として知られ、沖縄
の幼稚園、小学校では広く歌われている作品である。 
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また、この教訓の元となっているのは程順則（1663-1735）という清国に渡っ
て儒教を学び、六諭（「孝順父母、尊敬長上、和睦郷里、教訓子孫、各安生理、
毋作非為（父母に孝順にせよ、長上を尊敬せよ、郷里に和睦せよ、子孫を教訓せ
よ、各々生理に安んぜよ、非為をなすなかれ）」の教えを解説した『六諭衍義』
を（清国で）出版して琉球に持ち帰った人の影響があると考えられる。なお、『六
諭衍義』とは薩摩藩を通じて徳川吉宗の手に献上され、吉宗の命により荻生徂徠
が訓訳本（1721 年）を、室鳩巣が大意を日本語訳して『六諭衍義大意』（1722
年）を出版した。これが各藩に流布して民衆道徳（寺子屋などで文章作法や手習
いの教本としても印行された）に大きな影響を与えたと言われている 5）。 

 
沖縄古典音楽において、沖縄の精神性を伝える役目をもつ楽器担当は歌・三線

である。歌・三線は伝承の厳しさにおいても他の楽器とは異なる要素を持つ。琉
球における三線音楽の始祖として、「歌と三線の昔始まりや犬子ねあがりの神の
御作」と琉歌（読み人知らず）に詠まれる「赤犬子（あかいんこ）」6）という伝
説上の人物がおり、歌・三線の継承においては、この赤犬子からの伝承が意識さ
れている。 
「赤犬子」が祀られている読谷村の赤犬子宮では、前述の「さんしんの日」に

も琉球古典音楽と舞が奉納されるが、特に秋の「読谷村まつり」では、奏者、踊
り手 200 人あまりが赤犬子を讃える「赤犬子琉球古典音楽大演奏会」が行われ、
現代においても琉球古典音楽の祖として沖縄の人々の中で大切にされている。 
 
６．まとめ 
 本稿では、まず心身の健康維持と延伸に体操を活用する意義について述べた。
そして、日本の伝統芸能を活用したオリジナル健康体操を開発する目的に向け
て試作体操 Ver.2 を制作し、動画コンテンツの作成と公開した内容を説明した。
加えて、デイケアサービス施設利用者を対象として対面での体操の指導を行い、
その際の利用者の反応の観察結果について報告した。また、本体操の伴奏音楽で
ある沖縄民謡が沖縄でどのように普及されているのかについて情報収集した。 
デイケアサービス施設で対面指導を行なったことなどをもとに、本オリジナ

ル健康体操の対象者をデイケアサービス利用者に特定することが適切と判断す
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ることができた。その上で、対象をデイケアサービス利用者に特定した場合に必
要となる要素を明らかにした。 
 
 
付記 
本稿は、2023 年度しあわせ研究所の助成を受けた研究「幸せをカタチにする

ための基礎となる心身の健康の維持・延伸に関する研究―伝統芸能の活用およ
び健康教育の普及―」により得られた成果を報告したものです。ここに、同研究
所に感謝いたします。 
インタビュー調査にご協力下さった田場裕則先生、対面での体操指導の機会

を与えて下さった施設長の山原ゆかり氏および興那嶺将氏に感謝申し上げます。 
なお、本研究は武蔵野大学のしあわせ研究所研の研究倫理委員会の承認を得

て、実施されました。本研究を行なった森田ゆい、大室弘美、および三浦裕子に
は、申告すべき利益相反はありません。 
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プロサッカー選手の海外移籍に伴う異文化体験はアイデン
ティティ、異文化コミュニケーション能力、キャリア形成に
どのように影響するのか 

 
林 佳祐（ヴィッセル神戸） 渡辺 英雄（武蔵野大学教育学部教育学科 准教授） 

 
要要約約  
 サッカーは世界中で最も多くの国・地域で行われているスポーツの一つであ
り、多くの国・地域がプロリーグを有している。各リーグには多くの外国籍選手
が異国の地でプレーしているが、これまでプロサッカー選手の海外移籍に伴う
異文化体験がどのように選手に影響を与えるかの研究は多くない。 
本研究はプロサッカー選手の海外移籍に伴う異文化体験が、アイデンティテ

ィ、異文化コミュニケーション能力、キャリア形成の観点からどのように選手達
に影響を及ぼすかを明らかにすることを目的に行われた。この目的のために、プ
ロサッカー選手として海外移籍を経験した３名に半構造化インタビューを用い
て調査を行った。 
研究結果として、プロサッカー選手の海外移籍に伴う異文化体験がアイデン

ティティ、異文化コミュニケーション能力、キャリア形成に大きく影響すること
がわかった。異文化体験はサッカー選手のキャリア形成において重要な要素で
ある「自己不安」、「代替キャリアの模索」に対して良い影響を与えることがわか
った。また、異文化体験により、職業的アイデンティティは変化しやすいが、国
家的アイデンティティは変化しにくいことが明らかになった。海外移籍による
異文化体験が、プロサッカー選手に肯定的な影響を与えた理由として、サッカー
という集団スポーツでのチーム内活動時間が長いことにより、異文化に触れる
時間が通常よりも濃く、幅広い異文化に触れる事が出来たことが大きな要因だ
と考えられる。 
 
１１．．本本研研究究のの背背景景  
 サッカーは世界中の一番多くの国・地域で行われているスポーツの一つであ
る。また多くの国・地域がプロリーグを有している。そのような状況の中で、多
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くのプロサッカー選手が海外移籍を行う。CIES Football Observatory（2023）が
135 リーグに行った調査では、全 62,610 選手中 14,405 選手が外国籍であった。
そして外国籍の選手の人数は増加傾向である。ただこれまでプロサッカー選手
の海外移籍に伴う異文化体験がどのように当人たちに影響を与えるかについて
の研究は多くはない。 
 一般的に他国での異文化体験は、体験者の異文化コミュニケーション能力や
キャリアへの考え方を変えることがわかっている。たとえ短期間での異文化体
験であっても、異文化コミュニケーション能力は向上するという研究報告は多
い（e.g., Ra et al., 2022; Shiri, 2015; Tajeddin et al., 2020）。また異文化体験はキ
ャリアに影響を与えることもわかっている（e.g., Kronholz & Osborn, 2016; 
Valls-Figuera et al., 2023）。 
 アスリートに関する研究において異文化体験はこれまで十分に研究が進んで
いない。日本国内の研究では、阿部他（2021）が行った日本におけるアスリート
のキャリアに関する研究動向をまとめた調査がある。多くの研究はアスリート
の「競技引退」，「支援制度」，「雇用・就職」，「キャリア発達」の４つの分野を中
心に行われてきたことがわかった。阿部他（2021）は 1996 年から 2020 年まで
の研究の動向をたどり、アスリートのキャリアはアスリートを取り巻く環境が
影響していると分析した。1996 年から 2002 年まではＪリーグが発足して、プ
ロサッカー選手のセカンドキャリアについての研究が盛んであった。また 2011
年から 2020 年まではアスリートの職務，能力の汎用性を模索するようなキャリ
ア形成についての研究が顕著であった。前述の通り、プロサッカー選手は自国を
離れて競技を行う数が増えている。海外移籍に伴う異文化体験がどのように選
手たちに影響を及ぼすかは注目に値すると考える。 
 
２２．．先先行行研研究究  
アアイイデデンンテティィテティィ  
アイデンティティとは国籍、人種、性別による区別だけでなく、人々がそれぞ

れをどのように認識することも含まれる（Lawler, 2014）。またアイデンティテ
ィとは自分を他人に対してどのように示すのか、また同時にどのように自分が
他人に認識されるかも含む（Paltridge, 2022）。大沼（2003）は、ナショナル・
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アイデンティティとスポーツの関係をアイルランドに焦点を当てて、議論して
いる。スポーツには国籍、民族、宗教の影響が大きく見られるという。アイルラ
ンド島の大部分を占めるのがアイルランド共和国であり、北部分が英国領であ
る。そこではキリスト教のカトリックとプロテスタントの対立が続いており、サ
ッカーチームもそれぞれのコミュニティを基盤としている。サッカーチームが
宗教の特定のグループに関連付けられる状態が続いており、対立構造が如実に
表れる。 
 スポーツ選手とアイデンティティの関係は、競技にどれ程継続的に関わる心
理的状況かというスポーツ・コミットメントという観点からも研究されてきた。
スポーツ選手の競技者アイデンティティは、このスポーツ・コミットメントの形
成に大きな役割を果たすと考えられている（萩原・磯貝、2014）。競技者アイデ
ンティティは他者との関わりや環境に関係する「社会的要因」と個人の感情や志
向性に起因する「心理的要因」の２つの要因によって形成される（溝上、2008）。 
 
異異文文化化ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力  
 異文化コミュニケーション能力は複数の要素から成り立っていると考えられ
ている。Byram（2020）によれば、異文化コミュニケーション能力は知識（自文
化、他文化に関する知識）、態度（自文化、他文化を偏見なく理解する姿勢）、手
法（自文化、他文化に関する事柄について深層的に理解する術を持つこと）の３
つから構成されている。 
 この異文化コミュニケーション能力は異文化体験により向上する。それが短
期間の異文化体験でも異文化コミュニケーション能力は高まると先行研究は示
している。Shiri（2015）は８週間アラブ圏に滞在した大学生 352 人に調査を行
った。研究対象者は、現地の歴史、政治を有したり、日常的ではないコミュニケ
ーション場面で適切に振る舞ったり、中級程度の異文化コミュニケーション能
力を得たと評価された。Ra et al.（2022）の調査では、タイから英語圏へ短期留
学した際に、学生の異文化への態度がどのように変化するかを調べた。異文化体
験により、英語の多様性への寛容度が高まったことがわかった。 
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キキャャリリアア形形成成  
 サッカー選手においてキャリア形成はキャリアのどの段階でも重要である。
それはサッカー選手の平均引退年齢が約 26歳と若いうちに引退をしなくてはい
けない状況があるからである。また引退後８割以上のＪリーガーはサッカー界
から離れずにいる（上代・野川、2013）。このような状況をキャリアトランジシ
ョンの観点から研究することができる。Drahota & Eitzen（1998）は Role Exit 
Model という枠組みを考案し、スポーツ選手のキャリアトランジションを理解
しようとした。Role Exit Model では４つの段階があるとされている。第一段階
は「自己不安」である。次の段階が「代替キャリアの模索」であり、第三段階が
「転換期」である。転換期では、引退に焦点をあて、能動的な引退であるか、そ
れとも受動的な引退であるかの２つに分けられる。最後に「新たな役割の創造」
がある。ここでは未練やあきらめ、社会からの反応、家族などの重要な他者への
影響が重要な要素となる。 
 上代・野川（2013）はＪリーガーにインタビュー調査を行い、「転換期」にど
のような行動パターンがあるのかを明らかにした。研究の中で、「転換期」のキ
ャリアトランジションは、解雇通告を受けて、次のキャリアを紹介してもらう
「受動型」、解雇通告を受けて、自ら次のキャリアに移行する「半受動型」、自ら
引退を決め、自ら次のキャリアに進む「能動型」の３つのパターンに分類された。
そして、解雇通告を受けて、自ら次のキャリアに移行する「半受動型」が一番多
いパターンであった。 
 

３３．．研研究究課課題題  
 本研究では下記の研究課題を明らかにする。 
（１）海外移籍に伴う異文化体験はサッカー選手のアイデンティティにどのよ

うに影響するのか。 
（２）海外移籍に伴う異文化体験はサッカー選手の異文化コミュニケーション

能力にどのように影響するのか。 
（３）海外移籍に伴う異文化体験はサッカー選手のキャリア形成にどのように

影響するのか。 
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４４．．研研究究方方法法  
本研究は、インタビュー調査法を用いて行われた。インタビューデータの信

頼性を維持するために、インタビューは文字起こしが行われた。分析の妥当性
を高めるために、この研究ではインタビュー中に追加の質問を組み込み、イン
タビュー対象者から提供されたコメントについての説明を求めた。 
インタビューデータを分析するために、この研究では Ritchie and Spencer

（1994）によって開発された分析枠組みを使用した。分析は３つの分析段階に
従った。枠組みのコーディングとその開発、データの枠組みへの当てはめ、そ
して解釈を行った。まず、文字化されたインタビューデータは内容のまとまり
ごとにパッセージに分割された。その後分割されたパッセージごとにコーディ
ングが行われ、ラベルが割り当てられた。次に、ラベルに基づいてフレームワ
ークが開発された。次に、各パッセージに枠組み内のカテゴリが割り当てられ
た。最終的にデータは、著者によって解釈された。 
 
５５．．研研究究対対象象  
 研究対象は日本国籍のプロサッカー選手２名（大輔、悟）、オーストラリア国
籍のプロサッカー選手１名（マイク）である。研究対象者３名はプロサッカー選
手としてのキャリアを過ごしている間にそれぞれ複数年の海外移籍経験がある。
大輔はアメリカで３年間、悟はオーストラリアで５年間、マイクはクウェートで
２年間、その後ベトナムにて１年間プレーした。悟は既に引退し、大輔とマイク
は現役プロサッカー選手としてのキャリアを継続しているが、どちらも海外移
籍を経て現在はそれぞれの国内プロリーグで競技を続けている。 
 
６６．．結結果果  
 インタビュー調査結果では、枠組み分析により分類されたカテゴリに分け、研
究対象者３名（大輔、悟、マイク）ごとの分析結果を示す。 
アアイイデデンンテティィテティィ（（国国家家的的・・職職業業的的アアイイデデンンテティィテティィ））  
大輔は日本とアメリカにおける文化の違いから異文化で自身のアイデンティ

ティを確立することに戸惑いを見せた。ただ異文化に触れ自ら考えることによ
り、自分なりのアイデンティティを確立していった。大輔には日頃から自分が悪
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くなくても『ごめん、ごめん』と謝る癖があったと言い、現地でもトレーニング
や試合中に先に謝ることが多かった。ある日、大輔は自分に非がない場面でごめ
んと謝ったところ、プレーに対しての議論がしたかったチームメイトからとて
も怒られたと話す。『日本人特有の揉めたくない、ことなきを得ようと当たり障
りないようにすると逆にキレられた』と語った。さらに『日本人は相手から褒め
られた時にそんなことないですよ。って返答する人が多いですよね』と大輔が言
うように、日本の謙遜する言動に対して、アメリカでは私生活やプレー等で褒め
られた際には『ありがとう、嬉しいよ』と相手の褒め言葉に対して素直に受け入
れる姿勢があることに気付いた。これらの経験から大輔はそれぞれの国でのコ
ミュニケーションの取り方、考え方、行動に大きな違いがあると感じた。しかし
大輔は自国とは異なる環境に身を置いても、『時間を守るとか挨拶をする、さぼ
らないとか、日本人の勤勉さみたいな部分は海外では強みになる』と考え、日本
人としてのナショナル・アイデンティティを保持した。その結果、人としての信
頼感はアメリカでプレーしていても感じる事ができたと話す。  
大輔はプロサッカー選手としてのアイデンティティについてアメリカでの経

験に影響を受けた。プロサッカー選手として、『アメリカでプレーする選手は結
果が全て。もちろんチームを勝たせたいと思っているけど、一番は自分が活躍出
来ればそれでオッケーと思っている選手ばかり』とチームメイト達の個人至上
主義な一面を見たと言う。大輔は日本でのチームを重んじるサッカー文化を持
ちながらも、個人で結果を残すことが大切だと考えるアメリカの職業的アイデ
ンティティにも影響を受けた。さらにアメリカではプロサッカー選手に対する
周りの反応や対応にも驚いたという。『空港とかでも普通に話しかけられる。
長々と会話をしてくる一般人もいて、向こうではプロサッカー選手はただ単に
職業の１つっていう感じ』と周囲の扱いに日本でプレーしていた時との差を感
じた。それは、周囲だけでなくアメリカのプロサッカー選手自身の振る舞い方に
も差があると大輔は話す。『自分がプロなんだっていう雰囲気は別に出さないし
態度で示したりもしない。逆に日本のサッカー選手は中にはプライドが高くて
偉そうな人もいますしね』と違いを語った。 
悟はオーストラリアのチームメイト達とのアイデンティティの違いを発見し

ながらも、幼少期から続けているアイデンティティを貫くことがあった。それは、

217



プロサッカー選手の海外移籍に伴う異文化体験はアイデンティティ、
異文化コミュニケーション能力、キャリア形成にどのように影響するのか

時間に対する考え方や、ロッカールーム等の集団で使用するスペース時での行
動だったと話す。日本で生まれ育った悟には日本的な考え、習慣が染みついてお
り、『時間を守る、ロッカールームのごみを片付けて帰る、洗濯してもらうユニ
フォームや靴下は裏返しにしない。だって、日本でしていたことを違う国に来た
からってしなくなるのは気持ち悪いじゃないですか』と自身の行動に関しては
日本ではこうするべきと考えられる行動を意識していたと話す。 
次に悟はオーストラリアと日本、二国間によるファン・サポーターのプロサッ

カー選手への扱い方の違いに気付いたという。『オーストラリアではブーイング
が少なく、負けてもよく頑張ったという感じ。日本ではＪリーガーは一目置かれ
ている。持てはやされるというか神みたいな扱い。あれはプロ意識が芽生えるだ
ろうなって思いますね』と話すように、日本ではファンサービスにおいてサイン
や写真を撮って終わりということが多いことに対し、オーストラリアではファ
ンがフランクに話かけてきて会話をする場面が多いことも日豪の差ではないか
と悟は考えた。 
 マイクは異なる文化や宗教の国に身を置きながらも、マイクのアイデンティ
ティが変わらない部分があった。クウェートでプレーしていた時に一番驚いた
ことは、『多くのイベントが男性のみで行われ、スポーツは男性のものといった
雰囲気。特にスタジアムは男性の場所といった感じで試合の時、女性は僕の妻し
かいなかった』と話す。オーストラリアでは家族が試合を観戦することは自然な
ことで、そこに『性別の差はない』と話す。クウェートでのスタジアムにおける
習慣は理解していたが、マイクはチーム側に家族席の用意をお願いした。マイク
の妻はスタジアムでの観戦は許可されたものの、『妻が用意された席は普通の観
客席。外国籍選手の妻でも決して VIP シートに座れるとは期待しない方がいい』
と、その国でのハイアラキー、男女間の差を感じたと語る。 
マイクは自国とは異なるクウェートやベトナムのアイデンティティにプレッ

シャーを感じることはあったが、多様性を認めて異なるサッカー文化でも現地
の価値観に適応しようと努力した。『ベトナムやクウェートではサポーターから
外国籍選手に対して執拗に違いを生み出すことを期待されていた』と話す。それ
はチームスポーツとしてチームの一員として扱われていた母国オーストラリア
で戦う外国籍選手のチームメイトが受けていた扱いが自分とは異なっていたと
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語る。『ファンからはプレーの内容ではなく、ゴールを決めたか、アシストをし
たか数字を問われ、結果が出なければ SNS で厳しく非難されることもあった』
とクウェートやベトナムでの経験を語る一方で、オーストラリアでは『選手は勝
利の為、全てのプレーヤーには役割があり、それを遂行する。それがオーストラ
リアで習い育ってきたサッカーの考え方』と、サッカーの考え方、文化が違う事
がプロサッカー選手に対する周りの振る舞いや扱い方に違いがあるのではない
かとマイクは考える。マイクは海外移籍により異なるアイデンティティに触れ
ながらも、『海外ではいつも結果に追われてプレッシャーを感じることが多かっ
たが、それぞれの国で違ったサッカー観がある。常にオープンマインドでその国
のサッカー文化にも適応したいと思っている』と異国のアイデンティティにも
理解を示し、マイク自身のアイデンティティにも影響を与えた。 
 
異異文文化化ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力（（知知識識・・態態度度・・手手法法））  
 大輔は異なる文化の言動や相手との距離感に対して違いがあると知り、現地
の人々との言動や相手との距離感に適応した。またそのように振る舞う背景に
ついても考えようとした。大輔はアメリカでプレーする中で監督、チームメイト
との距離感が日本でのプレー時と比べて凄く近かったと話す。『アメリカではは
っきり物事を言っても後腐れないし、断られても全然引きずらない。でも、仲良
くなったら凄い深い付き合いが出来る。距離感が全然違う』と日本とのコミュニ
ケーションの違いを見つけ、それ以降大輔は現地での言動の仕方に適応する努
力をして、彼らとの距離感を縮めた。大輔ははっきり言葉として伝えようとする
現地の人々の言動や距離感の近さについて『移民が多いので、裕福な人が多くな
かったと思うから、育ちというか環境で、みんなで助け合う事が凄く多かったの
かな』と語る。 
また大輔はアメリカでの人々のコミュニケーションの取り方を知り、自国の

年齢や経歴を意識する文化と比較し、自身の経験と照らし合わせた。アメリカの
チームメイトが大輔と接する際に年齢を気にするという事はなかったと話す一
方で、大輔は『逆に日本に帰ってより周りがすげー年齢を気にしているなって感
じる時が増えました』と違いに気付いた。大輔は年齢だけではなく経歴について
も日米間のチーム内での違いを経験した。大輔が語るように『アメリカも経歴は
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気にするけど、日本の方が強いなって印象かな。アメリカはプレーを見て良けれ
ばすぐに経歴はひっくり返り、認めてもらえる。日本だと契約を勝ち取る時に経
歴がかなり影響したし、過去どこでプレーしていたとかは気にされて認められ
るまでに時間がかかりますね』と違いを話した。 
 悟はオーストラリアでの人々の言動に影響を受けた。そしてそのような現地
の人々の言動は文化的背景が影響しており、悟自身も著名人と話す時のフラン
クな関わり方を自国のそれと比較した。『日本では年齢による上下関係はどこの
チームでもあったけど、オーストラリアではどのチームでも監督やチームメイ
トとの上下関係はほぼないに等しかった』と話す。そして、悟自身もオーストラ
リアでは年齢や上下関係に関わらず、フランクな言葉遣いや行動で監督やチー
ムメイトと接することを意識した。しかし、悟は『でも、トレーニングの準備と
か雑用系、ボール回しの鬼は若い選手が率先して最初入っていた。あと、面倒く
さいことは若い選手って決まっていた感じ。全然対等なんだけど、どこかに境目
はあったと思う』と、全ての状況で上下関係がないとは考えていないようだった。
また、悟は『オーストラリアは多民族な国だからこそ、年齢や地位で人を判断し
たり、言動を変えたりしないのではないかな』と考えていた。一方で『日本では
年齢や肩書き、社会的地位とか過去の実績が凄く大事で、そういう人達を上にみ
てしまうところは確かにあると思う』と悟は感じていた。『オーストラリアのチ
ームメイトのお父さんが超有名なニュースキャスターで本当なら絶対緊張する
ような人なのに、凄くフランクで話しやすかった。もし日本だったらあんな風に
は話せないなって思った』と、悟はオーストラリアでの経験談を語った。 
悟は異文化でのコミュニケーションの取り方に影響を受け、チーム内での振

る舞いにも変化させた。『日本でのキャラクターとは全く別の自分でチームメイ
トと関わっていたと思う。しっかり溶け込めるように日本では絶対言わないよ
うな事も言ってたし、それで笑ってくれて嬉しかったりもした』と、現地ではオ
ーストラリア人っぽい振る舞いを見せる等、異文化間で態度を変えていたと話
す。『他文化でみんな違ったバックグラウンドを持っている中でしっかりとその
人を見て尊重している感覚はあった』と悟がとった行動に対しての監督やチー
ムメイトの反応にも考えを述べた。 
 マイクは自国とは異なるコミュニケーション方法と言動に気付き、現地で受
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け入れられる為には、自身の言動を変化させる必要があると気付いた。また、そ
のような異なる言動はその国の歴史的背景が影響していると考えた。マイクは
クウェート、ベトナムと計３年間海外でプレーをして気付いた点があった。『ク
ウェートもベトナムも僕が育ったオーストラリアに比べてオープンでカジュア
ルな国ではないことはわかっていたけど、会話する相手との関係によって敬語
の使い方や敬意を示すジェステャーがあることには驚いた』とマイクは話す。マ
イクが『チームメイトが誰かに挨拶しているところを見ると、その人との関係性
やその人が権力を持っているかもわかる』と話すように、クウェートやベトナム
ではオーストラリアで交わしていた他者への挨拶や言動に大きな違いがあるこ
とに気付いた。そしてマイクは『そのようなふるまいの文化はその国での歴史か
らきているのではないか』と考えるようになったという。一方で、オーストラリ
アでのカジュアルな挨拶や上下関係を気にしない言動に対してマイクは『いく
ら外国人でもクウェートやベトナムでは年齢や地位が上の人に対しては受け入
れられないのではないか』と考えた。 
マイクは現地で言動を意識的に変化させた。『現地の人々のようになることを

目指す必要はないけど、カルチャーバリアを克服する方法は、彼らの文化に溶け
込むこと、彼らの生き方や言動、働き方を学んで努力することが文化に適応する
近道だと思う』とマイクは話す。マイクはそれ以降、チームの代表や監督と握手
を交わす時は、チームメイトが行う握手の仕方と同じ方法で敬意を示すように
なった。マイクは『外国人の僕がする必要はなかったのかもしれないけれど、現
地では正しいとされる行いをすることによって、相手からも文化に馴染もうと
努力している事が伝わるんじゃないかと思ってしていた』と考えがあったこと
を話した。 

 
キキャャリリアア形形成成（（不不安安・・職職業業選選択択））  
 大輔は将来のキャリアに対する不安はあったものの、海外移籍を経て考え方
に影響を受けた。大輔は海外移籍前から常に不安を抱えながら選手を続けてき
たと話す。『不安があるかないかでいうと常に不安です。特にサッカーを終えた
後の不安が一番強いですね』と大輔は語っているが、『何しようっていうより、
なにがしたいんだろうって言うのが一番大きい』と話すように競技を終えた後
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のキャリア形成に不安を持っていた。しかし移籍に伴う渡米後、チームメイトが
空いている時間に様々なことに興味を持っている姿を見て、大輔は考えさせら
れる部分があったという。大輔はチームメイトの行動を見て、『選手をしながら
ブロックチェーン、NFT（非代替性トークン）の勉強をしたり大学院で勉強した
り、いろんな事をしている人が多い。そういう環境に居たことで、自分も選手を
しているうちから興味を持っていることにもっと手を出していった方がいいの
かなと感じるようになったんです（NFT の説明を著者が追記）』と話す。 
 大輔は渡米後、キャリア選択の考え方に大きな影響を受け、サッカーだけでは
ない新たな興味を見つけ、選択肢を広げた。大輔は海外に行くまでは一般会社が
保有しているサッカー部に所属していた為、引退後は正社員としてその一般会
社に雇用してもらうか、教員免許を保持している事もあり体育の先生になるか
の２択しか考えがなかったという。海外移籍の経験を経て、チームメイトのキャ
リアに関する考え方に触れた大輔は、『サッカー以外で興味のある事を見つけて
それを仕事にしてみたいと思っています。今だと日焼け止めの制作に興味があ
るんです』と、多くのチームメイトがサッカー以外の自分の好きなことを見つけ
選手をしながら勉強し、仕事にしている姿を近くで見たことで、『こっちの人は
引退後にサッカー以外の事で何か楽しんでやってるなっていう憧れはある』と
話し、『海外に行かなければ、少なくとも自分で日焼け止めを作ってみたいとは
ならなかったと思う』と、大輔は海外移籍を経た事で新たな興味が見つかったと
話す。 
 悟は将来のキャリアに大きな不安を持っていたが、オーストラリアの人々の
働き方や考え方に影響を受け、不安が減少した。悟も大輔同様に大きな不安を抱
えながら選手生活を過ごしていた。大学卒業後、日本でプロのサッカー選手にな
れないと分かった時が悟の１つのターニングポイントだった。『あの当時が一番
不安だったのと、その不安を消し去るっていう意味でも英語を身に付けたいと
オーストラリアを選んだんです』と悟は海外移籍を決断するが、オーストラリア
でチームメイトの働き方、生活スタイルを見て悟の不安が緩和されたと語る。悟
は引退し日本に帰国後、収入や生活水準は選手時代よりも下がったと言う。それ
でも悟は、『オーストラリアの人々は幸せのハードルが低いと感じた』と語るよ
うに、収入やどんな仕事に就いているか等、他人と比べることなく身軽な考え方
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をオーストラリアでの環境に触れて手に入れる事が出来たと話す。悟は『日本に
帰国して今も不安はありますけど、たとえ収入や生活水準が下がっても幸せを
感じられる感覚がある。そう感じれるのは間違いなくオーストラリアでの５年
があったから』と断言する。 
 悟の帰国後の職業選択は海外移籍での経験が大きく影響している。現在、悟は、
サッカーとは全く関係のない公務員を本業としながら、週に１回友人のサッカ
ースクールで指導を行っている。悟が大学を卒業した頃はサラリーマンの道を
選んだら終身雇用、サッカーを選んだらサッカーで生計を立てるしかないとい
う考えだった。オーストラリアのチームメイトの働き方、考え方を見た時に悟の
中で考えが変わる感覚があったという。悟は、『日本は０か 100 という考えで、
両方は出来ないでしょという考えがある。自分もそう育ってきた』と話すように
２つの事を同時に行ったり、一度決断したら辞めて違う道を選ぶことは難しい
と考えていた。しかし、悟が『サッカーしたければやればいいし、駄目だったら
他の事をすればいい。最悪オーストラリアに行って何かしてもいいし』と今はも
うどこでも行けるような心の軽さを持っていると悟は話す。『凄く柔軟に考えら
れるようになった』と悟は語り、このような心にゆとりと持てるようになった背
景には悟のオーストラリア時代のチームメイト達の存在があった。悟のチーム
メイトにはサッカー選手とそれ以外の仕事、所謂ダブルワークで働く選手が多
くいた。彼らの他にも家族との時間を大切にする選手、休みをしっかり取って仕
事と余暇を上手く分けている選手など、個々のライフスタイルを確立している
人々の環境に悟は素敵だと思い憧れを抱いた。日本に帰国した悟がそのオース
トラリアのチームメイトと似た生活スタイルは何かと考えた時に浮かんだのが
『就業時間、就業日数が決まっており、残業も少ない公務員だった。』と悟は考
えたとのことである。『公務員は一番サッカーから遠いように感じるけれど、一
番オーストラリアっぽい自分らしく生活が送れると思い決めました』と話す。働
いてみてイメージと違えば辞めて違う事をすればいいと、その心の余裕もオー
ストラリアで影響を受けた思考ではあるが、『今のところストレスなく働けてい
る』と、海外移籍での経験が悟のキャリア形成に大きな影響を与えている。 
 マイクも大輔や悟同様に自身のキャリアに関して常に不安はあったが、２人
とは違い異文化体験を経ても、マイクのキャリアに対する不安は軽減されなか
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った。マイクがプロサッカー選手として特に不安を感じる理由は、契約の短さだ
った。『一生懸命プレーして、契約を勝ち取っても１年や 10 か月、短い時は６
か月の時だってあった』とマイクが話すように、契約を終えてチームと契約更新
が出来なかった後の事を考えると常に『さぁでは次は？どこのチームと？どの
人と話をしようか？と気持ちが休まる時がなかった』と当時の葛藤を語った。
『もちろんみんながそうではなかったけど、僕の場合は６ヶ月～１年で契約更
新していかなければならなかった。そこで判断されるのはいつも何ゴール決め
たか、何アシストしたかっていう数字がほとんどだった』と、マイクがプレーし
たクウェートやベトナムの外国人選手に対する契約期間の短さ、評価基準が更
にマイクのキャリアの不安を増幅させたと話す。 
海外移籍による他国でのプレー経験は、マイクの職業選択には大きく影響を

与えなかったものの、人生における優先順位を再認識させ、働き方に影響を与え
た。マイクは 21 歳当時、プロ契約ではなくセミプロ契約だった。周囲には同年
代でプロ契約がいる中で、自身が契約出来ていない不安から大学進学を視野に
入れていたが、『自分がこれからもずっと関わっていきたいことはサッカーだと
気付いた』と語るように、その後もサッカー中心の生活を送ってきた。その後、
海外に渡りプロ契約として３年間過ごしたが、マイクが 21 歳の時に確信した
『サッカー中心の生活を送る』考えに変化はなかった。ただ、引退後にどうサッ
カーに関わっていくかには変化があったと話す。『昔はチームを持ったり、監督
になろうと思っていたが、今は自分のサッカーアカデミーを持ちたいと思って
いる』と考えを述べた。その考えの裏には、土日に試合がありイレギュラーな予
定が多いチームを持つことや、どこの国・チームの指揮を執るか分からない監督
業は、『場所や時間の制限がかかる』という事が大きな理由だった。自身で運営
するサッカーアカデミーであれば、『どこで、いつ、何を教えるかは全部自分で
決められる』という事もマイクの引退後のキャリア形成を後押ししている。マイ
クは妻と話をする中で、『海外移籍を経験して家族と離れて暮らし、僕自身の生
活で何を求めているかも変わった』と答えるように、マイクはもっと自身の人生
をコントロールしたいと考えるようになった。今後引退しても、指導者としてサ
ッカーには関わり続けたいが、海外移籍を経て人生の優先順位を再認識したマ
イクがどうサッカーと関わるかに変化があった。マイクは海外移籍が大きな分
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岐点だったと語る。 
 

７７．．考考察察  
海海外外移移籍籍ととアアイイデデンンテティィテティィ  
  海外移籍に伴う異文化体験は、自国と他国のナショナル・アイデンティティを
十分理解した上で、適切に自国の言動や価値観を異文化環境で発揮出来る能力
の向上に影響するといえる。具体的には、大輔が周囲から認められ、信頼感を感
じることができたと話す『さぼらないことや日本人の勤勉さ』を強みとして現地
で実践したこと、悟が『時間を守る、ロッカールームのごみを片付けて帰る』と
いった現地の人々とは異なる価値観に対しての振る舞いを評価されたことは、
両者ともに異なる文化を持つ環境でも自国のアイデンティティを保持したとい
える。特に興味深い点は、異文化コミュニケーション能力も異文化体験により向
上した中で、態度を柔軟に変化させる術を知っているうえで状況に応じて判断
し、自国のアイデンティティを貫いて、異なるアイデンティティを持つ人々と適
切に生活を送れていたことである。つまり、異文化体験により、どちらのナショ
ナル・アイデンティティを選択しても良い場面で、他国の異文化に適応するだけ
ではなく、自国の文化的背景を忘れずに、日本人としてのアイデンティティを選
択する術も身に付けたといえる。ただ、大輔や悟のように自国と他国のナショナ
ル・アイデンティティを理解し、柔軟に選択できる能力を身に付けるために、ど
れほどの期間を要するかは、さらに研究していく必要がある。 
 またインタビュー調査結果から、ナショナル・アイデンティティとスポーツに
は関連性があり、特にプロサッカー選手の地位や扱われ方、外国籍選手に求めら
れているものはプレーする国によって違いが見られた。大輔はアメリカでプレ
ーする選手達は日本人選手よりも結果を求めて、チームよりも個人の活躍を重
視する傾向があると語ったように、移民の国であるアメリカの人々はスポーツ
を通して成功を収めたいというその国のルーツや文化的背景から来ている可能
性がある。また、選手に対する周囲の扱い方について、悟はファンや一般人から
フレンドリーでカジュアルに扱われた経験から、オーストラリアのフランクな
文化がこのような扱い方に影響していると考えられる。これはプロサッカー選
手が『Ｊリーガーは一目置かれている』と分かる日本での周囲からの扱いとの比
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較から、プロサッカー選手という職業的地位が、日豪間で異なるといえる。一方、
マイクがクウェートやベトナムで経験した外国人選手に結果を強く求めるアイ
デンティティは、自国で各選手達にチームプレーを求めるオーストラリアのス
ポーツカルチャーとは異なっておりスポーツ内においても文化の違いが見て取
れる。インタビュー結果からのナショナル・アイデンティティとスポーツとの関
連性は大沼（2003）の先行研究に類似する結果となった。一方で、今回のインタ
ビュー調査から、参加者３名ともに自身の国家的アイデンティティを異なる国
で保持する場面が目立ったことに対して、プロサッカー選手としての職業的ア
イデンティティに関しては、大輔がアメリカでの経験を経て、より結果を意識す
るようになり、マイクが異国のサッカー文化や価値観を理解しようとしたこと
からも、職業的アイデンティティは国家的アイデンティティよりも異文化体験
の影響を受け、比較的柔軟且つ変化を受けやすいのではないかと推測できる。異
文化体験が与える双方のアイデンティティへの影響に関しては、さらに継続的
な調査が必要だと考える。 
    
海海外外移移籍籍とと異異文文化化ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力  
  海外移籍に伴う異文化体験は異文化コミュニケーション能力の「知識」、「態
度」、「手法」に大きく影響するといえる。インタビュー調査で分かったことに、
海外移籍の経験から、自文化と他文化、双方の価値観や考え方を評価し、その言
動の背景や考え方を理解し異文化環境下で適切な振る舞いをしようとする能力
が向上した。大輔はアメリカでの海外移籍から帰国後、改めて日本の人々は『す
げー年齢や経歴を気にしながら』相手との関わり方を変化させると日米の文化
の差を見つけた。悟はオーストラリアのチーム内で『上下関係はほぼないに等し
かった』と監督、チームメイトに対して年齢や肩書きではコミュニケーションの
仕方を変えていないと語る。大輔は『移民の人々が多いから、育ちとか環境で助
け合う事が多かったのかな』と話し、悟はその背景に『オーストラリアは多民族
な国だからこそ、年齢や地位で人を判断したり、言動を変えたりしないのではな
いかな』と考えた。マイクはクウェートやベトナムで経験したハイアラキーや肩
書きによる言動の変化は『その国の歴史的背景から来ているのではないか』と考
えを述べた。興味深い点は、３名とも自文化と他文化の価値観や考え方を理解し
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たうえで、それぞれの環境下で適切にコミュニケーションの形を変化させてい
たことだ。例えば、マイクは自国のオーストラリアでは監督や年上のチームメイ
トに対しても、『相互にオープンでカジュアルな会話を好む』と理解しているう
えで、クウェートやベトナムでプレーした際は、チームメイトや人々の歴史や文
化を受け入れて、現地の挨拶や振る舞いをマイクも実践した。『彼らの文化に溶
け込むこと、現地で正しいと思われる行いをすること』がカルチャーバリアを克
服する近道だと考え、異文化の環境下に適切な振る舞いを見つけた。つまり、異
文化コミュニケーション能力の「知識」や「態度」が向上するだけでなく、「手
法」も海外移籍による異文化体験で身に付いた可能性があると言える。Byram
（2020）の提唱する異文化コミュニケーション能力の３つの構成要素が向上し
た理由としては、サッカーという集団スポーツでのチーム内活動時間が長いこ
とにより、異文化を観察する時間が通常よりも濃く、幅広い異文化に触れる事が
出来たことが要因だと考える。そして、異文化体験が異文化コミュニケーション
能力の向上に関係することは、Ra et al.（2022）、Tajeddin et al.（2020）、Shiri. 
（2015）の先行研究とも一致する。 
 
海海外外移移籍籍ととキキャャリリアア形形成成  
  海外移籍に伴う異文化体験はキャリア形成に大きな影響を与えるとインタビ
ュー結果から考えられる。特に「現役中の引退後に向けたキャリア形成への行
動」、「キャリア形成への意識の変化」、そして「将来の仕事との関わり方」は、
異文化でプレーする中で、異文化環境や人々との出会い、考え方に触れて大きく
影響を受けていることが分かった。インタビュー結果により、３名とも『現役中
から引退後のキャリアは常に不安だった』を語る。大輔は『なにをしようではな
く、何がしたいかわからない』と話し、悟は『当時一番不安だった時に、その不
安を消し去る為に英語の勉強を』と、海外移籍を決めた。前述の通り、現役中か
らのキャリア形成の不安は、現役中に引退後の明確なキャリア計画が出来てい
ない事が要因の一つだと分かる。海外移籍により大輔はチームメイトが空いて
いる時間に積極的に興味のあることや将来のキャリアについて考え勉強してい
る姿に影響を受け、悟はチームメイトがサッカー選手という仕事だけでなく、違
う職業も同時に行うダブルワークという働き方を間近で見てキャリアの考え方
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が大きく変わった。この調査結果から、解雇通告を受けて、自ら次のキャリアに
移行する「半受動型」が一番多いパターンであった（上代・野川、2013）と先行
研究にはあるが、異文化体験をすることにより、より能動的にキャリアトランジ
ションをする傾向にあることが本研究の分析から言える。 
職業選択においても異文化体験が大きく影響していることも非常に興味深い。

大輔はチームメイトや引退した選手がサッカー以外の事で何か楽しんでやって
いる姿を見て憧れを抱き、大輔自身も興味がある事について勉強をするように
なった。悟は現在引退して公務員として働きながら、サッカーの指導者というダ
ブルワークで生計を立てているが、その働き方は異文化体験により獲得したキ
ャリアの考え方である。マイクは引退後もサッカーに関わっていくことに変化
はなかったが、長い海外生活で家族と離れて暮らす日々が続き、マイクの価値観
や考え方に変化があった。マイクがどのようにサッカーと関わっていくかは「家
族等の重要な他者への影響」が大きく関係している。悟はオーストラリアで職業
や収入に関して、周囲の人々が『他人と比べることなく身軽な考え方』を持って
いたことに影響を受け、悟自身も引退後は「社会からの反応」を気にすることが
減り、悟自身の『幸せのハードル』を下げた。３名によるインタビューの分析結
果から、Drahota＆Eitzen（1998）の Role Exit Model が示す４つの段階である、
「自己不安」、「代替キャリアの模索」、「転換期」、「新たな役割の創造」は３名の
インタビュー対象者の重要なキャリアトランジションの段階と一致している。
さらに、海外移籍に伴う異文化体験はこれら４つの段階全てでキャリア形成に
肯定的な影響を与えるといえる。 
 
８８．．結結論論  
 本稿ではプロサッカー選手の海外移籍に伴う異文化体験がアイデンティティ、
異文化コミュニケーション能力、キャリア形成に大きく影響することがわかっ
た。具体的には、異文化体験は職業的アイデンティティに大きく影響することが
明らかになった。またキャリア形成において異文化体験以前に保持していたキ
ャリア観を変えることがわかった。それによりサッカー選手のキャリア形成の
過程で起こる「自己不安」や「代替キャリアの模索」に影響を与えた。海外移籍
による異文化体験が、自他国のアイデンティティの理解を深め、異文化コミュニ
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ケーション能力３つの構成要素に肯定的な影響を与えた理由としては、サッカ
ーという集団スポーツでのチーム内活動時間が長いことにより、異文化に触れ
る時間が通常よりも濃く、幅広い異文化に触れる事が出来たことが要因だと考
える。また、海外移籍はキャリア形成にも大いに影響を与えると考えられる。海
外でプレーしながら異文化環境や人々との出会い、異なる考え方に触れること
で、キャリアに大きく影響を与えていることがわかった。 
 今後は、本研究では明らかにならなかったキャリア形成において「自己不安」
が解消されないケースの要因、国家的アイデンティティが異文化体験でも変化
が少ない要因について研究が進められる必要がある。 
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付付属属資資料料  
イインンタタビビュューー質質問問項項目目  
同僚（チームメイト）、指導者、ファン、地域の人々とのコミュニケーションの
仕方において 
① 自文化、他文化についてどのような発見をしたり、自身のこれまでの考え方

に変化はありましたか。 
② 現地の人々の言動のような見える文化はどのような考え方や価値観から生

まれているか考える機会はありましたか。 
③ 同様に日本での人々の言動の仕方についてのその裏側にある考え方や価値

観を考えることはありましたか。 
④ 異文化体験を経て、文化の違いに迷う事はありましたか。（どちらの文化を選

んでもいいような場面で）迷った時にどのような選択をしてきましたか。 
⑤ サッカー選手として、自文化と多文化で共通している文化、または違う文化

はありましたか。 
⑥ 現役中に将来のキャリアについて不安を感じることはありましたか。（あっ

た場合）どんな時に、どのような不安を感じる事がありましたか。異文化体
験後に何か自己不安に変化はありましたか。 

⑦ サッカー以外のキャリアを考える事はありましたか。異文化体験後、それま
で持っていた考えに変化はありましたか。 

⑧ （引退した選手への質問）能動的か受動的な引退どちらでしたか。引退を決
断した時に異文化体験は影響しましたか。 

⑨ （現役の選手への質問）プロを終えたら何をしたいか考えていますか。（あっ
た場合）なぜそれをしたいですか。その考えに異文化体験が影響しています
か。 

⑩ （引退した選手への質問）プロを引退して今は何をされていますか。今され
ている仕事に何か異文化体験が影響していますか。 
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通信制大学での充実した学び方のための授業実践～「教育心
理学」メディア授業の構成と学習者の振り返りから～ 

 
川島 哲（武蔵野大学 通信教育部人間科学部 助教） 

 
要約 
通信制の大学では、学びや成長を実感することで幸福感を得るために、深く学

ぶ方法を身に付けることが有効と考えられた。それをねらいとする教育心理学
のメディア（映像）授業の内容と学習者への質問紙調査から、ねらいに沿った学
びが生じていることを明らかにすることを本研究の目的とした。認知主義的学
習観をもって概念的知識を身に付けるような自己調整学習をすることが深く学
ぶ方法とされたが、分析の結果、その有効性を学べる内容で授業が構成されてお
り、その深く学ぶ方法は授業中の活動や授業前後の日誌で体験できるようにな
っていることが明らかになった。また質問紙調査から、活動や日誌への参加を教
員が毎回確認する形式の授業ではないものの、学習者の８割ほどがそれらに参加
していた。学習者の自由記述から学習者は、受動的になりがちな映像授業ではあ
るが能動的に学び、自らの学びをメタ認知する機会にしていたことが示された。 
 
１．問題 
学校では、授業を積極的に受けること等で有能感が高まり、自尊感情を得るこ

とで主観的幸福感が高まることが想定される（須崎・中須賀・谷本・杉山, 2018）。
露口（2017）は、学習意欲と主観的幸福感の相関を指摘しているが、家庭や地
域、教師との関係でも同程度の相関があり、学級での人間関係が最も大きな相関
を示していることを明らかにしている。 
ところが、通信制の学校では、学校を介した人間関係が築きにくいため、幸福

感を得るためには充実した学びの経験が求められる。しかも、他の学習者が学ぶ
姿をモデルにして効率のよい学び方を知る機会も通学制の学校に比べて少ない。
そのため、学び方を学ぶための授業は特に有用であることが期待できる。 
学習者が学びの主人公になる１つの方策として、自己調整学習（Zimmerman 

& Schunk, 2011）がある。「学習者達が自分たちの目標を達成するために、体系
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的に方向づけられた認知、感情、行動を自分で始め続ける諸過程のこと（邦訳 p. 
1）」と定義される。つまり、メタ認知・学習方略・動機づけといった教育心理学
の概念を実践して、自らの学びを意図的にコントロールし、洗練させながら目標
に向かって学び続ける方法である。 
本研究においては通信制大学の学習者を対象とした分析を行うが、通信制大

学の社会人学生を対象とした自己調整学習の尺度が開発されている（石川・向後, 
2017）。石川・向後は、学び方を学ぶ科目を受講する学生に対する質問紙調査か
ら、「学習方法を振り返る」「学習を工夫する」「大学の友人にたずねる」「学習計
画を立てる」「自分にご褒美を与える」という自己調整学習に関する 5 因子を同
定した。また、半年間あけて行われた２度の調査で尺度への回答に大きな変化が
ないことが、単純に大学で学ぶだけで学生が自己調整学習をするようにならな
いことを示している。一方で、まずは「学習方法を振り返る」ことを促すことが
他の因子の実践へ波及する可能性を指摘している。 
石川（2019）では、学び方を学ぶ授業で自己調整学習を知識として学ぶ授業

をしているが、市川（1993）が指摘するように、学習方略を自分で使うようにな
るには、実際に有効性を体験することが重要である。そのため、自己調整学習に
関する教育心理学の知見を学ぶだけでなく、それを自己調整学習を体験する形
で学ぶことが有効だと言える。 
そこで、本研究では、自己調整学習について学ぶ教育心理学の授業が学習者に

自己の学習方法を振り返る機会を与え、自己調整学習に必要な知識とスキルを
獲得せしめるか明らかにしたい。学習材に対する分析と、質問紙調査の回答に対
する分析を照らし合わせることで、学習内容と体験する活動と学習者の認識の
３つの要素のつながりを確かめることとする。 
 
２．目的 
本研究の目的は、教育心理学の授業で提示された自己調整学習のために必要

な知識と学習者に取り組まれた活動、それらに対する学習者による認識が一致
することを明らかにすることとする。 
これにより通信制大学に在籍する学習者が、成長を実感しながら幸せに学べ

る状態になるために、教育心理学の授業が資するのか検討する。 

233



通信制⼤学での充実した学び方のための授業実践
～「教育心理学」メディア授業の構成と学習者の振り返りから～

３．方法 
（１）対象 
武蔵野大学通信教育部の「教育心理学」のメディア授業を対象とした。教職課

程コアカリキュラムに沿って構成された教職科目ではなく、学部２年生以上の
主に心理学専攻の学生が受講する科目であった。他学部からの参加も可能だっ
た。メディア授業とは、スクーリングの代替となる学習方法で、授業時間 24 時
間分の映像を動画として配信し、そこで用いられる紙資料を pdf や Word の電
子ファイルで配布する形であった。100 分 14 コマの授業が基本であり、視聴し
やすさに配慮して動画は 30 分前後を目安に分割されていた。 
質問紙調査の対象は最後まで授業に参加した学生に限られた。11 月から翌年

1月中旬までアンケートが 62名に提示された。回答は 30件で、48.38％だった。 
 
（２）手続き 
授授業業デデザザイインンのの分分析析 分析は、学習内容と学生が体験する活動に分けておこな
われた。学習内容は、映像と資料を元に各授業で学ぶ概念を抽出した。活動は、
授業においては「考えて書く活動」と「教育心理学メディア受講日誌」（以下「日
誌」と呼ぶ）と呼ばれ、何を経験するかを抽出した。分析にあたっては、自己調
整学習に必要な概念が心理学的知見の積み重ねにより学べるようになっている
か、「考えて書く活動」や「日誌」が自己調整学習で使う方法を用いて取り組む
ようになっているかという視点を用いた。 
質質問問紙紙調調査査 ウェブ上で単位認定のためのレポートを提出する際に、末尾に回
答をつけてもらう形だった。質問内容は、「日誌」への書き込みの頻度、「考えて
書く活動」への参加の頻度を「いつもできた」「しばしばできた」「ときどきでき
た」「全然できなかった」の４件法で回答してもらった。さらに、「このメディア
授業を終えてみて、どのような感想を持ちましたか。率直に述べてください。」
と感想を自由記述で求めた。字数の制限はなかった。 
倫倫理理的的配配慮慮 質問紙調査にあたっては、回答が任意であること、回答内容が成績
に影響を与えないこと、匿名化した上で教育内容の改善と学術研究に用いられ
ることを明記し、回答を持って承諾と見なすことを伝えた。 
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４．結果 
（１）「教育心理学」メディア授業の学習内容 
①各授業の内容 

表 1：「教育心理学」メディア授業の各授業のタイトルと学習内容 

授業

番号 
タイトル 学ぶ概念・内容 

1 教育心理学の概要 教育心理学の枠組み、教育心理学講義の構成 

2 心のモデルとアナロジー 心のモデル、アナロジー思考、学習の転移 

3 記憶と知識 記憶の過程､処理水準説､意味ネットワーク､概念的知識 

4 学習者の熟達 
注意、トップダウン・ボトムアップ処理、定型的熟達者、

適応的熟達者、生産的失敗 

5 認知的発達 
発達区分、視覚的断崖、発達の最近接領域、ピアジェの

発達段階、未分化･分化･統合 

6 さまざまな学習観 
行動主義・認知主義・状況学習アプローチ、正統的周辺

参加、素朴理論、概念変化 

7 学校での学び方 学級の歴史､有意味受容学習､ジグソー学習､相互教授法 

8・9 
インクルーシブ教育 

のために 上・下 

インクルーシブ教育、発達凸凹、学習障害、注意欠如・

多動症、自閉スペクトラム症、二次的障害 

10 行動主義の学習 
古典的・オペラント条件づけ、スモールステップ、学習

性無力感、潜在学習、洞察、観察学習 

11 動機づけ【動機論】 内発的動機づけ、マズローの欲求階層説、自己決定理論 

12 動機づけ【認知論】 原因帰属、自己効力感、達成目標理論、マインドセット 

13 メタ認知と学習方略 
メタ認知、メタ認知的活動（モニタリング・コントロー

ル）・メタ認知的知識、学習方略、認知主義的学習観 

14 自己調整学習 
自己調整学習、読解の・ライティングの自己調整学習、

日誌法による自己調整 

各授業のテーマは、表 1 に示した通りだった。以下、括弧中に１から 14 の数
字を入れたものは、その数値の授業番号を指すこととする。また、授業において
学ばれた概念は、その数と紙幅の都合から基本的に引用文献を示さない。 
科目の流れとしては、まずこの科目の学び方と教育心理学という学問領域の
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概要を学び（1）、こころとは何かをテーマに、モデルを利用した思考、アナロジ
ーを用いた精緻化、学習の転移を学ぶ（2）。次に記憶の授業で概念的知識を（3）、
感覚と注意の授業で熟達を（4）、発達の授業で未分化・分化・統合という概念変
化の基礎を学び（5）、次の授業で素朴理論からの概念変化の例と状況学習を学ぶ
（6）。 
そこから具体的な学校の姿を示しつつ、心理学の知見に基づく授業方法を学

び（7）、個性あふれる社会で誰もが困らないでよい状況をつくる重要性とその中
で自分にあった学び方・過ごし方を身に付ける重要性を理解する（8，9）。 
次に、行動主義の学習と認知心理学の学習を示し（10）、動機づけの授業とし

て、内発的動機づけと自己決定の重要さと（11）、原因帰属など学びをメタ認知
することの重要さ（12）を学ぶ。最後に、メタ認知と学習方略（13）、自己調整
学習（14）について学ぶことで、教育心理学のメディア授業が通信制大学での学
習者が良く学べるようになる授業構成になっていたことを知るという流れであ
った。 
②自己調整学習へ繋がる概念 
授業では、最終回に自己調整学習（Zimmerman & Schunk, 2011）が扱われた。

自己調整学習には、メタ認知による自己の状態と課題の状態の把握が必要で、そ
れを元に適切な学習方略を選択し、そして自らを動機づけることとなる。それら
の過程は、学習内容をただ暗記するのではなく、概念的知識として身に付けるこ
とを目的として遂行される。 
最終回に向けて動機づけ（11，12）、メタ認知と学習方略（13）、自己調整学

習（14）を学ぶという構成になっているが、そこまでに、それらにつながる諸概
念を学ぶことになっていた。動機づけは自己調整学習と直接つながるため、今回
は内容の分析として、「概念的知識」、「学習方略」、「認知主義的学習観」、「自己
調整学習」を採り上げ、それらを理解するための概念がどのように学ばれたのか
を示す。 
概概念念的的知知識識 概念的知識とは、「生きて働く知識」を指し、「言葉で説明でき、つ
ながっている知識」と言い換えられる（文部科学省, 2017; 久野, 2019）。この概
念を学ぶために、以下のようなつながりが示された。 
意味を考えたり自己との関連性を考えたりする深い処理が記憶に残りやすい
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ことにつながるという実験が示された（3）。そして、自分が何を学んでいるのか
というメタ認知をして、既知の領域なら元々持っている意味ネットワークに新
しい知識を位置付けることで、新しい事実的知識を概念的知識とすることがで
きることが示された（3，4）。また、未知の領域を学ぶ際には、既知の領域とつ
なぐためにアナロジーを使った思考をすることが有用とされることが示された
（2）。つまり、新しい知識は、生きて働く知識のネットワークの一部に取り込む
ことや結びつけることで有意味に受容でき（7）、概念的知識とすることが可能と
なることが学べるようになっていた。 
このような学びを通して特定の領域において概念的知識を得た人を適応的熟

達者と呼ぶ（4）。適応的熟達者は、そのために生産的失敗をすることもある（4）。
つまり、未分化な部分がある自分の知識を活用して、一人では到達できない課題
（発達の最近接領域にある課題）に取り組み、失敗することでその意味ネットワ
ークを更新し、分化・統合する経験をする（5）。言い換えると、素朴理論を活用
しただけでは解決できない課題に取り組む（そして失敗する）経験によって、科
学的理論（より科学的な概念的知識）に近づくことができる（6）。 
このように示された概念的知識の考え方は認知主義的学習観に基づいており、

自分の学び方や知識について認知する、すなわち、メタ認知をする必要があるこ
とが示された（12）。 
学学習習方方略略 学習の方法を意図的にコントロールして、有効な方法を探し、それを
選択するという学習方略の選択は、概念的知識を身に付ける上でも、自己調整学
習にとっても必要なことである。学習方略について、認知的方略、メタ認知的方
略、外的リソース方略に加え、情緒的方略が示された（13）。学習方略について
は、認知的方略以外、「考えて書く活動」として体験して学ぶ形を採ったため、
ここでは認知的方略についてのみを示す。 
認知的方略として、リハーサル方略と精緻化方略・体制化方略に言及された。

前者より後者が深い処理であるとされており（3）、概念的知識を得るための方法
であるため、概念的知識に関わる各授業回とのつながりがあった。 
学習方略の使用を妨げる理由では自己効力感として利用の価値やコスト感

（12）が挙げられ、手続き的知識を見える化すること（3）が効果的な場面での
利用を促すという内容があった。それに対して、体験することによる有効性の認
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知（6）、スモールステップや易しいところから徐々に難化させることで認知的コ
ストを下げること（10、12）が挙げられた。 
認認知知主主義義的的学学習習観観 これは個人が持つ学習についての系統立った認識であり、
非認知主義の学習観ではないものとして提示された（市川ら, 2009）。結果重視
志向ではなく思考過程重視志向、丸暗記志向ではなく意味理解志向、勉強量重視
志向ではなく方略活用志向が認知主義的学習観であり、それぞれ対の概念とな
っていた。それとは別に、非認知主義の学習観では環境重視志向が採られ、認知
主義的学習観では失敗活用志向が採られる。 
結果重視志向ではなく思考過程重視志向という点については、環境重視志向

ではないという点、失敗活用志向であるという点とともに、達成目標理論や増大
的知能観（マインドセット：Dweck, 2006）によって支持されていた（12）。失
敗活用志向については、生産的失敗としても学んでいた（4）。丸暗記志向ではな
く意味理解志向という点については、記憶に関する処理水準説をはじめとする
概念的知識に関する様々な論拠を示していた。勉強量重視志向ではなく方略活
用志向という点については、原因帰属と動機づけに関する研究として市川（1993）
などを示しながら、失敗の原因をただ努力不足に帰属することの危険性ととも
に伝えられた（12）。また、順番は前後するが、授業では認知主義的学習観を学
んだあと、その具体として学習方略を学ぶことになり、この方略活用志向を支持
することとなった（13）。 
自自己己調調整整学学習習 自己調整学習は、具体的には予見段階、遂行段階、自己内省段階
の３つの段階に分けて示された。自己調整学習の熟達者の行うことを例にとっ
てつながりを示す（Zimmerman, 1998）。 
予見段階では、漠然とした一般的な遠い目標より具体的で順序性のある階層

的な目標を掲げることがよいとされており、これは行動主義の学習でスモール
ステップとして学んでいた（10）。また、目標としては遂行目標より習得目標が
よいとされていて、達成目標理論で示された内容だった（12）。 
遂行段階では、自分の情動や周囲の状況に引きずられるのではなく、注意を集

中し、イメージ化や自己指導を活用することがよいとされていた。注意のコント
ロールと自己指導は、トップダウン処理・ボトムアップ処理やメタ認知とともに、
適応的熟達者の行う方法として示されていた（4）。イメージ化については、「考
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えて書く活動」において実施されたため、後述する。また、外的結果や断片的情
報ではなく系統立った自己観察に基づいたモニタリングとコントロールがよい
とされていて、これは原因帰属の枠組みの応用であった（12）。 
自己内省段階では、失敗を学習方略の選択や練習不足に原因帰属する自己判

断をすること、それにより次の課題に対して期待を持つ自己反応をすることが
熟達者とされた。これは、原因帰属として、すでに学んだ内容であった（12）。 
その他、自己調整学習を学ぶ際には、自己効力感と結果期待（12）や課題価

値・関心（11）、方略の調整（効果的な学習方略の実行）と環境整備と援助要請
（13）、自分へのご褒美（10）、より効率的な目標の設定（後述する「日誌」）な
どが示された。優れた習得目標の設定とは、概念的知識を得ることであるため、
概念的知識に関わる内容がすべて関わっていたと言える。 
 
（２）学習者に求めた学習法 
授業では、以上のような概念の伝達に加えて、授業前後には「日誌」への書き

込みを、授業中には「考えて書く活動」を行うよう指示を行い、映像中も作業時
間をとった。学習者が自ら考え書くための「考えて書く活動」については、学習
者が自己調整学習者になるために計画的に提供されており、通信制大学の学び
の適応的熟達者になる一歩を踏み出すことが期待された。 
① 「考えて書く活動」について 
表 2：各授業で課される「考えて書く活動」の内容と体験する自己調整学習関連概念 
活動
番号 

学ぶ内容(テーマ)と手法 
体験する 
概念 

1-1 
教育心理学の定義について、多くの資料を読み、比較し、共通点や
相違点を見つけることで理解する 

読解方略 

1-2 
本科目を採った理由・目的について、書き出しておき、後の授業で
扱われる概念と自らを結びつけられるようにしておく 

概念的知識 

2-1 
こころとは何かをモデルを使って考え、それをアナロジーとして捉
えて精緻化する 

概念的知識 

2-2 
要塞問題と悪性腫瘍問題を扱う実験の体験を通して、学習の転移の
難しさを実感する 

概念的知識 

3-1 記憶の処理水準説について、子どもを対象として想定し説明する 仮想的教示 
3-2 よく行う行動についてプロダクションルールを作成する 概念的知識 
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4-1 
注意についての実験の体験を通して、集中すると他が見えないとい
う体験をする 

概念的知識 

4-2 主観的輪郭のある図を図が見えていない人を想定し説明する 概念的知識 

5-1 
視覚的断崖の実験状況を読んで、書かれた場面を具体的に映像とし
て想像する 

再文脈化 

5-2 三ッ山課題ができない子どもの認識を図を使って考える 図式的説明 

6-1 
正統的周辺参加をした経験を思い出し、概念と自らとを結びつけて
考える 

概念的知識 

6-2 
子どもを対象として想定し、地球が平らではなく球体であるという
概念変化をもたらす経験をデザインする 

再文脈化 

7-1 
~4 

特定の授業方法で受講する人物の認識（学び方・やる気）を間主観
的に理解する 

再文脈化 

8-1 
インクルーシブ教育の捉え方についての 2つのテキストを読解し、
共通点/相違点を抽出する 

読解方略 

8-2 発達障害の 3種の定義から共通点を抽出する 読解方略 
9-1 
9-2 

発達障害の子どもへの対応を考える際は、具体的な状況での姿を想
像する/複雑な事柄は表に整理する 

再文脈化 
図式的説明 

10-1 
行動主義心理学の万能さの主張が現実のものとなる際の社会への影
響について、心理学の倫理的問題として考える 

再文脈化 

10-2 
オペラント条件づけという心理学の概念が、スマホゲームの設計と
いう社会への応用されていることについて体験する 

再文脈化 

11-1 
動機づけに関するスライドを見て説明の文章を書くことで、論理の
穴を見つけ、論理的つながりを意識する 

仮想的教示 

11-2 7-1～4 を基本的欲求理論で捉え直し、概念同士を結びつける 概念的知識 
12-1 学習性無力感を原因帰属で捉え直し、概念同士を結びつける 概念的知識 
12-2 増大的知能観の持ち主の学び方を間主観的に理解する 再文脈化 
13-1 認知主義的学習観を持つよう、子どもを対象として想定し説得する 仮想的教示 
13-2 既習の科目で有効な学習方略を同輩を想定し説明する 仮想的教示 

14-1 
講義中に扱われる概念（読解の自己調整学習）を自らがどれくらい
できていたか考える 

概念的知識 

14-2 
講義中に扱われる概念（ライティングの自己調整学習）を自らがど
れくらいできていたか考える 

概念的知識 

14-3 
講義中に扱われる概念（日誌法による自己調整学習）を自らがどれ
くらいできていたか考える 

概念的知識 

「考えて書く活動」は、１コマ当たり２回以上あり、それぞれ５分以上の時間
が割かれた（表 2）。何を考えて書くのかが映像に表示され、学習者は事前印刷
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された「作業場」と呼ばれる十字に区切る枠線が書かれた紙に内容を考え書くこ
とが求められた。その後、考える際に考慮してほしかったキーワードを述べたり、
活動によって学んでほしかったことを述べたりして、次の内容へと移っていた。 
第 13 回では、学習方略の使用を促す具体的な方法として「認知的カウンセリ

ング」（市川, 1993）の方法の応用を提案し、「自己診断を求める」「診断的質問
をする」「比喩的説明をしてあげる」「図式的説明をする」「仮想的教示をしても
らう」「教訓帰納をしてもらう」の６つの方法を挙げた。これも参照にして、活
動の形式は５つに分類できた。第一に、概念的知識を得るための活動があった。
これはいくつかの焦点に分けて考えられた。第二に再文脈化、第三に仮想的教示、
第四に図式的説明、第五に複数テキストの読解だった。以下、括弧内に活動番号
を示し、それぞれの活動について説明する。 
概概念念的的知知識識 教育心理学の中で学んだ内容を振り返りながら、現在学んでいる
内容と結びつける活動が行われた。授業方法を動機づけの観点で捉える活動
（11-2）と学習性無力感を原因帰属の概念から捉える活動（12-1）だった。 
また、講義で伝えられる教育心理学の知見を自分のこととして考えることで、

概念的知識へと変化させることが期待される活動だった。教育心理学を学ぶ理
由（1-2）、自らの持つ手続き的知識の記述（3-2）、自らの正統的周辺参加の体験
の記述（6-1）、自らの通信制大学での学び方の記述(14-1～3)が活動として求め
られた。 
教育心理学の知見を得るために実施された実験等の体験も行われた。これは

心理学の科学としての営みを理解し、知見として抽象的に書かれた内容を自身
の体験と結びつけることになる。「考えて書く活動」の内容がその授業回で学ん
でいる内容と一致するものとして、自ら考えたこころのモデルの作成（アナロジ
ーを使った比喩的説明）（2-1）、学習の転移の実験（2-2）、映像中のバスケット
ボールのパスの回数を数える注意の実験（4-1）、カニッツァの三角形に類似した
図を自らの言葉で説明すること（4-2）が活動として求められた。 
再再文文脈脈化化 別の文脈でも活用できるよう、思考のための道具として概念を獲得
することが、「分かったつもり」の状態を脱した深い理解を表していると言える
（c.f. 田島, 2011）。自己調整学習におけるイメージ化と言えるこの方略はそれ
ぞれ、視覚的断崖の実験の説明から行われた文脈で実験者として（5-1）、概念変
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化の実験結果から対象となった子どもを担当する教室の文脈で教師として（6-
2）、説明された授業方法の説明からその授業が行われる文脈で子どもとして（7-
1～4）、発達障害の定義からその特性を持つ人の特定の状況での姿・振舞方と対
応策へ（9-1、9-2）、行動主義心理学者の発言からそれが実現した仮想の社会の
文脈へ（10-1）、条件づけの知見からスマホ（コンピュータ）ゲームの文脈へ（10-
2）、増大的知能観の説明からそれの持ち主の学び方の文脈へ（12-2）と、文脈を
超えて概念を活用することが求められる活動であった。 
仮仮想想的的教教示示 設定された対象に対して、学んだ内容を説明するという活動を求
めた。はっきり分からないことがあるとうまく説明できないため、理解モニタリ
ング方略の１つとされた。2-1 と 4-2 については、上記の通りの内容で、モデル
を作成し説明する活動、図を言葉で説明する活動だった。他は、記憶の処理水準
説（3-1）、動機づけ理論の発展（11-1）、認知主義的学習観を持たせるための中
学生への説明（13-1）、通信制大学の任意の講義で活用すべき学習方略の同輩へ
の説明（13-2）が活動として求められていた。 
図図式式的的説説明明 図や表を作成することで情報を整理することができる有用な方略
であること、図のようにポイントをおさえて省略されたものは論理的な抜けが
ありうることが図式的説明を体験して学べることだった。自ら考えたこころの
モデルの作成（アナロジーを使った説明）（2-1）、三ッ山課題をうまく解けない
子どもの認識の図化（5-2）、発達障害の表の作成（9-1、9-2）が求められる活動
だった。くわえて、3-1 と 11-1 では、スライドとして示した省略されたものを
文章で説明することで、論理の抜けに気がつけるようになっていた。 
読読解解方方略略のの使使用用 複数のテキストの読解を求める活動であり、目標を意識して、
読み直したり、ほかの言葉と結びつけたり、先を読んでみたり、自分に説明した
りしながら、つまり、読解の自己調整学習として紹介した読解方略を用いて、読
むことが期待されたる活動だった。教育心理学の定義を複数の文献から共通点
として書き出すこと（1-1）、インクルーシブ教育についての賛成・反対意見を読
んで、どう違うのかを書き出すこと（8-1）、３種の発達障害の定義から共通点を
抜き出すこと（8-2）が求められた。 
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② 「日誌」について 
「日誌」への書き込みについては、第 13 回「自己調整学習」の最後に日誌法

による自己調整を紹介した（Schmitz, Klug and Schmidt, 2011）。第１回から毎
回の学びの前と後で、学習者には「教育心理学メディア受講日誌」への書き込み
を求める時間を設けていた。 
事前に書く内容は、学びに向かう自身の状況（やる気・いらいら・集中・心配）

や環境（他の心配事ややるべき事がある・予定通りしっかり学べると思う）を５
件法で振り返ること、学習目標を立て、方略を決定し、学びにかかる時間の予想
をすることだった。特に、授業映像の中では、授業毎に本質的な問い「学びのた
めの質問」を示しており、答えを学習前と学習後に書くことで、自らの学びの程
度を確かめられる形になっていた。事前に答えに対する自信を書くことで、自ら
の状況をメタ認知することが求められた。 
事後に書く内容としては、かかった時間、効果的に学べた時間、「学びのため

の質問」への答え（自由記述）、理解・満足・自己動機づけ・方略選択の評価（５
件法）、次に向けての工夫（自由記述）、復習にかかる時間の予想だった。 
学習目標と学習方略については、事前に資料を配り、例を挙げることで、どの

ような内容を書けばよいのか分かるようにした。自己モニタリングを行うこと
や学習中のメタ認知を行うこと、原因帰属をして次に活かすことなどが行われ
ることになっているが、この資料ではその説明をせず、第 13 回授業での解説を
待つこととなった。そこに至るまでにそれぞれの知見を学ぶため、毎回書いてい
る日誌と学んでいる内容が徐々に結びつけられることが期待された。 

 
（３）アンケートの回答 
分析対象とされた授業はメディア授

業という形式で、授業者側からは資料・
用紙・時間の提供を行うことしかできな
い。それを活用するかは学習者に委ねら
れている。そのため質問紙調査から学習
者自身による振り返りとして、学びの実態について回答を求めた。 
参加の頻度について、30 件のアンケートの結果は表３のようになった。日誌

表３:「考えて書く活動」と「日誌」への参加頻度 

日誌 
活動 

いつ
も 

しば
しば 

とき
どき 

全然 

いつも 9 3 1 0 
しばしば 4 3 3 0 
ときどき 1 3 2 0 
全然 0 0 0 0 
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の書き込み頻度の平均（「いつも」を４，「全然」を１とした）は 3.28 となり、
「しばしばできた」に近い数値となった。考えて書く活動への参加も 3.24 とな
り、日誌と同様の結果となった（t＝0.214, p=0.831）。日誌について、しばしば
できたと回答した一人は、「はじめは書くという習慣が今までなかったため難し
く感じた。」という感想を書いていた。 
質問３の感想は、Microsoft Word の文字カウントによると全員分で 5024 文

字であり、一人当たり 167．46 文字であった。得られた感想を命題毎に区切り、
KJ 法（川喜田, 1967）を参考に内容に即して分け、ラベルをつけた。メディア授
業の内容、映像や資料の形式、参加の仕方とその意義、今後への活用の宣言、レ
ポート課題の分かりにくさ、活動結果共有の提案、教員個人への感想、感謝に大
別できた。ここでは授業内容について述べたはじめの３点のみを詳述する。 
メメデディィアア授授業業のの内内容容 分かりやすさと内容と他教科とのつながりが書かれてい
た。分かりやすさとしては、９命題があり、分かりやすいという感想が７つ、わ
かりにくいという感想が２つだった。内容については、７命題があり、全体を良
しとする３つとインクルーシブ教育に関する授業の良さに言及する３つと提案
が１つあった。他教科とのつながりについては２命題があり、「既に受講してい
る心理学系の科目の復習になった」「心理学概論でふれた内容をさらに詳しく知
ることができ、学びが深まった」と述べられていた。 
映映像像やや資資料料のの形形式式 量の多さ、動画の長さと工夫、書き込みの形式について述べ
られていた。量の多さは２命題が授業内容や映像の量が多いと指摘していた。動
画の長さと工夫においては、動画が 30 分くらいにするとよいとの指摘、短く区
切られていて良かったという指摘（２命題）、短いと次を開く動作で集中が切れ
るが小休止の目安になるという指摘などがあった。また、区切った後の動画に番
号をつけること、倍速機能をつけることの要望があった。映像であるため、繰り
返しや一時停止ができることがよかったという指摘が３件あった。書き込みの
形式については、授業では日誌や考えて書く活動を印刷された用紙に筆記用具
で書き込むよう指示していたが、学生からは PC上で作業したいという要望があ
った。 
参参加加のの仕仕方方とと意意義義 主体的であること、日誌の意義、考えて書く活動の意義、振
り返ることの意義、メディア授業の構成の意義が感想として書かれていた。主体
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的であることは５命題として示され、主体的に学ぶ環境が必要で（ながら視聴が
できず）、理解が深まり、達成感があったと指摘された。 
日誌の意義は、４命題によって、その意義が書かれ、授業を始める区切りとし

ての役割も果たしていたことが指摘された。日誌の意味を知って、これからも続
けていく決意をした報告もあった。 
考えて書く活動の意義も、４命題によって、能動的であることや理解している

つもりでも説明することが難しいこと、記憶の定着の良さが指摘された。 
振り返ることの意義は、９命題として、「振り返りが出来てスキルが習得して

いく段階を感じることができ」たとの指摘や「自己モニタリングが面白い」、「自
分の思考傾向や何に興味があるのかはっきりとわか」る経験をした等の感想が
あった。 
メディア授業の構成の意義は、二人の学習者によって対象授業のねらいが端

的に表されていたため、考察に引用する。 
 
５．考察 
本研究では、教育心理学の授業において、学習者に学ばれた自己調整学習のた

めの知識と取り組まれた活動、それらに対する学習者による認識が一致するこ
とを明らかにしようとしていた。 
自己調整学習を学ぶことを目的とした教育心理学の授業が、目的のために構

成された内容と活動を持つことを結果の前半では指摘した。認知主義的学習観
で概念的知識を得るために自己調整学習をする方法を学べる授業内容になって
おり、概念的知識を身に付けるための様々な方法と、仮想的教示や再文脈化、図
式的説明が「考えて書く活動」で体験できる活動が求められていた。また、毎回
の授業前後に、日誌を書くことでメタ認知、自己モニタリング、原因帰属が求め
られていた。結果の後半ではアンケートの結果として、8 割ほどが自己調整学習
を体験する活動に参加することができていた。感想としては、映像授業であるが
能動的に学び、自らを振り返る機会になったとのことだった。 

 
（１）授業内容と活動の形式 
まずは、教育心理学の授業内容と活動の形式の関連性を考察する。 
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授業内容は、概念的知識、学習方略、認知主義的学習観、自己調整学習の４点
が主要な概念として提示され、それを学ぶ以前に多くの心理学的知見や概念を
積み重ねて、４点の主要な概念が有用な概念であることが納得できるようにな
っていた。 
「考えて書く活動」でも、概念的知識に関わる 12 の活動が求められていた。

31 活動のうち、38.7％をしめていて、最も多い割合だった。内容としても、自
分を振り返って、今学んでいる内容との関わりを考える活動や教育心理学の知
見が生まれた実験を体験する活動が行われ、知識がただ覚える対象としてある
のではなく、誰かが作り出した道具であり生きて使える道具であることを体験
できる活動となっていた。再文脈化としても８活動（25.8％）で、同様に状況を
想定して、知識を使うことを求めており、概念的知識の形成を促していたと言え
る。また、特に科目の後半では、概念的知識に関わる「考えて書く活動」として、
先に学んだ知識と結びつけることで、知識のネットワークの形成を促していた。 
授業内容では学習方略として、認知的方略とメタ認知的方略、外的リソース方

略と情緒的方略が伝えられていた。認知的方略については内容のつながりを結
果に示したが、他の方略は、活動との関わりがあると考えられた。 
メタ認知的方略として、自分の理解を確認する理解モニタリング方略、学習の

進行状況や質を評価する自己評価方略、課題解決を経てわかったことを教訓と
して引き出す教訓帰納に言及された。「考えて書く活動」としては、仮想的教示
を４活動（12.9％）行うことで、理解モニタリング方略（メタ認知的方略）を採
ることができていた。「日誌」では、事前に自身の状況を振り返ることで自己評
価方略を、事後の振り返りと次に向けての工夫を書くことで教訓帰納とメタ認
知方略を活用することになったことが推測された。 
外的リソース方略として、図や表の活用、援助の要請が、情緒的方略として、

環境を整えることが伝えられたが、「考えて書く活動」では、図式的説明を４活
動（12.9％）ですることで、外的リソース方略を活用することが推測された。 
その他、「日誌」では、事前に心配事の存在など環境について振り返ることで

環境を整えることという情緒的方略を活用するきっかけにもなりうる構成だっ
た。また、学習方略として第 13 回に具体的に提示された読解方略についても「考
えて書く活動」では３活動（9.6％）で体験することが可能だった。 
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以上のような過程で自己調整学習のために必要な学習方略を学びと体験によ
って習得することが期待される構成だった。特に、授業内容としては自己調整学
習（14）にて扱ったのみであったが、日誌として事前に目標を立てて学習方略を
選択し、事後に集中して取り組む時間がどれだけあったか等振り返ることで、毎
回意識的に考えることを求めていた。また、科目を終えた後で 14回分の日誌と
して、効果を実感できる振り返りの蓄積が学習者の手元にあることが期待され
た。第 14 回に日誌法としての自己調整学習という項目でそれを振り返ることに
より、意義を実感することが推察された。 
以上から、内容として学ばれた学習方略や自己調整学習は「考えて書く活動」

と「日誌」によって体験され、概念的知識が得られることが十分に期待できる授
業であると考えられた。 

 
（２）内容・活動と質問紙調査の結果について 
では実際に学習者には具体的にどう受け取られていたのだろうか。授業内容

と学習者の感想を照らし合わせて、授業のねらいが達成されたか考察する。「書
き込む活動」や「日誌」は、どのように取り組んだか確認できなかったが、質問
紙調査によると高い参加頻度と感想から、学習者は十分に真面目に取り組んで
いたことが明らかにされた。ただ、調査参加者は受講者の約半数であり、調査参
加者ではない人の活動や日誌への参加はより低いことが想定される。 
単位を取るという結果重視志向だけを持っている場合には単位認定レポート

のみに取り組めばよく、「考えて書く活動」や「日誌」は取り組む必要のない活
動である。社会人の学習者も多いため、本科目に割ける時間が限られていること
も考えられる。その中で、質問紙へ回答した多くの学習者が能動的に書き込んで
いたという事実は、思考過程重視志向という認知主義的学習観を持っていたこ
とを推察させる。 
また、感想の中で指摘が多かったのが、振り返りの機会が提供された点だった。

授業を受け、テストを受け、評価をもらうという学びの中で、自らの学びを振り
返ることは、メタ認知することである。自己調整学習はメタ認知なくして成り立
たず、メタ認知は自己調整学習のきっかけになる（石川・向後, 2017）。学習者
が自己調整学習の意義に気がついたことが推察される。振り返りがスキルの上
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達の自覚を促すという指摘は、主観的幸福感の向上も期待できる（須崎ら, 2018）。 
くわえて、能動的に学ぶことについても指摘があった。映像を見て学ぶことは

受動的な行為になることが一般的であるが、活動を入れることで能動的・主体的
に学ぶことになったという感想だった。その中で、理解が深まったという学習者
もいて、丸暗記志向ではなく、意味理解志向を持っていることが推察された。 
日誌を書くことがスイッチになるという指摘や、理解が難しいときには映像

を繰り返し見ているという感想から、自らの学びの方法についてメタ認知を行
い、方略活用志向を採っていることが推察された。 
これらの感想には、認知主義的学習観を持って学びに取り組んだ様子が表れ

ており、自己調整学習の主たる概念を活用できていたと言えた。その中で、２名
の学習者が感想として多くの指摘を行っていた。長いが、ここに引用する。 

まず、メディア受講日誌については、各映像前に学習目標や学習方法を記
入することで、自らの学習特性への内省につながりました。それは、学びに
対してより効果的な目標や方法を見出す過程となり、講義回数を重ねるごと
にそれらはより精緻なものになったと推察しております。また、各講義の冒
頭と終盤の双方に提示される「学びのための質問」は、受講前の自らの記述
と受講後のそれとを比較することを通じて自分自身の知識定着の度合いの
把握に結び付き、メタ認知におけるモニタリングが促進されたことで、効果
的な復習も可能になったと考えております。 
一方、各回に作業場が設定されていたことにより、講義の視聴というイン

プットの責任に加えて、作業場に記入するというアウトプットの責任が生ず
ることとなったため、メディア授業という形式であっても、能動的かつ主体
的な学びが可能であったと考えております。なお、第８回において「発達障
害まとめ表」を完成させたことは、これまで曖昧であった発達障害の特徴に
対する明確な理解に結び付きました。 
これらのことから、教育心理学のメディア授業を通じて、講義内容の理解

とともに、自らに有益な学習方法の探索および獲得につなげることができた
と推察しております。学生が主体的に学べる環境をご提供くださったこと、
深く感謝申し上げます。  （誤字の修正および改行・段落分けは引用者） 

この感想からは、この学生は日誌法による自己調整学習がうまくできていて、
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それは「学びのための質問」が大きな役割を果たしていたことが読み取れる。く
わえて、「考えて書く活動」を通して、主体的な学びをすることができ、それを
通して、自分がどこまで分かっているのかを確かめる理解モニタリング方略が
できたようである。そして、自分に適した学習方略を探し、実施し、調整すると
いう自己調整学習を遂行したことがうかがえる。 
もう一人は、以下のような感想だった（文中の引用文献は省略する）。 

自分の学習方略を振り返ったことで、自分が考えていた以上に方略を用い
たり、メタ認知的活動を行っていたことが分かり、自己効力感が高まった。
学習方略は方略を教授されることで意欲が高まる(岡田 2007)との研究結果
がしめすように、学習方略、自己調整学習の過程を学んだ後は、自分の学習
に対する態度のどこが欠けているのか、どうしたらよいのかがよくわかるよ
うになった。この考え方は、学習の場以外でも使うことができるため、良い
学びを得ることができた。 

この感想からは、これまでの学びに対して、自己調整学習やメタ認知、学習方
略といった知識を得た上で振り返ることで、より精緻に自己の学びを捉えるこ
とが可能になったことを示している。 
二人の感想に端的に表れているのが教育心理学の学習内容をただ暗記しテス

トで解答する知識として捉えているのではなく、自らの学びに応用する生きた
知識として捉えているという点にある。別の学習者の感想からは学んでいる最
中にはすでに、学んだ内容を活かした言葉かけを関わっている子どもたちに行
っているとのことだった。学習内容が概念的知識として取り入れられているこ
とが推察され、少なくともこのような感想を示した学習者においては、授業のね
らいが達成されたと結論づけられる。概念的知識・認知主義的学習観・学習方略・
自己調整学習という内容と活動が質問紙調査からも読みとることができた。 

 
（３）本研究の意義と今後の課題 
教育心理学のメディア授業について、内容と活動と感想から検討してきた。 
概念的知識や学習方略、認知主義的学習観といった自己調整学習のための概

念は、教育心理学で伝えるべき基本的な知識とともに、「考えて書く活動」や「日
誌」を通してそれらの概念を活用する体験をしながら学ばれていたことが明ら
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かになった。それらを体験することで、特に自分の学びに対するメタ認知が遂行
されていることが感想から示され、個別の事実的知識が概念的知識となって身
についていることが示された。通信制の大学において、一人で学ぶことに困難を
感じる学習者が主観的に幸福になるためには、自らを動機づけ、自ら学び、成長
していることを実感できることが重要である（須崎ら, 2018; 露口, 2017）。その
対応策に本科目がなり得ることが、示された点で意義があったといえる。 
ただ、本研究には限界もあった。その１つは、研究者が授業者である、当事者

による研究である点である。客観性を確保するため、授業で伝えられる具体的な
概念・専門用語と求められる具体的な活動内容・形式について記述した。それに
より、読者が考察で書かれた解釈に対し、反論ができる形とした。授業資料の公
開も求めがあれば可能であるため、検証及び反証可能性は確保されている。とは
いえ、主観的な解釈が含まれることは否定できない。 
また、本研究は、授業内容が変わったことを契機に取り組まれたため、メディ

ア授業の映像が撮り直される前に授業を受けた学習者からのデータを得ていな
かった。感想に対する質的な分析から本科目に独特の内容・形式への評価を得る
ことはできているが、より確かな知見を得るためには、比較対象が必要となろう。
今後の課題としたい。 
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